
令和８年度　仕様書

工事名称 川越市みよしの支援センター改築等工事

工事場所 川越市宮下町１丁目１９番地１３

【工事の大要】
  川越市みよしの支援センター改築等工事である。
  ・新築
      新館・倉庫・渡り廊下
      構造規模：鉄骨造  平屋建て  延べ面積 計２４０．７１㎡
  ・改修  
      本館  構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造  平屋建て 延べ面積５７１．１３㎡      
      別館  構造規模：鉄骨造    平屋建て 延べ面積２２２．４９㎡
  ・外構

  ・建築工事  一式 
  ・本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。



工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

建築工事        

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   
式

  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  

1   
式

計

工事価格        

1   
式

消費税等相当額  

1   
式

工事費          

1   
式



工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

建築工事        

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 3

新館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設工事    

1   
式

土工事          

1   
式

地業工事        

1   
式

コンクリート工事

1   

式

型枠工事        

1   
式

鉄筋工事        

1   
式

鉄骨工事        

1   
式

防水工事        

1   

式

石工事          

1   
式

タイル工事      

1   
式

木工事          

1   
式

屋根工事        

1   
式

金属工事        

1   
式

左官工事        

1   
式

木製建具工事    

1   
式

金属製建具工事  

1   
式

硝子工事        

1   

式

塗装工事        

1   
式

外装工事        

1   
式

内装工事        

1   
式



建築工事　科目別内訳 4

新館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

雑工事          

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 5

新倉庫

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設工事    

1   
式

土工事          

1   
式

地業工事        

1   
式

コンクリート･型枠･鉄筋工事

1   

式

鉄骨工事        

1   
式

仕上工事        

1   
式

金属製建具工事  

1   
式

雑工事          

1   

式

計



建築工事　科目別内訳 6

渡り廊下

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設工事    

1   
式

土工事          

1   
式

コンクリート･型枠･鉄筋工事

1   
式

仕上工事        

1   

式

撤去工事        

1   
式

発生材処分      

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 7

本館・別館

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接仮設        

1   
式

コンクリート･型枠･鉄筋工事

1   
式

木工事          

1   
式

金属工事        

1   

式

左官工事        

1   
式

建具工事        

1   
式

硝子工事        

1   
式

塗装工事        

1   

式

内外装工事      

1   
式

雑工事          

1   
式

撤去工事        

1   
式

環境配慮        

1   
式

発生材処分      

1   
式

計



建築工事　科目別内訳 8

外構

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

舗装工事        

1   
式

囲障工事        

1   
式

その他工事      

1   
式

撤去工事        

1   

式

発生材処分      

1   
式

計



≪週休２日制適用工事（現場閉所型）に係る特記仕様書≫ 

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事 

である。 

本工事は、完全週休２日を採用している。週休２日が守れ 

なかった場合は減額変更となります。 

実施は、川越市週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和 

8 年１月 20 日施行） によるものとする。 

同要領は、川越市総務部技術管理課ホームページで確認の

こと。 

 

川越市総務部技術管理課ホームページ 

 

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/sangyo/nyusatsu/101 

1724/1011747.html 

 

 

 

 

川越市 

https://www.city.kawagoe.saitama.jp/sangyo/nyusatsu/101


図番 図面名称

構 造 図 【 共 通 】

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図番 図番 図番図番 図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

図面リスト

特記仕様書（その１）

特記仕様書（その２）

特記仕様書（その３）

特記仕様書（その４）

特記仕様書（その５）

案内図・配置図

敷地求積図・建物求積図

立面図・断面図

矩計図

仕上表

平面図

屋根伏図・ピット平面図

ﾄｲﾚ（男・女）・多目的ﾄｲﾚ・脱衣室・ｼｬﾜｰ室　平面詳細図・展開図

玄関・廊下・相談室・作業室・倉庫　展開図

天井伏図・法チェック

家具詳細図１

家具詳細図２

建具キープラン図・建具表

特記仕様書（改修その５）

特記仕様書（改修その４）

特記仕様書（改修その３）

特記仕様書（改修その２）

特記仕様書（改修その１） [新倉庫棟]　構造設計特記仕様書[新館]　構造設計特記仕様書

Ａ１－０４

Ａ１－０２

Ａ１－０１

Ａ１－０３

Ａ１－０５

Ａ１－０６

Ａ１－０７

Ａ１－０８

Ａ１－０９

Ａ１－１０

Ａ１－１１

Ａ１－１２

Ａ１－１３

Ａ１－１４

Ａ１－１５

Ａ１－１６

Ａ１－１７

Ａ１－１８

Ａ１－１９

Ａ１－２０

Ａ１－２１

Ａ１－２２

Ａ１－２３

Ａ２－０１

Ａ２－０２

Ａ２－０３

Ａ２－０４

Ａ２－０５

Ａ２－０６

Ａ２－０７

Ａ２－０８

Ａ２－０９

Ａ２－１０

Ａ２－１１

Ａ２－１２

Ａ２－１３

Ａ２－１４

Ａ２－１５

Ａ２－１６

Ａ２－１７

Ａ２－１８

Ａ２－１９

Ａ２－２１

Ａ２－２０

Ａ２－２２

Ａ２－２３

Ａ２－２４

Ａ２－２５

Ａ２－２６

Ａ２－２７

Ａ２－２８

Ａ２－２９

Ａ２－３０

Ａ２－３１

Ａ２－３２

Ａ２－３３

[新館]　軸組図（１）

[新館]　小屋伏図

[新館]　Ｒ階伏図

[新館]　１階伏図

[新館]　基礎伏図

[新館]　柱状改良伏図

[新館]　柱状改良特記仕様書

[新館]　軸組図（２）

[新館]　軸組図（３）

[新館]　軸組図（４）

[新館]　軸組図（５）

[新館]　基礎リスト・スラブリスト

[新館]　基礎梁リスト

[新館]　土圧壁リスト

[新館]　鉄骨柱リスト

[新館]　鉄骨大梁リスト・鉄骨部材リスト

[新館]　鉄骨詳細図

Ｓ１－０１

Ｓ１－０２

Ｓ１－０３

Ｓ１－０４

Ｓ１－０５

Ｓ１－０６

Ｓ１－０７

Ｓ１－０８

Ｓ１－０９

Ｓ１－１０

Ｓ１－１１

Ｓ１－１２

Ｓ１－１３

Ｓ１－１４

Ｓ１－１５

Ｓ１－１６

Ｓ１－１７

Ｓ１－１８

Ｓ２－０１

Ｓ２－０２

Ｓ２－０３

Ｓ２－０４

Ｓ２－０５

Ｓ２－０６

Ｓ２－０７

Ｓ２－０８

Ｓ２－０９

A-00

構 造 図 【 新 館 】 構 造 図 【 新 倉 庫 棟 】意 匠 図 【 新 館 ・ 新 倉 庫 棟 】

[新倉庫棟]　地盤改良特記仕様書

[新倉庫棟]　柱脚工法各種寸法図

[新倉庫棟]　伏図

[新倉庫棟]　軸組図

[新倉庫棟]　基礎リスト・基礎梁リスト・スラブリスト

[新倉庫棟]　鉄骨柱・鉄骨大梁・鉄骨部材リスト

[新倉庫棟]　鉄骨詳細図

[新倉庫棟]　柱脚工法設計施工標準

配筋標準図（その１）

配筋標準図（その２）

配筋標準図（その３）

配筋標準図（その４）

鉄骨標準図（その１）

鉄骨標準図（その２）

Ｓ３－０１

Ｓ３－０２

Ｓ３－０３

Ｓ３－０４

Ｓ３－０５

柱状図（１）

柱状図（２）

特記仕様書（その２）

特記仕様書（その１）

Ｇ－０７

Ｇ－０８

Ｇ－０９

Ｇ－０６

Ｇ－０５

Ｇ－０４

Ｇ－０３

Ｇ－０２

特記仕様書（構造関係・その１）

特記仕様書（構造関係・その２）

Ｇ－０１

図面名称図番

外 構 図

外構平面図

現況図

正門詳細図

西門詳細図

外構詳細図

Ｓ３－０６

Ｓ３－０７

Ｓ３－０８

NS

Ａ１－２４

Ａ１－２５

Ａ１－２６

渡り廊下詳細図

既存スロープ詳細図【参考図】

雑詳細図１

雑詳細図２

雑詳細図３

雑詳細図４

新倉庫棟　立面図・展開図

新倉庫棟　平面図・屋根伏図・断面図・建具表

Ａ１－２７ 移動間仕切詳細図（参考図）

屋根各部詳細図１（参考図）

屋根各部詳細図２（参考図）

Ａ１－２８

Ａ１－２９

Ａ１－３０ サッシ詳細図（参考図）

スチールドア詳細図１（参考図）

スチールドア詳細図２（参考図）

Ａ１－３１

Ａ１－３２

Ａ１－３３

図番 図面名称

Ａ３－０１

意 匠 図 【 共 通 】

Ａ３－０２

仮設計画図（参考図）

工事区分表

Ａ２－３４

Ａ２－３５

Ａ２－３６

Ａ２－３７

シャッター詳細図（参考図）

意 匠 図 【 本 館 ・ 別 館 改 修 】

［本館］改修後・改修前　外部仕上表・内部仕上表１

［本館］改修後・改修前　内部仕上表２

［本館］改修後　平面図

［本館］改修前　平面図

［本館］改修後　立面図・断面図

［本館］改修前　立面図・断面図

［本館］改修後　食堂・調理室・食品庫平面詳細図・展開図

［本館］改修前　食堂・調理室平面詳細図・展開図

［本館］改修後　作業室平面詳細図・展開図

［本館］改修前　作業室平面詳細図・展開図

［本館］改修後　男子更衣室・女子更衣室・職員更衣室（女）平面詳細図・展開図

［本館］改修前　男子更衣室・女子更衣室・職員更衣室平面詳細図・展開図

［本館］改修後　事務室・倉庫平面詳細図・展開図

［本館］改修前　事務室・倉庫平面詳細図・展開図

［本館］改修後　機械室・相談室平面詳細図・展開図

［本館］改修前　機械室・相談室平面詳細図・展開図

［本館］改修後　静養室・職員更衣室（男）・雑品庫・湯沸室平面詳細図・展開図

［本館］改修前　静養室・雑品庫・湯沸室平面詳細図・展開図

［本館］改修後　玄関・廊下・トイレ（調理用）平面詳細図・展開図

［本館］改修後・改修前　天井伏図

［本館］建具表１（既設建具）

［本館］建具表２（既設建具）

［本館］建具表３（新設建具）

［本館］家具詳細図１

［本館］家具詳細図２

［本館］家具詳細図３

［本館］家具詳細図４

［本館］雑詳細図

［本館］サッシ詳細図（参考図）

［本館］スチールドア詳細図（参考図）

［別館］別館改修　平面図・天井伏図

［本館］改修前　玄関・廊下平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事

川越市みよしの支援センター改築等工事



・下請契約　　※全体及び県内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。

完成図等の種類及び記入内容

　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する） 保全に関する資料　　

 完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）
図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部
　CADデータの形式　 ※SXF(sfc)　・DXF　・JWW

　　　　　　　　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表５
　原本及びアルバムを各1部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各1部提出
　パネル入り（外部全景）完成写真　　・要　　・不要

（CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する。）

 完成写真

　撮影箇所　　　　　※外部（５枚）内部（１０枚）

工 事 名

Ⅰ　工事概要

特記仕様書

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所 

（建物概要）

㎡

用途地域

５．工事範囲

※工事範囲全て２　仮設工事

３　土工事

４　地業工事

５　鉄筋工事

７　鉄骨工事

９　防水工事

１１　タイル工事

１２　木工事

１３　屋根及びとい工事

１４　金属工事

１５　左官工事

１６　建具工事

１７　カーテンウォール工事

１８　塗装工事

１９　内装工事

※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。
　　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

８　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ＡＬＣﾊﾟﾈﾙ
　　・押出成形セメント板工事

２０　ユニット及びその他の工事

章 項　　目 特　　記　　事　　項

Ⅱ　建築工事仕様
（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）

ブロックの種類

 ・無　・有

備考
による区分
断面形状及び圧縮強さ

（mm）
正味厚さ

長さ 高さ
 ・無　・有

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

※空洞ブロックC(16)

化粧の有無 適用箇所

・

　各部の配筋　※図示　　・　

１ 補強コンクリート
　 ブロック造

８
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
及
び
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

１
 
一
般
共
通
事
項

18 中間検査

19 完成図等

測定箇所数　※（　　）箇所　　・図示　
測定時期　　※工事完了後
報告書　　　※２部　　・　

測定対象室　※監督員の指定する室　　・図示

中間検査成績評定　※対象外　・対象（埼玉県建築工事成績評定要領第２）

(1.6.2){1.5.1}

(1.7.1～3){1.6.1～3}

　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法
　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。

　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、

　　分析法による。
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

17 化学物質の濃度測定

備考対象化学物質 判定基準

240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下
220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下
100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下

パラジクロロベンゼン
スチレン
エチルベンゼン
キシレン
トルエン
ホルムアルデヒト

換算は２５℃
値，量単位の
が定める指針
※厚生労働省

200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

(1.5.9)

測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

６　コンクリート工事

１０　石工事

４．工　　期 契約工期

　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、
　　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。
（３）特記仕様書の表記
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　・印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。
　　「標準仕様書」という。）による。

　　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」
　　を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

２ 条件明示事項 {1.1.3}

※行う（請負代金額500万円以上，10日以内に登録）　・行わない (1.1.4){1.1.8}

　　　　　　・　

保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)

保険の期間 ※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

　※法定外の労災保険 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

　※請負業者賠償責任保険等　　・　

　 帳壁及び塀
２ コンクリートブロック ブロックの種類 (8.3.2～7)

・無 ・有
・無 ・有

断面形状及び圧縮強さ
による区分 （mm）

正味厚さ
長さ 高さ

ﾓｼﾞｭｰﾙ呼び寸法(mm)

・型枠状ブロック 20
・空洞ブロックC(16)

の適用箇所
(表8.3.1)以外

化粧の有無 備考

　壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状　※図示　・　
　各部の配筋　※図示　　・　
　充填するブロックの範囲　・図示　・　

３ ＡＬＣパネル

　パネル短辺小口相互の接合部、外壁、間仕切壁パネルの出隅及び入隅パネル接合部、

　外壁、間仕切壁パネルの伸縮目地への耐火目地材の充填　・適用する　・適用しない

　 （ＥＣＰ）
４ 押出成形セメント板

１ アスファルト防水 屋根保護防水

種別 施工箇所 断熱材　Ｇ 絶縁用シート 立上り部の保護

　防水層の種別
(9.2.2～5）(表9.2.3～9)

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)

　目地仕上げ　・押し目地仕上げ　・化粧目地仕上げ
　まぐさを受ける開口部両側のブロックのモルタル又はコンクリートで充填する範囲
　　※図示による　　

　モルタルの調合(容積比)※標準仕様書表8.2.1による　・セメント(　　)：砂(　　)
　塀に用いるブロックの正味厚さ　・　

・一般
・コーナー

図示に
よる

(8.4.2～5)

構法の種別

・Ａ種・Ｂ種

・C種・D種・E種・間仕切

耐火性能
(時間)

区分 単位荷重(N/㎡)

・意匠

・意匠
・平

・平

・外壁用

　　壁用

・屋根用

・床用

・一般
・コーナー

正荷重 負荷重
厚さ
(mm)

幅及び
長さ

図示に
よる

図示に
よる

図示に
よる

・なし
・１
・なし
・１

・0.5

・１
・２

※Ｆ種

・・・

・

・・・

・・

　 －  　－

　 －

　－

　－

　 　－

　 　－

　パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　・　

外壁・屋根パネルの構法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の耐風圧性能

目地幅

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材 ・　

ＡＬＣパネルの区分等

(8.5.2～5)

パネルの種類 厚さ(mm)

60

・50・60

60

・50・60

幅(mm)

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

600

工法の種別

600

・50・60・

・50・60 ・

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

備考形状

・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）

・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

・F（ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ）

・D（ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ）

・T（ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ）

ECPの種類等

短辺
長辺
短辺
長辺

　パネルと他部材との取合い部の目地幅（mm）　※10～20　　・　

・ＡＩ－１ (材質）※JIS A 9521によ

・Ｂ－１
・Ａ－３

・Ａ－１
・Ａ－２

・ＢＩ－１

・ＡＩ－３

・ＡＩ－２
材3種bA(ｽｷﾝ層付き)
る押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱

・

・Ｂ－２

・ＢＩ－２

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

(厚さ)・　mm　・　 

(8.2.2、3、5、7、8)

　６）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（最新版）」及び、

３ 工事実績情報ｼｽﾃﾑ
　 コリンズへの登録

１ 適用基準等

適用する基準等を決定する。
なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版）

　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の耐風圧性能
外壁パネルの工法における耐風圧性能

 パネル相互の目地幅（mm）　・長辺（　　）　・短辺（　　）
 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅（mm）　※15程度　　・　
 耐火構造以外の目地及び隙間の処理　※パネルの製造所の仕様　　

 やむを得ず欠き込み等を行う場合は、下表の寸法を限度とする。ただし、欠損部分
 を考慮した強度を確認の上、施工計画書を提出する。

孔あけ及び欠き込みの大きさ

ﾊﾟﾈﾙに孔あけ

ﾊﾟﾈﾙに欠き込み
を設ける場合

を設ける場合

ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下
ﾊﾟﾈﾙ幅の1/2以下、かつ、300mm以下
500mm以下

残り部分の幅
切断後のパネルの

150mm以下
300mm以下
300mm以下
300mm以下

※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

厚さ0.15mm以上
又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ
70g/㎡程度

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

70g/㎡程度

・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)

  (※JIS R 1250)
・れんが押え

・乾式保護材

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.2.3及び表9.2.4による
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

平場の保護コンクリートの厚さ
　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　・　
　床タイル張り　※水下　60mm以上　　・　

・乾式保護材
　　窯業系パネルⅠ類　厚さ（　　　　）mm　　幅（　　　　）mm

立上り部への断熱材及び絶縁シート　※設置しない　・設置する
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
　※標準仕様書表9.2.5及び表9.2.6による　
　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

屋根露出防水
　防水層の種別

種別 断熱材　Ｇ 仕上塗料施工箇所

・ＤＩ－２

・ＤＩ－１

種類
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様
・　

使用量

高日射反射率防水の適用Ｇ　　※適用する　・適用しない

・Ｄ－１

※標準仕様書9.2.2(9)
(種類)
(厚さ)(mm)

・Ｄ－２

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種

　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

　※標準仕様書 表9.2.7及び表9.2.8による

 パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合　 ・図示

　７）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

370μｇ／ｍ３（0.085ppm）以下

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その１）

川越市宮下町１丁目１９番地１３ 第一種住居地域

2,218.47

軽量鉄骨造　平屋建て

2

５
鉄
筋
工
事

７
鉄
骨
工
事

特記仕様書（構造関係）による４
地
業
工
事

６
コ
ン
ク
リー

ト

　
　
工
事

鋼矢板等の抜き跡　※地盤の変形を防止する適切な措置を講ずる　

(3.3.3)

３ 山留めの撤去

　へも利用する。
・UCRの受け入れに必要な土質調査を実施する。また、この調査による資料は他工区の工事
・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し

２ 建設発生土の処理

１ 埋戻し及び盛土 (3.2.3)３
 
土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

・Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　）受渡場所（　　　　）

材料及び工法　※標準仕様書表3.2.1による

・材料（　　　　　　　　）　・工法（　　　　　　　　）

・Ｄ種　適用場所（　　　　）

・Ｂ種　適用場所（　　　　）
・Ａ種　適用場所（　　　　）

種別

(3.2.5)

備品（　　名分相当）
　　　・設置しない（下記備品のみ用意する）
　　　・構内に新設　　　㎡

　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機
　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

２ 監督員事務所

３ 現場表示板

４ 工事用水

５ 工事用電力

６ 工事用搬入路

７ 仮囲い

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）

※図示　・　

必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示

仕様 　※図示　　・ 

８ 交通誘導員

９ 快適トイレ

※設置する（{1.1.12}による表示　※要 ・不要） ・設置しない

※設置位置等は監督員の指示による　・図示　

(2.3.1)

(2.3.1){1.1.12}

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽
　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　

９
 
防
水
工
事

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

(2.2.4)

規模　・既存建物内の一部を使用　

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、
 同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」
 における2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

幅が1メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を
使用する（労働安全衛生規則第561条の2）

１ 足場その他２
 
仮
設
工
事

・塗装工事・内装工事・ユニット及びその他の工事

仮設工事・土工事・地業工事・鉄筋工事・コンクリート工事・鉄骨工事

・防水工事・タイル工事・木工事・屋根及びとい工事・金属工事・左官工事・建具工事

新館

㎡建築面積

㎡延べ面積 211.61

軽量鉄骨造　平屋建て新倉庫

㎡建築面積 14.73

㎡延べ面積 14.73

㎡建築面積

㎡延べ面積

渡り廊下 アルミニウム合金造　平屋建て

7.32

7.32

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・とび作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   
・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・FRP防水工事作業

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・左官作業

建具工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

(1.5.2){1.3.3}16 技能士

・型枠工事作業    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

・内外装板金作業    

・自動ドア施工作業・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ガラス工事作業

・鉄筋組立て作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・木工塗装作業

・保温保冷工事作業・ボード仕上げ工事作業   ・壁装作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業その他

・造園工事作業

・建築配管作業排水工事

舗装工事

植栽工事

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・建築塗装作業

・ガラス工事作業

内装工事

塗装工事

・金属製カーテンウォール工事作業  ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

A1-01
NS

216.66

　　及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下、

４ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　・風圧力　　風速（Vo=　　m/s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）

５ 別契約の関連工事 ※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

(1.1.7)
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※別契約関連工事

施工時間
・行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。
　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　仕様書＞を参照のこと
施工時間以外の施工条件
・図示による　　　・　

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。７ 工事の記録

適用する (1.3.3){1.3.1}

(1.3.5)

８ 電気保安技術者

９ 施工条件

６ 施工に注意を要する
　 区域等 及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

(1.1.12、13)

埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで１部提出) ・適用しない

　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物

(1.2.4){1.6.5}

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

(1.3.7)

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　を提出して監督員の承諾を受ける。
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁 H18.2.15)に準拠した証明書を監督員に提出する。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　 パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　 温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　 を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　 アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　 材料を使用する。
　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　 等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　 ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　 極めて少ない材料を使用したものとする。

{1.4.2}受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の
相手方は埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、
調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

(1.4.1){1.4.3}建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質
及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

(1.4.2)※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上

　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上

11 施工中の環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

15 材料の品質等

本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

10 施工中の安全確保

(1.3.10)

　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）
(1.3.11){1.1.13}

・週休２日制適用工事

要領は、川越市総務部技術管理課ホームページで確認のこと。

　・　　　　　　　　　　　　　・埼玉県指定史跡川越城跡

・公告に別に添付する＜埼玉県営繕工事における「週休２日制モデル工事」特記

中間検査　　※行う（川越市工事検査規則第３条）　・行わない

監督員の指示により示す書類を原則電子データで提出する

20 保証書

21 その他

上記以外　　・１部提出
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。
防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　 {1.6.4}

・予備材料　　※監督員の指示による　・　

22 土壌試験 ・溶出試験　28項目
　総水銀、アルキル水銀、ＰＣＢ、ジクロロメタン、四塩化炭素、クロロエチレン、

（カドミウム、全シアン、有機リン、鉛、六価クロム、ヒ素、

　1，2-ジクロロエタン、1，1-ジクロロエチレン、シス-1，2-ジクロロエチレン、
　1，1，1-トリクロロエタン、1，1，2-トリクロロエタン、トリクロロエチレン、
　テトラクロロエチレン、1，3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベンカルブ
　ベンゼン、セレン、ふっ素、ほう素、1，4-ジオキサン）

　ヒ素及びその化合物、六価クロム及びその化合物、ふっ素及びその化合物、
　ほう素及びその化合物、セレン及びその化合物、シアン化合物、ダイオキシン類）

・含有量試験　10項目（水銀及びその化合物、カドミウム及びその化合物、鉛及びその化合物、

・製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基

　本工事は「週休２日制適用工事(現場閉所型)」の対象工事である。実施は、川越市
週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和８年１月２０日施行）によるものとする。

中間検査実施回数（　2　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による

川越市みよしの支援センター改築等工事

川越市みよしの支援センター改築等工事

契　　約　 日から令和 9年 8月31日まで

・埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等

　川越市電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで提出) ・適用しない

・川越市ワンデーレスポンス対象工事とする
・着工に先立ち、工事打合せ用（A3二つ折り製本）を８部提出すること。

・六価クロム溶出試験　　・行う　　　・行わない

・場外搬出適切処理（搬出場所：有限会社吉田商店）

　川越市みよしの支援センター改築等機械設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年7月）

本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成

　川越市みよしの支援センター改築等電気設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年7月）



石裏面処理　　・適用する　・適用しない

・1類 ・特類

２ 改質アスファルト
   シート防水

種類

 ・　

使用量

 ・　

 　製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

 　製造所の仕様
 ※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄの

種別 断熱材　Ｇ 仕上塗料

・設ける
 （改質ｱｽﾌｧﾙﾄ
 ｼｰﾄの製造所の
 仕様による）

・設けない

（材質）
　※標準仕様書9.3.2(3)(ｳ)
　　による
　・　
　・　（厚さ）
　・25mm　・50mm　・　

施工箇所

・ＡＳＩ－Ｔ１

・ＡＳＩ－Ｊ１

・ＡＳ－Ｔ１
・ＡＳ－Ｔ２
・ＡＳ－Ｔ３
・ＡＳ－Ｔ４
・ＡＳ－Ｊ１

高日射反射率防水の適用Ｇ　　・適用する　・適用しない
改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　防水層の種別

　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

　 ルーフィングシート
　 防水

防水層の種別 (9.4.2～4)(表9.4.1～3)

・Ｓ－Ｆ１

仕上塗料種別

・Ｓ－Ｆ２

・Ｓ－Ｍ１
種類・使用量

・

種類・使用量

・
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

施工箇所

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地
・　

・ＳＩ－Ｆ１

・ＳＩ－Ｆ２

・ＳＩ－Ｍ１

・ＳＩ－Ｍ２

種類・使用量

・

種類・使用量

・

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの製造所の仕様

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

※発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
・　

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地
・　

高日射反射率防水の適用Ｇ　　・適用する　・適用しない

合成高分子系ルーフィングシート防水工法（断熱工法）における断熱材Ｇ

３ 合成高分子系

※特定化学物質障害予防規則の対象とならない材とする
防水層の種別

保護層仕上塗料

種類・使用量

種類・使用量

※主材料の製造所の仕様
・　

※主材料の製造所の仕様
・　

施工箇所種別

・Ｙ－１

・Ｙ－２

・Ｘ－１

・Ｘ－２

※屋内防水
・　
※地下外壁防水

４ 塗膜防水

11

タ
イ
ル
工
事

　 よるタイル張り 色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

12

木
工
事

３ 造作用集成材 Ｇ

４ 造作用単板積層材Ｇ

５ 合板等 (12.2.1)

・「合板の日本農林規格」による普通合板 Ｇ

の適用
防虫処理

樹種名
単板の

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

※C‐D以上
・　

※2級
　以上
・1級

※12
・　

※1類
・特類

単板の
樹種名

板面の品質等級
厚さ
(mm)

接着の

程度

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

(mm)
厚さ

※5.5
・　

接着の
程度

※1類
・2類

板面の品質

広葉樹 ※２等以上 ・１等
針葉樹 ※C-D以上　・　

施工箇所

施工箇所

厚さ(mm) 単板の樹種名 接着の程度施工箇所 防虫処理
の適用

防虫処理
の適用

(　　　)

強度等級

ﾓﾙﾀﾙ塗り厚さ

立上り部の保護

施工
箇所

種類

・しない

・する
・適用する

・適用しない

・しない

・する

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

厚さ(mm)施工箇所 接着の程度
化粧板に使用する
単板の樹種名

・1類 ・2類

の方法
化粧加工

樹種名
単板の

・1類 ・2類

接着の程度
(mm)
厚さ施工箇所

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

・する
・しない

・する
・しない

・する
・しない

防虫処理の適用

防虫処理の適用

屋内防水
　防水層の種別

種別 施工箇所施工箇所種別

保護層　・設ける（※図示　・　　　）　・設けない

・Ｅ－１ ・Ｅ－２

　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定
　・種類（　　　　　　）　設置数量（　　　　　）

　※図示　・　

防水層の下地の立上り
　※コンクリート打放し仕上げ　標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げの種別]のＢ種
　・　

　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・　

　・適用する（施工範囲　※図示　・　　　　）　・適用しない
屋上排水溝　※図示　・　

E-1の工程3を行う部位　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

防水層の下地のモルタル塗り

(9.3.2、3)(表9.3.1～3)屋根露出防水

絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

防湿用シート

　※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による　・　　

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※改質アスファルト製造所の仕様による　・　　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　用途による区分　　　　・　
　　材料による区分　　　　※Ｒ種
　　厚さ　　　　　　　　　※（　　　　）mm以上　　・　

　※標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　・　　

　※標準仕様書表9.3.2から表9.3.3による　・　　

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

・　　※アルミニウム製 Ｌ－30×15×2.0(mm)程度　・　

可塑剤移行防止用ｼｰﾄの材質

・Ｓ－Ｍ２

　・設ける　・設けない
S-M2またはSI-M2の場合立上り部の工法

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルムの設置

　・接着工法
　・機械的固定方法

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　※非歩行仕様　・軽歩行仕様

屋内防水
　防水層の種類

・床塗り工法
・下地モルタル塗り

・S-C1
※７mm以下
・　

塗り厚さ

・　　mm

保護層

工法

施工箇所種別 平場の保護モルタル塗り

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ

平場の保護モルタル床塗りにおける目地の目地割及び種類
　目地割　 　　※目地割2㎡程度、最大目地間隔3m程度
　目地の種類　※押し目地　　

　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　厚さ　・　
　　種類　・　

　※標準仕様書　表9.4.1から表9.4.3による　

　建築基準法に基づき定まる風圧力（・1 ・　　 ・　　）倍の風圧力に対応した工法

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの片面若しくは

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　・　

固定金具の材質、寸法、形状

　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別　S-F1、SI-F1の場合）

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理

　※ルーフィングシートの製造所の仕様
接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）

伸縮調整目地

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）

　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による
　位置　　・6mm程度

一般目地　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

１ 伸縮調整目地及び
　 ひび割れ誘発目地

(11.1.3)(表11.1.1)

２ 見本焼
　 試験施工

３ セメントモルタルに

見本焼　　・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない
試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない

(11.1.4)

タイルの形状・寸法等 (11.2.2、3、6)

位置　　　※標準仕様書 表11.1.1による　・図示
目地寸法　・図示

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
　細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・既調合モルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　内外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り

　 タイル張り
タイルの形状・寸法等

色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

(11.3.2～5)４ 有機系接着剤による

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

目地のシーリング材

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　

　ひび割れ誘発目地　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　
　打継ぎ目地　　　　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　伸縮調整目地及びその他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　・　
外装タイルの目地詰め
　・行う　・行わない　

　　　　　※目荒し工法（高圧水洗処理）　・MCR工法　・　

　※目荒し工法(高圧水洗処理）・MCR工法　　・　

種類
施工
箇所

(12.2.1)(12.4.1)(12.5.1)(12.6.1)(12.7.1)２ 製材 Ｇ

(表12.2.2)

(12.2.1)材料のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆ 又は 標準仕様書 12.2.1(1)(ｳ)(b)による　

１ 施工一般

施工箇所

・JAS 1083-5 製材-第5部に基づく
　下地用製材

・JAS 1083-6 製材-第6部に基づく広葉樹製材

施工箇所

※１等　・２等　

※１等　・２等　

の適用
間伐材等

見付け材面の品質

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

見付け
(mm)
寸法

・　

・　

・JAS 1083（製材）以外の製材

樹種名 材面

施工箇所

品名

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

化粧薄板
の厚さ
(mm)

施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

(mm)
寸法

含水率施工箇所

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

※15％以下 ・　

※15％以下 ・　

見付け材面の品質

寸法 化粧薄板の 見付け材
面の品質厚さ(mm)(mm)

施工箇所 含水率

※15％以下
・　
※15％以下
・　

(12.2.1)

品名

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：

化粧薄板：
芯材：
化粧薄板：
芯材：

・する
・しない

防虫処理
の適用

・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)

・無し(　　　　　　　　　　　　　)

・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)

・無し(　　　　　　　　　　　　　)

表面の品質（化粧加工の有無）施工箇所
(mm)
寸法

寸法
(mm)

(mm)
寸法

・有り(加工 ・天然木加工・塗装加工)

・無し(等級 ・１等 ・２等 ・３等)

表面の品質（化粧加工の有無）

種別
(使用環境)
接着性能

防虫処理
の適用

※14%以下
・　

※14%以下
・　

含水率

施工箇所

施工箇所

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

品名

・する
・しない

・する
・しない

品名

・JAS 3079に基づくＣＬＴ（直交集成板）Ｇ

樹種名強度等級

・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

SI-M1、SI-M2の場合　※標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a)による　・　
SI-F1、SI-F2の場合　※標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b)による　・　

　　両面に樹脂を積層加工したもの

(9.5.3)(表9.5.1～2)

(12.2.1)

　（種類）・　　　　　　　（厚さ）・25mm　・50mm　・　　

４ 内壁空積工法 (10.2.2、3)(10.4.2、3)受金物

石裏面処理　　・適用する　 ・適用しない
裏打ち処理　　・適用する 　・適用しない

　　　　　　　・あと施工アンカー工法
下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

・　

（Ｘ－１、Ｘ－２）高日射反射率防水の適用Ｇ　・適用する　・適用しない

５ ケイ酸質系塗布防水

３ 外壁湿式工法 (10.2.2、3)(10.3.2、3)受金物

６ シーリング

７ 防水工事施工票

２ 石材等

１ 施工10

石
工
事

　・種類（　　　　　）　設置数量（　　　　個）
　※主材料の製造所の仕様
ウレタンゴム系塗膜防水Ｘ－１の脱気装置の種類及び設置数量

防水層の下地

下地処理

シーリング材の目地寸法

　・図示　　　・　
　※標準仕様書9.7.3(1)(ア)～(ウ)による

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験

シーリング材の種類（記号）施工箇所

注　練り混ぜた２成分形シーリング材は、１組の作業班が１日に行った施工箇所を
　１ロットとして、各ロットごとにサンプリングを行い、サンプリング試料を監督
　員に提出すること。

外部に面するシーリング材の接着性試験

（施工年月日は防水工事施工完了日(手直しは除く)を記入）
{2.1.2}

仕上を行わない施工箇所（・図示による　・　　　　　）

石材の割付け　　・図示　　・　 (10.1.3)

　コンクリートの打継ぎ箇所の処理
 　※打継ぎ部分に対し、幅30mm及び深さ30mm程度の目地棒を用いる。目地棒の除去後、
 　　水洗い清掃し、ｹｲ酸質系塗布防水材の製造所の仕様により、ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを充填
　 ・図示　　　・　

 
  型枠締付け材にコーンが使用されている部位及びｹｲ酸質系塗布防水材の塗布面以外の
  下地処理
　 ・図示　　　・　

　天井部　※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)
　壁　　　※コンクリート打放し仕上げ (表6.2.4　B種)

天然石

施工箇所

 ・床石

(mm)

表面仕上げ厚さ

の種類

形状及び寸法(mm) 備考岩石の種類

目地
　一般目地　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

目地寸法　※幅・深さとも10mm以上　・図示による

伸縮調整目地

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）

　位置　　・図示による
　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による

アンカーの材質及び寸法

石裏面処理　　・適用する　 ・適用しない
裏打ち処理　　・適用する 　・適用しない

　　　　　　　・あと施工アンカー工法
下地ごしらえ　※あと施工アンカー・横筋流し工法

　　　　　　　・流し筋工法　

ドレンパイプ　・設ける（設置位置：図示による）　・設けない

　※SS400　 　・　
あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　　　

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　※シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

の場合のシーリングは17章による

ジェットバーナー仕上げの場合のバフ仕上げの有無
・あり　　・なし　

テラゾブロック

備考

・両面
・片面

施工箇所

・役もの
・平もの

大きさ(mm)

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

種石の種類 種石の 形状によ
る区分

仕上げ面に
よる区分

寸法
(mm)

表面仕上げ
の種類

・両面
・片面

・役もの
・平もの

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

テラゾタイル

備考
大きさ(mm)

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

・花こう岩
※大理石

・　
※1.5～12

種石の種類 種石の

・４００型
・３００型

・４００型
・３００型

寸法による区分 表面仕上げ施工箇所

その他の材料
　取付け用モルタル、既調合の目地モルタル、浸透性吸水防水材、石裏面処理材、
　裏打ち処理材、金物の固定に使用する充填材料
　　※専門工事業者の指定する製品　・　
　ドレンパイプの材質
　　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き25～35φ

(9.6.4)(表9.6.1)

(10.2.1、3)(表10.2.1、2)

・図示による

下表以外は、標準仕様書表9.7.1による
ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォール目地

(9.7.2～5)(表9.7.1)

・設ける

・設けない

　　　　　　　　

裏打ち処理　　・適用する　・適用しない
だぼ用の穴の位置　※標準仕様書10.5.2(2)(ｱ)による　・図示
あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

建築基準法に基づく風圧力の（・1、・1.15、・1.3）倍の風圧力に対応した工法
シーリング材　種類　※標準仕様書 表9.7.1による
　　　　　　 目地幅及び深さ　

(10.6.2、3)６ 床及び階段の石張り 透水性吸収防水剤
（床石張り）　　・適用する　・適用しない
石裏面処理
（床石張り）　　・適用する　・適用しない
（階段張り）　　・適用する　・適用しない
裏打ち処理
（床石張り）　　・適用する　・適用しない

伸縮調整目地

　シーリング材の種類　※標準仕様書 表9.7.1による

(10.2.2、3)(10.5.2、3)(表10.2.4)５ 外壁乾式工法

一般目地　　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）
　　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）
　　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　）

　　　　　　　・既調合の目地モルタル（目地幅　・　　　　　）
一般目地　　　・目地モルタル　　　　（目地幅　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　（目地幅及び深さ　・　　　　　　）
　　　　　　　・シーリング材（種類　※標準仕様書表9.7.1による　・　　　　　）

目地寸法　※幅・深さとも10mm以上　・図示による

　 石張り

ファスナーの形状　・スライド式　・ロッキング方式

７ 笠木、甲板等の

　　　　　材質　※ステンレス（SUS304）　・　
　　　　　寸法　引金物　　・　
　　　　　　　　だぼ　　　・　
　　　　　　　　かすがい　・　
　　　　　　　　受金物　　・　

　　取付け工法　・湿式工法　・乾式工法
特殊部位用金物　標準仕様書10.2.2(3)参照

金物の種類、形状、寸法等
　※標準仕様書表10.2.4による　・　
取付け方式
　・スライド方式　・ロッキング方式

(10.2.2)(10.7.2)

　位置　　※標準仕様書 10.6.2(5)(ｲ)(a)による　・図示による

あと施工アンカーの材質及び寸法等　種類・　　　材質・　　　寸法・　

乾式工法の場合の取付け代　※70mm程度　・　

※2級
・　

※2級
・　

(mm)
寸法 含水率

※A種　・B種　

※A種　・B種　

等級 保存処理

含水率

※10％以下
・A種・B種・　

・A種・B種・　
※10％以下

・　

・　
※1等

※1等

寸法
(mm)

等級

含水率

※A種
・B種
・　
※A種
・B種
・　

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

材面の品質

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

(mm)
寸法

の適用
防虫処理

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

保存処理

施工箇所

見付け
材面

※１等
・２等

※１等
・２等

見付け
材面の
品質

寸法
(mm)

・JAS 1083-2 製材-第2部に基づく造作用製材

見え掛り面

見え掛り面
以外

施工箇所

・　
※小節以上

※上小節
・　 ※A種　・B種　

(mm)
寸法 含水率

※A種　・B種　

※A種　・B種　

等級 保存処理

　・保護ﾓﾙﾀﾙ
　・保護ｺﾝ

　材質　　　　　・SUS304　・　　　
　形状及び寸法　・図示による
　　　　　　　　・　

　形状及び寸法　・L-75×75×6(mm)の加工　長さ100mm又は150mm　　・図示による　
　材質　　　　　・SUS304　・　

　　　　　・図示による
目地寸法　※幅・深さとも10mm以上

乾式工法の場合の石材の裏面の補強用モルタル　　　・適用する　・適用しない

樹種名

樹種名

材種名

材種名

材種名

樹種名

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その２）

サッシ廻り MS-2　変性シリコーン系

ﾄｲﾚ床
磁器質
タイル

掲示板下地

A1-02
NS

※設置する（１ヶ所）

300角

玄関床見切

窓額縁 杉 厚25

川越市みよしの支援センター改築等工事



窓、出入口その他　　吊元枠、水掛かりの下枠及び敷居　※ひのき　・　
　　　　　　　　　　その他　　　　　　　　　　　　　※松又は杉　・　

縁甲板及び上がりがまち　※ひのき　・　

壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木　　　　　※杉又は松　・　

(12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

11 窓、出入口その他

12 床板張り

13 壁及び天井下地

　　　床組　※杉又は松　・　　 床組み
(12.4.1)

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

14

金
属
工
事

仕上塗材の種類
　薄付け仕上塗材

呼び名 仕上げの形状及び工法等

・外装薄塗材 Si

・可とう形外装薄塗材 Si

防火材料

・外装薄塗材 E

・可とう形外装薄塗材 E

・防水形外装薄塗材 E

・外装薄塗材 S

・内装薄塗材 C

・内装薄塗材 L

・内装薄塗材 Si

・内装薄塗材 E

・内装薄塗材 W

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・砂壁状

・さざ波状

・平たん状

・着色骨材砂壁状（・吹付け　・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

　吸放湿性　・適用する　・適用しない

・凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・吹放し　・凸部処理　・平たん状

　　外装厚塗材 C の上塗材
　　　　　　・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ　・　

　上塗材　　・適用する　・適用しない

　吸放湿性　・適用する　・適用しない

・凹凸状　・ひき起こし　・かき落とし

・内装厚塗材 E

・内装厚塗材 Si

・内装厚塗材 G

・内装厚塗材 L

・内装厚塗材 C

・外装厚塗材 E

・外装厚塗材 Si

・外装厚塗材 C

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

防火材料 仕上げの形状及び工法等呼び名

　厚付け仕上塗材

　複層仕上塗材

呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・複層塗材 CE

・可とう形複層塗材 CE

・複層塗材 Si

・複層塗材 E

・複層塗材 RE

・防水形複層塗材 CE

・ゆず肌状　・凸部処理　・凹凸状

　耐候性　　※耐候形３種　・　

　上塗材

　　溶　媒　※水系　・溶剤系　・弱溶剤系

　　樹　脂　※アクリル系　・　

16 １ 防火戸 ※建具表による　・　 (16.1.3)

２ 見本の製作等

３ 防犯建物部品

４ アルミニウム製建具

６ 樹脂製建具

・ＭＤＦ Ｇ

表裏面の状態
による区分 による区分

曲げ強さ
による区分 による区分

難燃性接着剤施工箇所

諸金物の形状、寸法及び材質

造作材の化粧面の釘打ち
　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し

　※かすがい、座金、箱金物及び短冊金物
　（標準仕様書 表12.2.3～5に示す程度の市販品　表14.2.2のF種程度）
　・　　　　　　　（形状：　　　寸法：　　　材質：　　　）

接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆ (12.2.2、3)

・パーティクルボード Ｇ

・　
※13タイプ ※P又はM

・　 ・　

※15

施工箇所 表裏面の状態
による区分 による区分

曲げ強さ
による区分
耐水性

による区分
難燃性 厚さ

(mm)

施工箇所

・JAS 0360に基づく構造用パネル

寸法(mm)

保存処理性能区分
・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４
・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐、防蟻処理

適用部材

適用部材

・　

・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理

処理の方法 薬剤の種類

(12.3.1、2)・薬剤の加圧注入による防腐、防蟻処理

※薬剤の製造所の仕様による ※JIS K 1571に適合又は同等品

厚さ(mm)

６ 接合具等

７ 接着剤

　 処理
８ 防腐・防蟻・防虫

といその他の材種４ とい
　・配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・ルーフドレン　

多雪地域の場合の軒どいの取付間隔　　　※0.5m以下　　・　

とい受け金物

足金物

鋼管製といの防露巻き

　材種　※標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　・　

　取付け間隔　※標準仕様書表13.5.2による　・　

　・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類）　　

防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆　 ・　

　材種　※標準仕様書表13.5.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　・　

　取付け間隔　※標準仕様書表13.5.2による　・　

　※標準仕様書表13.5.4による　・　　　　　 　

ルーフドレンの種類及び呼び 

種　別

・ろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　　・100

施工箇所呼び

・125 　・150

・ろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 ・80　　・100

・125 　・150

・バルコニー中継用 ・ねじ込み式 ・50　　・80　　・100

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

・バルコニー用 ・ねじ込み式 ・50　　・80　　・100

・差し込み式 ・50　　・75　　・100

　形状　※市販品　・　

　形状　※市販品（とい径100以下）　・25×4.5(mm)以上（とい径100超）

　 アルミニウム合金の
　 表面処理

※表面処理は標準仕様書表14.2.1による

種　別

・AB－1種

・AB－2種

・AC－1種

・AC－2種

・BA－1種

・BA－2種

・BB－1種

・BB－2種

・BC－1種

・BC－2種

・C 種

施工箇所（成形版、笠木、建具以外）

　　　　　　　　　　　　・アンバー　　　・ブロンズ
　　　　　　　　　　　　・ブラック系　　・ステンカラー　　・　
　　　　　　　　　　　　・特注色（　　　　　　）

１ アルミニウム及び

２ 鉄鋼の亜鉛めっき

(14.2.1)(表14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.2)

陽極酸化皮膜の着色方法　※二次電解着色　・三次電解着色
色合等　　　　　　　　　・シルバー

(14.4.2～4)(表14.4.1)野縁等の種類
　屋外（※25形　・19形）　屋内（※19形　・25形）

３ 軽量鉄骨天井下地

・つりボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法　※図示　・　

屋外の形式及び寸法

・天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法　※図示　・　
・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　　補強方法　※図示　・　
　　補強箇所　※図示　・　

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

(14.5.3、4)(表14.5.1)スタッド、ランナーの種類
　※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類
　・図示　・　
スタッドの高さが5.0mを超える場合　※図示　・　
出入口及びこれに準ずる開口部の補強
　※標準仕様書14.5.4(5)による　・　

４ 軽量鉄骨壁下地

取付け用下地　※標準仕様書14.4による　・図示　・　
伸縮調整継手　・設ける（施工箇所　・図示　・　　　　　　）　・設けない

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の(・1・1.15・1.3)倍の風圧力に対応した工法
屋外の軒天井、ピロティ天井の工法

(14.7.2、3)(表14.2.1)(表14.7.1)種類　・250形　・300形　・350形６ アルミニウム製笠木

種別
種別

製法 形状
板幅 板厚 表面処理

色合い等（mm） （mm）

・押出し
・ロール

・プレス

・

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ形

パネル形

・アルミ

　ニウム

(14.6.2、3)(表14.2.1)５ 金属成形板張り

・　

・　

・防水形複層塗材 E 　　外　観　※つやあり　・つやなし

　　　　　　・メタリック・防水形複層塗材 RE

呼び名 仕上げの形状及び工法等防火材料

・　

・　

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

　軽量骨材仕上塗材

(15.7.2)種別　・Ａ種　・Ｂ種

(15.12.2、3)

吹付け厚さ(mm)　　　　　　　　　　　　・図示　　　　・25　　　・　

４ マスチック塗材塗り

５ ロックウール吹付け

６ しっくい塗り しっくい
　・既調合材料
　　色しっくい　・適用する　・適用しない
下地
　・せっこうボード　・せっこうラスボード　・モルタル塗り　・木ずり
　・こまい　・下塗りをせっこうプラスターとし上塗りに使用する場合

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　 ・　
接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　※F☆☆☆☆ 　・　

(15.10.2～4)

既調合しっくいの調合

現場調合しっくいの調合及び各層の塗厚

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・せっこうボード下地　　　※標準仕様書表15.10.1　　
　・モルタル塗り下地　　　　※標準仕様書表15.10.2　　
　・せっこうラスボード下地　※製造所の仕様による　　 

　・木ずり下地　　　　　　　※標準仕様書表15.10.3　
　・せっこうプラスター下地、こまい下地　　※標準仕様書表15.10.4　

建
具
工
事

(16.1.4)

(16.1.6)・適用する（※建具表による　・　　　　　）　・適用しない

性能値等（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）
　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　・図示

建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　）　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　）　・行わない

(16.2.2～5)(表16.2.1、2)

建具見本製作の目的等　　

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

耐風圧性

S-4

気密性 水密性

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4 W-5

A-3

A-3

W-4

W-3

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　※建具表による　・図示
性能値等（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

(16.2.5)(16.3.2～5)(表16.3.1～3)

種　別

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

耐風圧性

S-4

気密性 水密性

S-5

S-6

S-2

S-3

A-4

W-3

W-4

W-5

　外部に面する建具の種別

　外部に面する建具の種別

　外部に面する建具の耐風圧性　

　・防音ドア、防音サッシとする場合

　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図示　　・　

　　　遮音性の等級　・Ｔ－１種　　・Ｔ－２種

　　　断熱性の等級　・H-4種　・H-5種　・H-6種　・H-7種　・H-8種

　表面色　　　　　　・標準色　　　・特注色

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　

ガラス　　　　　　　※複層ガラス（組合せは建具表による）　・　

形状及び仕上げ

　　　木下地の場合の内付け建具　・適用しない　　・適用する

ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　
形状及び仕上げ
　鋼板類の厚さ　※標準仕様書　表16.4.2による　　・　　使用箇所（　　　）

７ 鋼製建具

標準型鋼製建具の形式及び寸法　　※建具表による　　・　　　

　・耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 

８ 鋼製軽量建具

　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）
材料

(16.2.2)(16.5.2～4、6) 

　鋼板　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被膜鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

性能値等（建具符号：建具表による）
　・簡易気密型ドアセット　・適用する　・適用しない

性能値等（建具符号：建具表による）
　・簡易気密型ドアセット　・適用する　・適用しない

　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1
　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　
形状及び仕上げ
　鋼板類の厚さ　※標準仕様書　表16.4.2による　　・　　使用箇所（　　　）
標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　・　　　

９ ステンレス製建具
　・簡易気密型ドアセット（建具符号：・建具表による　・　　　　　　）
　外部に面する建具の耐風圧性　
　・耐風圧性の等級　（・　　　　　　） 
　・防音ドア、防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（　　　　　）
　・断熱ドア、断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（　　　　　）

10 木製建具
建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L、SUS443J1　・　
　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　
形状及び仕上げ　表面仕上げ　※ＨＬ　・鏡面仕上げ　・　
工法　ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ

建具材の加工、組立時の含水率　※Ａ種　・　

　※F☆☆☆☆　・　

性能値等（建具符号：建具表による）

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

合板の種類 規格等 備考

・普通合板 Ｇ 表面の樹種
　・

接着の程度（・１類　・２類）

・天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　　　　）
接着の程度（・１類　・２類）

・特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法

　・
接着の程度（・１類　・２類）

　表面板の厚さ　※表16.7.6による　・　

・かまち戸
　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）

・ふすま
　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）

　縁仕上げ　・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）
　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　　・　

　上張り(押入等の裏側以外)　　・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度　

　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

　表面材のホルムアルデヒド放散量等
　　※標準仕様書16.7.2(2)(ｲ)(a)による

板面の品質（※広葉樹１号　・　　　）

　※プリント
　・ポリエステル化粧合板
　・メラミン化粧合板

・ＭＤＦ Ｇ

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　・適用しない　　・適用する

　表面板の仕上　・建具表による 

・紙張り障子
　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　
枠及びくつずりの材料　　・建具表による　　・　

11 建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等
　※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による　・　

　※標準仕様書表16.8.3による　・建具表による

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書表16.8.2による　・建具表による　
樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※標準仕様書表16.8.4による　・建具表による　
木製建具に使用する戸車及びレール
　※標準仕様書表16.8.5による　・建具表による　
握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置
　・建具表による　　　　　　　・　

12 鍵

鍵箱　　　　　　※有り　　・無し

　　　　　　　　・製作しない
鍵の製作本数　　※各室３本１組（室名札付き）

13 自動ドア開閉装置 戸の開閉方式
　・建具表による
引き戸用駆動装置

　　・放射無線周波数電磁界耐性（　　　　）　・耐電圧（　　　　）
　　・防錆（　　　　）　・防滴（　　　　）　・電源（　　　　）
引き戸用検出装置の種類（表16.9.4）　・建具表による

　　※標準仕様書 表16.9.3による（防錆　・適用する　・適用しない）

　タッチスイッチの種類 
　　・無線式タッチスイッチ　　・光線式タッチスイッチ

　　・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ
凍結防止措置　・行う　・行わない

　　・耐電圧（　　　　）　・温度上昇（　　　　）
　　・耐久性(サイクル)（　　　　）　・防錆（　　　　）
　　・電源（　　　　）
引き戸用検出装置（表16.9.3）

　　※標準仕様書 表16.9.2による（防錆　・適用する　・適用しない）

　　※標準仕様書 表16.9.1による（防錆　・適用する　・適用しない）
　　・種類・開閉方式（　　　　）　・耐電圧（　　　　）　
　　・温度上昇（　　　　）　・耐久性(サイクル)（　　　　）　
　　・防錆（　　　　）　・電源（　　　　）
車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置（表16.9.2）

・戸ぶすま
　表面板の仕上　・建具表による 

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

※図示による

施工箇所

施工箇所

５ 網戸等 (16.2.3)

・防虫網 ※合成樹脂製

・ガラス繊維入り合成樹脂製

※0.25mm以上

・　

※16～18メッシュ

・　

種類 材種 線径 網目

・ステンレス(SUS316)製

　　

表面処理

　　　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　

結露水の処理方法　　　　　　　・水貯め式　・排水式　
　　　　　　　　　　着色　　　・標準色　　・特注色
　屋内の建具　　　　種別　　　・BC-1種　　・BC-2種　（標準仕様書表14.2.1）
　　　　　　　　　　着色　　　・標準色　　・特注色
　外部に面する建具　種別　　　・BB-1種　　・BB-2種　（標準仕様書表14.2.1）

木下地の場合の内付け建具　・適用しない・適用する
工法　水切り板、ぜん板　　　　　※図示　　　・　

形状及び仕上げ

材料　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　枠の見込み寸法　※建具表による

・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm

(16.8.4)

(16.9.2)

(16.8.2、3)(表16.8.1)

(16.7.2～4)

(16.2.2)(16.4.2)(16.6.2～5)

(16.2.2)(16.4.2～4)(表16.4.2)

(13.5.2、3)(表13.5.1、2、4)

(12.2.2)

　適用部位（　　　　　　　　　　）

　適用部位（　　　　　　　　　　）
・合板等の加圧注入処理の適用

　枠の見込み寸法　※建具表による
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３ 粘土瓦葺 (13.4.2、3)

施工箇所 製法に
よる区分よる区分よる区分

種類

形状に 寸法に 大きさ 産地
雪止め瓦
の使用

・する
・しない

役物瓦
の種類

・する
・しない

施工箇所
板及びコイル
の種類 量等の種類及び記号

塗膜の耐久性、めっき付着
(mm)
厚さ 屋根葺形式 備考

※JIS G 3322の ・心木なし瓦棒葺・0.4・５類（AZ150）

・

下葺材料　・アスファルトルーフィング　940
　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

２ 折板葺

山ﾋﾟｯﾁ山高

・無し
・有り

厚さ

・重ね形

・かん合形

・はぜ締め形

(　　)種

施工箇所 形式
耐力に
よる区分

材料に
よる区分

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分 (mm)

軒先面
戸板 性能

・無し
・30分※鋼板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

１ 長尺金属板葺

・横葺　・　

　　　　　　（・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ）
横葺きの場合のけらば納め
　　　　　・つかみ込み納め　　・けらば包み納め

防火

　屋根用
着色　・有

・

・立て平葺・蟻掛葺・0.5

　雪止め　・設置する（施工箇所　※図示　・　　　）　・設置しない

　鋼板の種類（※JIS G 3322の屋根用（着色　・有　　・　　　）
　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（・5種(AZ150)　　・　　　　）

材料

　　　　　・無し
工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

断熱材　　・有り（種別：　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　時間）

耐雪性能に対応した工法の適用 　・適用する　　・適用しない
折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・　
雪止め　・設置する（施工箇所　※図示　・　　　）　・設置しない

　桟瓦の防災瓦の使用　・適用する　　・適用しない 
　JIS A 5208 に基づく凍害試験等　※行わない　・行う（　　　　　）

　棟補強用心材　材質　※杉　・ひのき　・　
　　　　　　　　寸法　※幅40×高さ30(mm)以上　・　

　瓦桟木　　　　材質　※杉　・ひのき　・　
　　　　　　　　寸法　※幅21×高さ15(mm)以上　・　

　棟補強等に使用する金物等

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　　　　形状、寸法及び留付け方法　・図示　・　
　　　　　　　　材質　・ステンレス製　　・溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製　

　瓦緊結用釘又はねじ
　　　　　　　　種類（　　　　　）　径（　　　　　）　長さ（　　　　　）

　風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法等　※図示による
　瓦桟木の留付け工法　※図示　・　
　棟の工法　・７寸丸伏せ棟又はF形用冠瓦伏せ棟　・のし積み棟　
　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合
　・モルタル　　　・瓦葺き用しっくい

(13.2.1～3)(表13.2.1)

(13.2.2)(13.3.2、3)(材料：表13.2.1)

間仕切軸組　※杉又は松　・　10 内部間仕切軸組及び

笠木の固定金具の工法等
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1・1.15・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　　　　　色合等　・標準色（　　　　）
　　　　　　　　　・特注色（　　　　）
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(15.6.2)

表面処理　種別　　（　　　　）種

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　）　形状（※図示　・　　　）
　　　　　　・設けない

モルタル　　・現場調合材料　・既調合材料

床の目地　　・設ける（目地割り　※2㎡程度(最大目地間隔3m程度) 　・　　　　）
　　　　　　　　　　（種類　　　※押し目地　・　　　　）
　　　　　　・設けない

１ モルタル塗り

下地調整塗材塗りの接着力試験
屋外のタイル張り下地及び屋内の吹付部分等のタイル張りの下地モルタル塗り及び

　　　　　　・適用する　・適用しない

２ せっこうボード

３ 仕上塗材仕上げ 内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　・　

　 その他のボード下地
せっこうボード及びせっこうラスボードの種類及び厚さ
　種類（・GB-R　　GB-L　　・　　　　）　厚さ（　　　mm）
木質系セメント板の種類及び厚さ
　種類（・　　　　）　厚さ（　　　mm）

(15.3.2、5)

(15.2.5)

９ 不燃処理木材等
準不燃材料　　適用部位（部位）　　・図示による
不燃材料　　　適用部位（部位）　　・図示による

難燃材料　　　適用部位（部位）　　・図示による

土台、根太 ※ひのき又は保存処理木材　　

　※押出形材
笠木本体

　・なで切り仕上げ　　・パターン仕上げ　　・押え仕上げ

　車椅子使用者用便房操作スイッチの種類

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その３）

集成材

屋根

S-5

T-6

A1-03
NS

　野縁受、つりボルト及びインサートの間隔　・図示　・900mm程度
　周辺部の端からの間隔　　　　　　　　　　・図示　・150mm以内
　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　・図示　・360mm程度

マスターキー　　・製作する（GM×３本、M×５本）

川越市みよしの支援センター改築等工事



 

表面への化粧張り等の加工　・ｱｸﾘﾙ樹脂系焼付　

合板のホルムアルデヒド放散量　※標準仕様書 19.7.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか
ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　・　
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16 軽量シャッター
　

　　めっき付着量　（※Z06又はF06　　・　　　）

　　めっき付着量　（※AZ90　　　・　　　　）
スラットの形状　　・インターロッキング形　　・オーバーラッピング形

17 オーバーヘッドドア

による区分
セクション材料

による区分
開閉方式

による区分
収納形式 ガイドレール

・アルミニウムタイプ
・ファイバーグラスタイプ

・125(1250Pa)
・100(1000Pa)
・75 ( 750Pa)
・50 ( 500Pa)

※バランス式
・チェーン式
・電動式

・スタンダード形
・ローヘッド形
・ハイリフト形
・バーチカル形

※溶融亜鉛
　めっき鋼板
・ステンレス
　鋼板

※スチールタイプ

開閉形式の種類　　※手動式　　・電動式（手動併用）

安全装置
　電動シャッターの障害物感知装置
　（設置箇所　　・建具表による　　・　　　　　　）

耐風圧強度　（　　　）pa

スラットの材質の種類
　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

風圧力による
強さの区分 の材料

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

14 自閉式上吊り引戸
　 装置

性能　※標準仕様書表16.10.1による　　・　

15　重量シャッター シャッターの種類

　・屋内用防火シャッター
　・防煙シャッター

　・管理用シャッター　　　
　・外壁用防火シャッター　

　　　・手動開き力（　　　　）　　　・手動閉じ力（　　　　）
　　　・閉じ速度の調整（　　　　）　・制動区間（　　　　）
　　　・開閉繰返し（　　　　）　　　・耐衝撃性（　　　　）

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　）pa
開閉方式の種類　※電動式（手動併用）　　・手動式
安全装置

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

スラット及びシャッターケース用鋼板

　めっきの付着量　　※Z12又はF12　　・　

管理用シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

　鋼板の種類　　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
　　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる
スイッチボックス類のふたの材質
　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　）

　　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　）

　急降下制御装置、急降下停止装置、障害物感知装置

18 ガラス
適用は以下によるほか、ガラスの種類・厚さの組み合わせは建具表及び図面による。

　網入り板ガラス、線入り板ガラスの網、線の形状、板の表面の状態、厚さの呼び

・合わせガラス

　形状　・平面合わせガラス　・曲面合わせガラス
　落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性
　　　　・Ⅰ類　・Ⅱ－１類　・Ⅱ－２類　・Ⅲ類

・強化ガラス

　　　　※建具表による　・図示
　破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類　・Ⅰ類　・Ⅲ類

・熱線吸収板ガラス
　板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類
　　　　※建具表による　・図示
　性能　・１種　・２種

・複層ガラス

　　　　※建具表による　・図示
　断熱性による区分　・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

　乾燥気体の種類　　・空気　・アルゴン

・熱線反射ガラス

　日射熱遮へい性による区分　・１種　・２種　・３種
　耐久性による区分(日射熱遮へい性が２種の場合)　・Ａ類　・Ｂ類

　フロート板ガラスの品種、厚さの呼びによる種類　※建具表による　・図示

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに合わせガラスの合計厚さ、特性
　による種類　※建具表による　・図示

　日射取得性及び日射遮蔽性による区分　・Ｇ　・Ｓ

　材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに複層ガラスの厚さ

　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　※建具表による　・図示

・倍強度ガラス
　材料板ガラスの種類及び厚さによる種類　※建具表による　・図示

　型板ガラスの厚さによる種類　　　　　　　　　　※建具表による　・図示

　による種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　※建具表による　・図示

ガラスの留め材及び溝の大きさ

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製 ・シーリング材

・　

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

・　
・シーリング材

・　
・シーリング材

・　
樹脂製

・グレイジングチャンネル

・グレイジングチャンネル

※建具の製造所の仕様による

・図示による

※建具の製造所の仕様による

・図示による

※建具の製造所の仕様による

・図示による

※建具の製造所の仕様による

・図示による

防火性能色調 目地幅(mm)呼び寸法(mm) 厚さ(mm)

・160×160

・200×200
・95

・95

伸縮調整目地

・

・

位置(mm)

力骨　材質　※ステンレス鋼（SUS304）　・　
　　　寸法　※径5.5mm　　・　
　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　　・　
化粧目地モルタルの色（・白　　・グレー）

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　　・アルミニウム製
　　　　　　　　　寸法　※図示　　・　
　　　　　　　　　形状　※図示　　・　

シーリングの種類　　（・SR-1　　・PS-1）

木下地の場合のアンカー等の取付け間隔 ・図示による　

壁用金属枠及び補強材　　・図示による　　

目地部の横力骨の納まり
　※ガラスブロック製造所の仕様による　　・図示　　・ 
工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

19 ガラスブロック積み

1　取付方法、性能等

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法
主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

取付け形態による分類
・層間方式　・柱・梁方式　・方立方式　・スパンドレル方式　・　

耐風圧性

性能の確認方法及び判定方法 
　※性能の確認及び判定方法が確認できる資料を提出し、監督職員の承諾を受ける　　

（℃）
水密性 気密性 遮音性 耐火性能

耐温度差性
断熱性

・1時間
・30分

・60
・70
・80

２ メタルカーテン
　 ウォール

金属系材料の種類
　・アルミニウム材　・鋼材　・ステンレス鋼材

　　・構造ガスケット　形状、寸法等　・図示　・　

シーリング材の種類（目地等）
　種類及び寸法等　※図示による　　
ガラスの取付け材料
　　・シーリング　　　種類（・SR-2   　・SR-1）

　　種類及び範囲　※図示による
形状及び仕上げ
　製品の寸法許容差　　　※標準仕様書表17.2.1による　・　

　（アルミニウム材の場合）
　　　規格等　　※標準仕様書16.2.3による
　　　種別　　　・　　　　　　　　　　（標準仕様書表14.2.1）
　　　着色　　　・標準色　・特注色
　（鋼材及びステンレス鋼材の場合）
　 　 　

見え掛り部の仕上げ　　・　

ガラス溝の寸法、形状　※カーテンウォールの製造所の仕様　・　　
取付け
　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差
　　鉛直方向　※±10mm　・　
　　水平方向　※±25mm　・　

断熱材 Ｇ

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±3mm 　・　

　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±3mm 　・　
　耐火処理　適用部位、材料等　※図示による
ガラスの取付け材料
　ガラスの取付け材料がシーリングの場合のガラスの支持方法　※4辺支持　　・ 

３ PCカーテンウォール

　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　※12cm　　 ・　
　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量

　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　網目寸法　・　
　補強鉄線の径(mm)　　・3.2　　・4.0　　・5.0　　・6.0
　鉄筋　　　　　種類記号　※SD295

　シーリング材の種類（目地等）
　　種類及び寸法等　※図示による　　
　ガラスの取付け材料

耐火処理
　適用部位、材料等　※図示による
断熱材 Ｇ　　　種類（　　　　　　）　
　種類及び範囲　※図示による

形状及び仕上げ
　製品に見え掛り部の寸法許容差

　構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差

　　　　　　　　　　　・石材（・花こう岩　　・大理石　　・　　　）

先付けの材料

　　※図示による　　

　　・構造ガスケット　形状、寸法等　・図示　・　

製作
　PC版の配筋 　※図示による
取付け
　躯体付け金物の取付位置の寸法許容差
　　鉛直方向　　　　　　　　　　　　※±10㎜　　
　　水平方向　　　　　 　　　　　   ※±25㎜　　
　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差
　　目地の幅　　　　　　　　　　　　　※±5mm　・　

　　各階の基準墨から各部材までの距離　※±5mm　・　
　ガラスの取付け方法 
　　・ガラスの取付け材が構造用ガスケットで複層ガラス等を使用する場合は排水
 　 　機能の設置及びガラスの封着処理の強化を行う 

　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　※185kg/m3　・　

　　　　　　　　　　　　・軽量コンクリートの場合  1.8t/m3 ～ 2.1t/m3
　　　　　　　　　　　　・普通コンクリートの場合　2.1t/m3を超え2.5t/m3以下

　　・表面仕上げ材　　・セラミックタイル

　PCカーテンウォールの仕上げ ・　

１ 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　・仕上表による
・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　※F☆☆☆☆　　

２ 素地ごしらえ

※A種　　・B種

透明塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

下地面等 種別

木部
・A種　　※B種

・A種　　・B種　　※C種

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

・A種　　※B種

・A種　　※B種

・A種　　・B種

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種　　・B種

・A種　　※B種

鉄鋼面（DP以外 ）
鉄鋼面（DPのみ） ・A種　　※B種　　・C種

押出成形セメント板面 ・A種　　※B種
コンクリート面（ＤＰのみ） ※A種　　・B種

モルタル面及びせっこうプラスター面

せっこうボード面及び

その他ボード面

　　　　　　　　　　　・建具枠
　　　　　　　　　　　・ゴンドラ用ガイドレール

                品質　設計基準強度(Fc)　※30N/mm2　・　

材料
　コンクリート　種類　（・普通コンクリート　・軽量コンクリート1種　　・　　　）　

３ 錆止め塗料塗り

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

鋼製建具等：A種

上記以外：B種

上記以外：B種

錆止め塗料塗りの工程錆止め塗料の種別塗料の種別

A種SOP

・A種　※B種

C種　

B種

C種及びD種

表18.3.6

表18.3.4

下地面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

４ 塗装

－

－

－

※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

種別塗装

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　※B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面

・A種 ・B種 ・C種 －

－

－

塗料の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっ
こうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこ

・A種　※B種 －

－

ﾄﾞ面等

屋内の木部、鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

－・A種　※B種

－・A種　※B種

うﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰ

－

－・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)

DP

DP

EP-G

EP-G

※A種　・B種　SOP

－

・A種　※B種

・A種　※B種

１ 接着剤

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

２ 下地の工法 標準仕様書19.2.3(1)～(3)以外の下地の工法　・図示　・　

※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)
・　
・　

種類の記号 色柄 厚さ(mm) 備考

・無地
・ﾏｰﾌﾞﾙ柄
・柄物

※2.0
・　

※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・柄物
・無地

・FOA(畳敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)
・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

種類の記号

・300×300
・450×450
・500×500

寸法

・　

※2.0
・2.5
・3.0

厚さ(mm) 備考色柄

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

シート種別 厚さ、寸法、形状 性能

(mm)

(mm)

３ ビニル床シートＧ

接合部の処理　　※熱溶接工法　　・　

４ ビニル床タイル Ｇ

５ 特殊機能床材

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ、ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ用接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　　

種類

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

(mm)

(mm)

(mm)　　　×　

・視覚障害者用床タイル (mm)

視覚障害者誘導ブロ

寸法及びその配列は

JIS T 9251による

ック等の突起の形状・　

色柄　 　（　　　　　　   　）

寸法(mm) （　　　　       　）
厚さ(mm) （　　　　　　　　 ）

・織じゅうたん

材質　　　・軟質　　・硬質　　・床シート巻上げ（端部の処理は図示）　　

厚さ(mm)　※1.5以上 ・　

６ ビニル幅木

７ ゴム床タイル

８ カーペット敷き Ｇ

・ウィルトンカーペット 

・アキスミンスターカーペット

パイル形状

・カットパイル
・ループパイル
・カット/ループパイル

織り方

　　色柄、※模様のない無地　　
　　パイル糸の種類等　※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　・B種　・C種）　
　　帯電性　　・適用する　　・適用しない

　　下敷き材　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　・　

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ(mm) 工法 帯電性 備考

・　

・グリッパー工法 ・適用しない

・適用する(　　　)

　下敷き材（グリッパー工法の場合）
　　※反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号　呼び厚さ8mm　・　

　　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　・つづり縫い　

・全面接着工法

・タフテッドカーペット

　タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

・5～7　・ 

・4～6　・ 

単層フローリング 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床

接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　・　

　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り
　　　　　　　　　・オイルステインの上、ワックス塗り
・現場塗装仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法

　　樹種　　　　　　※なら　　・　
　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法
・フローリングボード１等

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　

塗床材のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　・　　

10 フローリング張り

９ 合成樹脂塗床

(JIS K 5970)

・厚膜流しのべ工法

・薄膜流しのべ工法

　よる
※製造所の指定に

※標準色　・　

※水性　・溶剤系　・無溶剤系

※平滑　　・防滑

※0.25kg/㎡以上

※平滑仕上げ

(防塵塗料塗り)

仕上げ色

溶剤

表面仕上げ

塗布量（kg/㎡）
工程・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

工法施工箇所 仕上げの種類

・防滑仕上げ

・平滑仕上げ

※平滑仕上げ

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

種別

・薄膜型塗床材

　見切り、押え金物　　・材質、種類、形状等　　※図示　・　　　　
　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・　
　タイルカーペットの敷き方　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・　
　タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　

・　

※500× 500

・　

※500× 500

・　

※500× 500

・　
※6.5

・　

※6.5

・　
※6.5

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

※ループパイル

・カットパイル

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

※第一種

・タイルカーペット

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N）

　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）
下地の種類　・標準仕様書表12.6.1による床組

　　　　　　・　

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
衝撃緩和型畳 （畳表：・C1　　・C2）

11 畳敷き

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

　 その他のボード及び
　 合板張り

12 せっこうボード、

フローリングのホルムアルデヒド放散量等
　※標準仕様書19.5.2(2)による

ＭＤＦ、パーティクルボード及び接着剤の

　　間伐材等の適用　・する　　・しない

　　工法　　　　　　※接着工法　・　

　　仕上塗装　　　　・塗装品　・無塗装品

・フローリングブロック１等

備考パイル形状 種　別 施工箇所 寸法(mm) 総厚さ(mm)

支点間距離(h)

4m以下

4mを超える ・　

・　
　かつ絶対量20mm以下であること
・たわみ量が±(1/150)×h

耐風圧性能

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ
塗り(SOP)

・クリヤラッカー塗り（CL)

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙ

ｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

・耐候性塗料塗り(DP)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装 Ｇ とする。
クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 
・適用しない　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤)
・適用する　・適用しない

オイルステン塗りの工程等 ※製造所の仕様による

上塗り塗料の等級(　)級

上塗り塗料の等級(　)級

(16.12.2～4)

(16.10.3)(表16.10.1)

(16.11.2、3)

(16.13.2、3)

(16.14.2～4)(図16.14.1)

(16.14.5)

(18.1.3)

(18.2.2～7)

(17.3.2～6)(表17.3.1、2)

(17.2.2、3、5、6)

(17.1.3) (18.3.2、3)

(18.4.1～18.12.2)

(19.2.2)

(19.2.2、3)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.2、3)(表19.3.1)

(19.4.2、3)(表19.4.4～8)

(19.5.2～5)(表19.5.1～6)

(19.7.2、3)(表19.7.1)

(19.6.2)(表19.6.1)

　　　　　　　　　　　・図示による

複合フローリング 

　　間伐材等の適用　・する　　　・しない

　　樹種　　　　　　※なら　　・　

・天然木化粧複合フローリング

　　間伐材等の適用　・する　　　・しない
　　仕上塗装　　　　・塗装品　　・無塗装品

　　仕上塗装　　　　・塗装品　　・無塗装品
　　種別　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　樹種　　　　　　※ なら　　 ・　

　　大きさ　　　　　・　
　　厚さ（㎜）　　　・　

鋼製建具等：A種

・ミディアムデンシティファイバー
　ボード（MDF）Ｇ

・インシュレーションボード Ｇ

・3 　・7　 ・9 　・12　・　

・9 ・12 ・15 ・18
Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・　　　）

・単板張りパーティクルボード Ｇ

・化粧パーティクルボード Ｇ

・10　・12　・15　・18　・　
・無研磨板 VN　・研磨板 VS

・10（難燃）　・12（難燃）　・　

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ DV　・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ DO
・塗装 DC

パーティクルボード

・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(・未研磨板(RN)・研磨板(RS))
・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

厚さ　・2.5  ・3.5   ・5   ・7

厚さ　・2.5　・3.5　・5　・7
　　テンパードボード（処理）

　　スタンダードボード（無処理）
・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(・未研磨板(RN)・研磨板(RS))

繊維板

ハードボード

ハードボード

・中質木毛セメント板 Ｇ

・硬質木毛セメント板 Ｇ

・普通木毛セメント板 Ｇ

種　　類 厚さ（mm）、規格等

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

・15　・20　・25　・　

種　　類 厚さ（mm）、規格等

木片セメント板

・12　・15　・18　・21　・　

・30　・　・普通木片セメント板 Ｇ

・硬質木片セメント板 Ｇ

・けい酸カルシウム板

繊維強化セメント板

・化粧けい酸カルシウム板

・火山性ガラス質複層板 ・図示による

普通ボード0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　・6　・8

普通ボード0.8FK　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)　・6　・8

木毛セメント板

　形状による種類、材料板ガラスの種類、厚さの呼びによる種類及び性能による種類

　　版厚　　　　　　※±2mm　・　　　面の凹凸　　　　 ※3㎜ ・　
　　対角線長の差　  ※5㎜ ・　　　　 曲がり 　　　　　※3㎜ ・　
　　辺長　　　　　　※±3mm  ・　　  ねじれ、そり　　 ※5㎜ ・　

　　開口部内法寸法　※±2mm  ・　　　先付け金物の位置 ※5㎜ ・　

　　目地両側の段差　　　　　　　　　　※4㎜ ・　
　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※3㎜ ・　

　　目地両側の段差　　　　　　　　　　※2mm　・　
　　目地の心の通り　　　　　　　　　　※2mm　・　

・フェイストゥフェイスカーペット

備考

合板の防虫処理の適用
・行う　　・行わない

火山性ガラス質複層板（VSボンド）

　　　・普通　・化粧

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その４）

4.0

・OAﾌﾛｱｰ：粘着はく離形 JIS A 5536認定品 
・エポキシ樹脂系又はウレタン樹脂系

NS

A1-04

・5.0
・柄による

高さ(mm)　※60　　　・75　　　・100　　※300

川越市みよしの支援センター改築等工事



・　

・標準

　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　）

・　

備考

・つり戸棚

・水切り

・1200
・900

・450
・700
・500 市販品

・1200
・900
・600 ・１段式　・　

ステンレス製
市販品　－ 　－

形状　　　　※図示　　・　

品質・性能　外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。
　　　　　　構成材は、JIS A 4420の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

(20.3.2～4)

・グラスウール吸音ボード32K

・ロックウール吸音ボード1号

・フラットタイプ

・凹凸タイプ
　（・12(不燃)　・15(不燃)　・　　）

　（・9(不燃)　 ・12(不燃)　・　　）

・25（ガラスクロス包）　・　

・25　　・　

吸音材料

9.5（不燃）　・化粧無（下地張り用）
　　　　　　 ・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（※不燃　・準不燃）

（トラバーチン模様）
9.5（準不燃）

12.5（不燃） 幅440mm程度
模様(・柾目　・板目)専用下地材有り

・12.5（不燃）　　・15（不燃）

9.5

・12.5（不燃）　　・15（不燃）

・せっこうボード製品

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)

・せっこうボード(GB-R)

・シージングせっこうボード(GB-S)

・強化せっこうボード(GB-F)

・せっこうラスボード(GB-L)

・化粧せっこうボード(GB-D)(木目)

・化粧せっこうボード(GB-D)

・普通合板 Ｇ

・天然木化粧合板 Ｇ

・特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装）

合板

JIS K 6903による厚さ（※1.2　・　　　）

・ポリエステル樹脂化粧板

・メラミン樹脂化粧板

化粧板

・

・・　

・　

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・フェノールフォーム断熱材

・断熱材現場発泡工法
　　断熱材の種類　・A種1　　・A種1H

※断熱材打込み工法

・・　・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材(スキン層なし)

種類 厚さ(mm) 施工箇所

14 断熱材 Ｇ

開口部等補修のための張付け用の接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　※F☆☆☆☆　・　

・・　
　(・2種bA　　・3種bA　　・3種bC　　・3種bD ) 

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　・Ａ種　　※Ｂ種
コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　　　　　　・Ａ種　　※Ｂ種

・

・・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

壁紙の種類
施工箇所

塩化ﾋﾞﾆﾙ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 無機質 その他織物紙

13 壁紙張り 壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　・　

合板類の張付け　・Ａ種　・Ｂ種
せっこうボードの目地工法等　目地工法の種類　※仕上表による　　・　

突付け工法のエッジの種類

目透かし工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ

・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合　※図示　・　

･不燃・準不燃・難燃

･不燃・準不燃・難燃

備考防火性能

ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材、保温剤又は接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　 ※F☆☆☆☆　・　

　　施工箇所　　　・図示　　・　
　　吹付け厚さ(mm)　　　

　・アルミニウム 表面処理（※標準仕様書 表14.2.1による種別（　　　　種）） 

５ 手すり

４ トイレブース

・ポリエステル樹脂系化粧板
・メラミン樹脂系化粧板

表面材の種類

３ 移動間仕切

パネル表面材

仕上げ材質

総厚さ
(mm)

圧接装置の
操作方法

操作方法構造形式 遮音性

・平行方向移動式
・二方向移動式

・手動式
・電動式
・部分電動式

・プッシュ式
・ハンドル式
・　

・鋼板
・　

・焼付塗装
・壁紙張り
・　

・36未満
・36以上

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は、標準仕様書19章による。
遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。
ハンガーレールの取付け下地の補強
　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量と
　　なるように補強する。
　・図示

(dB/500Hz)

パネルをランナーに取り付ける部品 
　※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの
ハンガーレール及びランナー 

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　・　

※幅木タイプ
・アルミニウム製
・ステンレス製
・表面材と同材

※製造所の標準仕様
・Ｒタイプ

ドアエッジの材質 ドアエッジの形状脚部種類

手すりの握り部分

材料の種類及び仕上げ
　・SUS304　表面処理　※HL程度　　・　　　　　

材種　・ステンレス製　　　　　　・黄銅製押出型材６ 階段滑り止め
　　　・アルミニウム製押出型材　・　
形状　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等）　・タイヤレス製

取付け工法　※接着工法　・埋め込み工法　・　

端部の形状　フラットエンド　・あり　・なし
寸法(幅)　・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度

７ 黒板及び
　 ホワイトボード Ｇ ・黒板　区分　※焼き付け　・　

　　　　種類　・ほうろう　・鋼製　　・　
　　　　色　　※緑　　　　・　

８ 鏡 取付箇所（　　　　　）
寸法（mm）    ・図示        ・　
厚さ（mm）    ※ 5          ・　

９ 表示 衝突防止表示
・設置場所　※図示による

　 形状・寸法（・30Φ　　　　　・　　　　　　）
　 材質　　　（・ステンレス製　・塩ビシート　）
 ・設置しない
 誘導標識、非常用進入口等の表示　　※消防法に適合する市販品　・　
 室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、
 取付け形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による)
　 ※図示による

10 タラップ  材質及び仕上げ
 ・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 
 ・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 
 （※標準仕様書表 14.2.2による種別（※C種　　・　　　種））  

工法
適用安全使用温度  ・　　

形式 スラットの材種
操作
方法

ｽﾗｯﾄ幅
の材種
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ

取付箇所(mm)

・横形 ・手動 ※ギヤ式
・コード式
・操作棒式

※アルミニウム

・　

※25
・　

※鋼製
・　

・図示
・　

・縦形

・電動 　－

・手動 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式
・１本操作ｺｰﾄﾞ式

・アルミスラット
・クロススラット

・ 80
・100

・図示
・　

幅・高さ　操作方法の種類

　合金製 Ｇ

11 煙突ライニング

12 ブラインド

　※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に
　　対して、耐力及び変形量が使用上支障のないもの

　　　色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　）

備考

・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

材種 直径(mm) 取付箇所

・樹脂被膜ﾀｲﾌﾟ

・30程度・35程度 ・45程度

・30程度・35程度 ・45程度

・34φ

表面仕上げ

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　・　

・

・

・集成材(材種：　)

　※鋼製ユニット煙突(煙突用成形ライニング材 )　　

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ
　合金製

　・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書 表14.2.2による種別(　　種)）

・電動 －

　 Ｇ とする

材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
　　　　　　　　・ステンレス製
強さによる区分　※10-90　　　　　　 ・　
仕上げ　　　　　※アルマイト　　　　・　
形状　　　　　　※角形　　　　　　　・　

　 及びカーテンボックス
　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）
　　　　　　種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種
　　　　　　色合い　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用する場合は、Ｇ とする
暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　※300mm以上　　・　

・シングル
・ダブル ・引分け

・片引き ・手引き

・電動

・図示
・　・ひも引き

(暗幕)

品質、特殊加工等
形式 開閉操作 ひだの種類 備考

・つまみひだ
・箱ひだ、片ひだ
・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

生地の種別、 取付け
箇所

生地の仕様　　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

13 ロールスクリーン

14 カーテン

15 カーテンレール

16 ブラインドボックス

　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ
　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

その他の材料　※ロールスクリーンの製造所の仕様による　・　

縦型ブラインドのスラットの材質

幅、高さ、取付箇所　　　・図示　・　
操作方法　　　　　　　　・スプリング式　・コード式　・電動式

品質等　　　　　　　　　・　
材種　　　　　　　　　　・ガラス繊維製　・合成・天然繊維製

スクリーンの仕様
　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 Ｇ とする

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は

溝幅×深さ(mm)　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示
材種　　・集成材（仕上げ：　　　　　　　　　）

・　
※アルミニウム製

・600×600

・　

・一般形 ・屋内外用

・屋内用

・気密形

内枠外枠形式寸法

・450×450

材種

・額縁タイプ

・目地タイプ
・額縁タイプ

・目地タイプ

寸法 形式 備考材種

・450×450
・600×600
・　

・一般形
・密閉形

・屋内外用
・屋内用

・鍵付き・アルミニウム製
・ステンレス製
・鋼製

密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

備考防水性能耐火性能タ　イ　プ

・非耐火型
・耐火型

・無し
・有り

目地

目地材

目地寸法
(幅mm×深さmm)

・　
・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（内外とも）
・ｼｰﾘﾝｸﾞ材（見え掛かり部のみ）

目地 内壁 外壁

目地材の材質は標準仕様書表9.7.1による。

施工箇所　・図示　　　・　
形式　　　・差込式　　・据置式　　・壁張り式

17 天井点検口

18 床点検口

19 耐震スリット

20 止水版

・垂直
・水平

方向

・25
・

幅(mm)

※完全（全貫通型）

・ ・
・スリット幅×深さ10　　 ・スリット幅×深さ10　　

ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm）

外部は防水型とする。

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
・ｽﾃﾝﾚｽ製

・有り( 　)
・無し

・
・150　
・100
・50 

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講ずる。

( )階～( )階
( )階～( )階

建築物間の

(避難経路の床等)
　・　　以上
(その他)
　・　　以上

・有り( 　)
・無し

耐火性能材質 階区分 変位追従性(mm) 断熱性能

・　
・ステンレス鋼(SUS304)製
・硬質アルミニウム合金製
・塩化ビニル又はゴム製

材種 受け枠 備考

・　
・硬質アルミニウム合金
・ステンレス製(SUS304)

Ｗ Ｄ Ｈ

寸法(mm)

・流し台

・コンロ台

材種 備考

・1800
・1500
・1200

・650
・600
・550 ・800

・850
天板ステンレス製
トラップ付き
市販品

・600 ・550
・600
・650

・620
・670

市販品
バックガード有り
天板ステンレス製

22 くつふきマット

23 流し台ユニット

　 ・ジョイント金物
21 エキスパンション

・可動式

・垂直降下式
　（巻取り型）

・回転降下式

種　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

（不燃認定品）
※不燃布

鋼板製又はアルミ製

・　
・800
※500

　・可動式（天井収納型）
　※固定式（壁埋込型）
ガイドレール

※500
・800
・　

表面仕上げ
　※天井材張り
　・

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

照明器具　　※有り　　・無し
施錠　　　　※有り　　・無し
製造所　　（　　　　　　　　　）

材質、形状、寸法　　　 ※図示　　・　

34 屋外掲示板

35 収納家具

　※F☆☆☆☆　　・　
材料のホルムアルデヒド放散量

形式

材種 形式 操作方法 固定方法 備考

・　
・アルミニウム合金製

・同一断面式
・テーパー式

・ロープ式
・ハンドル式

・バンド式
・ベース式
・埋込式

高さ(m)

材種　・ステンレス製（SUS304)　・　

材種 柱径、肉厚(mm) 高さ(mm)

・上下式鎖内蔵式
・スプリング式
・標準品

・　
・ステンレス製 ・　 ・　

・　

フェンスの種類　・ビニル被覆エキスパンドフェンス
　　　　　　　　・樹脂塗装メッシュフェンス
　　　　　　　　・鋼管フェンス　　・アルミフェンス
高さ　　　　　　・図示　　　　　　・　

24 旗竿

25 旗竿受金物

26 車止めさく

27 フェンス

　 コンクリート コンクリートの設計基準強度
　※水セメント比55％以下、単位セメント量の最小値300kg/m３ を満足する調合強度
　・図示
配筋
　※配筋を定めた計算書を監督員に提出する。　・図示
取付け方法
　※図示　　・　

　 リート間知ブロック
　 積み

種類 備考

・間知石

・コンクリート
　間知ブロック

質量区分

・花こう岩
・凝灰岩

・Ａ　・Ｂ　

　　－　　－

　　－

28 プレキャスト

29 間知石及びコンク

積み方　　※谷積み　　・布積み
目塗り　　・図示　　　・　
伸縮調整目地　　　材種　　　・図示　　　・　
　　　　　　　　　厚さ　　　・図示　　　・　

材種

材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　・人工大理石

種　類 規　格　等 JIS による種類

・鋼製書架

・鋼製物品棚

・１種　・２種　・３種

・４種　・５種　・６種　・　

JIS S 1039の規格による

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　
枠の材質　　※アルミニウム製　　　　・　

30 鋼製書架及び物品棚

31 屋内掲示板

32 洗面カウンター

・固定式

※網入り磨板ガラス
・線入り磨板ガラス

※6.8
・　

※500
・　

アルミ製枠付き

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

33 防煙垂れ壁

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　・　

・ロックウール化粧吸音板(DR)

(19.9.2～4)

(19.8.2、3)

(20.4.2、3)

(20.2.16)

(20.2.15)

(20.2.16)

(20.2.14)

(20.2.13)

(20.2.12)

(20.2.11)

(20.2.10)

(20.2.9)

(20.2.7)

(20.2.6)

(20.2.5)

(20.2.4)

　生地、透明塗料塗り
表板の材種

　不透明塗料塗り

化粧板の樹種名（　　　　　）

表面性能（　　　　　）タイプ

防虫処理　・行う　・行わない　

防虫処理　・行う　・行わない　

防虫処理　・行う　・行わない　

　（※ﾗﾜﾝ合板程度　・　　　　）

板面の品質（　　　　）
　（※しな合板程度 ・　　　　）

厚さ(mm)  ※図示による　・　

厚さ(mm)  ※図示による　・　

厚さ(mm)  ※図示による　・　

せっこうボード面及びけい酸カルシウム板面の素地ごしらえの種別・Ａ種　　※Ｂ種

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その５）

3.0

内壁

事務室 45

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

１ フリーアクセス
　 フロア

施工箇所 構　法 表面仕上げ材 備  考耐震性能高さ
(mm)

所定荷重
(N)

寸法
(mm)

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・　

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・　

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

寸法精度

フリーアクセスフロアスフロアの試験方法
　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)(a)～(d)による　・　

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　・　
　・以下による

帯電防止性能
・評価値（U）≧0.6以上
・評価値（U）≧1.2以上　　
感電防止性能
　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω6

　　　パネルの長さの寸法精度（　　　　　）

　　　フリーアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　　）

２ 可動間仕切

(db/

ｽﾀｯﾄﾞ

構成基材の
種類

パネル

遮音性

500HZ)

・0
・12
・20
・28
・36

・スタッド式（内蔵）
・スタッド式（露出）
・パネル式
・スタッドパネル式

・不燃

防火性能構造形式

パネル材料のホルムアルデヒド放出量　※F☆☆☆☆　・　

　
・壁紙張り

　・メラミン樹脂焼付又は
アクリル樹脂焼付

パネル表面仕上げ

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　　・　　　）　　・なし

 8節 の建具用金物に対応する材質とする。
パネル内に取付ける建具のドアクローザ、丁番、錠前、上げ落しは、標準仕様書 16章

(20.2.2)

(20.2.3)

　　　パネルの平面形状（精度）の寸法精度（　　　　　）

天井　　・グラスウール断熱材 厚100
土間下　・ポリスチレンフォーム 厚25 外壁　　・グラスウール断熱材 厚90

奥行き(mm)　・約500　・約600

A1-05
NS

・60
・80

・柱脚タイプ

・ホワイトボード（　図示　）

21

排
水
工
事

１ グレーチング

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき

形式 用途 適用荷重 上面形状

・溝ふた(横断用)
・溝ふた(側溝用)

・Ｕ字溝用

・凹凸形・歩行用 ・細目 ・（　　　　）

・　
・平形・T-2用

・T-6用
・T-14用
・T-20用
・　

・普通目
・細目

・（　　　　）

・　・　

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき

形式 用途 適用荷重 上面形状

・歩行用 　－

・　

・桝ふた

(21.2.1)・鋼製

・樹脂製（浴室用）

・受枠付き

・受枠付き ・細目 　－・溝ふた

川越市みよしの支援センター改築等工事



新設建物

建ぺい率 60％（角地緩和により70％） 許容建築面積（70％）

敷地面積

許容延床面積（200％）容積率 200％

用途地域：第一種住居地域

1,552.92ｍ2

4,436.94ｍ2

2,218.47ｍ2

(GL+70)

道
路
境
界
線

道
路

境
界
線

隣地境界線

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 案内図・配置図 1/150(A1)
1/300(A3)

スロープ

スロープ

本館

別館

自転車置場

テラス

DN

4,800 2,200 5,000 2,800 2,200 2,200 1,7001,100 5,000 5,000

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

2,000

2
,
0
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
5
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

Ｄ

Ｃ'

Ｃ

Ｂ

Ａ

5
,
0
0
0

隣
地

境
界

線

道路境界線

(GL+270)

(GL+300)

(GL+580)

(GL-100)

(GL+80)

(GL-90)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-90)

(GL-120)

(GL-60)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL-60)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)
(GL+170)

(GL+300）

(GL+40)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-140)

(GL-120)

(GL-210)

(GL+1150)側溝天端

(GL+170)側溝天端

(GL-70)

(GL-160)

(GL+30)

3,6
00

隣
地

境
界

線

64,600道路境界線

2
7
,
0
0
0

2,800

5,000

市道1163号線

(GL+920)

(GL-190)側溝天端

(GL-210)側溝天端

(GL-170)

既存建物

既存建物

(GL±0) (GL±0)
(GL+100)

花
壇

4
,
0
7
5

1
9
,
1
5
0

Y14

Y1

1
8
,
9
0
0

1
2
5

1
2
5

1,875 10,800125 125

X1 X8

新館

既存建物

スロープ

ポ
ー

チ

(GL+420)
1,875 125

事務室

（案内所）

乗降の用に供する部分はできるだけ水平とすること

6,000

(GL+100)

1
,
5
0
0

3
,
6
0
0

A1-06

1FL＝設計GL+450

1FL＝設計GL+450

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

8,400
（3ｍ以上の通路）

新倉庫
収容予定：ﾌｪｲｽﾀｵﾙ（綿花類）

200kg以上により指定可燃物に該当

想定最大1800kg

2
,
0
0
0

4
7
,
00
0

1
2
5

4
,
0
7
5

その他その他耐火・準耐火建築物等

１階床面積

延べ床面積

建築面積

構造・階数

最高の軒高

最高の高さ

その他

本館

571.13ｍ2

571.13ｍ2

629.82ｍ2

4.30ｍ

4.45ｍ

ＲＣ造

平屋建

既存建物

別館

3.79ｍ

3.55ｍ

平屋建

軽量鉄骨造

2.20ｍ

1.90ｍ

軽量鉄骨造

平屋建

16.20ｍ2

16.20ｍ2

16.20ｍ2

自転車置場

配置図　1/300（A3）

その他 その他

平屋建 平屋建

新館 合計

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金造

平屋建

その他

渡り廊下

222.49ｍ2

222.49ｍ2

222.49ｍ2

14.73ｍ2

14.73ｍ2

14.73ｍ2

6.11ｍ

3.95ｍ

3.80ｍ

3.60ｍ

軽量鉄骨造

211.61ｍ2

211.61ｍ2

9.32ｍ2

9.32ｍ2

9.32ｍ2

3.38ｍ

3.27ｍ

1,045.48ｍ2

1,045.48ｍ2

新倉庫

鉄骨造

（GL±0）

計画地盤の高さ

既存地盤の高さ

GL±0

敷地内通路　幅1.5ｍ以上確保

1
,
5
0
0

(GL±0)

1
6
,
2
00

隣
地
境
界
線

隣地境界線 14,800

隣地境界線
1,700

△既存隣地擁壁

▽既存隣地擁壁

(GL-120)側溝天端

(GL-120)
(GL-120)

隣地境界線 43,200

▽
既
存
隣
地
擁
壁

5
,
0
0
0

1
,
2
0
0

8
0
0

600 2,280 5,000

600 5,0001,500

(GL-60)

道路斜線制限の係数＝1.25

東側道路斜線制限の検討

道路斜線制限の係数＝1.25

北側道路斜線制限の検討

東側道路幅員　5.0ｍ

（5.0ｍ+0.8ｍ）×1.25＝7.25ｍ

北側境界から屋根軒先までの距離＝0.80ｍ

（東側道路北側を検討）

（本館北側を検討）

東側境界から屋根軒先までの距離＝2.28ｍ

東側道路幅員　5.0ｍ

（5.0ｍ+2.28ｍ）×1.25＝9.1ｍ

建物高さ4.45-道路高さ0.03＝4.42ｍ（道路面からの建物高さ）・・・OK

建物高さ3.79+道路高さ0.06＝3.85ｍ（道路面からの建物高さ）・・・OK

道路斜線制限の係数＝1.25

東側道路斜線制限の検討

東側境界から屋根軒先までの距離＝2.28ｍ

東側道路幅員　5.0ｍ

（東側道路南側を検討）

（5.0ｍ+1.5ｍ）×1.25＝8.125ｍ

建物高さ3.79-道路高さ0.92＝2.87ｍ（道路面からの建物高さ）・・・OK

新設建物

申請番号１

(GL+6000)

(GL+4000)

(GL+3200)

216.66ｍ2 1,109.22ｍ2

新設建物

新倉庫

3,370

4
,
3
7
0

1
,
0
0
0

1FL＝設計GL+100

GL±0

3,800 3,370

申請番号３

GL±0

(GL-360)

(GL-320)

(GL-200)

(GL-10)

(GL-30)

(GL-10)

(GL-20)

1,
30
0

隣
地
境
界
線

(GL±0)

新館用途：児童福祉施設等（就労継続支援Ｂ型）

障害程度区分４以上の利用者は８割未満

就寝を伴わない用途

※新設建物・既存建物共に原動機の使用なし

（アスファルト舗装・床コンクリート仕上）

利用円滑化経路

段差なし

視覚障害者移動等円滑化経路

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞの設置無し

突出物等通行の支障になるもの無し

市道1164号線

法第４２条第１項第一号道路

法第４２条第１項第一号道路

川越市役所

初雁中

裁判所

初雁球場

博物館

美術館

川越城

本丸御殿

県立川越高

川越第一小市民会館

川越小

国
道
254号

線新河岸川

特別支援学校

N

計画地：川越市宮下町１丁目１９番地１３

案　内　図

申請番号２

渡り廊下
新設建物

川越市みよしの支援センター改築等工事



1,200

1

9
0
0

1
8
,
9
0
0

9
0
0

建物求積図　1/300（A3）

10,800

600

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/150(A1)
1/300(A3)

1 ＝

番号 計算式 面積（ｍ2）

×

計

新館　床面積

＝

番号 計算式 面積（ｍ2）

× 2.000

計

2

渡り廊下　床面積・建築面積

敷地求積図・建物求積図

1

番号 計算式 面積（ｍ2）

C

A

B

＝×

＝

＝×

計

新館　建築面積

×

＝×

床面積・建築面積床面積

建築面積

5
,
0
0
0

市道1164号線

5,000

43,200

3,6
00

隣地境界線

隣地境界線
1,700

隣
地

境
界

線

64,600道路境界線

4
8

道
路

境
界
線

2
7
,
0
0
0

道
路
境
界
線

4
7
,
0
0
0

市道1163号線

8

7

6

5

4

3

2

1

19,300

26
,0
00

10,700

7
0
0

隣
地
境
界
線

1,
30
0

隣地境界線

14,800

17,500
7

2
0
0 5

6

1

2
3

71,700

36,000

3,
50
0

隣地境界線

隣
地
境
界
線

1
6
,
20
0

16,400

16
,7
00

25
,8
00

2
8
,
6
8
0

2,192

2,800

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

合       計

敷 地 面 積

453.5500000

63.0000000

598.6950000

924.9300000

1.6400000

139.1000000

6.1250000

2,218.473280

31.4332800

907.100000

126.000000

1,197.390000

1,849.860000

3.280000

278.200000

12.250000

62.866560

19.300

3.500

16.700

25.800

0.200

10.700

0.700

2.192

47.000

36.000

71.700

71.700

16.400

26.000

17.500

28.680

2,218.47 ｍ2

敷地求積図　1/300（A3）

新館

倉庫

3

3,370

＝

番号 計算式 面積（ｍ2）

×

計

床面積・建築面積

4
,
3
7
0

3 3.370 4.370

倉庫　床面積・建築面積

14.7269

14.7269

14.73

1
2
5

1
2
5

125

211.6075

211.61

11.050

11.050

19.150

19.150

211.6075

19.150

211.60750

1
8
,
9
0
0

渡り廊下

2
,
0
0
0

7
6
5

125

11,050

1,955 2,705

4,660

2

8,800
125

2,000

4.660 9.32

9.32

9.32

A1-07

1
5
0

9
2
5

1
9
,
1
5
0

1
5
0

1
,
2
0
0

1
2
5

1
,
0
0
0

2
2
5

1
2
5

1
,
2
0
0

1
5
0 1
,
0
0
0

2
2
5

C

B

A

150

1,000225

125925

9
2
5

1
5
0

925

0.225

0.225

0.225

4.30875

0.950

225
1,000

2.350 0.52875

0.21375

216.65875

216.66

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

仕上表
A1-08

NS

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

天　井巾　木 壁 備　　　　考
天井高

廻縁 (ﾋﾞ)備品(別途)下地高さ 下地

塩ビ 2,700

床
室　名

下地

LGS LGS 塩ビ

60

60

60

塩ビ

塩ビ 2,700

2,700

玄関

相談室

作業室１・２・３

廊下

60

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

LGS LGS

60 塩ビ

塩ビ

塩ビ 2,500

2,500

－

多目的トイレ

脱衣室

シャワー室

M 100

100

トイレ(男・女)

LGS LGS 塩ビ 2,700倉庫 C

C

C

C

C

C

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃）

石膏ボード 厚9.5下地

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃）

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃）

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃）

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃） 化粧石膏ボード 厚9.5

化粧石膏ボード 厚9.5

化粧石膏ボード 厚9.5 ホワイトボード

ホワイトボード
ロックウール化粧吸音板 厚12

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

耐水ＰＢ 厚12.5二重張　メラミン化粧板 厚3

耐水ＰＢ 厚12.5二重張　メラミン化粧板 厚3

ＰＢ 厚12.5二重張　ビニルクロス（不燃） 化粧石膏ボード 厚9.5ソフト巾木

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装

化粧石膏ボード 厚9.5

ビニル床シート 厚2.0　溶接工法（防汚性）

2,700

300

ソフト巾木

ソフト巾木

洗濯パン

傘立て（ビ）

2,700

M

M 壁材と同じ

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装

アルミ断熱複合パネル（バスパネル同等品） 2,300

－

－

－

－

－

－

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

－

・ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝ

ｱﾙﾐ

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)

300角磁器質タイル（浴室用）

100角磁器質タイル

100角磁器質タイル

手摺（木目調）、掲示板

ホモジニアスタイル（木目調） 厚3.0

ホモジニアスタイル（木目調） 厚3.0

ホモジニアスタイル（木目調） 厚3.0

300角磁器質タイル（防滑）

300角磁器質タイル（防滑）

LGS

天　井巾　木 壁 備　　　　考
天井高

廻縁 (ﾋﾞ)備品(別途)下地高さ 下地

塩ビ

床
室　名

下地

C 化粧石膏ボード 厚9.5 －

・ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝ

屋　根

雪止め金物＠450カラーガルバリウム鋼板横葺き 厚0.4
樋軒裏 軒先屋　根

硬質木片セメント板 厚18

外巾木外 壁

（JIS G 3322）

室内側：ＰＢ厚12.5二重張

竪樋：硬質塩ビ管カラーφ75（支持金物共）

軒樋：塩ビ既製品W100（支持金物共）
木目調高圧岩綿複層板　厚12

コンクリート刷毛引き仕上

フェノールフォーム 厚25

スロープ

テラス

床見切：御影石

ホモジニアスタイル（石目調） 厚3.0

鼻隠しH300、タイトフレーム、軒先面戸、水上面戸
折板屋根　山高88　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.5

竪樋：硬質塩ビ管カラーφ75（支持金物共）
樋

新倉庫

外巾木外 壁 透湿防水シート

窯業系サイディング 厚16.0　通気工法

破風板：木目調窯業系既製品 厚16.0　幅180

窯業系サイディング 厚16.0　通気工法

透湿防水シート　グラスウール断熱材 厚90（24K）

室内側：ＰＢ厚12.5二重張

ＰＢ 厚12.5二重張（素地仕上）

エポキシ系塗床

エポキシ系塗床 エポキシ系塗床 300 S 3,000

小便器手摺、手洗いｶｳﾝﾀｰ、鏡（設備）

手洗ｶｳﾝﾀｰ用手摺、

上下手摺、L型手摺、

ｵｽﾄﾒｲﾄ（設備）、鏡（設備）

手摺（樹脂製浴室用）、シャワー水栓（設備）

【新館】外部仕上表

【新館】内部仕上表

【新倉庫】外部仕上表

【新倉庫】内部仕上表

□　内　部　特　記

 1.木材の種類は、特記なき限り造作材については杉とする。

 4.ステンレスは、特記なき限りＳＵＳ304ヘアーライン仕上とする。

 5.内装仕上材・木工家具類はすべてＦ☆☆☆☆以上を使用する 。

 6.長尺塩ビシートは、目地部溶接工法とし、エポキシ系接着剤を使用すること。又表面仕上げは、

　 防滑タイプ（凸凹なし）とする。

 7.ガス給湯器を設置する場合は給湯器本体及び吹出口から可燃物と離隔距離を確保して設置する。

 8.AW額縁は集成材SOPとする。

仕上凡例

C コンクリート

W 木造軸組

LGS 軽量鉄骨下地

M モルタルコテ

PB 石膏ボード

SL セルフレべリングモルタル

不燃材・準不燃材認定番号

PB 厚9.5 準不燃QM-9828

PB 厚12.5 不燃NM-8619

化粧PB 厚9.5 準不燃QM-0524

ロックウール化粧吸音板 厚12 不燃NM-8599

化粧ｹｲｶﾙ板 厚3 不燃NM-2183

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 準不燃QM-0814

 3.新館の天井裏に断熱材：グラスウール 厚100(24Ｋ)を敷設する。

塩ビ角型　前高120型（支持金物共）
打放し補修の上、保護材塗布（耐候・低汚染型シリコン系塗料）

S 鉄骨下地

 9.ﾒﾗﾐﾝ化粧板の隅部・継目部はカラーアルミジョイナーとする。

防護壁
打放し補修の上、保護材塗布（耐候・低汚染型シリコン系塗料）

誘発目地：＠3.0ｍ以内に設けること

打放し補修の上、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｸﾘﾔｰ塗装

誘発目地：＠3.0ｍ以内に設けること

セメントボードｔ12.5下地　200角磁器質タイル（浴室用）　

 2.ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板　ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ厚20、ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁仕上はﾒﾗﾐﾝ化粧板とする。 

川越市みよしの支援センター改築等工事

片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0



●SUS手摺

下足入25足
5列×5段

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

テラス

1,800 1,800 1,800 1,800 1,700 1,800

5,525

11,050

X2 X3 X4 X5 X7 X8X1
隣地境界線

X6
隣地擁壁

125
100

125

3
,
7
2
5

3
,
1
5
0

2
,
7
0
0

3
,
6
0
0

2
,
2
5
0

3
,
7
2
5

1
9
,
1
5
0

隣地擁壁

隣
地
擁
壁

1,600 1,750 2,175

9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
,
5
7
5

4
,
7
2
5

4
,
8
5
0

1
9
,
1
5
0

Y1

Y14

Y13

Y12

Y11

Y7

Y9

Y6

Y5

Y4

Y3

Y8

Y8a

Y10

Y4a

Y4b

Y2

1
2
5

1
2
5

4
,
0
7
5

Ａ

隣
地
境

界
線

2
2
5

2
0
0

1
,
1
0
0

1
3
0

有
効

有効

有
効

6
5
0

1
,
1
0
0

1
3
0

1
,
5
4
0

1
,
3
5
0

1
6
0

1
0
0

1
5
5

有
効

1
3
0

9
0
0

4
5
0

有
効

850 82.5
有効

150

有効

φ1,500

多目的ﾄｲﾚ

スライディングウォール

玄関

1,125100

竪樋

竪樋

竪樋

竪樋竪樋

竪樋

竪樋

竪樋

相談室

分電盤

竪樋

空調動力盤

給湯器

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

平面図　1/100（A3）

平面図 1/50(A1)
1/100(A3)

2
5
･
6
5
･
2
5

床仕上：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ石目調

GL±0

GL+420GL+450

▼

玄関ｽﾃﾝﾚｽﾏｯﾄ
900×600

3
,
7
8
2
.
5

3
,
1
5
0

2
,
6
4
2
.
5

20.90ｍ2

CH=2700

ﾄｲﾚ(男)
14.08ｍ2

CH=2500

作業室１
52.90ｍ2

CH=2700

CH=2500

CH=2700

倉庫

3
,
6
0
0

勾配1/12

GL+150

勾配1/12

1
,
8
0
0

1
,
3
0
0

1,200 1,300

150
150

竪樋

掲示板

W1500xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1800xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1800xH900

掲
示
板

掲示板

スライディングウォール

収納棚

5
0
0

GL±0

手摺

手摺
手摺

手摺

手摺

1,227.5

掲
示
板

竪樋

ハッチ部：隣地がけによる影響範囲

F-1

F-3

F-4

F-5 ×8

F-4

F-2

F-3

ﾄｲﾚ(女)

CH=2500

2,705

GL+4202
,
0
0
0

7
6
5

1,955

φ1,500

SUS手摺

SUS手摺

SUS手摺

SUS手摺

3
5
5

9
0
0

1
3
0

有
効

850
82.5 130

2,100 3,425

4.89ｍ2

脱衣室

12.76ｍ2

φ1,500

洗濯ﾊﾟﾝ

シャワー室

CH=2300
4.09ｍ2

130140 810

2.94ｍ2

CH=2700

130140 810

（S･CM-001･AL･M同等品）

A1-09

1,600 30030085

1,100

1
,
3
2
0

3
,
7
5
0

3
,
2
0
0

4,780

5,700

床見切：御影石

手摺

廊下
29.05ｍ2

CH=2700

手摺

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1500xH900

CH=2700

26.80ｍ2

作業室３

歩行距離19.2ｍ

既
存
L
型
側
溝

既存L型側溝
既
存
L型

側
溝

隣
地
境
界
線

隣地境界線

地先ﾌﾞﾛｯｸ

アスファルト舗装

アスファルト舗装

コンクリート刷毛引き仕上

コンクリート刷毛引き仕上

点字ブロック

点字ブロック

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾔ入
※段を容易に識別できる色を選定すること

収容予定：ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類
（3000kg以下のため指定可燃物に非該当）

段ボール

（製品梱包用のため指定可燃物に非該当）

算定開口部
無窓階

AW-2

収納棚

H1060

作業室２
26.11ｍ2

CH=2700

1,000 70 1,000

1,000 70 1,000

1,000 70 1,000

竪樋

1,000 70 1,000

1,000701,000

1,000 70 1,000

F-**

準耐火：LGS65＋石膏ボード厚12.5+12.5両面張り

国土交通省　告示1358号

家具造作番号

床下点検口600角

ピクトサイン正面付　200□（ｱｸﾘﾙ板取外しﾀｲﾌﾟ：FK-200（正面型）同等品）

作業室１　　１０人（利用者８人・職員２人）

作業室２　　　５人（利用者４人・職員１人）

作業室３　　　５人（利用者４人・職員１人）

相談室　　　　５人

計　　　　　２５人

収容人員算定

注記

※特記なき限り内部間仕切壁下地はLGS65形とする。

※消火器は歩行距離２０ｍ以内の設置とする。

※消防用設備等について着工前に消防と協議すること。

※消火器は赤下地白文字8㎝×24㎝「消火器」の標識を設置すること。

※無窓階算定開口部の内外１ｍには物を置かないこと。

※カーテン・じゅうたん等を使用する場合は防炎物品を使用すること。

※同一ＰＳ内、ＭＢ内にガスと電気を混在させないこと。

※防火上主要な間仕切を貫通する場合は、認定工法による貫通処理を行うこと。

※ガス給湯器の離隔距離について、前方600ｍｍ、上方300ｍｍ、側方、150ｍｍ確保すること。

※廊下の突出物等（手摺・掲示板）は出幅10ｃｍ未満とすること。

GL+450
GL+440

※玄関出入口は前後の段差を１ｃｍ以下とすること。

17.40ｍ2

椅子×16

掃除用具入れ

ABC10型粉末消火器共
埋込型消火器BOXカバー付（UFB-1F-2204-PWH同等品）

防火上主要な間仕切り（天井裏、小屋裏まで達せしめること。）

25･65･50 65･25

8
0

8
0

1
,
6
4
0

AW-1
算定開口部

無窓階

7
6
0

8
0

8
0

1
,
6
4
0

8
0

1
,
6
4
0

8
0

8
0

8
0

1
,
6
4
0

8
0

2
0
5
1
,
2
9
0

8
0

8
0

1
,
6
4
0

8080 1,640

1
4
0

8
0

1
,
5
8
07
3
0

1,0001,000
70

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

7
0

AW-1
算定開口部

無窓階

760

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

7
6
0

7
6
0

AW-1
算定開口部

無窓階

7
6
0

算定開口部
AW-4

無窓階

5
8
5

算定開口部
無窓階

AW-5

7
6
0

1
6
5

1
,
0
7
6
.
5

1
,
2
0
3
.
5

1
0
0

室名札・ピクトサイン設置高さは扉上部付近とし、見えやすい位置とする。

コーナーガード集成材SOP　　L=2.54ｍ（FL+60～FL+2600まで）

●

●

●

●

●

●有効

有効●

1
3
0

8
5
0

有
効

2
0
0

室名札正面付　253×81（FK-81同等品）

防護壁

防護壁

防護壁

室外機

（機械設備工事）

（電気設備工事）

室外機基礎

川越市みよしの支援センター改築等工事

コンクリート刷毛引き仕上

踏面：コンクリート刷毛引き仕上



記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

1/50(A1)
1/100(A3)

X2 X3 X4 X5 X7 X8X1

10,800

775

900

125 1,075

1,200

7
7
5

1
8
,
9
0
0

9
0
0

9
0
0

1
,
3
0
0

2
,
0
0
0

1
2
5

7
7
5

1
2
5

600
125

1,075125

軒樋：塩ビ既製品

軒樋：塩ビ既製品

軒樋：塩ビ既製品

軒樋：塩ビ既製品

軒樋：塩ビ既製品

雪止め金物＠450

換気棟

勾配 3.5：10

勾
配
 
3.
5
：

1
0

勾配 3.5：10

Y1

Y14

Y13

Y12

Y11

Y7

Y9

Y6

Y5

Y4

Y3

Y8

Y8a

Y10

Y4a

Y4b

Y2

Ａ

勾
配

 
3
.
5：

1
0

勾
配

 
3
.
5
：
1
0

勾
配

 
3
.
5：

1
0

X6

屋根伏図　1/100（A3）

1
,
0
7
5

1
2
5

1
2
5

1
,
2
0
0

1
8
,
9
0
0

1
,
2
0
0

1
,
0
7
5

9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
,
5
7
5

4
,
7
2
5

4
,
8
5
0

1
9
,
1
5
0

Y1

Y14

Y13

Y12

Y11

Y7

Y9

Y6

Y5

Y4

Y3

Y8

Y8a

Y10

Y4a

Y4b

Y2

1
2
5

1
2
5

4
,
0
7
5

Ａ

1,800 1,800 1,800 1,800 1,700 1,800

5,525 1,900 3,625

11,050

X2 X3 X4 X5 X7 X8X1

125

100
125

X6
ピット平面図　1/100（A3）

埋戻

埋戻

埋戻 埋戻

埋戻

埋戻 埋戻

2,000

2
,
0
0
0

7
6
5

1
2
5

4,660

差し棟
（隅棟キャップ同等品）

差し棟
（隅棟キャップ同等品）

A1-10
屋根伏図・ピット平面図

SUSﾀﾗｯﾌﾟ 1段

SUSﾀﾗｯﾌﾟ 1段

SUSﾀﾗｯﾌﾟ 2段

SUSﾀﾗｯﾌﾟ 2段

SUSﾀﾗｯﾌﾟ 2段

凡例

止水板

湧水浸透用切抜　300□

床下点検口600角

（再生砕石充填　300□　H300）

（S3-04 9.3スラブ等の補強 参照）
スラブ開口補強

（S3-04 9.3スラブ等の補強 参照）

※スラブ配管貫通部について、やむを得ず鉄筋を切断する場合は補強筋を設けること。

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/100(A1)
1/200(A3)

30ﾟ

4
,
0
0
0

隣地擁壁

▽GL

10

3.5

作業室１ 相談室3
,
5
0
0

4
5
0

900 1,200

▽FL

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

6
,
0
0
0

隣地擁壁

30ﾟ

立面図・断面図

5,400 5,400

X2 X3 X4 X5

X6

X7 X8X1

9,4509,450

Y1

Y2

Y3 Y4 Y5 Y6 Y7

Y8

Y9

Y10

Y11 Y12 Y13 Y14

30ﾟ

隣地擁壁

6
,
0
0
0

▽GL

5,4005,400

X2X3X4X5

X6

X7X8 X1

9,450 9,450

Y1

Y2

Y3Y4Y5Y6Y7

Y8

Y9

Y10

Y11Y12Y13Y14

5,400 5,400

X2 X3 X4 X5

X6

X7 X8X1

南側立面図　1/200（A3） 東側立面図　1/200（A3）

西側立面図　1/200（A3）北側立面図　1/200（A3）

125 125

11,050

125 125

19,150

125 125

11,050

125 125

19,150

125 125

11,050

断面図１　1/200（A3） 断面図２　1/200（A3）

▽FL

▽GL

900900

作業室１ 作業室３作業室２

9,450 9,450

Y1

Y2

Y3Y4Y5Y6Y7

Y8

Y9

Y10

Y11Y12Y13Y14

125 125

19,150

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

2
,
7
0
0

3
,
5
0
0

4
5
0

3
,
9
5
0

2
,
1
6
0

6
,
1
1
0

最
高

の
高

さ

最
高

の
軒

高

▽GL

窯業系サイディング　コンクリート打放し調

窯業系サイディング　コンクリート打放し調

窯業系サイディング　コンクリート打放し調

窯業系サイディング　コンクリート打放し調

A1-11

算定開口部
無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-1
算定開口部

無窓階

AW-4

算定開口部
無窓階

AW-5

算定開口部
無窓階

AW-2

EXP-J

窯業系サイディング（アクセントカラー）

川越市みよしの支援センター改築等工事



床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

2
,
7
0
0

矩計図１　1/60（A3）

2
,
1
6
0

3
,
5
0
0

4
5
0

6
,
1
1
0

▽FL

▽GL

2
,
7
0
0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

床見切：御影石W100

▽GL+450

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 厚100ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 厚100

LGS天井下地 LGS天井下地

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：集成材 厚25 SOP

木目調高圧岩綿複層板　厚12

木目調窯業系既製品 幅180

軒樋：塩ビ既製品

雪止め金物＠450

カラーガルバリウム鋼板横葺き 厚0.4（JIS G 3322）
アスファルトルーフィング
硬質木片セメント板 厚18

換気棟：カラーガルバリウム鋼板 厚0.4

3.5

10

窯業系サイディング 厚16.0　通気工法
透湿防水シート
グラスウール断熱材 厚90（24K）

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）
ＰＢ厚12.5二重張
LGS壁下地65形

防火上主要な間仕切壁
ＰＢ厚12.5二重張（両面）
LGS壁下地65形

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）

玄関

1
5
0

2
,
0
0
0

2
0
0

4
6
0

900 1,200

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ石目調 厚3.0ｿﾌﾄ巾木 H60土間コンクリート 厚150
ポリスチレンフォーム 厚25

ポリエチレンフィルムt0.15敷

隣
地
境
界

線

1,100

2,000

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）
作業室１

8
5
0

775 125 1,075125

木目調窯業系既製品 幅180

木目調高圧岩綿複層板　厚12

LGS天井下地

木目調高圧岩綿複層板　厚12

木目調窯業系既製品 幅180

軒樋：塩ビ既製品

雪止め金物＠450

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）
ＰＢ厚12.5二重張

LGS壁下地65形

9001,200 1,100

2,000

7751251,075 125

2
,
7
0
0

3
,
5
0
0

4
5
0

▽FL

▽GL

作業室３

3.5

10

5,4005,400

11,050

125125

X5X7X8 X4 X3 X2 X1

X6

2
,
5
0
0

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

ピット

ピット

止水板 幅150 厚5

止水板 幅150 厚5

ポリスチレンフォーム厚25

LGS天井下地

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 厚100

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材 厚100

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地 窯業系サイディング 厚16.0　通気工法

ｸﾘｱﾗﾝｽ50

隣
地
境
界

線

透湿防水シート
グラスウール断熱材 厚90（24K）

アスファルトルーフィング
硬質木片セメント板 厚18

カラーガルバリウム鋼板横葺き 厚0.4（JIS G 3322）

木目調高圧岩綿複層板　厚12

ｸﾘｱﾗﾝｽ50

窯業系サイディング 厚16.0　通気工法

矩計図２　1/60（A3）

矩計図 1/30(A1)
1/60(A3)

透湿防水シート
グラスウール断熱材 厚90（24K）

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｸﾘﾔｰ塗装

ﾋﾞﾆﾙ手摺φ34

1
2
0

1
5
0

3
0

GL+440

玄関ｽﾃﾝﾚｽﾏｯﾄ 900×600

コンクリート刷毛引き仕上

GL+420

軒樋：塩ビ既製品

木目調窯業系既製品 幅180

ﾄｲﾚ(女)

防水ﾓﾙﾀﾙ

シャワー室

（浴室用）
防水ﾓﾙﾀﾙ

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁

塩ﾋﾞ廻り縁塩ﾋﾞ廻り縁

石膏ボード 厚9.5下地
天井：ロックウール化粧吸音板 厚12

天井：ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ
（ﾊﾞｽﾊﾟﾈﾙ同等品）

ｱﾙﾐ廻り縁

2
,
3
0
0

（浴室用）

天井：ｹｲｶﾙ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：200角磁器質タイル

A1-12

1
0
0

ポリスチレンフォーム厚25

5,400 5,400

11,050

125 125

X5 X7 X8X4X3X2X1

X6

フェノールフォーム 厚25

フェノールフォーム 厚25

床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾔ入 ※段を容易に識別できる色を選定すること

150

150

150

防火上主要な間仕切壁

LGS壁下地65形
ＰＢ厚12.5二重張（両面）

ｽﾃﾝﾚｽ製EXP-Jｽﾃﾝﾚｽ製EXP-J

土間コンクリート 厚150

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

捨てコンクリート 厚50

捨てコンクリート 厚50捨てコンクリート 厚50捨てコンクリート 厚50

捨てコンクリート 厚50

捨てコンクリート 厚50

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ 打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

打放し補修の上、保護材塗布
（耐候・低汚染型シリコン系塗料）

ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｸﾘﾔｰ塗装
ｾﾒﾝﾄﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下地

（側面共）（側面共）

透湿防水シート
グラスウール断熱材 厚90（24K）

透湿防水シート
グラスウール断熱材 厚90（24K）

川越市みよしの支援センター改築等工事



廊下

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

Ｃ

Ｂ Ｄ

Ｃ

4,050 4,050

2,250 2,250

1
,
4
0
0

2
,
5
0
0

C
H
=

2
,
5
0
0

C
H
=

ＤＡ Ｃ

C
H
=

Ｂ

3,600

Ｄ

3,600

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

ﾄｲﾚ(男)　1/100（A3）

ﾄｲﾚ(女)　1/100（A3）

多目的ﾄｲﾚ　1/100（A3）

脱衣室　1/100（A3）

Ａ

2
,
5
0
0

C
H
=

シャワー室　1/100（A3）

Ａ

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0 壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0
壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0 壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 厚2.0 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 厚2.0 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 厚2.0 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 厚2.0

1/50、1/100(A1)
1/100、1/200(A3)

ﾄｲﾚ（男・女）・多目的ﾄｲﾚ・脱衣室・ｼｬﾜｰ室　平面詳細図・展開図

2
,
7
0
0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5
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6
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760800800

2
,
2
5
0

3
,
6
0
0

1
,
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2
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3
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1
,
8
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600600150
40

150 150
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5
5
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1
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3,8001,600

710730

2
,
9
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7
.
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1
,
1
4
2
.
5

125

1
2
5

40510

717.5 850
150 82.5

2
5
・

6
5

5
0
・

6
5
・

2
5

1
1
5

1
6
0

130600
57.5

2
5
・

6
5
・

2
5

130

φ1,500

多目的ﾄｲﾚ
上下手摺

ｵｽﾄﾒｲﾄ

洗面器：強固に固定（設備工事）

水勾配ﾄｲﾚ(女)

水勾配

水勾配
水勾配

2,050

水勾配

水勾配

ﾄｲﾚ(男) 床下点検口600角

床下点検口600角

床下点検口600角

X4 X5 X7 X8

X6

ﾄｲﾚ（男・女）・多目的ﾄｲﾚ・脱衣室・ｼｬﾜｰ室　平面詳細図　1/60（A3）

Y7

Y6

Y5

Y4a

Y4

Y3

Y2

Y1

Y4b

3,800

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0 160

3,800

160

1
,
4
0
0

4
02
9
2
.
5

25・65・25

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板 厚3.0

2,050 2,050

X5 X7 X8
Ａ

X7 X8
Ａ

X7 X8

X4 X6 X4 X6

Y4aY4bY5Y6Y7

Y3 Y2 Y1

Y4b Y4a Y4
Ｂ

Y3
Ｂ

Y2 Y1
Ｂ Ｄ

X4X6 Y3

X7X8 Y4bY4aY4
Ｄ

X8 X7 Y3Y2Y1
Ｃ

X5X7X8 Y4a Y4b Y5 Y6 Y7
Ｃ

多目的ﾄｲﾚﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
ｵｽﾄﾒｲﾄ表示

小便器用手摺

2
5
・

6
5
・

2
5

25・65・25

2
5
・

6
5
・

2
5

140 810 130 82.51,020 130
187.5

850

150 600
40

250600
40

250600150 262.5 150

1
5
0

4
0

1
,
4
0
0

4
0

1
,
4
0
0

手洗ｶｳﾝﾀｰ用手摺

手洗ｶｳﾝﾀｰ用手摺

I型手摺φ32 L1200

I型手摺φ32 L1200
ｼｬﾜｰｽﾗｲﾄﾞﾊﾞｰ兼用ﾀｲﾌﾟ

I型手摺φ32 L900

I型手摺φ32 L900

I型手摺φ32 L800

シャワー室

樹脂製細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150

樹脂製細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW150
細目ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

水勾配

140 810 130

床下点検口600角

脱衣室

50・65・2525・65

3
7
5

1
,
8
2
5

1
,
4
0
0

3,300

3,3002,100 I型手摺φ32 L600

ｽﾃﾝﾚｽ化粧棚 W200×D100 2段

3,300

洗濯ﾊﾟﾝ

2,100

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

1,400

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

2,100

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

1,400 2,100 1,825

X4X6

2,100

Y2Y1

1,825

2
,
3
0
0

C
H
=

A1-13

800×640

床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ

床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ

床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20

※シャワー室に設置する手摺は樹脂製浴室用とすること。

φ1,500

水勾配

レバー式混合水洗（設備工事）

レバー式水洗（設備工事）

床排水ﾄﾗｯﾌﾟ50
（機械設備工事）

床排水ﾄﾗｯﾌﾟ50

床排水ﾄﾗｯﾌﾟ50

（機械設備工事）

（機械設備工事）

下地補強は建築工事：耐水合板 厚12+12

2
5
・

6
5

5
0
・

6
5
・

2
5

Ｌ型手摺

Ｌ
型

手
摺

Ｌ
型
手

摺

Ｌ
型

手
摺

Ｌ
型
手

摺

Ｌ
型

手
摺

水勾配

床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ 床：300角磁器質ﾀｲﾙ床：300角磁器質ﾀｲﾙ
（浴室用） （浴室用） （浴室用） （浴室用）

壁：200角磁器質タイル
（浴室用）

壁：200角磁器質タイル
（浴室用）

天井：ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ

天井：ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ 天井：ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ 天井：ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ

6
0
0
程

度

1
,
4
3
0

5
3
0

1
,
6
4
0

※多目的トイレ・シャワー室の出入口戸はその前後に高低差がないこと、通行の際に支障となる段を設けないこと。

汚垂タイル（ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU同等品）

7
0
0

8
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

8
0
0

●

●

シ ャワー室

※シャワー室手摺補強はC:60*30*10*2.3 H2300+ﾌﾟﾚｰﾄt2.3 W200を設置すること。

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20
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川越市みよしの支援センター改築等工事

ホース用水洗
（機械設備工事）

ホース用水洗
（機械設備工事）



玄関・廊下・相談室・作業室・倉庫　展開図

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

1/50(A1)
1/100(A3)

Ａ
玄関・廊下

Ｂ

5列×5段
下足入25足

5,400

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0 床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0 床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

2
,
7
0
0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

OPEN

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

C
H
=

Ｃ

OPEN

5,400

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

2
,
7
0
0

C
H
=

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

相談室
Ａ Ｃ

5,400 3,150 5,400 3,150

2
,
7
0
0

C
H
=

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0 床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0 床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0 床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

作業室１・２・３

倉庫

Ｄ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

2
,
7
0
0

C
H
=

Ａ

5,400

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

Ｃ

3,600 3,600

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ
壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床 床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床 床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床

Ｃ

5,400

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

9,450 4,725 4,725

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12

9,4504,7254,725

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

Ｄ

5,400

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

床：ｴﾎﾟｷｼ系塗床

2
,
7
0
0

C
H
=

2
,
7
0
0

C
H
=

2
,
7
0
0

C
H
=

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

W1800xH900

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1800xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1500xH900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W1500xH900

FIX

5,400

3,350

FIX

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

掲示板

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

掲示板

1
,
1
2
5

9
0
0

9
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
2
5

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

掲示板

9
0
0

1
,
1
2
5

3,350

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

掲示板

1
,
1
2
5

9
0
0

X4 X5 X7 X8 X4 X5
Ａ

X4X5X7X8 X4X5
Ｃ

Y10 Y9 Y8a Y8 Y7 Y6 Y5 Y4b Y4a Y4

Y10Y9Y8aY8Y7Y6Y5Y4bY4aY4 X4 X5 X7 X8 Y12 Y11 Y10 X4X5X7X8
Ｂ

Y12Y11Y10
Ｄ

X2 X3 X4X1 Y14 Y13 Y12 Y11 Y9 Y8a Y7 Y6 Y5 Y4a Y4 Y3 Y2 Y1
Ｂ

Y10 Y8 Y4b

X2X3X4 X1 Y14Y13Y12Y11Y9Y8aY7Y6Y5Y4aY4Y3Y2Y1 Y10Y8Y4b
Ｄ

X4 X5 X7 X8 Y14 Y13 Y12
Ｂ

X4X5X7X8 Y14Y13Y12
Ｄ

8,925

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

8,925

A1-14

壁：ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

脱衣室相談室

作業 室１作業 室２作業 室３

倉 庫

ど な た で も 自由 に お 使 い く だ さ い

9
0
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑｔ20

床：ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾀｲﾙ 厚3.0

川越市みよしの支援センター改築等工事
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1

ａ

隣地境界線

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/100(A1)
1/200(A3)

図面番号

記号 天井仕上

Ａ

Ｂ

Ｃ

仕　上　表

Ｄ

Ｅ

化粧石膏ボード 厚9.5

ロックウール化粧吸音板 厚 12  (石膏ボード 厚 9.5下地)

ａ

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装【新設】

木目調高圧岩綿複層板　厚12（白木調）

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

カーテンＢＯＸ　W150×H100【新設】

天井伏図・法チェック

（告示第1436号・１項・４号・二・（２）

室～100㎡以下・防煙壁区画）

10

3.5

2
,
1
6
0

3
,
5
0
0

4
5
0

6
,
1
1
0

900

▽FL

▽GL

2
,
7
0
0

950
150

1
,
1
0
0

4
0

5
6
0

1
0
01
,
8
3
0

4
5
04
5
0

作業室３

10

3.5

作業室１

2
,
1
6
0

3
,
5
0
0

4
5
0

6
,
1
1
0

900

▽FL

▽GL

2
,
7
0
0

950
150

1
,
1
0
0
7
8
0

7
8
0
4
0

1
,
5
0
0

AW1

住居系地域

住居系地域

Ａ＝0.95／1.5×6－1.4

Ａ＝2.3

Ａ＝0.95／1.83×6－1.4

Ａ＝1.7

10

3.5

2
,
1
6
0

3
,
5
0
0

4
5
0

6
,
1
1
0

900

▽FL

▽GL

2
,
7
0
0

950
150

1
,
1
0
0

4
0

作業室３

住居系地域

1
,
0
0
0

9
0
0

1
0
0
2
8
0

2
8
0

Ａ＝0.95／1.00×6－1.4

Ａ＝4.3≒3.0

AW5

AW5

スリット型軒天換気材Ｆ

廊下

2,705

2
,
0
0
0

7
6
5

1,955

隣
地
境

界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

倉庫

作業室３

作業室２

作業室１

玄関

多目的ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ(女)

ｼｬﾜｰ室

ａ

ａ

ａ

ａ

相談室

Ｃ

ﾄｲﾚ(男)

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

9
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

9
,
5
7
5

4
,
7
2
5

4
,
8
5
0

1
9
,
1
5
0

4
,
0
7
5

Y1

Y14

Y13

Y12

Y11

Y7

Y9

Y6

Y5

Y4

Y3

Y8a

Y4a

Y2

Y10

Y8

Y4b

Ａ

天井伏図　1/200（A3）

1,800 1,800 1,800 1,800 1,700 1,800

11,050
100

X6

X5 X7 X8X4X3X2X1

125 125

1
2
5

1
2
5

×

採光補正係数

 有効開口 

× × ＝ ㎡

合計

判定  OK 

㎡

窓記号 × ＝ ㎡

× 1/20 ＝ ㎡

室面積

必要採光面積

有効採光面積

必要換気面積

有効換気面積

必要排煙面積

有効排煙面積

窓記号

窓記号
採
光
判
定

換
気
判
定

排
煙
判
定

Ｗ

Ｗ

Ｗ

×

×

×

×

Ｈ

Ｈ

Ｈ

×

×

×

×

個数

個数

個数

×

×

×

×

合計

判定

1/50

合計

判定

＝

＝

＝

有効開口

 OK 

 有効開口 

OK

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

相談室

1/7

1.56 1

1.56 1

10.66

×

採光補正係数

 有効開口 

× × ＝ ㎡

合計

判定  OK 

㎡

窓記号 × ＝ ㎡

× 1/20 ＝ ㎡

室面積

必要採光面積

有効採光面積

必要換気面積

有効換気面積

必要排煙面積

有効排煙面積

窓記号

窓記号
採
光
判
定

換
気
判
定

排
煙
判
定

Ｗ

Ｗ

Ｗ

×

×

×

×

Ｈ

Ｈ

Ｈ

×

×

×

×

個数

個数

個数

×

×

×

×

合計

判定

1/50

合計

判定

＝

＝

＝

有効開口

 OK 

 有効開口 

OK

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1/7

1.56AW1

AW1 1.56

AW1 0.66

作業室１

3

3

3

2.3

×

採光補正係数

 有効開口 

× × ＝

合計

判定  OK 

㎡

窓記号 × ＝ ㎡

× 1/20 ＝ ㎡

室面積

必要採光面積

有効採光面積

必要換気面積

有効換気面積

必要排煙面積

有効排煙面積

窓記号

窓記号
採
光
判
定

換
気
判
定

排
煙
判
定

Ｗ

Ｗ

Ｗ

×

×

×

×

Ｈ

Ｈ

Ｈ

×

×

×

×

個数

個数

個数

×

×

×

×

合計

判定

1/50

合計

判定

＝

＝

＝

有効開口

 OK 

 有効開口 

OK

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1/7

1.56AW1

AW1 1.56

AW1 0.66

2.3

作業室２

1

1

× × ＝ ㎡1.56 1

× × ＝ ㎡

1 ㎡

0.66

×

採光補正係数

 有効開口 

× ＝

合計

判定  OK 

㎡

窓記号 × ＝ ㎡

× 1/20 ＝ ㎡

室面積

必要採光面積

有効採光面積

必要換気面積

有効換気面積

必要排煙面積

有効排煙面積

窓記号

窓記号
採
光
判
定

換
気
判
定

排
煙
判
定

Ｗ

Ｗ

Ｗ

×

×

×

×

Ｈ

Ｈ

Ｈ

×

×

×

×

個数

個数

個数

×

×

×

×

合計

判定

1/50

合計

判定

＝

＝

＝

有効開口

 OK 

 有効開口 

OK

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

1/7

1

1

× × ＝ ㎡

㎡

作業室３

1.7

× × × ＝ ㎡

0.90

0.90

2

2

2 × × ＝

室面積

必要排煙面積

有効排煙面積

窓記号排
煙
判
定

Ｗ × Ｈ × 個数

× 1/50

合計

判定

＝

 有効開口 

OK

㎡

㎡

㎡

2

廊下

0.58

AD1 0.40 ㎡0.88

0.88

※トイレ（男・女）、脱衣室は、排煙告示

3

1.34

0.54

3.0

AW2

AW2

AW2

AW4

AW4

AW5

AW5

AW5

AW5

AW5 1.10

0.70 0.50

0.70 0.50

0.70 ×0.50

2.10

0.70

0.70

0.70

52.9

52.9

52.9

52.9

7.56

2.65

1.06

26.11

26.11

26.11

1.31

3.73

26.11

0.52

26.80

26.80

26.80

26.80

3.83

29.05

29.05

アルミ断熱複合パネル（バスパネル同等品）

Ａ

脱衣室

天井開口補強（位置は電気図・機械図参照）

W=1,000×D=1,000　5箇所

A1-15

㎡

準耐火：LGS65＋石膏ボード厚12.5+12.5両面張り

国土交通省　告示1358号

17.40

17.40

17.40

17.40

2.49

0.87

0.35

Ｂ

Ｂ

Ｂ

天井点検口　アルミ製450角（建築工事）

防火上主要な間仕切り（天井裏、小屋裏まで達せしめること）

1.58 7.39

7.39

0.73 1.13

1.13

0.73 0.48

0.48

1.64 17.65

17.65

0.76 3.55

3.55

0.76 1.50

1.50

1.64 5.88

5.88

0.76

0.58

1.18

0.90

2.08

0.76

0.58

0.50

0.38

0.88

0.76 0.68

1.38

1.64 2.50

4.60

川越市みよしの支援センター改築等工事



引違イ窓（半外付）

×
ＡＷ
１

70

透明強化ガラス(ｱ)5
アルミアルマイト　カラー

アルミアングル、皿板、クレセント、網戸、附属金物一式

ｸ
ﾚｾ

ﾝﾄ
取
付

高
さ

2
,
7
0
0

C
H
=

4
0

6
6
0

引手、空錠、ドアハンガー（自閉装置）

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

記　号・数　量

× １
ＡＤ
１

70
アルミアルマイト　カラー

玄関

透明強化ガラス(ｱ)8、欄間部：透明強化ガラス(ｱ)4

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

メラミン樹脂一体成型パーティクルボード
－

トイレ（男）

トイレブース
40

× １
ＴＢ
１

600 40 600
15015040

150

90ﾟ

1
,
8
2
0

1
,
9
0
0

2
0

6
0

600 600340

150 600

1
,
8
2
0

1
,
9
0
0

2
0

6
0

600

メラミン樹脂一体成型パーティクルボード
－

トイレブース
40

× １
ＴＢ
２

トイレ（女）

× １
ＴＢ
３

5
5
0

1
5
0

メラミン樹脂一体成型パーティクルボード
－

トイレ（男）
トイレブース
40

クラビティヒンジ、空錠、丁番、レール、

90ﾟ

建具キープラン図・建具表

ハンガー引キ戸 欄間付（半外付・外倒シ）

4
6
0

2
,
0
0
0

2
,
6
6
0

2
0
0

2
,7
0
0

C
H=

オ
ペ
レ

ー
タ
－

取
付

高
さ

×
LSD
６

スチール焼付塗装（指定色）

850

2
,
0
0
0

2
0
0

980
130

トイレ（女）、多目的トイレ

２× １
LSD
５

軽量スチール引戸（二重引キ・壁内隠蔽式）

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

トイレ（男）

1,000
850

2
,
0
0
0

2
0
0

150

×
１

ＳＷ

スライディングウォール（遮音仕様）

－

作業室１～３

２

2
,
7
0
0

化粧鋼板(ｱ)0.8 焼付塗装　下張り：石膏ボード(ｱ)12.5　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

ハンガーレール、ランナー、上下・サイドシール、

× １
１
LSD

軽量スチール引戸（面付）

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

相談室

×
LSD
２

軽量スチール引戸（面付）

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

×
LSD
３

軽量スチール引戸（面付）

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

×
LSD
４

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付・外側:表示錠)、ドアハンガー（自閉装置）

2
0
0

2
,
0
0
0

980
850 130

2
0
0

2
,
0
0
0

1,030
900 130

2
0
0

2
,
0
0
0

1,230
1,100 130

× １
ＳＤ
１

扉厚：40
スチールＳＯＰ
型板強化ガラス(ｱ)4

シリンダー錠、フランス落シ、三方枠、無目

両開キ戸　欄間付

倉庫

2
,
0
00 2,
6
6
0

5
60

1
0
0

1,540

FIX

戸当リ、レバーハンドル、ステンレス沓摺、丁番、D.C.、附属金物一式

× １
ＡＷ

アルミアングル、皿板、クレセント、網戸、附属金物一式

アルミアルマイト　カラー
70

引違イ窓（半外付）
トイレ（男）

× １
ＡＷ

作業室２
引違イ窓（半外付）

70
アルミアルマイト　カラー

透明強化ガラス(ｱ)5

アルミアングル、皿板、クレセント、網戸、附属金物一式

ｸ
ﾚｾ

ﾝﾄ
取
付

高
さ

1
,
2
0
0

オ
ペ

レ
ー
タ

－
取
付
高

さ

アルミアルマイト　カラー
70

作業室３
引違イ窓　欄間付（半外付・外倒シ）

透明強化ガラス(ｱ)5、欄間部：透明強化ガラス(ｱ)4

× １
ＡＷ

70

2
,
7
0
0

C
H
=

4
0

6
6
0

2
,
7
0
0

C
H
=

4
0

6
6
0

アルミアングル、皿板、クレセント、網戸、附属金物一式
ワンタッチオペレーター

３ ４ ５

6
6
0
4
0

C
H
=
2
,
7
0
0

ｸ
ﾚｾ

ﾝﾄ
取
付

高
さ

アルミアングル、皿板、クレセント、網戸、附属金物一式

アルミアルマイト　カラー
透明強化ガラス(ｱ)5

70

ＡＷ
×

引違イ窓（半外付）

５

作業室１・作業室２

１
２

相談室

型板強化ガラス(ｱ)4

1
,
20
0

2,390

70 1,1601,160

FIX

２２

作業室２・３ 作業室１

550

550

135

1,865

135 190
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.
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.
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,
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1
,
9
0
0

2
0

6
0

150550

1,582.5
332.5

30

5,135
56 1,009 1,009 1,009 1,0131,009

脱衣室・シャワー室

軽量スチール引戸（壁内隠蔽式）

軽量スチール引戸（壁内隠蔽式）

2
,
0
0
0

2
0
0

810
940

130

２

枠：145、扉：40

枠：250、扉：40 枠：250、扉：40 枠：250、扉：40 枠：145、扉：40

4
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4
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作業室２

玄関

相談室
作業室１

倉庫

ﾄｲﾚ(女)

シャワー室

多目的ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ(男)

9
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8
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8
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8
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,
8
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9
,
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7
2
5

4
,
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5
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1
9
,
1
5
0

Y1

Y14

Y13

Y12

Y11

Y7

Y9

Y6

Y5

Y4

Y3

Y8a

Y4a

Y2

Y10

Y8

Y4b

1
2
5

1
2
5

1,800 1,800 1,800 1,800 1,700 1,800

11,050
100

X6

X5 X7 X8X4X3X2X1

125 125

A1-16

有効 有効 有効

引き棒、ｱﾙﾐｱﾝｸﾞﾙ、引戸錠（ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠）、内側錠（ｻﾑﾀｰﾝ錠等）、

SUS脚金物、ﾄﾞｱｴｯｼﾞRﾀｲﾌﾟ、附属金物一式

枠：145、扉1枚目：32、扉2枚目：62

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式 三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式 三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式 三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

クラビティヒンジ、戸当リ帽子掛け、表示錠、丁番、レール、
SUS脚金物、非常時開放装置（外開き）付、ﾄﾞｱｴｯｼﾞRﾀｲﾌﾟ、手すり下地補強、附属金物一式

クラビティヒンジ、戸当リ帽子掛け、表示錠、丁番、レール、
SUS脚金物、非常時開放装置（外開き）付、ﾄﾞｱｴｯｼﾞRﾀｲﾌﾟ、手すり下地補強、附属金物一式

表面操作口（サイド圧着・上下圧着）、サイドフレーム、

フラットレバーハンドル、戸当たりゴム、附属金物一式

1,640

1
,
1
0
0

1
,
5
6
0

有
効

760

無窓階開口部　有効幅750×有効高さ1200以上（２ヶ所以上）

1
,
1
0
0

1
,
5
6
0

有
効

1,580
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有効 2

,
0
0
0

4
6
0

1,640

1
,
1
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0

1
,
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6
0

有
効

1,290

585
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1
,
1
0
0

9
0
0

1
0
0
5
6
0

2
,
6
6
0

785

有
効

1,640

760

1,137.5 1,187.5
65

シ

サ

表

凡例

：シリンダー錠

：サムターン

：表示錠

：空錠

シ

シサ

１
ＳＤ

サ

サ

サ

サ

サ

シ

シ

シ

シ

LSD
２

LSD
２

LSD
４

サ

シ
表

サ

表

脱衣室

LSD
４

LSD
３

１
LSD

LSD
３

表

サ

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

1
,
4
5
0

衝突防止鋲（SUS製、φ30、@300、両面）、附属金物一式

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、ﾜﾝﾀｯﾁｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、網戸、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ、

サ

LSD
６

81

ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ（1.5倍ﾋﾀﾞ）W1800×H1850：1箇所
ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ（1.5倍ﾋﾀﾞ）W1450×H1850：1箇所ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ（1.5倍ﾋﾀﾞ）W1740×H1850：1箇所ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ（1.5倍ﾋﾀﾞ）W1800×H1850：5箇所

型板強化ガラス(ｱ)4

引手、ドアハンガー（自閉装置）、

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

引戸錠(多目的ﾄｲﾚ：内部大型サムターン付・外側表示錠、ﾄｲﾚ（女）：空錠）

川越市みよしの支援センター改築等工事
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作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 家具詳細図１ 1/20(A1)
1/40(A3)

天板 詳細図

桧間伐台形集成材（国内産材）桧集成材

自然系塗料仕上（オイルフィニッシュ）

主材：桧間伐台形集成材　自然系塗料仕上げ本体

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。F☆☆☆☆適合品接着剤

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。JIS-F☆☆☆☆適合品塗料

国産材の積極的な活用を通じて森林を活性化させ、国内のCO2などの温室効果ガスを削減に寄与することに主眼を置き、

各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

※JIS-F☆☆☆☆に適合していない「自然塗料」の使用は不可。

桧間伐台形集成材　硬質UV塗装天板

※表面硬度5H以上を確保すること。

木製家具標準仕様  『特記無き場合は下記の仕様とする』

ポリエステル化粧合板貼　　　下地：ランバーコア合板ｔ15（四方組）

本体見掛り：非塩ビ化粧樹脂シートｔ1.0貼

本体見隠れ：非塩ビ化粧樹脂シートｔ0.45貼

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400

高圧メラミン化粧板貼　ポストフォーム加工

木製引違戸

本体

台輪

木口

開戸（板戸）

ステンレスシンク

天板

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレス天板

低温アルゴン溶接加工品　下地：合板ｔ9mm

樹脂製戸車(立付け調整可能)、PP樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居・鴨居

ワンタッチ脱着式スライド丁番（キャッチ機能付）　105°開き

M-14AP：樹脂製

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする。

排水トラップ

ホルムアルデヒド放散量「0.04mg/l」以下とする。樹脂コート化粧

パーティクルボード マテリアルリサイクル可能品（メラミン樹脂含浸の低圧メラミン等は使用不可）

「JIS A 5908」適合品の国内生産品とする。

JIS-F☆☆☆☆適合品樹脂コート化粧MDF

JAS-F☆☆☆☆適合品ポリエステル

化粧合板

JAS-F☆☆☆☆適合品各種合板

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品接着剤

地球環境問題（リサイクル、温暖化等）に配慮し、かつ室内におけるホルムアルデヒドの気中濃度を下げる事に

主眼を置き、各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

（板戸）

共　通 ※「日本家具保証協会」認定企業の生産製品、及び監理製品とする。

※施工承認時に製作家具のカタログを提出し、監理者へ商品説明をおこなうこと。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

可動式棚板

※W600以上の棚板は強度を考慮し、パーティクルボードの使用は不可とする。

棚板底面にずれ止めのダボジャクリを施すこと。

※家具側板を床に接地させる前巾木のみは不可とする。

※ポストフォーム天板に使用するメラミンの厚さはt0.8以上とする。

棚受けダボ：φ9mmネジ込式（W1/4）　アルミ製ニッケルメッキ　P=60mm　3段

低温アルゴン溶接加工品

※板厚が薄くなるため、プレス加工品は使用不可とする。

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

トラップ接続径：40A

天板

可動棚板 詳細図 本体、棚板　木口仕上 詳細図

F-1

※W600以上の棚板は強度を考慮し、

　パーティクルボードの使用は不可とする。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。
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標準本体見え掛り

標準本体見隠れ

木口　t1.0化粧シート貼

木口　t0.45化粧シート貼

背板：樹脂コート化粧MDF貼

アルミ製ニッケルメッキ
ダボ　φ9

新館1階　玄関　　下足入れ

新館1階　廊下　　流し台

排水トラップ（家具工事外）

60

工事ブタ
（ビス止取り外し式）

桧間伐台形集成材

硬質UV塗装仕上げ（表面硬度：5H以上）

名

仕　　　様

シンク

天 板

エプロン

背 板

台 輪

引違戸

本体主材

水切りロール加工、下地合板 t9mm

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

引き残しストッパー

メラミン化粧板貼(フラッシュ)

樹脂コート化粧MDF貼

ポリ合板貼

品 品

番

ステンレス SUS304 t1.0mm(R付) 表面仕上:#400

*取外し式地板:樹脂コート化粧MDFt4mm(ビス止)

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口:シート貼

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

品 品

仕　　　様

台 輪

中 棚

天 板

本体主材 樹脂コート化粧パーティクルボード

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼

名 番

樹脂コート化粧パーティクルボード 木口：シート貼

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm

下足入れ

流し台 CRN-R1.B.ZZ（参考）

GSS-O1.A.S.ZZ（参考）

1
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2
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2020202020

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

「JIS A 5905」適合品の国内生産品とする。

A1-17

※製作家具本体は国内生産品とする。

その他 ネームプレート（25人分）

主材：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20

背板、地板取外し部：樹脂コート化粧MDF t4mm

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ

5列×5段＝25人用
白色アクリル板

【ネームプレート】

水切ロール加工

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/20(A1)
1/40(A3)

家具詳細図２

新館1階　作業室1、2、3　　工作台

名

品

番

品
工作台

新館1階　作業室1、3　　収納棚

60
9
8
0

20
10
6
0

20 300
30

350
20330

2
3

290

1800

144010080 740

900

30
2
0
0

100 80 80 80

9
0
0

3
4
5

8
00

8
00

900

8
00

1800

天　板

棚 板

脚　端

階

1階

1階

1階

室　名

4

2

2

8台合　計

仕　　　様

8台F-5

F-3 2ヶ所 F-4 2ヶ所

桧間伐台形集成材(国内産材) 硬質UV塗装

桧間伐台形集成材(国内産材) 自然系塗料仕上げ

桧間伐台形集成材(国内産材) 自然系塗料仕上げ

アジャスター付　　　(MN型 φ50)

作業室1

作業室2

作業室3

名

品

番

品
収納棚

仕　　　様

天 板

背 板

棚 板

台 輪

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

名

品

仕　　　様

天 板

背 板

開 戸

台 輪

シンク一体型人工大理石 ｔ10mm(ホワイト)

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

メラミン化粧板貼　木口:シート貼

洗面カウンター

スライド丁番(キャッチ付)、シリンダー錠、丸落し

R2（上下）

本体主材本体主材

本体主材

1
1
0
9
0

25

440

A1-18

新館1階　トイレ（男、女）　　洗面カウンター

1階

1階

階 室　名

合　計 2ヶ所

1

1

作業室1

作業室3

その他 ネームプレート（27人分）×2ヶ所

20

10
6
0

9
8
0

6
0

3
5
0

20

CRR-W3.A.M.ZZ（参考）

WSWM-2H1.A（参考）

9列×3段＝27人用

20 20 20 20 20

5135

20 2020

1712

544 544 544

1712

1712 1712

1711

1711
544 544 54420 20544 544543

20

白色アクリル板
【ネームプレート】

2084020
880

2084020
880

1
0

49
0

5
0
0

1
0
0

5
8
0

1
0
6
0

7
5
0

5
0

8
0
0

天板、シンク：人工大理石

7
5
0

5
0

490 10

15

1
2
0

8
0
0

2
0

5
0
0

1
1
0

500手すり(家具工事外)

430900430

1760

給水栓（家具工事外）

排水トラップ（家具工事外）

シリンダー錠

20
15 450

ビス止メ取外シ式
工事フタ

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ8.0下地　ｽﾃﾝﾚｽ板ｔ0.8貼

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ8.0下地　ｽﾃﾝﾚｽ板ｔ0.8貼

階

1階

1階

室　名

合　計 2ヶ所

1

1

トイレ（男）

トイレ（女）

周囲ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ （建築工事）

周囲ｼﾘｺｰﾝ系ｼｰﾘﾝｸﾞ （建築工事）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

A1-19

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0 手動軽量ｼｬｯﾀ-

14.7ｍ2

片開き扉（ﾏｽﾀｰｷｰ対応）

4
,
3
7
0

1
8
5

5
3
5

8
0
0

1
6
5

1
8
5

5
0
0

ＳＤ
1A

１
ＳＳ

GL+100

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW100×L2000

新倉庫

既存カゴ台車　1100×800×H1700

GL+100

標識掲示板
[指定可燃物貯蔵取扱所]

Yb2

Yb1

3,000

3,370

185 185885

3,800

Xb1 Xb2

200kg以上により指定可燃物に該当

想定最大1800kg
収容予定：ﾌｪｲｽﾀｵﾙ（綿花類）
新倉庫

アルミ庇W4000×D800

GL±0 GL±0

GL±0 GL±0

(GL-360)

(GL-200)

(GL-320)

注記

※消火器は赤下地白文字8㎝×24㎝「消火器」の標識を設置すること。

※消火器はＡＢＣ粉末消火器１０型を使用すること。

消火器ボックスSUS（ABC粉末消火器共）

消火器ボックスSUS（ABC粉末消火器共）

新倉庫棟　平面図・屋根伏図・断面図・建具表

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量 × １
ＳＤ

扉厚：40

スチールＳＯＰ

新倉庫
片開キ戸

－

800

2
,
0
0
0

2,000

× １
１1A

ＳＳ

新倉庫
軽量シャッター（手動）

カラー鋼板

－

－

2
,
0
0
0

建具表

屋根伏図　1/100（A3）

平面図　1/100（A3）

3,370

Xb2Xb1

180 190

100

4
,
3
7
0

Yb2

Yb1

3/100

1
8
0

1
8
0

アルミ庇W4000×D800

外壁：窯業系サイディング 厚16.0　通気工法
透湿防水シート
室内側：ＰＢ厚12.5二重張

外巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

▽FL
▽GL

3/100

化粧PB厚9.5

天井LGS下地

屋根：折板屋根　山高88　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.5

310

800

アルミ庇W4000×D800

（北・南・西面）
鼻隠しH300

硬質塩ビ管カラー　75φ
（支持金物 @1,000内外）

軒樋：塩ビ　角型　前高120型

3
,
5
0
0

1
0
0

1
,
0
0
0

2
,
0
0
0

6
0
0

3
4
5

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

3
0
0

折板屋根用見切面戸

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW100×L2000
排水ﾕﾆｯﾄ：SEDS-CV-1020N同等品

3
,
8
0
0

3
,
6
0
0

2
0
0

最
高

の
軒

高

最
高

の
高

さ

新倉庫

土間コンクリート 厚150
ポリエチレンフィルムt0.15敷
捨てコンクリート 厚50
再生砕石 Ｃ40～0 厚100

3,000185 185

3,370

Xb1 Xb2

Ａ－Ａ断面図　1/100（A3）

185 4,000 185

4,370

Yb2 Yb1

3
,
5
0
0

1
0
0

2
0
0

新倉庫

3
0
0

屋根：折板屋根　山高88　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　厚0.5

ケラバ包み

鼻隠しH300

外巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修
ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

天井LGS下地

化粧PB厚9.5
外壁：窯業系サイディング 厚16.0　通気工法

透湿防水シート
室内側：ＰＢ厚12.5二重張

土間コンクリート 厚150
ポリエチレンフィルムt0.15敷
捨てコンクリート 厚50
再生砕石 Ｃ40～0 厚100

Ｂ－Ｂ断面図　1/100（A3）

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

塩ビ廻り縁
塩ビ廻り縁

レバーハンドル、ステンレス沓摺、丁番、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（90°制限付）
、附属金物一式
シャッターレール、シャッターボックス、三方枠、鍵付き

、シリンダー錠、三方枠、附属金物一式

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

新倉庫棟　立面図・展開図

▽FL

3
,
5
0
0

1
0
0

3
,
8
0
0

2
0
0

▽GL

3,370

Xb1 Xb2

3,370

Xb1Xb2

4,370

Yb1 Yb2

南側立面図　1/100（A3） 北側立面図　1/100（A3） 東側立面図　1/100（A3）

4,370

Yb1Yb2

西側立面図　1/100（A3）

A1-20

3,370

Xb1 Xb2

3,370

Xb1Xb2

4,370

Yb1 Yb2

4,370

Yb1Yb2

3
0
0

3
0
0

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

（素地仕上）

化粧PB厚9.5

PB厚12.5二重張

3
,
0
0
0

C
H
=

化粧PB厚9.5 化粧PB厚9.5

（素地仕上）
PB厚12.5二重張

（素地仕上）
PB厚12.5二重張

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
新倉庫　展開図　1/100（A3）

▽FL

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

ｴﾎﾟｷｼ系塗床

化粧PB厚9.5

3
0
0

PB厚12.5二重張
（素地仕上）

品
　
　
名

最
大
数
量

指
定
可
燃
物
貯
蔵
取
扱
所

標識掲示板

300×600（鉄板）
[指定可燃物貯蔵取扱所]

1
,
4
0
0

6
0
0

川越市みよしの支援センター改築等工事



SUS手摺φ34　H1000【新設】

SUS手摺φ34　H1100【新設】

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

Y14

4
,
0
7
5

Ａ

1
2
5

隣
地

境
界
線

竪樋竪樋

竪樋

GL+450

2,705

GL±0

1,955

2
,
0
0
0

7
6
5

1
,
8
0
0

1
,
2
5
0

GL+330

1
5
0

GL+150

4
7
5

1
,
4
0
0

700 700

テラス

SUS手摺φ34　H1100【新設】

1,685 300 300 5,350 500125

渡り廊下　平面図　1/60（A3）

700 700

8
0
0

7
0
0

SUS手摺φ34　H700【新設】

SUS手摺φ34　H1000【新設】

2,300115 60

GL+420

4
2
0

1
0
0

1
,
0
0
0

SUS手摺H1000【既存のまま】SUS手摺H1000【既存のまま】

既設汚水桝【既存のまま】

Ｂ－Ｂ断面図　1/60（A3）

4,660

3
,
0
0
0

7
0
0

2
,
8
5
0

4
3
0

1
0
0
5
0

既設排水管HP150

既設汚水桝

SUS手摺φ34　H1000【新設】

屋根材：ポリカ板　t1.8

防火認定DW-0046

本体：アルミ押出形材
ステンカラー

四国化成：メリールーフＬタイプ同等品

コンクリート刷毛引き仕上

コンクリート刷毛引き仕上

3
,
1
1
0

1
1
0

475 1,400 400 1,800125

Ａ－Ａ断面図　1/60（A3）

本体：アルミ押出形材
ステンカラー

四国化成：メリールーフＬタイプ同等品

屋根材：ポリカ板　t1.8

防火認定DW-0046

SUS手摺H1000【既存のまま】

コンクリート刷毛引き仕上

Y14 Ａ

▽GL±0 ▽GL±0

3
0
0

3
0
0

1
0
0

995

Ａ

Ａ

Ｂ Ｂ

1,800

Ａ

Ｃ

Ｃ

SUS手摺φ34　H700【新設】

コンクリート刷毛引き仕上

7
0
0

1
0
0

ポリサルファイド系シーリング

1,250150

アクリルシリコン樹脂塗料
コンクリート打放し

SUS手摺φ34　H700【新設】

コンクリート刷毛引き仕上

▽GL±0

5
7
0

1
5
0
～

Ｃ－Ｃ断面図　1/60（A3）

渡り廊下詳細図 1/30(A1)
1/60(A3)

2,310200

9
0
0

2
0
0

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾔﾚｽ

SUS手摺φ34　H700【新設】
ｺﾝｸﾘｰﾄ立上H100

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上H100
ｺﾝｸﾘｰﾄ立上H100

1
,
3
2
0

土間コンクリート【既存のまま】

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

再生砕石RC-40 厚100

5
0

1
0
0

再生砕石RC-40 厚100

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

差し筋アンカー【新設】

A1-21

ポリサルファイド系シーリング

5
5
0

1
0
0

4
5
0

5
0

2
,
9
6
0

3
,
3
8
0

▽GL±0

最
高

の
高

さ

3
,
2
7
0

1
1
0

最
高

の
軒

高

1
5
0
1
5
0

6
5
0

接着系　D10@200

スロープ配筋要領：D10＠200ﾀﾃﾖｺ共
端部D13

渡り廊下基礎配筋要領：D10＠200ﾀﾃﾖｺ共
端部D13 アクリルシリコン樹脂塗料

コンクリート打放し

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

再生砕石RC-40 厚100
捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

再生砕石RC-40 厚100

普通コンクリート　FC21　S18

普通コンクリート　FC21　S18

普通コンクリート　FC21　S18
200×200×H200

再生砕石RC-40 厚100
捨ｺﾝｸﾘｰﾄ 厚50

川越市みよしの支援センター改築等工事



C

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

隣
地

境
界

線

DN

GL+450

GL+450
GL+330

GL+150

GL+420

A-A' 断面図

1,5003001,215150

300

400

1
5
0

5
0

2
0
0

6
0
0

2
0

1
0
0

5
0

▽GL±0

【撤去】

【撤去】

【撤去】

手摺φ42.7SUS

モルタル金ゴテ押え又は

笠木φ32SUS

支柱φ76.3SUS

格子φ16SUS

150

1
,
0
0
0

【撤去】

【撤去】

1
0
0

【既存のまま】

【既存のまま】

【既存のまま】

タテ　D13-@200
ヨコ　D10-@200
ベース筋　2-D10

【撤去】

D10-@200（タテヨコ共）

▽GL+80 2
5
0 4
5
0

コンクリート

コンクリート

再生砕石

再生砕石
【撤去】

タテ　D13-@200
ヨコ　D10-@200
ベース筋　2-D10

再生砕石

▽GL+80

6
0
0

コンクリート

【撤去】

【撤去】

【撤去】
手摺φ42.7SUS 150

【撤去】

支柱φ48.6SUS

支柱φ48.6SUS

A
A

テラス

SUS手摺H1000【既存のまま】

土間コンクリート【既存のまま】

撤去範囲

改修前　テラス平面図　1/60（A3）

１

7,000 5,000 5,000

２ ３ ４

C

B B

3
1
5

3
0
0

3
0
0

スロープ用磁器タイル張り

磁器タイル張り【撤去】

150 1,350 150 1,500 4,710 50

1
,
8
0
0

1
,
2
1
5

1
5
0

SUS手摺H600【撤去】

SUS手摺H600【撤去】

SUS手摺H1000【既存のまま】

Ａ

改修前　Ａ－Ａ断面図　1/40（A3）

1
1
0

1
2
0

1
1
0

D10

D10-@200

300 300 300

【撤去】

【撤去】

【撤去】
段鼻磁器タイル

改修前　Ｂ－Ｂ断面図　1/40（A3） 改修前　Ｃ－Ｃ断面図　1/40（A3）

1/20、1/30(A1)
1/40、1/60(A3)

620

6
2
0

既設汚水桝【既存のまま】

既存スロープ
【撤去】

GL+80

GL+420 GL+420

GL±0

既存スロープ詳細図【参考図】
A1-22

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

1/30(A1)
1/60(A3)

GL+150

竪樋

5
0
0

3
,
6
0
0

1
,
3
0
0

1
5
0

1,200 1,300

150 150

GL+440 GL+420

GL±0

DN

GL+430

勾配1/12以下

勾配1/12以下

1
,
8
0
0

1
,
3
0
0

5
0
0

1
5
0

X8

350125
135

Y5

Y4b

Y4a

Y4

Y7

Y6

コンクリート刷毛引き仕上

SUS手摺φ34　H700

SUS手摺φ34　H700

SUS手摺φ34　H800

Ａ Ａ

平面図　1/60（A3）

2
5
0

7
0
0

8
0
0

7
0
0

1
0
0

1,300 1,200 485 125150 150

コンクリート打放し
アクリルシリコン樹脂塗料

SUS手摺φ34　H700
コンクリート刷毛引き仕上

▽GL

X8

Ａ－Ａ断面図　1/60（A3）

1,200

1,075 125

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上H100

ｺﾝｸﾘｰﾄ立上H100

1
,
8
0
0

Y9

Y8

1
,
3
0
0

2,000

隣
地

境
界

線

X1

1,000 200

X1

2,000

2001,000

3
,
5
0
0

4
5
0

▽FL

▽GL

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ仕上
ｺﾝｸﾘｰﾄ　Fc21N　S18

配筋　D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ
ﾀﾃﾖｺ共　端部D13

2
0
0

室外機基礎平面図　1/60（A3） 室外機基礎断面図　1/60（A3）

室外機基礎詳細図　1/60（ A3）

スロープ詳細図　1/60（ A3）

再生砕石RC-40 厚100

5
0

1
0
0

1
0
0

150

差し筋　D13＠200

雑詳細図１
A1-23

D10＠200ﾀﾃﾖｺ共
端部D13

再生砕石RC-40 厚100

5
0

1
5
0

1
0
0

30

30

捨てコンクリート 厚50

捨てコンクリート 厚50

（立上り・天端共）

室外機基礎

室外機
（機械設備工事）

作業室１

作業室１

川越市みよしの支援センター改築等工事



125

X8

湧水浸透用切抜　300□

（再生砕石充填　300□　H300）

200

3
5
0

3
5
0

4
5
0

1
,
1
5
0 100

1
0
0

7
0

4
5
0

▽GL

▽FL

362.5362.5

725

床下点検口600角

磁器質タイル用

150 600

SUSタラップφ22

300

3
0
0

捨てコンクリート 厚50

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

65 25 65 25

化粧石膏ボード 厚9.5

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装
or

塩ビ廻り縁

ロックウール化粧吸音板 厚12

塩ビ廻り縁

65

ｱﾙﾐ廻り縁

20

ｱﾙﾐ断熱複合ﾊﾟﾈﾙ

石膏ボード 厚9.5下地

▽軒高 LGS壁下地65形

防火上主要な間仕切壁
ＰＢ厚12.5二重張LGS壁下地65形

防火上主要な間仕切壁
ＰＢ厚12.5二重張

65 65

50
2525

X4

65 2525

▽最高高さ

防火上主要な間仕切壁
ＰＢ厚12.5二重張（両面）

LGS壁下地65形

屋根下地まで達せしめること

65 25

34

65
150

（木目調）

ブラケット

　＠1000以内

St-1.0

1
0
0

1
0
0

ビニル製手すりφ34
（木目調）

ビニル製手すりφ34

1
0
0

7
0
0

▽スロープ床

▽GL

SUS手すりφ34

SUS手すり支柱φ34＠1000以下

2
0
0

平　面 1/10（A3）

6
5

2
5 5

80

8
0

埋め木、ビス止め＠450

面取り

集成材SOP

2
,
7
0
0

立面図　1/40（A3）

LGS壁下地65形

メラミン化粧板 厚3
耐水ＰＢ 厚12.5二重張

135100
65 4
25

外部 トイレ（女）

125

X8

255025
656520

X4

LGS壁下地65形

構造ブレース

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）

ＰＢ厚12.5二重張ＰＢ厚12.5二重張

200角磁器質タイル（浴室用）

シャワー室 作業室

255025
6565

X4

構造ブレース

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）

ＰＢ厚12.5二重張

作業室

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）
ＰＢ厚12.5二重張

倉庫

ソフト巾木 H300

6
0

1
0
0

アルミジョイナー

100角磁器質タイル

300角磁器質タイル（防滑）
300角磁器質タイル

（浴室用）

ソフト巾木 H60

（木目調）

ホモジニアスタイル 厚3.0

6
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ：集成材 厚25 SOP

グラスウール断熱材 厚100（24K）

4
0

150

1
1
0

サイディング用水切

100 100 6535

25 10

25

LGS壁下地65形

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ（不燃）

ＰＢ厚12.5二重張

6
0

1
,
1
0
0

2
,
7
0
0

グラスウール断熱材 厚90（24K）

窯業系サイディング 厚16.0　通気工法
透湿防水シート C

H
=

ソフト巾木 H60

額縁：集成材 厚25 SOP

外部

LGS壁下地65形

ソフト巾木 H60

外壁・内壁詳細図　1/30（ A3）

タラップ・床下点検口・止水板・湧水浸透用切抜詳細図　1/30（ A3） 各種床詳細図　1/10（A3）

コーナーガード詳細図　1/10、 1/40（A3）

SUS手すり詳細図　1/20（A3）内部壁付手すり詳細図　1/10（ A3）防火上主要な間仕切詳細図（天井裏）　1/30（ A3）各廻り縁詳細図　1/10（ A3）

雑詳細図２
図示

A1-24

75
5

1
0
0

2
,
5
4
0

6
0

下地防水モルタル

3
0
0

▼1FL

8
0
0

塩ビ止水板フラット形 幅150 厚5

ライニング詳細図　1/30（ A3）

1
,
4
0
0

LGS壁下地65形

構造合板　厚12+12

ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 厚20

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁：メラミン化粧板 厚3

小便器

（機械設備工事）

Y7 X8

205

9
0
0

構造合板　厚12+12

手洗器
（機械設備工事）

LGS壁下地65形

LGS壁下地65形

メラミン化粧板 厚3
耐水ＰＢ 厚12.5二重張

ﾒﾗﾐﾝ化粧ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ 厚20

ｼｰﾘﾝｸﾞ打ち

ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁：メラミン化粧板 厚3

100角磁器質タイル100角磁器質タイル

1
5
0

1
0

1
5
0

8
0
～

1
0
0

※浴室用も同様
300角磁器質タイル（防滑）

ホモジニアスタイル 厚3.0

床コンクリート直均し仕上げ

1
5
0

1
0

1
5
0

3
0

床コンクリート直均し仕上げ
エポキシ系塗床

コンクリート刷毛引き仕上

下地防水モルタル

1
5
0

1
0

1
5
0

8
0
～

1
0
0

床コンクリート直均し仕上げ

ビニル床シート 厚2.0　溶接工法（防汚性）

6

300角磁器質タイル（防滑）

汚垂タイル（ﾊｲﾄﾞﾛｾﾗ･ﾌﾛｱPU同等品）

耐火シール
耐火シール

耐火シール

ｾﾒﾝﾄﾎﾞｰﾄﾞｔ12.5下地

275

LGS壁下地65形

メラミン化粧板 厚3
耐水ＰＢ 厚12.5二重張

160

130

川越市みよしの支援センター改築等工事

グラスウール断熱材 厚90（24K）
透湿防水シート（防護壁側）



記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

6
9
3

貫通穴  
文字部（白）他ハ（赤）

8
0

248

扉：スチール（ボンデ鋼板）t2.3塗装仕上

本体：スチール（ボンデ鋼板）t1.6塗装仕上

6
0

▽FL

288

288

1
9
1
.
1

Y7

廊下側

平面図　1/20（A3）

立面図　1/20（A3）

文字表示ステッカー 

Xb1

1
7
6
.
5

243.5

5
8
5

1
5

6
0
0

242

243.5

文字表示ステッカー 80×240
文字部（白）他ハ（赤）

平面図　1/20（A3）

正面立面図　1/20（A3）

6
0
0

▽FL+400

本体：SUS304ヘアライン　t=0.6

175
Xb1

側面立面図　1/20（A3）

85800

アルミ庇W4000×D800

M10ボルトコーキング

コーキング
下地補強鋼材

2C-100x 50x20x3.2

Xb1

コーキング

コーキング

50

35 20585

X1

125

カバー：SUS304　H.L.　t=1.0

補助シート：軟質ポリ塩化ビニル　t=0.9
ホルダー：アルミ　＠５００

多目的ﾄｲﾚ:1,100
ﾄｲﾚ(女):1,100

ﾄｲﾚ(男):1,050

L

トラップ
ABS樹脂

SUS304　ヘアライン　t1.2

150

178

（蓋幅）

ノンスリップタイプ（ローレット模様）
SUS304

1 1
13 13

1
4
0

トラフ

1
7
4
.
8

φ56.7　VU50

φ83.6　VU75

断面詳細図　1/10（A3）

6
0

6
6
.
5

6
.
5

1
5

グレーチング蓋　縦目　すきま5mm（P=13）

平面図　1/20（A3）

1
3

1
5
2

1
3

1
7
8

ＳＥＤＳ－ＧＥ－ＤＴ同等品（L:特注寸法）

把手平面図　1/20（A3）
2
0

6
0

150
210

3030
ステンレス製受枠

断面詳細図　1/10（A3）

樹脂製グレーチング
縦目ノンスリップタイプ

4
6
7
.
6

467.6

（
外

枠
）

（外枠）

吊り金具

グレモン錠

野縁

天井補強チャンネル

取付用チャンネル

野縁Mバー

取付用チャンネル 吊り金具

天井仕上材
天井下地材

グレモン錠

外枠

454

467.6外枠寸法

規格寸法

断面詳細図　1/10（A3）

見上図 1/30（A3）

取付下地図 1/30（A3）

ＰＶ－Ａ１２０２０同等品

100

床見切：御影石W100　厚25

モルタル

40

SUS沓摺

3
1
7

LSD扉

800

6
4
0

平面図　1/30（A3）

8
5

▽FL

洗濯パン

縦引き排水トラップ
排水管接続

（機械設備工事）

側面図　1/30（A3）

800

PWP800CB2W + PJ2009NW同等品

2
0

5
2
5

8 8

30 30

2 2

受枠外寸法

玄関マット本体寸法

ノンスリップステンレス製玄関マット 900× 600

8 8
22 892

872

5
7
2

5
9
2

2
8

8
2

平面図　 1/20（ A3）

断面詳細図　1/5（ A3）

枠： 8× 25×ｔ1.0

1
8

37

ステンレスSUS304　ヘアーライン仕上

ビニルタイヤ

ビニルタイヤ

ステンレスSUS304　ヘアーライン仕上

平面図　1/5（ A3）

断面図　1/5（ A3）

▽踏面

37

※段を容易に識別できる色を選定すること

消火器ボックス（埋込）詳細図　1/20（A3） SUS消火器ボックス（壁掛）詳細図　1/20（ A3） アルミ庇詳細図　1/20（ A3） ｽﾃﾝﾚｽ製EXP-J詳細図　1/10（ A3）

天井開口補強詳細図（天井カセット用）　1/40（ A3）天井点検口（額縁タイプ）詳細図　1/10、1/30（A3）樹脂製グレーチング詳細図　1/10、1/20（A3）SUSグレーチング詳細図　1/10、 1/20（ A3）

床見切詳細図　1/10（ A3） 洗濯機パン詳細図　1/30（ A3） ステンレス製玄関マット詳細図　1/5、 1/20（A3） 屋外用ノンスリップ詳細図　1/5（A3）

B

補強野縁

(3
)

つりボルト位置＠900程度

W

A A

野縁受け
野縁受け

補強野縁受け 補強野縁受け

(3) L (3)

(3
)

補強野縁
増しつり

野縁

B

L

野縁

野縁受け

増しつり

つりボルト 増しつり

つりボルト（機械設備工事）

つりボルト（機械設備工事）

W

増しつり

補強野縁受け

野縁
野縁受け

つりボルト

補強野縁野縁

野縁受け

伏　図　1/40（A3）

A-A断面　1/40（A3）

B-B断面　1/40（A3）

図示
雑詳細図３

A1-25

シャワー室：1,000、1,930

1
0

1
5
0

3
5

1
2
5

1
5
0

川越市みよしの支援センター改築等工事



タッピングビス止メ

PB12.5+12.5

LGS65 取付Ｌ型金具（＠900以内）

100

5
3
0

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

20

3
0

5

100

取付Ｌ型金具（＠ 900以内）

アルミ枠（タテ）
掲示用クロス貼

合板ｔ5.5下地

LGS65

PB12.5+12.5

平面図　1/10（ A3）

2
0

20

27

2
7

アルミ枠

アルミ枠

コーナー部詳細図　1/10（ A3）

樹脂製コーナーパーツ

タッピングビス止メ

35

LGS65

PB12.5+12.5

タッピングビス止メ

取付Ｌ型金具（＠900以内）
5

2
0

2
0

Ｈ
寸

法

掲示用クロス貼
合板ｔ5.5下地

アルミ枠（下）

アルミ枠（上）

取付Ｌ型金具（＠900以内）

35

2
0

20

27

2
7

アルミ枠

アルミ枠

コーナー部詳細図　1/10（ A3）

樹脂製コーナーパーツ

アルミ製粉受

20

アルミ枠（タテ）

粉受けサイドキャップ

（樹脂製）

35

LGS65

PB12.5+12.5

タッピングビス止メ

取付Ｌ型金具（＠900以内）
305

2
0

Ｈ
寸

法

合板ｔ 5.5下地

アルミ枠（上）

取付Ｌ型金具（＠900以内）

35

断面詳細図　1/10（ A3）

84

114

平面ホワイトボード（ホーロー）

合板ｔ5.5下地

平面ホワイトボード（ホーロー）

2
0

30

30

平面図　1/10（ A3）

253

66 241

8
0

1

フレーム：SUS t1 HL仕上

2416 6

253

1
3

フレーム：SUS t1 HL仕上

表示基板：アクリル板  t5
UV印刷

平面図　1/10（ A3）

正面図　1/10（ A3）

取外しタイプ

8
1

13

フレーム：SUS t1 HL仕上

表示基板：アクリル板  t5
UV印刷

断面図　1/10（ A3）

取外しタイプ

表示基板：アクリル板 t5
UV印刷

取外しタイプ

トイレ(男 )

トイレ(女)

多目的トイレ

どなたでも自由にお使いください

13

2
0
1

フレーム：SUS t1 HL仕上

表示基板：アクリル板  t5
UV印刷

断面図　1/10（ A3）

191

203

6 6

1
3

表示基板：アクリル板 t5

フレーム：SUS t1 HL仕上

UV印刷

2
0
0

1

191

203

6 6

正面図　1/10（ A3）

平面図　1/10（ A3）

表示基板：アクリル板 t5
UV印刷

取外しタイプ

取外しタイプ

フレーム：SUS t1 HL仕上

取外しタイプ

掲示板詳細図　1/10（ A3） ホワイドボード詳細図　1/10（ A3）

ピクトサイン詳細図　1/10（ A3）

室名札詳細図　1/10（ A3）

雑詳細図４
図示

A1-26

断面詳細図　1/10（ A3）

300角磁器質タイル

モルタル充填

補強材

固定ボルト

外枠パッキン

差筋

アンカーピース
外枠

内枠

断面詳細図　1/10（A3）

554
有効開口寸法

14 14

床下点検口詳細図　1/10（ A3）

600×600

川越市みよしの支援センター改築等工事



（建築工事）

スライディングウォール 厚み81mm(参考品番：LW-80D)

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

△CL

▽1FL

(床仕上天)

レール取付断面図 S=1:10

注意

・下地用鉄骨梁(鉄骨工事)はレ－ル線上にすべて設置

・下地用鉄骨梁には適宜、振れ止めを取付(鉄骨工事)

5
0

9
0

C
H
 
2
7
0
0

6
0
0

吊り材 C-100x50x20x2.3

(間仕切部以外はL-30x30x3 ～2本)

@910(収納部@300)

受ケネコ(鉄骨工事)

L-65x65x6 L=600

@910(収納部@300)

アルミレール

C-100x50x20x2.3 通し物

レール下地用鉄骨梁(鉄骨工事)

振レ止メ L-30x30x3

@1820(収納部 @600)

2
0
0

3
5
00

1 スライディングウォール

SW

5 4 3 2 1

△CL

3
5

フラットレバーハンドル

（メタリックシルバー）
表面操作口

CH
 2
7
0
0

P
H
 
2
6
35

（上下圧着）

H
 
2
0
0
0

9
0
0

1
0
0
0

3
0

▽床仕上天

300
表面操作口（引手付）

56 34
（サイド圧着）

表面操作口（引手付）

（上下圧着）

W 5135

1009 1009 1009PW 1009 PW 1009

709

Y7

Y1

X1 X4

※操作口取付側

1階平面図 S=1:50

12345

12345

SW

1
2
5

125 5400

75150

天井点検口

（建築工事）

515

190
1
7
0

1
7
0

883

67
7

717300

壁面戸当り

81

9
4
5
0

壁面戸当り

天井点検口

（建築工事）

515

190

17
0

1
7
0

883

6
7
7

717300

8
1

56

47
25

4
7
2
5

56
壁面戸当り

34PW 1009100910091009

壁面戸当り

34

PW 1009

PW 1009 1009 1009 1009 PW 1009

W 5135

W 5135

1

1
SW

CH=2700

CH=2700

CH=2700

作業室３

作業室２

作業室１

ドア縦断面詳細図 S=1:5 ドア横断面詳細図 S=1:5

ドア枠ゴム

HINGE 5INCH

SUS 304

ドア枠カバー:アルミ押出形材

(焼付塗装)

フラットレバーハンドル

(メタリックシルバー)

ドア枠:アルミ押出形材

(アルマイト)

ドア枠:アルミ押出形材

(アルマイト)

ダウンシール装置

ドア枠カバー:アルミ押出形材

(焼付塗装)

ドア：芯材

ペーパーコア

ドア:表面

スチールパネル(焼付塗装)

H

3
0

D
H

5

69

60106

PWPW

W

2.57DW72.5

5
6

6
9

1
7
.
5

81

81

ドア:表面

スチールパネル(焼付塗装)

芯材:

ペーパーコア

▽床仕上天

△CL

縦断面詳細図 S=1:5 横断面詳細図 S=1:5

エンドパネル

 召合せ部 一般召合せ部 先頭部エンド部

W

36PWPWPW56

C
H

3
0

P
H

3
5

9
0

シールフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

シールゴム(ブラック)

シールフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

シールゴム(ブラック)

トップ桟 □－60×30×1.6

エンドフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

シールフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

召合せフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

中桟 □－60×30×1.6

サイドフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)
シールフレーム

アルミ押出形材(アルマイト)

グラスウール

防振材:ゴムスポンジ

防振材:ゴムスポンジ

ベース桟 □－60×30×1.6

せっこうボード 12.5mm

亜鉛めっき鋼板 0.5mm

(焼付塗装)

アルミレール(アルマイト)

消音型水平2段スライド走行輪

召合せガスケット

84

壁面戸当り アルミ押出型材

（アルマイト）

8
4

81

81

88

下地材

（建築工事）

下地材

（建築工事）

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組

召合せ

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

SW
1

水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

M 14

コーナー部 直角レール

亜鉛めっき鋼板 0.5mm (焼付塗装)

下張り:せっこうボード 12.5mm

グラスウール

アルミフレーム + 鉄骨造

固定ゴム嵌合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

パネル分離型構造(廃棄時分別可能)・・・環境対応型

移動間仕切詳細図（参考図）
図示

参考品番：LW-80D パネル重量 125kg/枚

＜スライディングウォール　厚み81mm＞　(参考品番：LW-80D)

支持ピッチ @3000

H-200x100x3.2x4.5（Y7通り）

H-150x100x3.2x4.5（Y4通り+225）

戸当たりゴム（腰壁面に設置）

戸当りゴム

7
0
0

（建築工事）

A1-27

戸当たりゴム（各パネル面に設置・パネルと同系色）

川越市みよしの支援センター改築等工事



竪樋:ｶﾗｰ塩ビ管φ75VP

鉄骨天端▽

(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

3.5

10

隅棟補強材:PL-2.3（鉄骨工事）

隅棟ｷｬｯﾌﾟ:屋根同材

隅棟ｼﾞｮｲﾝﾄ捨て板:GL鋼板t=0.35

複合耐火野地板t=43
(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）

鉄骨母屋（鉄骨工事）

軒先唐草:屋根同材

水切:屋根同材

鼻隠し:木目調窯業系既製品 幅180

軒先下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）
下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

複合耐火野地板t=43

S=1:5 S=1:5

S=1:5

①軒先詳細図 ②主棟詳細図

③隅棟詳細図

吊子＠455以下

雪止め金具＠455千鳥

＠181

10

181

181

181

181

181

900

775 125

181

181

181

150

40

125

30

65

18
0

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

1/5（A1）
1/10（A3）

A1-28

＠181

棟下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

棟包み:屋根同材
棟包み下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

捨て板:屋根同材
下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

3.5

10

屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）
下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

複合耐火野地板t=43
(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

吊子＠455以下

20

20

24

275

181

181

83

20

24

軒天:木目調高圧岩綿複層板　t=12

鉄骨母屋

鉄骨母屋

通気材:ﾘｯﾁﾍﾞﾝﾂ同等品

屋根各部詳細図１（参考図）

シーリング

川越市みよしの支援センター改築等工事



ｲﾅｽﾞﾏ谷:屋根同材

ｲﾅｽﾞﾏ谷部は水下から水上まで下葺き材２重貼り

谷部補強材:PL-2.3（鉄骨工事）

屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）
下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0

3.5

10

鉄骨母屋（鉄骨工事）

＠181

複合耐火野地板t=43
(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）

ケラバ下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

棟包み:屋根同材
棟包み下地:亜鉛ﾒｯｷ鋼板t=1.0

複合耐火野地板t=43
(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

下葺き材:片面粘着ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0
屋根:ｶﾗｰGL鋼板 t=0.4（ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾛｯｸ同等品）

19.3°

複合耐火野地板t=43
(硬質木片ｾﾒﾝﾄ板t=18＋ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑt=25)

吊子＠455以下

水切:屋根同材

鼻隠し:木目調窯業系既製品 幅180

ケラバ唐草:屋根同材

角度調整材:PL-2.3（鉄骨工事）

軒天:木目調高圧岩綿複層板　t=12(別途工事)

②

③

④

⑤

⑥

キープラン

②

③

④

⑤

① ⑥

キープラン

軒先詳細図

換気棟詳細図

隅棟詳細図

谷部詳細図

飾り屋根棟詳細図

飾り屋根ケラバ詳細図

S=1:5 S=1:5

S=1:5

④谷部詳細図 ⑤飾り屋根棟詳細図

⑥飾り屋根ケラバ詳細図

①

120

150

105

181

181

181

現場寸法

6
5

20
30

18
0

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

1/5（A1）
1/10（A3）

A1-29
屋根各部詳細図２（参考図）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　

事

35
58 4
1
2
3
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5
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0
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00
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5 4
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70

17 17

H
=9

00

3
0

2227

30 30

70

17
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22276 59
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2342

W 25

6 59
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0
17

0
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0
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0

1
0
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0

0.5 45 40 6.55.5

100

H
=2

0
00

65

65
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0

H

6
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1035 100 135 65
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外
　

部

内
　

部

40
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0
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W
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0
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0
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0
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5
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10
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0
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1
00
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5
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25

10

10
35

1
00

13
5

65
25

10

30
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0

30

固定網戸

固定網戸

70
8
0

内　部

外　部

内　部

外　部

W

W

1035 100 135 65
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0
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1
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6
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0
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4
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0
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0
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外
　

部

内
　

部
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5
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3
5

1
00
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5

65
25

10

40

3020

Fw=1137.5 65 w=1187.5

DW 118

15 15
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0

0.
5

455.
5

40
9

10
3
5

10
0

13
5

65
2
5

1
0

3020

10
3
5

10
0

13
5

65
2
5

1
0

3020 40

40 w

2390

2390

w

4040

10
0

21
6
3

16

3.
5

40
3
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.
2

内　部

外　部

内　部

外　部

1
AD AW

8

280

15

1515

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

A1-30
1/5(A1)
1/10(A3)

103
引き残し

1076.5
有効開口

5

1640

1640

サッシ詳細図（参考図）

強化4 強化4

強化5 強化5

強化4

Fix

強化8
強化8

H=
2
66

0

49
0

17
0

20
00

W=2390

1137.5 65 1187.5

1175 40 1175

CH
:
27

0
0

40

CH
:
27

0
0

H
=1

5
60

40
11

00

25

強化4

W=1640

807.5 807.5

1
,
4
5
0

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
縮　　　尺

1/2、1/20(A1)
1/4、1/40(A3)

A1-31
スチールドア詳細図１（参考図）

シール

型板強化 t4
H
~
10
0
0

64

1
0
0

15
0

1
／

2

T
H=
2
0
0
0

1
／

2

D  C

15
0

2
5

R
H
=5

60

770 770

W=1540

W=1540

立面図　1/40（A3）

平面図　1/40（A3）

倉庫

外部

断面詳細図　1/4（A3）

外
部

40

D
 
H

6

1518

153

13 85

1
7

1
0
0 8
3

R
H

85

3

49 51

1
5

3

1
2

H

T
H

5
2
5

1531

11

▽FL±0

10.5 SUS 304 1.5t HL

33

3

平面詳細図　1/4（A3）

45

2
0

45

2
0

15

W

25 15

65

1
1

50

25

65

50

1
1
0

DW 45

1
0
0

1
0

3
5

1
6

25

1
0
0

1
0

3
5

1
6

25

（建築工事）

C-100X50X20X3.2 C-100X50X20X3.2
（建築工事）

下端シーリング 下端シーリング

特皿テクスビスM4(D6)×13

額縁アングルL-20×15

（工場付）

4040

1525 15 25

倉庫

10
12

.5

1
2
.
5

2
7
0

DWDW

1
8.
5

31

SD-G_SAT枠_目板外（R）

6

36
0

外部

窯業系サイディング

4
5

2
0

4
5

2
0

15

W

25 15

65

50

25

65

50

1
1
0

10
0

1
0

35

1
6

25

10
0

1
0

35

1
6

25

（建築工事）

C-100X50X20X3.2 C-100X50X20X3.2
（建築工事）

3
6
0

外部

窯業系サイディング

倉庫

RW

欄間部平面詳細図　1/4（A3）

90°制限付

ＳＤ－Ｇ（接着）

SD Ｒ

Ｌ

1

0

1 ＳＡＴ 指定なし

ガラリ － ガラリタイプ

ガラス － 窓タイプ

金具品名 メーカー・品番 備  考

6

1

1

1

1

2

1

1

枠：2.3t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

扉：1.6t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

符  号 勝  手 数  量 枠性能 充填材 防火区分

１ヶ所
数  量

丁番

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠

固定ﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ

ｴｱﾀｲﾄｺﾞﾑ

ﾌﾗﾝｽ落し

ﾂﾎﾞ

下ﾂﾎﾞ ｼﾌﾞﾀﾆ DB-77 同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DB-67 同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DE-5VN 同等品

三和型 ATG-205 L= m同等品

ﾘｮｰﾋﾞ BS1003P (90) 同等品

美和 LOZ Dt40同等品

美和  LA -1(64X40)   同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DH-508S(一式)同等品

S、BC付 ﾊﾟﾗﾚﾙ

圧入式

圧入式（防水ﾀｲﾌﾟ）

1

（建築工事）
C-100X50X20X3.2

特皿テクスビスM4(D6)×13

（工場付）
額縁アングルL-23×15

2
5

1
5

85

倉
庫

サ

シ

押縁側

▽FL

H
=
2
66
0

川越市みよしの支援センター改築等工事



ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

シール

40

4
5

20

40

4
5

20

15

W

25 15

65

1
1

50

25

65

50

1
10

61

2
5

1
5

40

45

H

3

6
5

11

5
0

3

110

DW 45

1
5

8

6

1
5

8
15

▽FL±0

1549 46

DH

3

3 40

16

1010

25

1
5

2
5

70

▽FL±0

St 1.6t

3

1
0
0

1
0

3
5

12.5

12.5

1
6

7
0

25

1525

1
601
0
0

1
0

3
5

10
1
2
.
51
2
.
5

1
6

25

15 25

（建築工事）

H
=
20
0
0

H~
10
0
0

W=800

D  C

1
／
2

1
／
2

1
5
0

1
5
0

数  量符  号 枠性能 充填材

ＳＤ－Ｇ（接着）

SD

1A

Ｒ

Ｌ

0

1

1 ＳＡＴ

ガラリ － ガラリタイプ

ガラス － 窓タイプ

3

1

1

1

勝  手

枠：1.6t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

扉：1.6t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

5

1
8

9.5

3110

3

特皿テクスビスM4(D6)×13

（建築工事）

窯業系サイディング

特皿テクスビスM4(D6)×13

額縁アングルL-23×15
（工場付）

SUS304 1.5t HL

外
部

新
倉
庫

外部

新倉庫

17

12.5

12.5

160

10035

3

17

W=800

サ

シ

165185

Yb2

1
8
5

Xb1

新倉庫

外部

C-100X50X20X3.2

C-100X50X20X3.2

C-100X50X20X3.2
（建築工事）

下端シーリング 下端シーリング

特皿テクスビスM4(D6)×13

額縁アングルL-20×15

（工場付）

数  量
１ヶ所

丁番

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠

ｴｱﾀｲﾄｺﾞﾑ 三和型 ATG-205 L= m 同等品

美和  LA -1(64X40) 同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DH-508S(一式)同等品

メーカー・品番金具品名

平面詳細図　1/4（A3）

断面詳細図　1/4（A3）

平面図　1/40（A3）

立面図　1/40（A3）

スチールドア詳細図２（参考図）
1/4、1/40(A3)
1/2、1/20(A1)

A1-32

ﾘｮｰﾋﾞ BS1003P 90同等品 S、BC付 ﾊﾟﾗﾚﾙ、90°制限付

防火区分

指定なし

備  考

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

45 45

34
5

310

48

3
0

▽FL

H 
 
2
0
0
0

5
0

35
0

鉄
骨

開
口

 2
0
5
0

50

98

1
0
0

Xb1

C
H
 
30

00

6
5
5

1
0
0

▽GL

ケ　ー　ス

ガイドレール

座　　　板

ま　ぐ　さ

スラット

310

3
4
5

2
0

23 32

35

50

15

5

48

H
3
0

175

2
0

3
0

60

3
5
0

25100

50

50

59

▽FL

▽GL

1
0
0

Xb1

W 43.5

5

48

3
5

50

1
0

1
7

11

3
9

1
1

1
00

5

6
7
.
5

1
7
3
.
5

2030

5
5

5
0

25

9
8

Xb1

張りケース
スチール　　 t0.4

スチール 1.6t

手掛け

ＳＫ錠
外
部

ｽﾁｰﾙ0.8t

スチール

スチール

スチール

スチール

外部

スチール 1.0t

スチール 1.6t

座板バー：スチール 0.8t

座板：スチール 0.8t

98

外
部

新
倉
庫

新
倉
庫

新倉庫

断面詳細図　1/6（A3）

平面詳細図　1/6（A3）

断面図　1/60（A3）

4
8

W  2000 50

5
0

50

9
8

鉄骨開口 2100

Xb1

635

Yb1

1635

Yb2

4370

1
8
5

185

1
8
5

外部

新倉庫

平面図　1/60（A3）

立面図　1/60（A3）

シャッター詳細図（参考図）
縮　　　尺

1/3、1/30(A1)
1/6、1/60(A3)

A1-33

2C-100x50x20x3.2
（建築工事）

（建築工事）
2C-100x50x20x3.2

2C-100x50x20x3.2

2C-100x50x20x3.2
（建築工事）

（建築工事）

2C-100x50x20x3.2

川越市みよしの支援センター改築等工事



　　・家具、厨房器具改修

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

　８）注は改修標準仕様書及び標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

章 特　　記　　事　　項項　　目

６．工事範囲

１．工事場所 

２．敷地面積

３．工事種目
（建物概要）

４．工事内容

※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。
・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。
　ただし、他の工事種目は全て、今回工事範囲とする。

工事種目

工事項目

３　防水改修工事

４　外壁改修工事

 -2 モルタル塗り仕上げ外壁

 -3 タイル張り仕上げ外壁

 -4 塗り仕上げ外壁

 -1 
コンクリート打放し
仕上げ外壁

１
 
一
般
共
通
事
項

Ⅰ　工事概要

工 事 名
１ 適用基準等

※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）

２　仮設工事

Ⅱ　建築改修工事仕様

５．工　　期

（２）改修標準仕様書及び標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示

　６）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また、（　　）内は製品名を示す。 
　５）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　　図表を示す。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該
　  ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。　  ・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　２）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。 ・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　監督員と協議すること。
（３）本特記仕様書の表記

　　している場合において、それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

　　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」
　　を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
適用する基準等を決定する。

　※請負業者賠償責任保険等　　・　

５ 別契約の関連工事 ※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

※行う（請負代金額500万円以上、10日以内に登録）　・行わない

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　・風圧力　　風速（Vo=　　m/s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）
　・大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角
　　・1/200　・1/150　・1/120　・　　　・図示（　　　　　　　）
　　　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

４ 適用区分

３ 工事実績情報の登録

２ 条件明示事項 {1.1.3}

[1.1.4]{1.1.8}

保険の期間　※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

[1.1.7]

適用する [1.3.3]{1.3.1}

施工時間 [1.3.5]

　　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

８ 電気保安技術者

９ 施工条件

保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)
　※法定外の労災保険 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等　

※木製

・　

※合板張り程度 ・無し

・　 ・片面 ・無し

・有り※図示　・　　か所

充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

５ 監督員事務所 [2.4.1]規模　・既存建物内の一部を使用
　　　・構内に新設　　　㎡
　　　※設置しない（下記備品のみ用意する）

６ 現場表示板 ※設置する（{1.1.12}による表示　・要 ・不要） ・設置しない

　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

[2.4.1]{1.1.12}

７ 工事用水

８ 工事用電力

備品（　　名分相当）

　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　
　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽

３ 既存部分の養生

損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。
既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一

４ 仮設間仕切り [2.3.2][表2.3.1]仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　・図示　　・　

[2.3.1]
既存部分　　　　　　　養生の方法（※ビニルシート、合板等　・　　　　　　）
既存家具、既存設備等　養生の方法（※ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
既存ブラインド、カーテン等
　　　　　　　　　　　養生の方法（・ビニルシート等　　　　・　　　　　　）
　　　　　　　　　　　保管場所　（・図示　　　　　　　　　・　　　　　　）
固定された備品、机、ロッカー等の移動　　・図示　　・　　　　

１ 施工数量調査 調査範囲　・図示の範囲　・　
調査方法　・図示　・　
既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　
調査報告書　提出部数　・２部　・　

２ 降雨等に対する養生
　 方法（とい共）

３ 既存防水の処理
既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない

　　　　　　　　　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI） 　・行わない

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　　） ・行わない
既存露出防水層表面の仕上塗装除去

既存塗膜防水層表面の仕上塗装除去　・行う（L4X）　・行わない

４ 既存下地の処理 [3.2.6]既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・　

POS工法及びPOSI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした

設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり・丸環の取付け部、
塔屋出入口部等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理　　・図示　・　

５ アスファルト防水 屋根保護防水 [3.3.2～5]

※[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による　・　

立上り部等の処理　※[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による　・　

11 交通誘導員 必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示

12 快適トイレ 仕様　　※図示　　・　

10 仮囲い

※図示　・　９ 工事用搬入路

３
 
防
水
改
修
工
事

仮設間仕切りの種別と材質等　

充填材

※Ｃ種

・木

・軽量鉄骨

※有り

　単管

仕上げ（厚さmm）

・せっこうボード（9.5mm） ・無し

・片面

　防炎シート

・合板（9.0mm）

　材種（　　　　　　　）

　種類（　　　　　　　）

塗装

・Ｂ種

下地

　充填材：グラスウール32k（厚：50mm以上）

種別

・Ａ種

材質 仕上げ 塗装 設置箇所 充填材

（１）質問回答書、本特記仕様書（改修）及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別

　　(以下、「改修標準仕様書」という。)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版）

工法 種別 施工箇所 立上り部の保護
・Ｐ２Ａ

・Ｐ１Ｂ

・Ｐ２ＡＩ

・　
・Ｐ１ＢＩ
・Ｔ１ＢＩ

絶縁用ｼｰﾄ

　(ｽｷﾝ層付き)

断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]
 ・A-1
 ・A-2
 ・A-3
 ・B-1

 ・AI-1
 ・AI-2
 ・AI-3
 ・BI-1

・乾式保護材
・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え
・れんが押え
　※JIS R 1250
　・　

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ
　厚さ0.15mm
　以上

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・　

(材質)
・　

　70g/㎡程度

　70g/㎡程度

 ・BI-2

 ・B-2

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

 ・C-3
 ・C-4

・Ｍ４Ｃ

 ・D-1・Ｍ３Ｄ
・Ｐ０Ｄ

 ・DI-1

 ・C-1
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類
　の製造所の仕様
・　

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類
　の製造所の仕様
・　

(種類・使用量)
※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類
　の製造所の仕様
・　

(種類・使用量) (脱気装置)

(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

(脱気装置)

(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

(種類・使用量)
 ・C-2

 ・DI-2

　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない
　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　

　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ　

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量
　　種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定
　　設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　・　　　（個）

　　※図示　　　　・　

 ・D-2

　平場の保護コンクリートの厚さ
　　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　
　　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

　　窯業系パネルⅠ類（厚さ　　　　㎜、幅　　　　㎜）

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

　　※[表3.3.3]から[表3.3.9]による

　　　材料による区分　　※R種
　　　厚さ　(　　　)mm以上

　　　用途による区分　　・　
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

(種類)
［3.3.2(9)］

・　　
(厚さ)
・　　mm ・　

　改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ
(厚さ)・　mm ・　

工法 種別 施工箇所 仕上塗料 備考断熱材 Ｇ

・乾式保護材

[3.1.3]

［3.1.4］[3.2.3、4、6]

[1.6.2、3]

※JIS A 9521に基づく押出法
　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA

 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・ﾓﾙﾀﾙ押え(屋内)

　・設ける
　・設けない

 ・設ける
 ・設けない

　・設ける
　・設けない

　・設ける
　・設けない

・Ｐ０ＤＩ
・Ｍ３ＤＩ
・Ｍ４ＤＩ

　７）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（最新版）」及び、

施工時間以外の施工条件
　・図示による　　　・　

(1.3.5)
　・行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。

　仕様書＞を参照のこと

屋根露出防水

　新設防水層(屋根保護絶縁工法)の種別

　新設防水層(屋根露出工法)の種別

2,218.47ｍ2

川越市宮下町１丁目１９番地１３

川越市みよしの支援センター　本館

鉄筋コンクリート造　平屋建て

延床面積　571.13ｍ2

　　・建具改修（自動ﾄﾞｱ・網戸設置・ｱﾙﾐﾄﾞｱ設置）

　　・外壁改修（破損箇所改修）

本館

（１）外部改修工事（本館）

川越市みよしの支援センター　別館

軽量鉄骨造　平屋建て

延床面積　222.49ｍ2

　　・建具改修（出入口戸改修）

　　・床、壁、天井改修

（２）内部改修工事（本館）

　　・作業室床改修

（３）内部改修工事（別館）

別館
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５　建具改修工事

６　内装改修工事

７　塗装改修工事

 -5 外壁用塗膜防水塗り

８　環境配慮改修工事

A2-01
NS

川越市みよしの支援センター改築等工事（建築工事）

特記仕様書（改修その１）

契約工期

　　共通仕様書」、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和７年版)」

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。 [1.2.4]{1.6.6}７ 工事の記録
　埼玉県電子納品運用ガイドライン　※適用する（CD-R又はDVD-Rで１部提出）

６ 施工に注意を要する
　 区域等

本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成
及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

[1.1.12、13]

　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物
　・　　　　　　　　　　　　　・埼玉県指定史跡川越城跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

２ 足場等 [2.2.1][表2.2.1]

外部足場　　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　
防護シート　・設置する（設置範囲　・図示　　・　　　　　　）　・設置しない　
内部足場　　・設置する（※脚立、足場板等　　・　　　　　　）　・設置しない

　　　　　　　種別（・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種）
　　　　　　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（・図示　　・　　　　　　）
　　　　　　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（・図示　　・　　　　　　）

材料、撤去材等の運搬方法

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

２
 
仮
設
工
事

幅が1メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を
使用する（労働安全衛生規則第561条の2）

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガ
 イドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」に
 おける2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

塗装改修工事
耐震改修工事

・とび作業 ・構造物鉄工作業
・型枠工事作業
・建築塗装作業・木工塗装作業

・鉄筋組立て作業

測定対象室　・監督員の指定する室（　　室）　　・図示

報告書　　　※２部　　・　

※厚生労働省
が定める指針
値，量単位の
換算は２５℃

ホルムアルデヒト
トルエン
キシレン
エチルベンゼン
スチレン
パラジクロロベンゼン

100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下
260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下

220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下
240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下

判定基準対象化学物質

200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法
　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。

　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、

　　分析法による。
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

その他 ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

18 化学物質の濃度測定
備考

(1.5.9)[1.7.9]

中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による
中間検査成績評定　※対象外　・対象（埼玉県建築工事成績評定要領第２）

[1.7.2]{1.5.1}

[1.8.1～3]{1.6.1～3}

19 中間検査

20 完成図等

完成図等の種類及び記入内容
　完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）
　　図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部

　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

保全に関する資料　　※１部　・　部

　　　　　　　　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表５

施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない

　原本及びアルバムを各1部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各1部提出
　パネル入り（外部全景）完成写真　　・要　　・不要

上記以外　　・１部提出
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。
防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　 {1.6.4}21 保証書

　　　CADデータの形式　 ※SXF(sfc)　・DXF　・JWW

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する）

370μｇ／ｍ３（0.085ppm）以下

測定箇所数　※（　　　　　　　　　　　　　）　・図示本館：2箇所・別館：１箇所

内装改修工事 ・プラスチック系床仕上げ工事作業

・吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱工事作業

・鋼製下地工事作業
・カーペット系床仕上作業

・木質系床仕上げ工事作業
・ボード仕上げ工事作業 ・タイル張り作業

・壁装作業
・保温保冷工事作業

[1.3.7]

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

[1.3.12]{1.1.13}

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの
　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）

　①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　　温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　　を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　　アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　　材料を使用する。
　③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル

　④　①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　　ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　　極めて少ない材料を使用したものとする。

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面
　を提出して監督員の承諾を受ける。
　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

　　　等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁 H18.2.15)に準拠した証明書を監督員に提出する。

{1.4.2}

[1.4.1]{1.4.3}

[1.4.2]

受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の相手方は
埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、調達する
工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上
　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。

11 環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

15 材料の品質等

10 施工中の安全確保 本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

[1.3.11]

[1.5.1]調査
　※石綿含有建材の事前調査 

　　行う。
　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を

16 石綿含有建材の調査 

・
・
・

　・分析による石綿含有建材の調査
　　　分析対象
　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、
　　　　クロシドライト、トレモライト
分析方法

材料名

定性分析方法 定量分析方法
JIS A 1481-1または

JIS A 1481-2

サンプル数　　1箇所あたり3サンプル

・　　箇所
・　　箇所 ・　　箇所

・　　箇所
・　　箇所・　　箇所

　採取箇所　・図示　　・　

JIS A 1481-3または
JIS A 1481-4

[1.6.2]{1.3.3}

外壁改修工事

建具改修工事

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業
・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業
・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・左官作業
・左官作業
・建築塗装作業

・自動ドア施工作業
・ガラス工事作業

・タイル張り作業
・内外装板金作業

・FRP防水工事作業
・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

仮設工事
防水改修工事

工事種別 適 用 技 能 士
・とび作業
・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 ・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・樹脂接着剤注入工事作業
・ビル用サッシ工施工作業

・建築フィルム作業

17 技能士

・週休２日制適用工事

要領は、川越市総務部技術管理課ホームページで確認のこと。

中間検査　　※行う（川越市工事検査規則第３条）・行わない

監督員の指示により書類を原則電子データで提出する。

完成写真

　撮影箇所　　　　　※外部（5枚）内部（10枚）

構内既存の施設　・利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる

・公告に別に添付する＜埼玉県営繕工事における「週休２日制モデル工事」特記

　本工事は「週休２日制適用工事(現場閉所型)」の対象工事である。実施は、川越市

・製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基

１ 騒音・粉じん等の
　 対策

[2.1.3]
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲　　※図示　　・　
・防音パネル　　・防音シート

　　(建築工事編)(令和７年版)｣(以下、「標準仕様書」という。)による。

※設置位置等は監督員の指示による（既存フェンス利用）　　・図示

・下請契約　　※全体及び県内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。
23 その他 ・予備材料　　※監督員の指示による　・　

※工事中は事故の無いように十分留意し、災害防止には万全の策を講じること。また、
　工事車両は敷地内において徐行を行い交通事故防止に万全を期すこと。
※工事中に使用する範囲は必要に応じて養生を行うこと。使用した範囲は清掃を行い
　現況復旧のこと。また、工事による汚損箇所については修復すること。

　員の承諾を受けること。なお、施工計画書等の作成は、監督員と協議すること。
※関係諸官庁の届出は、すべて受注者にて対応すること。その際の費用はすべて受注
　者の負担とする。
※下請け契約を締結した場合は、「施工体系図」及び「施工体制台帳」を作成し、写
　しを監督員に提出すること。
※図面、仕様書の相違又は明記のないとき、もしくは施工上の疑義が生じた場合は、
　監督員と協議する。

※施工の着手前に、必要に応じて施工計画書、施工図及び承諾図等を提出の上、監督

※川越市ワンデーレスポンス対象工事とする。

週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和８年１月２０日施行）によるものとする。

　　・出入口グレーチング設置（機械設備工事）

測定時期　　※工事完了後

川越市みよしの支援センター改築等工事

契　　 約 　　日から令和9年 8月31日まで

・埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等

　川越市電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで1部提出) ・適用しない

※着工に先立ち、工事打合せ用（A3二つ折り製本）を８部提出すること。

　　貸与資料（報告書）

※別契約関連工事
　川越市みよしの支援センター改築等機械設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年7月）

　川越市みよしの支援センター改築等電気設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年7月）



　　　打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地（※ポリウレタン系　　・　　　　　　　）
　　・伸縮調整目地その他の目地　　（※変成シリコーン系　・　　　　　　　）

 0.5以上～1.0以下　中 ※200～300　・　 ・130　・　
 0.2以上～0.5未満　低

塗
り
仕
上
げ
外
壁
等

・アンカーピンニング部分
　エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面
　エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー注入工法
・注入口付アンカーピンニング部分
　エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング全面
　エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング全面
　ポリマーセメントスラリー注入工法
・充填工法

・モルタル塗替え工法

一般部 指定部 一般部 指定部

－

－

－

－ －

－－

－

－

－

－ －

－ －

※25
・
※25
・
※50
・
※25
・
※25
・
※50
・

※16
・
※13
・
※13
・
※9
・
※9
・
※9
・

※25
・
※20
・
※20
・
※16
・
※16
・
※16
・

※20
・
※20
・

※12
・
※12
・

※16
・
※16
・

※9
・
※9
・

工法の種類

　　・　

３ 欠損部改修工法

２ 欠損部改修工法 ※充填工法
　・エポキシ樹脂モルタル　　　・ポリマーセメントモルタル

１　ひび割れ部改修工法 ・樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入量(ml/m)注入口間隔(mm)

・手動式エポキシ
　樹脂注入工法
・機械式エポキシ
　樹脂注入工法

 ※200～300　・　

 ・50～100　 ・　
 ・100～200　・　
 ・150～250　・　

 ・130　・　

 ・40　 ・　
 ・70　 ・　
 ・130　・　
 ・

 0.2以上～0.3未満　低
 0.3以上～0.5未満　低
 0.5以上～1.0以下　中

※自動式低圧エポキシ
　樹脂注入工法

※エポキシ樹脂　低：低粘度形　中：中粘度形

・Ｕカットシール材充填工法
　・シーリング材

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う　・行わない
　・可とう性エポキシ樹脂

・シール工法

　コア抜取り検査　・行う　　　・行わない
　　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　
　　抜取り部の補修方法　※図示　・　

　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　

　・パテ状エポキシ樹脂　　　　・可とう性エポキシ樹脂

調査方法
　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水
　の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。
　モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、
　また欠損部の形状寸法等を調査する。
　コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。
　塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部
　を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。
既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・　

・

　脱気装置の種類及び設置数量
　　※主材料の製造所の指定による
　　・種類（　　　　　　　）、設置数量（　　　　　）個／㎡

　高日射反射率防水の適用 Ｇ　※適用する　・適用しない

[3.4.2、3]

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

工法

・P0S
・S4S

・S3S

・M4S

・P0SI
・S3SI
・S4SI
・M4SI

　・設けない
(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　・設けない

　・設けない

　・設けない

　・設けない
(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　・設けない

８ 塗膜防水

　　　　　　　　　　　　・　

５　浮き部改修工法

[4.1.4][4.4.5、16]

[4.5.4]

[4.1.5][4.7.2、3][表4.7.1]

・タイル張替え工法
張替え用材料

　　・JIS A 5557 による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地
　　・張付けモルタル（・現場調合材料　　・既調合モルタル）

　　位置　※改修標準仕様書表4.4.2による　・　
　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験
　　・行う　・行わない
　・セメントモルタルによるタイル張り
　　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　　　　　　　
　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

　　タイルの種類及び工法
　　　・外装タイル（・密着張り　・改良圧着張り　）
　　　・ユニットタイル（・マスク張り　・モザイクタイル張り）

　・有機系接着剤によるタイル張り
　　モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　　　　　　　

　　シーリング材の種類

　　・　
　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの
　アンカーピン

　注入口付アンカーピン
　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm
　　・　

　タイル部分張替え工法
　　※４ 欠損部改修方法の「タイル部分張替え工法」による
　　・　

　　※４ 欠損部改修方法の「タイル張替え工法」による

・目地ひび割れ部改修工法
・伸縮調整目地改修工法
　　伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　・　
シーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

　タイル張替え工法

・アンカーピンニング部分
　エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面
　エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分
　エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング全面
　エポキシ樹脂注入工法
・注入口付アンカーピンニング全面

(箇所/㎡)
一般部 指定部 一般部 指定部

注入量
(ml/箇所)

－ － －

－

－

－

－

－ －

－ －

※25
・
※25
・
※50
・
※25
・
※25
・
※50
・

※16
・
※13
・
※13
・
※9
・
※9
・
※9
・

※25
・
※20
・
※20
・
※16
・
※16
・
※16
・

※20
・
※20
・

※12
・
※12
・

※16
・
※16
・

※9
・
※9
・

工法の種類

－ － －－－

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

・
※25

・ ・
・注入口付アンカーピンニング
　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

(本/㎡)

[4.1.4][4.4.5、9～15][4.5.9～15]

（塗仕上げ外壁等改修）による。

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事
・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))
外壁用仕上塗料の種類
・　　　　　　(・所要量　　　(kg/㎡))
吹付け工法の模様材の種類
  （モルタル塗り仕上げ外壁改修）による。

　（コンクリート打ち放し仕上げ外壁改修）による。

下地挙動緩衝材の適用　　・する　　・しない

外壁用仕上塗料の耐候性　※JIS A 6909 の耐候形１種相当
仕上げの形状（　　　　　　　　　　）工法（　　　　　　　　　　　　　）

　コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

  モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修特記仕様書4章　外壁改修工事

１ 外壁用塗膜防水材
　 塗り

　 下地調整
　 下地処理及び
１ 既存塗膜等の除去・　

６ 目地改修工法

    シーリングのその他事項は、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

　　シーリング　改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

[4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

[4.1.5][4.6.2][表4.6.1]種別　・Ａ種　・Ｂ種３ マスチック塗材塗り

２ 仕上塗材仕上げ

新規仕上
塗材の種類
・薄付け
　仕上塗材

・外装薄塗材Ｓi
・可とう形外装薄塗材Ｓi
・外装薄塗材Ｅ
・可とう形外装薄塗材Ｅ
・防水形外装薄塗材Ｅ
・外装薄塗材Ｓ

呼び名

・厚付け
　仕上塗材

・複層

　仕上塗材

・外装厚塗材Ｃ
・外装厚塗材Ｓi
・外装厚塗材Ｅ
・複層塗材ＣＥ
・可とう形複層塗材ＣＥ
・複層塗材Ｓi
・複層塗材Ｅ
・複層塗材ＲＥ
・防水形複層塗材ＣＥ
・防水形複層塗材Ｅ

・可とう形
　改修用
　仕上塗材

・可とう形改修塗材Ｅ
・可とう形改修塗材ＲＥ
・可とう形改修塗材ＣＥ

防火
材料

　外観　※つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

・砂壁状
・ゆず肌状（・吹付け・ローラー塗り）
・さざ波状　・平たん状
・凹凸状（・吹付け・こて塗り）
・着色骨材砂壁状(・吹付け・こて塗り)

・吹放し　・凸部処理　 ・平たん状
・凹凸状　・ひき起こし ・かき落とし
上塗材　　・適用する　 ・適用しない

耐候性　※耐候形３種　・　
上塗材
　溶媒　※水系 ・溶剤系 ・弱溶剤系
　樹脂　※アクリル系　・　
　外観　※つやあり　・つやなし
　　　　・メタリック

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状
耐候性　※耐候形３種　・　
上塗材
　溶媒　※水系 ・溶剤系 ・弱溶剤系
　樹脂　※アクリル系　・　

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・

・
・

仕上げの形状及び工法等

・ゆず肌状 ・凸部処理　・凹凸状

・砂壁状じゅらく　・京壁状じゅらく

・防水形複層塗材ＲＥ

工法
・サンダー工法

　改修工法
・ひび割れ部

下地面の補修処理範囲
※既存仕上げ面全体　・図示　

　　・ポリマーセメントモルタル
　　・JIS A 5557 による一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

{2.1.2}
※設置する（　　ヶ所） (施工年月日は防水工事施工完了日（手直しは除く）を記入）
・設置しない

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法
笠木の固定金具の工法等
板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・　
下地補修の工法　　※図示　・　
既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　）　・行わない
　　　　　　　　・特注色（　　　　　　　　　　　）

12 防水工事施工票

１ 施工数量調査

　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　　・シール形式　）
　　　　　　　　　　　本体幅：（　　　）mm、板厚（※2.0mm　・　　mm）
表面処理　種別　・　　　　　
　　　　　着色　・標準色（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

ルーフドレンの取付　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填
たてどい受金物の取付　　※図示　・　

注　練り混ぜた２成分形シーリング材は、１組の作業班が１日に行った施工箇所を
　１ロットとして、各ロットごとにサンプリングを行い、サンプリング試料を監督
　員に提出すること。

６ 改質アスファルト
　 シート防水

７ 合成高分子系
　 ルーフィングシート
　 防水

備考

(脱気装置)
　 ・設ける

　 ・設けない

(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　 ・設ける
　 ・設けない

(脱気装置)

　 ・設ける

　 ・設けない
(改修用ﾄﾞﾚﾝ)

　 ・設ける

　 ・設けない

　高日射反射率防水の適用 Ｇ　※適用する　・適用しない
　・S-M2で立上り面を接着工法とする場合
　　　立上り面のシート厚（※1.5mm　・　　　）

　・SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム（・設置する　・設置しない）

　　※発泡ポリエチレンシート　　・　
　固定金具の材質及び寸法形状
　　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の片面

　　・　
　　　若しくは両面に樹脂を積層加工したもの

　脱気装置の種類及び設置数量
　　※ルーフィングシートの製造所の指定による
　　・種類（　　　　　　　）、設置数量（　　　　　）個／㎡

　接着工法の目地処理
　　・ＰＣコンクリート下地の場合（　　　　　　　　）
　ＰＣコンクリート部材の入隅部の増張り（種別S-F1、SI-F1の場合）
　　・行う（・図示　　・　　　　　）　・行わない
　機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け
　　建築基準法に基づき定まる風圧力(・1 ・1.15 ・1.3)倍の風圧力に対応した工法

※特定化学物質障害予防規則の対象とならない材とする [3.6.2、3]

・P0X
 ・設ける ・設けない

 ・設ける ・設けない

・L4X
 ・設ける ・設けない

施工箇所種別

 ・S-M3

 ・S-M2

 ・S-M1

 ・S-F2

 ・S-F1

 ・S-F1

 ・S-F2

 ・S-M2

 ・S-M1

 ・S-M3

 ・SI-M2

 ・SI-M1

 ・SI-F2

 ・SI-F1

・　

断熱材 Ｇ 備考仕上塗料

(材質)

・　

(脱気装置)
　・設ける

　・設ける

(脱気装置)
　・設ける

(脱気装置)
　・設ける

(脱気装置)
　・設ける

　・設ける

・　
　製造所の仕様
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの
(種類・使用量)

(種類・使用量)
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの
　製造所の仕様
・　
(種類・使用量)
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの
　製造所の仕様
・　
(種類・使用量)
※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの
　製造所の仕様
・　

　　　　　　・　　　　　
　　　　　　・　　　（個）

※非歩行使用　・軽歩行仕様　

工法 種別 施工箇所 仕上塗料 備考

 ※X-1
 ・X-2

(種類・使用量)

・　

(脱気装置)

(改修用ﾄﾞﾚﾝ) ・X-1H
 ・X-2H
 ・
 ・X-1
 ※X-2

(脱気装置)(種類・使用量)

・　
 ・X-2H
 ・X-1H

 ・

　屋内防水
防水層の種別

保護モルタル塗厚

　合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ
　　目地の種類（※押し目地　　・　　　　　　　　）
　　目地割り　（※2㎡程度　最大目地間隔3m程度　・　　　　　　　　）
　　厚さ　　　（　　　　　　）mm
　屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合

保護層

立上り部の
保護モルタル塗厚
平場の

※7mm以下
・

・・S-C1・P1S

改修工法 施工箇所種別

絶縁断熱工法の防湿用シート 

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　押え金物
　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・　

　　・種類（　　　　　　　）、設置数量（　　　　　）個／㎡
　　※改質アスファルトシートの製造所の指定による
　脱気装置の種類及び設置数量
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・　
　部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・　
　粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ
　　・JIS A 6013に基づく種類及び厚さ
　　※[表3.4.1]から[表3.4.3]による　・　
　改質アスファルトシートの種類及び厚さ

工法 仕上塗料

　の製造所の仕様
・　

　の製造所の仕様
・　

(種類・使用量)

　の製造所の仕様
・　

(種類・使用量)

(種類・使用量)・Ｍ４ＡＳ

・Ｍ３ＡＳ
・Ｐ０ＡＳ

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

※改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ

施工箇所

(材質)

・　

断熱材 Ｇ
[9.2.1～3]

種別

・Ｍ３ＡＳＩ
・Ｍ４ＡＳＩ
・Ｐ０ＡＳＩ

 ・AS-J3

 ・AS-J1

 ・AS-T4

 ・AS-T3

 ・ASI-J1

 ・ASI-T1

 ・AS-T2

 ・AS-T1

 ・AS-J2

　発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

(厚さ)・　 ・　

　高日射反射率防水の適用 Ｇ 　※適用する　・適用しない

　新設防水層の種別

・設置する ・設置しない 
設置数量　　※改質アスファルトルーフィング類の製造所の指定
種類　　　　※改質アスファルトルーフィング類の製造所の指定

９ シーリング

10 とい

11 アルミニウム製笠木

施工箇所呼び

※ねじ込み式

※ねじ込み式

・差し込み式

※ねじ込み式

・差し込み式

※ねじ込み式 ・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

・50  ・80　・100

・50  ・75　・100

ルーフドレンの種別及び呼び

種別

鋼管製といの防露巻き　　※[表3.8.4]による　・　

といその他の材種等
　※配管用鋼管　・硬質ポリ塩化ビニル管　・ルーフドレン　　

　・　
　・表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類・　　　　　　）

とい受金物及び足金物の材種、形状、取付け間隔

　　※改修標準仕様書3.8.2による（溶融亜鉛めっきを行ったもの）　・　

　　※市販品　　　　・　
　取付け間隔

　材種

　形状

　　※改修標準仕様書3.8.2による　　・　
多雪地域　　・適用する　　・適用しない　
防露材のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　　・　
既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　・図示　・　

[3.8.2、3]

シーリング改修工法の種類
　・シーリング充填工法
　・シーリング再充填工法
　・拡幅シーリング再充填工法
　・ブリッジ工法
　　ボンドブレーカー張り　・適用する　・適用しない
　　エッジング材張り　　　・適用する　・適用しない
シーリング材の種類、施工箇所
　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

仕上げを行わない施工箇所
　・図示による　　・　

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験
接着性試験
　・図示による　　・　
　※改修標準仕様書3.7.3(1)による　　
シーリング材の目地寸法

[3.1.4][3.7.2、3、7、8]

[4.1.4][4.2.4～7]

[1.6.2、3]

・外壁タイル張り全面　・図示の範囲
　撤去範囲　※下地モルタルまで　・張付けモルタルまで　

タイルの形状、寸法等

※自動式低圧エポキシ
　樹脂注入工法  0.5以上～1.0以下　中

 ※200～300
 ※200～300

 ・130　・　
 ・130　・　
 ・40　 ・　
 ・70　 ・　
 ・130　・　
 ・

 0.2以上～0.3未満　低
 0.3以上～0.5未満　低
 0.5以上～1.0以下　中

 ・50～100
 ・100～200
 ・150～250

・手動式エポキシ
　樹脂注入工法
・機械式エポキシ
　樹脂注入工法

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)
 0.2以上～0.5未満　低

　注入口付アンカーピン

 ［4.4.5、8］

[4.1.4][4.4.5、7、8]

[4.1.4][4.4.5、6]改修箇所　※既存タイル張り面
　　　　　・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

・樹脂注入工法

・タイル部分張替え工法
　接着剤の種類

４ 欠損部改修工法

３ ひび割れ部改修工法

２ タイルの形状､寸法等

　 撤去

[4.1.4][4.2.4、7]

[4.1.4][4.3.5～8]

[4.1.4][4.3.9、10]

[4.1.4][4.3.11～16]

広がり速度

(cm/s) （収縮）
(％)

引張接着性

（材齢28日）
(N/mm2)

曲げ性能

（材齢28日）
(N/mm2)

吸水性

（72時間）
(％)

耐久性

(N/mm2)

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上

(劣化曲げ強さ)

　充填工法
　　※３ 欠損部改修方法の「充填工法」による
　　・　
　モルタル塗替え工法
　　※３ 欠損部改修方法の「モルタル塗替え工法」による
　　・　

　　粘調係数　0.50～1.00

　　・ポリマーセメントスラリー 
　注入工法用材料 
　　・　
　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm  　　

　　・　
　　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの
　アンカーピン

４ 浮き部改修工法

１ 既存タイル張りの

１ 既存モルタル塗りの
　 撤去

※全面　　・図示の範囲　　・　

・樹脂注入工法２ ひび割れ部改修工法

注入口間隔(mm) 注入量(ml/m)工法の種類 ひび割れ幅(mm)
※自動式低圧エポキシ  ※200～300　・　 ・130　・　
　樹脂注入工法  ※200～300　・　 ・130　・　
・手動式エポキシ  ・50～100　 ・　 ・40　 ・　

 ・100～200　・　　 ・70　 ・　　樹脂注入工法
・機械式エポキシ  ・150～250　・　 ・130　・　
　樹脂注入工法  ・

 0.5以上～1.0以下　中
 0.2以上～0.3未満　低
 0.3以上～0.5未満　低
 0.5以上～1.0以下　中

※エポキシ樹脂　低：低粘度形　中：中粘度形

 0.2以上～0.5未満　低

　コア抜取り検査　・行う　・行わない
　　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　
　　抜取り部の補修方法　※図示　・　
・Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材
　　充填材料　※１成分形又は２成分形ポリウレタン系　・　
　　ポリマーセメントモルタルの充填　・行う　・行わない
　・可とう性エポキシ樹脂
・シール工法
　・パテ状エポキシ樹脂　　・可とう性エポキシ樹脂

・充填工法
　・エポキシ樹脂モルタル　・ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法
　・現場調合材料
　　セメントの種類　※普通ポルランドセメント、高炉セメントA種、シリカセメント

　　　　　　　　　　・高炉セメントB種 Ｇ
　　　　　　　　　　　A種又はフライアッシュセメントA種

　　　　　　　　　　・フライアッシュセメントB種 Ｇ
　　　　　　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された
　　　　　　　　　　規定の他、水和熱が7日目で352J/g以下、かつ28日目で402J/g
　　　　　　　　　　以下のものとする。
　・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　　）
　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　）
　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　・　

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁

タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
外
壁

４
　
外
壁
改
修
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

4-1

4-2

4-3

4-5

4-4

　・E-1の工程3を行う部位（※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　　　）
　押え金物の材質及び形状
　　※アルミニウム製　L-30×15×2.0mm程度　・　
　屋根排水溝　　※図示　　・　

新設防水層の種別
屋根露出防水（既存）

屋内防水
防水層の種別

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・　

・　

※JIS A 9521による
　発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

(厚さ)・25mm ・50mm　

　・S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の使用

Ｇ

 役物 色

無有

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状/寸法

(mm)

再生材料の
適用  

吸水率による区分
Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 特注標準無有無ゆう施ゆう

耐凍害性
備考

耐滑
り性

うわぐすり
施工箇所

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

　ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・Ｐ１Ｅ
・Ｐ２Ｅ

 保護層　・設ける

 　　　　・設けない

 ・E-1
 ・E-2

工法 種別 施工箇所 備考

※JIS A 9521による

 (P0ASのみ)

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

　見本焼き
　・行う(施工箇所：　　　　　　　)　　・行わない
　試験張り
　・行う(範囲、仕様等は図示による)　　・行わない　

※エポキシ樹脂　・低粘度形　・中粘度形

　コア抜取り検査　・行う　・行わない
　　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき１個　・　
　　抜取り部の補修方法　・図示　・　

　　保水係数　0.35～0.55

アンカーピンの本数

(本/㎡)
注入口の箇所数

(箇所/㎡)
(ml/箇所)
注入量

・ろく屋根用横形Ⅰ型

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・80　・100　・125　・150

・80　・100　・125　・150

・ろく屋根用たて形Ⅰ型

[3.9.2、3]

アンカーピンの本数 注入口の箇所数

      ・ 
　　　・目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）

　　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

※主材料の製造所の仕様※Y-2
・

・P2Y

※主材料の製造所の仕様

各工程の使用量
各工程数及び

保護層施工箇所種別工法

※Y-2・P1Y

・　

・　

外
壁
用
塗
膜
防
水
材
塗
り

　絶縁用シート可塑剤移行防止シートの材質
　・JIS A 6008に基づく種類及び厚さ(種類　　　　厚さ　　　　mm以上)

新設防水層(ウレタンゴム系塗膜防水)の種別

新設防水層(ゴムアスファルト系塗膜防水)の種別

 ・保護コンクリート

 ・保護モルタル

  厚さ(     mm)

 ・保護コンクリート

 ・保護モルタル

  厚さ(     mm)

種類　・押出形材形（・押出250形　・押出300形　・押出350形　）

長さ変化率

　　目地詰め（※行う　・行わない）

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
A2-02

NS
特記仕様書（改修その２）

調査報告書の部数　・１部　・　

建具廻り 変成ｼﾘｺｰﾝ系（MS-2）
硝子 ｼﾘｺｰﾝ系（SR-1）

ALC廻り 変成ｼﾘｺｰﾝ系（MS-2）

調査範囲　・外壁改修、内壁改修範囲　　　　　　　・図示の範囲
調査時期　・外壁、内壁仕上げ等除去撤去前　　・外壁仕上げ等除去撤去後

川越市みよしの支援センター改築等工事

　改修工法
・浮き部

・
・塗膜はく離剤工法

　改修工法
・欠損部

・
・水洗い工法

※既存仕上げ面全体　・図示　

※上記以外の既存仕上げ面全体　・図示　　

※高圧水洗工法：コンクリート表面及び既存塗膜の付着強度により異なるため、
試験施工を行い、監督員と協議の上決定すること。

　下地調整　　※下地調整塗材　・ポリマーセメントモルタル [4.5.2]

(既存塗膜の除去範囲は軒・軒裏の範囲とする）

・高圧水洗工法 ※既存仕上げ面全体　・図示　
　加圧力　※30MPa程度以上



の適用
間伐材等

・　

・　

　第3者機関による性能測定データ　　※要　　・不要

１ 改修範囲 [6.1.3]既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲
　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示
天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・図示
既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
　※既存のまま　・図示

２ 既存床の撤去及び
　 下地補修

[6.2.2]ビニル床シート等の除去　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）
　　　　　　　　　　　　　・下地モルタルとも（・図示の範囲　・除去範囲全て）
合成樹脂塗床材の除去工法　・機械的除去工法　・目荒し工法
コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び

改修後の床の清掃範囲　　　※改修箇所の室内　・　
エポキシ樹脂モルタルは、「４章 外壁改修工事」による。

６
 
内
装
改
修
工
事

・低放射フィルム
・衝撃破壊対応ガラス
　飛散防止フィルム

　飛散防止フィルム
・ガラス貫通防止フィルム

内貼り用 外貼り用
 ・SC-2

 ・LE
 ・GI-1  ・GI-2

 ・GD-1

 ・SF

 ・GD-2

可視光線透過率：65%以上・日射調整フィルム Ｇ

・層間変位破壊対応ガラス

 ※SC-1

　品質　JIS A 5759 による

　熱割れ計算書　　※要　　・不要

　外部に面する建具の種別

　気密性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）
　水密性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　
　　遮音性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　断熱性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

防音ドア、防音サッシ

　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 

・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

・戸ぶすま

　見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　

枠及びくつずりの材料　　・建具表による　　・　

　見込み寸法　※30mm　　・建具表による　　・　
　表面板の仕上　　　　　・建具表による　　・　

[5.8.1～3]

　クローザ類

13 鍵

14 自動ドア開閉装置

マスターキー　・製作する(・新規　・既存マスター合わせ)　・製作しない

鍵箱　　　　　・無　　　　　　・有

錠前類
　シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠

12 建具用金物 金物の種類及び見え掛り部の材質等
　※[表5.8.1]及び適用は建具表による 　・　
金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※[表5.8.2]による 　・建具表による　・　
樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※[表5.8.3]による 　・建具表による　・　
木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　※[表5.8.4]による 　・建具表による　・　
木製建具に使用する戸車及びレール
　※[表5.8.5]による 　・建具表による　・　

　・建具表による　　　・図示　　　　　・　
握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント等の取付位置

・紙張り障子

　　・電源（　　　　）

戸の開閉方式

　　※改修標準仕様書表5.9.1による　(防錆　・適用する　　・適用しない)
　　・種類・開閉方式（　　　　）　・耐電圧（　　　　）　
　　・温度上昇（　　　　）　　　　・耐久性(サイクル)（　　　　）　
　　・防錆（　　　　）　　　　　　・電源（　　　　）
・車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置

　　・耐電圧（　　　　）　　　　　・温度上昇（　　　　）
　　・耐久性(サイクル)（　　　　）・防錆（　　　　）

　　※改修標準仕様書表5.9.2による　(防錆　・適用する　　・適用しない)

凍結防止措置　・行う　・行わない
　　・大形押しボタンスイッチ　　・非接触スイッチ

　タッチスイッチの種類 

・引き戸用検出装置

　　※改修標準仕様書表5.9.3による　(防錆　・適用する　　・適用しない) 

・引き戸用駆動装置

　　・無線式タッチスイッチ　　　・光線式タッチスイッチ

　　・耐電圧（　　　　）　　　　　・防錆（　　　　）　
　　・防滴（　　　　）　　　　　　・電源（　　　　）

　・建具表による　　　・　

　性能値

　性能値

　性能値

16 重量シャッター

性能　　　※[表5.10.1]による　・　 [5.10.3]

[5.11.2、3]シャッターの種類

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（ 　　　　）Pa
開閉方式の種類　　※電動式（手動併用）　・手動式
安全装置
　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置
　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）
　電動式シャッターの障害物感知装置
　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）
　屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置
　（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目　・建具表による　・　

　・管理用シャッター
　・外壁用防火シャッター
　・屋内用防火シャッター

種別

その他の鍵　　※各室３本１組（室名札付き）　・　

　・防煙シャッター

[5.8.4]

[5.9.2、3]

１ 改修工法

　新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　・　
　壁部分の開口の開け方　　　　　　※図示　・　
新規に建具を設ける場合

・樹脂製建具
・鋼製建具 ・外部

・内部
・鋼製軽量建具
・ステンレス製建具

－
・

・ ・

・
・

・

・

・
・

・
・

・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　
・建具表による　・　

・ ・・木製建具 ・建具表による　・　

[5.1.3]

２ 防火戸

３ 見本の製作等

４ 防犯建物部品 適用箇所（・建具表による　・　　　　）

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　　　　）　・行わない
建具見本製作の目的等：（　　　　　　　　　）　
建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　　　　）　・行わない

　　　　　・行う（※建具表による　・　　　　　）　・行わない
防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 
適用箇所　※建具表による　・　　　　　　　

[5.1.7]

[5.1.5]

[5.1.4]

建具周囲のシーリングは、改修特記仕様書3章　防水改修工事による。

５ アルミニウム製建具 性能値等 [5.2.2～5][表5.2.1、2]
　耐風圧性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

かぶせ工法 撤去工法 適用箇所

　　遮音性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　断熱性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　防音ドア、防音サッシ

　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 

・ふすま
　張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型）
　上張り(押入等の裏側以外)　　・鳥の子　　・新鳥の子又はビニル紙程度　
　縁仕上げ　・塗り縁　　・生地縁（素地）　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

建具材の加工、組立時の含水率　※Ａ種　・　

　※F☆☆☆☆　・　
建物内部の木製建具に使用する接着剤のホルムアルデヒド放散量

・フラッシュ戸
　表面材のホルムアルデヒド放散量等

・かまち戸
　かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　）
　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・　

　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用
　　・適用しない　　・適用する

　　※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　　・　

11 木製建具

　表面材の合板の種類

材料
　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

形状及び仕上げ
　表面仕上げ　　　　※ＨＬ　　・鏡面仕上げ　・　

　ステンレス鋼板の曲げ加工　　※普通曲げ　　・角出し曲げ
工法

・普通合板 Ｇ 表面の樹種
・　　
板面の品質（※広葉樹1等　・　　　　）
接着の程度（・１類　・２類）

・天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　　　　）
接着の程度（・１類　・２類）

接着の程度（・１類　・２類）

・特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法

　・ポリエステル化粧合板
　・メラミン化粧合板
　・　　

・MDF Ｇ

　※プリント

　耐震ドア
　　面内変形追随性の等級（・D-1:1/300　・D-2:1/120　・D-3:1/100　）
　　　　　　　　　　　　（適用する建具　※建具表による）

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　

10 ステンレス製建具 性能値等

　　・適用する（※建具表による　・　　　　　　）・適用しない

[5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]
　簡易気密型ドアセット

　外部に面する建具の耐風圧性
　　耐風圧性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

合板の種類 規格等 備考

[5.7.2～4]

　表面板の厚さ　※[表5.7.6]による　・　

　　　　めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　）

　　　　めっき付着量（※AZ90　　　　・　　　　　）
スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

18 オーバーヘッドドア

による種類
フロート板ガラスの品種及び厚さの呼び

型板ガラスの厚さによる種類

網又は線の形状、板の表面の状態及び
厚さの呼びによる種類

材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに

形状による種類
落球衝撃はく離特性及び
ショットバック衝撃特性による種類

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　

・平面合わせｶﾞﾗｽ・曲面合わせｶﾞﾗｽ

・Ⅰ類　・Ⅱ-1類　・Ⅱ-2類　・Ⅲ類

※建具表による　　・　
形状による種類、材料板ガラスの種類

破片の状態及び
ショットバック衝撃特性による種類

板ガラスの種類及び厚さによる種類
性能による種類

※建具表による　　・　
・１種　・２種

※建具表による　　・　
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ
並びに複層ガラスの厚さ
断熱性による区分
日射取得性及び日射遮蔽性による区分
乾燥気体の種類

・T1　・T2　・T3　・T4　・T5　・T6
・Ｇ　・Ｓ
・空気　・アルゴン

20 ガラスブロック

・シーリング材

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

・シーリング材 ※建具の製造所の仕様による

・シーリング材
・　

・　

※建具の製造所の仕様による

※建具の製造所の仕様による

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・図示による

・図示による

・図示による

・　

・　 ・図示による
樹脂製

・グレイジングチャンネル

・グレイジングチャンネル ※建具の製造所の仕様による

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類

位置(mm)
伸縮調整目地

　壁用金属枠及び補強材の材質及び形状　　※図示　　・　
　力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　　・　
　　　　寸法　※径5.5mm 　　　　　　　　・　
　　　　形状　※はしご形状複筋及び単筋　・　

　シーリングの種類　　　　・SR-1　　・PS-1
　化粧目地モルタルの色　　・白　　　・グレー

　金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製
　　　　　　　　　　寸法　※図示　・　
　　　　　　　　　　形状　※図示　・　
　目地部の横力骨の納まり　　※ガラスブロック製造所の仕様による　・図示　

工法

・95

・95

・160×160

・200×200

材料板ガラスの種類及び厚さによる種類
日射熱遮へい性による区分
耐久性による区分
(日射熱遮へい性が２種の場合)

※建具表による　　・　

※建具表による　　・　
・１種　・２種　・３種

・Ａ種　・Ｂ種

※施工箇所は建具表による21 ガラス用フィルム

セクション材料
による区分

ガイドレール
の材質

収納形式
による区分

・フロート板ガラス

・型板ガラス

・網入板ガラス

・合わせガラス

・強化ガラス

・熱線吸収板ガラス

・複層ガラス

・熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

・ガラスの留め材及び溝の大きさ

[5.13.2、3]

[5.14.5]
呼び寸法 厚さ
（㎜） （㎜）

・　

・　

　電動シャッターの障害物感知装置　（設置箇所　・建具表による　・　　　　　　）
スラットの材質の種類

安全装置
耐風圧強度（　　　　）Pa
開閉形式の種類　　・電動式（手動併用）　　※手動式 [5.12.2～4]17 軽量シャッター

スラット及びシャッターケース用鋼板の材質

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・　
　　　　　　　　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
　種類　　　　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いる
スイッチボックス類のふたの材質
　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI

色調 目地幅(mm) 防火性能

種類
記号

その他性能等

管理用シャッターのシャッターケース　　・設ける　　・設けない　

適用は以下によるほか、ガラスの種類・厚さは建具表及び図面による。
19 ガラス [3.7][5.14.2～4]

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置
（設置箇所　・建具表による　　・　　　　　　）

※スチールタイプ
・アルミニウムタイプ
・ファイバーグラスタイプ

・スタンダード形
・ローヘッド形
・ハイリフト形
・バーチカル形

※溶融亜鉛
　めっき鋼板

・125
・100
・75
・50

開閉方式
による区分

※バランス式
・チェーン式
・電動式

風圧力に
よる強さ
の区分(Pa)

３ 既存壁の撤去及び
　 下地補修

[6.3.2]間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　・図示　　・　

・JAS 1083（製材）以外の製材

５ 製材 Ｇ [6.5.2]

[6.5.2]４ 施工一般 材料のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による

７ 造作用単板積層材Ｇ [6.5.2]・JAS 0701に基づく造作用単板積層材

・JAS 0701以外の造作用単板積層材

・JAS 3079に基づく直交集成板

(mm)
寸法

６ 造作用集成材 Ｇ [6.5.2]・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※１等　・２等　

※１等　・２等　

見付け
材面数 (mm)

寸法

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

の樹種
化粧薄板 芯材の 寸法 化粧薄板の 見付け材

面の品質厚さ(mm)(mm)樹種

※15％以下
・　
※15％以下
・　

施工箇所

施工箇所

施工箇所 表面の品質 含水率

施工箇所 種別

施工箇所

施工箇所

施工箇所 樹種名

施工箇所

品名施工箇所 樹種名 見付け材面の品質

施工箇所

施工箇所

　※[4.3.10]によるモルタル塗り（塗り厚25mmを超える場合の処置　※図示）

強度
等級品名

15 自閉式上吊り引戸装置

５
 
建
具
改
修
工
事

　　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

・ステンレス鋼板

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

※14%以下
・　

※14%以下
・　

見え掛り面

見え掛り面
以外

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

※図示による

※図示による
※図示による

施工箇所

S-5
S-6

S-4
耐風圧性

A-4

A-3

気密性 水密性

W-4

W-5

材料
　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

形状及び仕上げ
　表面処理

　結露水の処理方法　　　　　・水貯め式　・排水式　
　　　　　　　　　　　着色　・標準色　　・特注色

　　　　　　　　　　　着色　・標準色　　・特注色
　　外部に面する建具　種別　・BB-1種　　・BB-2種　　・　

　　屋内の建具　　　　種別　・BC-1種　　・BC-2種　　・　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　

　水切り板、ぜん板等　　※図示　　　　・　
工法

性能値等７ 樹脂製建具

６　網戸等

・防虫網 ※合成樹脂製
・ガラス繊維入り合成樹脂製

 ※0.25mm以上
 ・　

 ※16～18メッシュ
 ・　

・ステンレス(SUS316)製
・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材  1.5mm  網目寸法15mm

[5.2.3][5.3.3]

[5.2.2][5.3.2～5]

　外部に面する建具の種別

　耐風圧性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）
　気密性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）
　水密性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　　

　枠の見込み寸法　　※建具表による

　断熱性の等級　　　・H-4　・H-5　・H-6　・H-7　・H-8

　遮音性の等級　　　・T-1　・T-2（適用する建具　※建具表による）

　（適用する建具　　※建具表による）

防音ドア、防音サッシ

断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 

・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　　・　

種類 材種 線径 網目

種別

材料
　ガラス　　　　　　※複層ガラス　　・　

形状及び仕上げ
　表面色　　　　　　・標準色　　　　・特注色
工法
　水切り板、ぜん板　※図示　　　　　・　

性能値等

　　・適用する（※建具表による　・　　　　　　）・適用しない

[5.2.2][5.4.2、4][表5.4.2]８ 鋼製建具
　簡易気密型ドアセット

　防音ドア、防音サッシ

　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 

　外部に面する建具の耐風圧性
　　耐風圧性の等級（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　遮音性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　断熱性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

材料
　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

　鋼板類の厚さ
　　大型建具(1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超えるもの)

　　上記以外の鋼製建具　※[表5.4.2]による　・建具表による　・　
　　　　　　　　　　　　※建具表による　　 ・　

性能値等

　　・適用する（※建具表による　・　　　　　　）・適用しない

[5.2.2][5.5.2～4]９ 鋼製軽量建具
　簡易気密型ドアセット

形状及び仕上げ

標準型鋼製建具の形式及び寸法　　　　※建具表による　　　　 ・　

　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 

　防音ドア、防音サッシ
　　遮音性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

　　断熱性の等級　（　　　）（適用する建具　※建具表による）

材料

　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI　　・　

　　　　　　　　　　　　（適用する建具　※建具表による）

　耐震ドア
　　面内変形追随性の等級（・D-1:1/300　・D-2:1/120　・D-3:1/100　）
　　　　　　　　　　　　（適用する建具　※建具表による）

　耐震ドア
　　面内変形追随性の等級（・D-1:1/300　・D-2:1/120　・D-3:1/100　）

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　

　鋼板　　　　　　　・亜鉛めっき鋼板　・ﾋﾞﾆﾙ被膜鋼板　・ｶﾗｰ鋼板　・ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

※図示による

※図示による
※図示による

施工箇所
W-4

W-5

水密性

A-4

気密性

S-5
S-6

S-4
耐風圧性

　枠の見込み寸法　　※建具表による

・再使用（・ブラインドボックス　・　　　　　　　　　　）

形状及び仕上げ
　鋼板類の厚さ
　　大型建具(1枚の戸の有効開口幅が950mm又は有効高さが2,400mmを超えるもの)
　　　　　　　　　　　　　　※建具表による　　 ・　
　　上記以外の鋼製軽量建具　※[表5.5.1]による　・建具表による　・　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※ＨＬ　　・　

※2級
・　

※2級
・　

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

寸法(㎜) 等級 含水率 保存処理

※上小節
・　

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

※A種 ・B種 ・　

寸法(㎜) 等級 含水率 保存処理

・　
※小節以上

・　

・　
※1等

※1等

等級

見付け
材面の
品質

化粧薄板
の厚さ
(mm)

寸法
(mm)

見付け
材面数

※１等
・２等

※１等
・２等

化粧薄板 芯材の品名
の樹種名 樹種名

寸法(mm)

※10％以下
・A種・B種・　

・A種・B種・　
※10％以下

含水率 保存処理

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

（　　　　）

（※A種・B種）
造作材の場合

寸法(mm) 材面の品質

・する

・しない

・する

・しない

※A種
・B種
・　
※A種
・B種
・　

含水率
の適用
防虫処理

※15％以下 ・　

※15％以下 ・　

見付け材面の品質
(mm)
寸法

含水率

含水率

表面の品質

・する

・しない

の適用
防虫処理寸法

(mm)
品名

の適用
・する

・しない

・する

・しない

防虫処理

寸法
(mm)

樹種
(使用環境)
接着性能

標準型鋼製建具の形式及び寸法　　　　※建具表による　　　・　

　※鋼板
　召合せ、縦小口包み板の材質

　防音性能を求める戸(建具表による)
　防音充填剤(グラスウール又はロックウール)

　車椅子使用者用便房操作スイッチの種類

合わせガラスの合計厚さ及び特性による種類

厚さの呼びによる種類及び特性による種類

既存建具の種類

・JAS 1083-5　に基づく下地用製材 

樹種名

樹種名

・JAS 1083-2　に基づく造作用製材

樹種名

・JAS 1083-6　に基づく広葉樹製材

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
A2-03

NS
特記仕様書（改修その３）

・Ⅰ類・Ⅲ類（AD-1：ｵｰﾄﾄﾞｱ・FIX部）

川越市みよしの支援センター改築等工事



※FS(複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ)

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 Ｇ

[6.5.2]８ 合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板 Ｇ

施工箇所 （mm）
厚さ

※5.5
・

施工箇所 等級 単板の
樹種名

接着の
程度

板面の
品質

厚さ
（mm）

・「合板の日本農林規格」による構造用合板 Ｇ

※2級以上
・1級 ・特類

※1類 ※C-D以上
・

※12
・

厚さ
（mm）

・適用する
・適用しない

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

・　
※13タイプ ※P又はM

・　 ・　

※15

施工箇所 表裏面の状態
による区分 による区分

曲げ強さ
による区分
耐水性

による区分
難燃性

・パーティクルボード Ｇ

施工箇所 寸法（mm）

・JAS 0360 に基づく構造用パネル

・ＭＤＦ Ｇ

施工箇所 厚さ
（mm）

曲げ強さに
よる区分

接着剤に
よる区分

難燃性に
よる区分

接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　　※F☆☆☆☆　　　・　　

　適用部位（　　　　　　　　　　）
・合板等の加圧注入処理等の適用
　適用部位（　　　　　　　　　　）
・薬剤の接着剤への混入による防腐、防蟻処理

・薬剤の塗布等による防腐、防蟻処理

適用部材

・　
※薬剤の製造所の仕様による ※JIS K 1571に適合又は同等品

・薬剤の加圧注入による防腐、防蟻処理

保存処理性能区分
・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

適用部材

厚さ
(mm)

処理の方法 薬剤の種類

10 接着剤

11 防腐･防蟻処理

　※かすがい、座金、箱金物、短冊金物
　　(改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度)

　※隠し釘打ち　・釘頭埋め木　・つぶし頭釘打ち　・釘頭現し
造作材の化粧面の釘打ち９ 接合具等

　・　　　　　　(形状：　　　　　　　寸法：　　　　　　　材質：　　　　　　　)

[6.5.3、4]

[6.5.5]

[6.5.3]

防虫処理の適用

・2類

・1類

接着の程度 単板の樹種名 化粧加工の方法施工箇所

による区分
表裏面の状態

防虫
処理

強度
等級

・適用
　する
・適用
　しない

・適用
　する
（　　）
・適用
　しない

処理
保存

防虫処理

・適用する
・適用しない

板面の品質
接着の
程度

※1類
・2類

※2等以上

針葉樹

広葉樹

※C-D以上

・1等

・

単板の
樹種名

（mm）
厚さ

・2類

・1類

接着の程度

・適用しない
・適用する

防虫処理の適用施工箇所 化粧板に使用する単板の樹種名

・適用しない
・適用する

防虫処理

・１類
・特類

接着の程度単板の樹種名施工箇所 厚さ(mm)

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・　　

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

　タイルの形状・寸法等

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

施工
箇所

種類
(mm)

備考
Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類 有 無 標準

色役物 耐凍害性

有 無特注 り性適用 Ｇ
再生材料の形状/寸法 耐滑吸水率による区分 うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・
・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

間仕切軸組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
　※杉又は松　　・　
床組に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
　※杉又は松　　・　

　 床組み
[6.5.6]

窓、出入口その他に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居  ※ひのき　　　・　
　その他　　　　　　　　　　　  ※松又は杉　　・　

[6.5.7]

野縁等の種類　屋外（※25形　・19形）　屋内（※19形　・25形）
屋外の形式及び寸法
　野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　・　
　周辺部の端からの間隔　・図示　・　
　野縁の間隔　　　　　　・図示　・　
既存の埋込みインサート　　　・使用する　・使用しない
あと施工アンカーの施工後の確認試験
　・行う　
　　試験箇所数　　　※屋内の場合、当該階において3箇所　　・（　　）箇所
　　引張試験にて確認する強度　　
　　　※つりボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の
  　  　単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

　・行わない
　　　・(　　　)N

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法　　 　　※図示　　・　
・天井のふところが3.0mを超える場合の補強方法　　　　　　※図示　　・　
・天井下地材における耐震性を考慮した補強　　補強箇所　　※図示　　・　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補強方法　　※図示　　・　

[6.6.2～4]

スタッド、ランナーの種類

スタッドの高さが5mを超える場合　　　※図示　　・　
出入口及びこれに準じる開口部の補強　※[6.7.4](5)による　　・　

　※[表6.7.1]により「スタッドの高さによる区分」に応じた種類　・図示　　・　
[6.7.3、4][表6.7.1]

・　

種類の記号
・無地
・ﾏｰﾌﾞﾙ柄
・柄物

色柄 備考厚さ(mm)

[6.8.2、3]

接合部の処理　　※熱溶接工法　　・　

・FOB(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・FOA(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・無地
・柄物

・柄物
・無地

・ ・
・4.0
・3.0
・2.5
・2.0

・
・450×450
・300×300

・柄物
・無地・FT(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・
・450×450
・300×300

・柄物
・無地・TT(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・
・2.0

・
・450×450
・300×300

・3.0
※2.0

・柄物
・無地※KT(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

種類の記号 色柄 寸法（mm） 厚さ（mm） 備考

[6.8.2]

・帯電防止床シート　　

・帯電防止床タイル　

　視覚障害者誘導用ブロック等の突起の形状・寸法及びその配列はJIS T 9251による。
・視覚障害者用床タイル　

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル
　　種類（　　　　） 厚さ(mm）（　　　　）

　　種類（　　　　） 寸法(mm) （　　×　　）　厚さ(mm）（　　　　）

　　種類（　　　　） 厚さ(mm）（　　　　）

　　種類（　　　　） 形状（　　　　）　

　　種類（　　　　） 性能（　　　　） 厚さ(mm）（　　　　）

　　種類（　　　　） 性能（　　　　） 寸法(mm)（　　×　　） 厚さ(mm）（　　）

[6.8.2]

厚さ(mm)　　※1.5以上　 　　・　
高さ(mm)　　※60　　・75　　・100　　
材質の種類　・軟質　・硬質　・床シート巻上げ(端部の処理は図示による)　 [6.8.2]

種類　　・単層品　　・積層品　

寸法(mm)（　　　　　）×（　　　　　）

[6.8.2]
色柄　　（　　　　　） 

・織じゅうたん

・アキスミンスターカーペット

・ウィルトンカーペット 

・カット/ループパイル
・ループパイル
・カットパイル

織り方 パイル形状

　色柄　　　　※模様のない無地　　・　　
　パイル糸の繊維種等　※無地の織りじゅうたんの種別（・A種　　・B種　　・C種）
　帯電性　　　・適用する　　・適用しない  
　織じゅうたんの接合方法　　※ヒートボンド工法　　・つづり縫い
　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　・　　

[6.9.2、3][表6.9.1]

・タイルカーペット

　　材質（　　　　）種類（　　　　）形状等（※図示　・　　　）
　見切り、押え金物　

　タイルカーペットの敷き方　平場　　　※市松敷き　　・模様流し　　・　
　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　・市松敷き　　・　

・　

※500× 500

・　

※500× 500

・　

※500× 500

・　
※6.5

・　
※6.5

・　
※6.5

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

※ループパイル

・カットパイル

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

※第一種
種　別 施工箇所 寸法 総厚さ(mm) 備考パイル形状

パイル形状
・タフテッドカーペット

ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）

・5～7　・ 

・4～6　・ 
・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法
・全面接着工法

帯電性工法

・適用する
・適用しない

備考

　下敷き材(グリッパー工法の場合)　
　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　・　　
　タフテッドカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　・　

・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループ併用

衝撃緩和型畳（畳表：　・Ｃ１　　　・Ｃ２　　）
発散が極めて少ない材料を使用したものとする。
畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

種別　・A種 ・B種 ・C種 ・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）
下地の種類　・標準仕様書 表12.6.1による床組
　　　　　　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン Ｇ ）
　　　　　　・　

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

合板ののホルムアルデヒド放散量
　※Ｆ☆☆☆☆　　・　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　・　
　※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか　　・　　

種　　類
・ 硬質(HW)
・ 中質(MW)
・ 普通(NW)

・ 硬質(HF)
種　　類

・ 普通(NF)
・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　
・ 30 　 ・　

厚さ(mm)、規格等

厚さ(mm)、規格等
・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　
・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　
・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

繊維強化セメント板

・ けい酸カルシウム板
・ 化粧けい酸カルシウム板

種　　類

普通ボード0.8FK タイプ 2（無石綿） ・ 6　・ 8  

厚さ(mm)、規格等
普通ボード0.8FK タイプ 2（無石綿） ・ 6　・ 8  

表面への化粧張り等の加工　・アクリル樹脂系焼付け　

木片セメント板Ｇ

種　　類
・ 火山性ガラス質複層板 ・ 図示による

厚さ(mm)、規格等

[6.13.2、3]

[6.12.2]

木毛セメント板Ｇ

単層フローリング（フローリングボード１等）

施工箇所

※F☆☆☆☆　　・ 塗床材のホルムアルデヒド放散量

・薄膜型塗床材

種別

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

仕上げの種類工法

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床

(ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床)

(ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床)

※製造所の指定に
　よる

表面仕上げ　※平滑
溶剤　　　　※水性

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

※平滑仕上げ

※平滑仕上げ

(防塵塗料塗り)

　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り
　　　　　　　　　・オイルステインの上、ワックス塗り
・現場塗装仕上げ　※ウレタン樹脂ワニス塗り
接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　・　
　　間伐材等の適用　・する　　　・しない
　　種別　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種
　　樹種　　　　　　※なら　　・　
　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法
複合フローリング 
　　間伐材等の適用　・する　　・しない
　　大きさ　　　　　・　　　　・　
　　厚さ(mm)　　　　・　　　　・　
　　樹種　　　　　　・　　　　・　
単層フローリング（フローリングブロック１等）
　　間伐材等の適用　・する　　・しない
　　樹種　　　　　　※なら　　・　
　　工法　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　・直張り）　・接着工法

　※改修標準仕様書6.11.2.(2)による　・　
フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　・　

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

[6.10.2、3]

[6.11.2～6]

(弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床)

　 その他のボード

種　　類 厚さ(mm)、規格等
・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(未研磨板(RN)・研磨板(RS))
・内装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DI)

・素地ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(未研磨板(RN)・研磨板(RS))
・外装用化粧ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ(DE)

・ミディアムデンシティ
　ファイバーボード(MDF)Ｇ

　厚さ ・2.5  ・3.5   ・5   ・7
　厚さ ・3　 ・7　　・9　　・12  

　厚さ ・2.5  ・3.5   ・5   ・7

・インシュレーションボードＧ  A級（・天井仕上げ　 ・内装仕上げ　 ・ 　　）
　・9　　・12　 ・15　 ・18  

種　　類
・ 単板張りパーティクルボード

厚さ(mm)、規格等
・無研磨板（VN）　・研磨板（VS)
・10　 ・12　 ・15　 ・18 

・ 化粧パーティクルボード ・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DV)
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DO)
・塗装(DC)
・10（難燃）・12（難燃）・  

パーティクルボードＧ

　スタンダードボード（無処理）

　テンパードボード（処理）

ハードボード

ハードボード

繊維板Ｇ

　既調合モルタル
　　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
　　細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。
　既調合目地材

　壁タイル張りの工法
　　内装タイル　　　　　　　　　　　・密着張り　　・改良圧着張り
　　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

伸縮調整目地のシーリング材、目地寸法は改特記仕様書第３章による
　試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない
　見本焼き　・行う（施工箇所：　　　　　　　）　・行わない
・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

伸縮調整目地の位置
　床タイル　　　（※縦、横とも４ｍ以内ごと　・図示　・　　　）
　床タイル以外　（・図示　・　　　）

モルタル　　・現場調合材料　・既調合材料　　　　　　　　　
既製目地材　・設ける　　施工箇所（　　　　　　）形状（※図示　・　　　）
　　　　　　・設けない
床目地　　　・設ける　目地割り　※2㎡程度(最大目地間隔3m程度)　・　　　　

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理
　　　　　　・設けない

※図示による　　・　　

　　　　　　　　　　　種類　　　※押し目地　　・　

タイルの形状・寸法等

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

施工
箇所

種類
(mm) 備考

Ⅰ類Ⅱ類Ⅲ類 有 無 標準

色役物 耐凍害性

有 無特注 り性適用 Ｇ
再生材料の形状/寸法 耐滑吸水率による区分 うわぐすり

施ゆう 無ゆう

[6.16.2～4]

[6.15.3、5、6]

吸音材料

種　　類 厚さ(mm)、規格等
・ロックウール化粧吸音板(DR) ・ フラットタイプ

 （・9(不燃) 　・12(不燃)　  ・　　        ）
・ 凹凸タイプ
 （・12(不燃)  ・15(不燃)　  ・　　        ）

・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 ・ 25　　・ 
・ 25(ガラスクロス包）　　・ ・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K

種　　類 厚さ(mm)、規格等
・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

表面の樹種 
　生地、透明塗料塗り（※ラワン合板程度 ・ 　 　） 

板面の品質　・ 

防虫処理　　・行う　　     ・行わない
化粧板の樹種名 ・　　

防虫処理　　・行う　　     ・行わない

防虫処理　　・行う　　     ・行わない

厚さ(mm)　　※図示による　 ・　

厚さ(mm)　　※図示による　 ・　

表面性能　　・　　　（タイプ） 
厚さ(mm)　　※図示による　 ・　

化粧加工の方法 　・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装 

せっこうボード製品

種　　類 厚さ(mm)、規格等
 ・12.5 (不燃)     ・15 (不燃)

　　　　　　・化粧有（トラバーチン模様）
 9.5 (不燃) ・化粧無（下地張り用） 

・シージングせっこうボード(GB-S)

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)
・せっこうボード(GB-R)

・木目12.5 （不燃）幅 440mm 程度
　模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り
・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様　9.5（準不燃）

・強化せっこうボード(GB-F)
・せっこうラスボード(GB-L)
・化粧せっこうボード（GB-D）

合板Ｇ

化粧板

合板類の張付け　　・A種　　・B種　　・　
せっこうボードの目地工法等

天井のボード類(ロックウール吸音板を除く)の重ね張りを行う場合　※図示による

・ メラミン樹脂化粧板
・ ポリエステル樹脂化粧板

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

突付け工法及び目透し工法のエッジの種類

化粧加工の方法（・オーバーレイ　　・プリント　　・塗装　　・　　　　　　）

突付け工法のエッジの種類
目透かし工法のエッジの種類

・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ
・ベベルエッジ　　　・スクェアエッジ

防火種別

・

・

・・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・

壁紙の種類

織物紙
施工箇所 備考

･不燃・準不燃・難燃

･不燃・準不燃・難燃

･不燃・準不燃・難燃

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　　　　※B種　・A種　
コンクリート面の素地ごしらえの種別　　　　　　　　　　　　　※B種　・A種　
せっこうボード面及びその他のボード面の素地ごしらえの種別　　※B種　・A種　

壁紙のホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　 ・　

  　　　不透明塗料塗り（※しな合板程度  ・　 　） 

塩化ﾋﾞﾆﾙ 無機質その他ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）
 9.5

 12.5 （※ 不燃　・ 準不燃）

[6.14.2、3]

　 フロア
施工箇所 構　法 表面仕上げ材 備  考耐震性能高さ

(mm)
所定荷重

(N)
寸法
(mm)

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ
・　

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

・帯電防止床ﾀｲﾙ
・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・3,000
・5,000

・1.0Ｇ
・0.6Ｇ

　調整式

・置敷式
・支柱

・500×500
・　

(20.2.2)

　 塗り
[6.17.2、3]

　標準的な曲がりの役物は一体成形とする

13 内部間仕切軸組及び

14 窓、出入口その他 

17 軽量鉄骨天井下地

18 軽量鉄骨壁下地

19 ビニル床シート Ｇ

21 ビニル床タイル Ｇ

22 特殊機能床材

23 ビニル幅木

24 ゴム床タイル

26 カーペット敷きＧ

27 合成樹脂塗床

28 フローリング張りＧ

29 畳敷き

30 せっこうボード

31 壁紙張り

32 モルタル塗り

33 タイル張り

34 セルフレベリング材

35 フリーアクセス

　・

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

※屋外又は常時湿潤状態となる場所に使用する場合は、接着の程度を特類とする。

諸金物の形状、寸法および材質

12 不燃処理木材等 不燃等の処理は部材単位で行うこと
・不燃材料
適用部位（部位）　　・図示による

適用部位（部位）　　・図示による

適用部位（部位）　　・図示による

・準不燃材料

・難燃材料

※ひのき又は保存処理木材　　
・土間スラブの類の場合の土台、転ばし大引き及び転ばし根太

・縁甲板及び上がりかまちに用いる樹種名(製材を用いる場合)
※ひのき
・

・壁胴縁、野縁受桟、野縁及び吊木に用いる木材の樹種名(製材を用いる場合)
※杉又は松　
・

[6.5.8]

[6.5.9]

・屋外の天井における耐風圧性を考慮した補強 
(補強箇所　※図示による　　・　　　　　　　　　)
(補強方法　※図示による　　・　　　　　　　　　)

（ビニル床シート等）
ビニル床シート、ビニル床タイル、ゴム床タイル用接着剤のホルムアルデヒド放散量
※F☆☆☆☆　
・

・

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別
・図示による

・フェイストゥフェイスカーペット

・図示による
改修標準仕様書6.8.3(1)(ｱ)～(ｳ)以外の下地の工法 [6.8.3]

厚さ(mm)（　　　　　） 

　 及び合板張り

火山性ガラス質複層板(VSボード)

   ・普通　・化粧

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　・
　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

15 床板張り 

16 壁及び天井下地

20 接着剤 

25 下地の工法 

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

・500×500

・500×500 ・5.0

3.0

事務室 45

A2-04
NS

特記仕様書（改修その４）

・2.5
・2.0

塗厚(mm)　　・10

目地工法の種類　　※継目処理工法

静養室

川越市みよしの支援センター改築等工事



塗料製造所の
仕様による

塗付け量(kg/㎡)

クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用
　・適用しない
　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　・油性染料着色剤)
ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用
　・適用する　・適用しない

　・製造所の仕様による

塗料塗り ・1級 ・2級
・3級

JIS K 5675 ２種屋根用高日射
反射率塗料

工程
規格番号

塗料その他
規格名称 種類 等級

　下地調整 [7.2.2]　・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種
・高日射反射塗料塗り Ｇ

・合成樹脂調合ペイント
　塗り(SOP)
　　塗料の種別
　　　※1種　・2種

木部屋外
木部屋内
鉄鋼面
亜鉛めっき鋼面(鋼製建具)
亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外)

※B種 ・　 ※A種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・A種
※A種 ・　 ※B種 ・　
※B種 ・　 ※B種 ・　

塗替え 新規
塗装の種類 塗装面

工程

　注）DP以外からDPへの塗替えは、下地調整の種別に注意すること。

※B種 ・A種 ※B種 ・A種・クリヤラッカー塗り(CL)

※B種 ・A種

※B種 ・A種 ※B種 ・A種
・耐候性塗料塗り(DP) 鉄鋼面 上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき鋼面
　　　 上塗り等級（　　）級
ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・

・つや有合成樹脂エマルシ
　ョンペイント塗り(EP-G)屋内の木部

屋内の鉄鋼面
屋内の亜鉛めっき鋼面

※B種 ・　　
※B種 ・　
※B種 ・　

※A種 ・　

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

コンクリート面等
・

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・木材保護塗料塗り(WP)

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種
・ピグメントステイン塗り

※B種 ・A種
・オイルステイン塗り(OS)

・ステイン塗り

　―
　―

　―
　―

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

※A種 ・　 ・B種 ※A種
・A種 ※B種※B種 ・　

※B種 ・A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め
　※B種又はC種の場合は[表7.9.1]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め

５ 塗装 Ｇ

４ 錆止め塗料塗り 錆止め塗料塗りの種別

鉄鋼面

亜鉛

　EP-G

　SOP  ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　
 ※Ｂ種　・　
 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　
 ※Ｂ種　・　

 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　

・A種(下地調整RA種)
・B種(下地調整RB種)
・C種(下地調整RC種)

　 Ａ種
 　Ａ種
 　Ａ種
 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種
 ・Ａ種　※Ｂ種

 ※Ｃ種　・　
 ※Ａ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ｂ種　・　

 ※Ａ種　・Ｂ種
 ※Ａ種　・Ｂ種
 ※Ｂ種　・　

塗替え
新規見え掛り
新規見え隠れ
塗替え

新規見え隠れ
新規見え掛り

塗替え
新規鋼製建具等
新規その他
塗替え
新規鋼製建具等
新規その他

 　Ｃ種　・　
 　Ｃ種　・　
 　Ｃ種　・　
 　Ｂ種　・　

　EP-G

　SOP

 　Ｂ種　・　

(工程の種別は

めっき
鋼面

　DP

(工程の種別は

(工程の種別は

7.4.2(1)(ｲ)(a)

による

による
Ａ種

塗替え

新規

塗替え

(工程の種別は

　DP

(工程の種別は

(工程の種別は
　―新規

素地面

[表7.4.3])

7.4.2(1)(ｲ)(b)
[表7.4.3])

[表7.4.4])

[表7.4.5])

[表7.4.5])

[表7.4.6])

　―

塗装の種類 塗料の種別 工程の種別

３ 素地ごしらえ

木部

鉄鋼面（DP以外）
鉄鋼面（DP）
亜鉛めっき鋼面
モルタル面及びせっこうプラスター面
コンクリート面（DP以外）及びALCパネル面
押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP）
コンクリート面（DPのみ）
せっこうボード面及び
その他ボード面

不透明塗料塗りの場合
透明塗料塗りの場合

目地：継目処理工法
目地：継目処理工法以外

※Ａ種　　・Ｂ種

※Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種
・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種
・Ａ種　　・Ｂ種
・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種
・Ａ種　　※Ｂ種

下地面等 種別

[7.4.2、3]

[7.3.2～7]

　※B種又はC種の場合は[表7.10.1]の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・　

(注)DP以外からDPへ塗替える場合の下地調整は、既存塗膜の種類及び劣化状況に
　　応じてRA種(既存塗膜全除去)又はRB種(既存塗膜一部除去)を選定すること。

コンクリート面(DP以外)
ＡＬＣパネル面
押出成形セメント板面

コンクリート面(DP)

せっこうボード面及び
その他ボード面

 ・行わない
 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない
 ・行う
 ・行わない

－

 ・RB種 ・RC種
 ・RA種(注)

 ・RB種 ・RC種
 ・RA種(注)

 ・RA種　※RB種　・　

 ・RA種　※RB種　・　

木部
鉄鋼面

下地調整の種別

 ※不透明塗料塗りの場合はRB種
塗替え

亜鉛めっき面
亜鉛めっき面(鋼製建具)

 ・行うﾓﾙﾀﾙ、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ・RA種(注)　※RB種　・　
 ・RA種(注)　※RB種　・　

 ・RA種　※RB種　・　
 ・RA種　※RB種　・　

下地面の種類 ひび割れ部の補修

－
－
－
－

下地調整

７
 
塗
装
改
修
工
事

[7.2.1～7]

[7.1.3]

２ 下地調整

１ 材料

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量　　※F☆☆☆☆　　・ 
防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。
　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　） 

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　・図示　・　

奥行き(mm)　・約450　・約600
材種　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）　・人工大理石

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

・固定式

※網入り磨板ガラス
・線入り磨板ガラス

※6.8
・　

※500
・　

アルミ製枠付き

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

・可動式

・垂直降下式
　（巻取り型）

・回転降下式

種　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

（不燃認定品）
※不燃布

鋼板製又はアルミ製

・　
・800
※500

　・可動式（天井収納型）
　※固定式（壁埋込型）
ガイドレール

※500
・800
・　

表面仕上げ
　※天井材張り
　・

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

材質、形状、寸法　　　 ※図示　　・　
材料のホルムアルデヒド放散量
　※F☆☆☆☆　　・　

種　類 規　格　等 JIS による種類
・鋼製書架
・鋼製物品棚

JIS S 1039の規格による ・１種　・２種　・３種
・４種　・５種　・６種　・　

・シングル
・ダブル ・引分け

・片引き・手引き

・電動

・図示
・　・ひも引き

品質、特殊加工等
形式 開閉操作 ひだの種類 備考

取付け
箇所

(20.2.16)

生地の種別、

・つまみひだ
・箱ひだ、片ひだ
・ﾌﾟﾚｰﾝひだ

材料による区分　※アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材
　　　　　　　　・ステンレス製
強さによる区分　※10-90　　　　　　 ・　
仕上げ　　　　　※アルマイト　　　　・　
形状　　　　　　※角形　　　　　　　・　

　　　　・アルミニウム製　押出し型材（市販品）
　　　　　　種別（標準仕様書表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種
　　　　　　色合い　・標準色（　　　　）　・特注色（　　　　）
　　　　・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　）

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用する場合は、Ｇ とする
暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　　※300mm以上　　・　

(20.2.16)

形状　　　　※図示　　・　

品質・性能　外観は、JIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1 による。
　　　　　　構成材は、JIS A 4420の8 により試験を行ったとき、表1 の規定による。

生地の仕様　　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

溝幅×深さ(mm)　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示

・　
・ステンレス鋼(SUS304)製
・硬質アルミニウム合金製
・塩化ビニル又はゴム製

材種 受け枠 備考

・　
・硬質アルミニウム合金
・ステンレス製(SUS304)

Ｗ Ｄ Ｈ

寸法(mm)

・流し台

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

材種 備考

・1800
・1500
・1200

・650
・600
・550 ・800

・850
天板ステンレス製
トラップ付き
市販品

・600 ・550
・600
・650

・620
・670

市販品
バックガード有り
天板ステンレス製

・1200
・900

・450
・700
・500 市販品

・1200
・900
・600 ・１段式　・　

ステンレス製
市販品　－ 　－

寸法 形式 備考材種

・450×450
・600×600
・　

・一般形
・密閉形

・屋内外用
・屋内用

・鍵付き・アルミニウム製
・ステンレス製
・鋼製

・　 ・600×600

・　

・一般形 ・屋内外用

・屋内用

・気密形

・450×450 ・額縁タイプ
・目地タイプ

密閉型とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

外枠 内枠材種 寸法 形式

(暗幕)

※アルミニウム製 ・額縁タイプ
・目地タイプ

47 カーテンレール

48 ブラインドボックス

49 天井点検口

50 床点検口

51 くつふきマット

52 流し台ユニット

53 鋼製書架及び物品棚

54 屋内掲示板

55 洗面カウンター

56 防煙垂れ壁

57 収納家具

フリーアクセスフロアスフロアの試験方法
　※標準仕様書20.2.2(2)(ｲ)(a)～(d)による　・　
寸法精度
　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　・　

　　　パネルの長さの寸法精度（　　　　　）
　・以下による

　　　フリーアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　　）
　　　パネルの平面形状（角度）の寸法精度（　　　　　）

帯電防止性能
・評価値（U）≧0.6以上
・評価値（U）≧1.2以上　　

　漏えい抵抗（R）≧1×10 Ω
感電防止性能

6

パネル材料のホルムアルデヒド放出量　※F☆☆☆☆　・　

パネル内に取付ける建具　・あり（※図示　　・　　　）　　・なし

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による。

パネル内に取付ける建具のドアクローザ、丁番、錠前、上げ落しは、標準仕様書16章
8節の建具用金物に対応する材質とする。

ｽﾀｯﾄﾞ

構成基材の
種類

パネル

・0
・12
・20
・28
・36

・不燃

防火性能構造形式

　
・壁紙張り

　・メラミン樹脂焼付又は
アクリル樹脂焼付

パネル表面仕上げ (db/
500HZ)

遮音性

(20.2.3)

・パネル式
・スタッドパネル式

・ｽﾀｯﾄﾞ式（内蔵）
・ｽﾀｯﾄﾞ式（露出）

36 可動間仕切

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能は、標準仕様書19章による。
遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする。
ハンガーレールの取付け下地の補強
　※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量と
　　なるように補強する。
　・図示
パネルをランナーに取り付ける部品 
　※ランナーに加わる重量の5倍以上の荷重に耐えられるもの
ハンガーレール及びランナー 
　※パネル重量の5倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に
　　対して、耐力及び変形量が使用上支障のないもの

パネル表面材

仕上げ材質

総厚さ
(mm)

圧接装置の

操作方法
操作方法構造形式 遮音性

・手動式
・電動式
・部分電動式

・鋼板
・　

・焼付塗装
・壁紙張り
・　

・36未満
・36以上

(dB/500Hz)

・平行方向移動式
・二方向移動式

・プッシュ式
・ハンドル式
・　

(20.2.4)パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　・　37 移動間仕切

パネル材料のホルムアルデヒド放射量　※F☆☆☆☆　・　 (20.2.5)

表面材の種類 脚部種類 ドアエッジの材質 ドアエッジの形状
・メラミン樹脂系化粧板
・ポリエステル樹脂系化粧板・　

※幅木タイプ ※製造所の標準仕様
・アルミニウム製
・ステンレス製
・表面材と同材

・標準
・Ｒタイプ

38 トイレブース

　・SUS304　表面処理　※HL程度　　・　　　　　
材料の種類及び仕上げ

　・アルミニウム 表面処理（※標準仕様書 表14.2.1による種別（　　　　種）） 

(20.2.6)

・集成材(材種：　)
・ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ
・樹脂被膜ﾀｲﾌﾟ

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　・　
・
・

・30程度・35程度 ・45程度
・30程度・35程度 ・45程度
・34φ

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考

手すりの握り部分
　　　　　　色合等　・標準色（　　　　　　）　　・特注色（　　　　　　）

39 手すり

取付け工法　※接着工法　・埋め込み工法　・　
寸法(幅)　・35㎜程度　　・40㎜程度　　・50㎜程度
端部の形状　フラットエンド　・あり　・なし
形状　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂合等）　・タイヤレス製
　　　・アルミニウム製押出型材　・　
材種　・ステンレス製　　　　　　・黄銅製押出型材 (20.2.7)40 階段滑り止め

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合 Ｇ とする

・ｸﾛｽｽﾗｯﾄ
・ｱﾙﾐｽﾗｯﾄ

・１本操作ｺｰﾄﾞ式
※２本操作ｺｰﾄﾞ式

(20.2.11)

(20.2.12)

(20.2.14)

(20.2.15)

　合金製
※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　合金製 Ｇ

操作方法の種類
幅・高さ　

－・電動

・　
・図示

・100
・ 80

・　

・手動

　－・電動

・縦形

・　
・図示

・　
※鋼製

・　
※25

・　

※アルミニウム

・操作棒式
・コード式
※ギヤ式・手動・横形

(mm) 取付箇所
ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙ
の材種

ｽﾗｯﾄ幅
方法
操作

スラットの材種形式

縦型ブラインドのスラットの材質

取付け形式等(案内用図記号はJIS Z 8210による)
室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、
誘導標識、非常用進入口等の表示　　※消防法に適合する市販品　・　
 ・設置しない
　 材質　　　（・ステンレス製　・塩ビシート　）
　 形状・寸法（・30Φ　　　　　・　　　　　　）
・設置場所　※図示による
衝突防止表示

 ・SUS304（スリップ止め加工　※あり　　・なし　） 
材質及び仕上げ

 （※標準仕様書表 14.2.2による種別（※C種　　・　　　種））  
 ・鋼製　  表面処理　溶融亜鉛めっき 

　 Ｇ とする
　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は
　消防法で定める防炎性能の表示があるもの
スクリーンの仕様

材種　　　　　　　　　　・ガラス繊維製　・合成・天然繊維製

　 ※図示による

品質等　　　　　　　　　・　

操作方法　　　　　　　　・スプリング式　・コード式　・電動式
幅、高さ、取付箇所　　　・図示　・　

その他の材料　※ロールスクリーンの製造所の仕様による　・　

　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工
　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　　　　色　　※緑　　　　・　
・ホワイトボード（　　　　　　　　　　　）

　　　　種類　・ほうろう　・鋼製　　・　
・黒板　区分　※焼き付け　・　 (20.2.9)

　 ホワイトボード Ｇ
41 黒板及び

42 表示

43 タラップ

44 ブラインド

45 ロールスクリーン

　・鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書 表14.2.2による種別(　　種)）

[9.1.3]

[9.1.4]
　 除去（レベル２）

　 除去（レベル１）
除去対象範囲　　・図示　　　・　
除去工法　　　　※[9.1.3](2)(ｱ)による　　・　
除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有吹付け材等の処分

　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）
　・埋立処分（管理型最終処分場）

　※[9.1.4](2)による（原形のまま、手ばらしが可能な場合）
　　　除去対象範囲　・図示　　・　

除去工法

除去した石綿含有保温材等の処分
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置
　　　除去対象範囲　・図示　　・　
　・[9.1.3](2)による（損傷、劣化等で石綿粉塵を発散するおそれがある場合）

　・埋立処分（管理型最終処分場）
　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

[9.1.5]

　・ビニールシート等による養生を行う　　・ 　　
除去した石綿含有成形板の処分

　　　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）
　　　・埋立処分（安定型最終処分場）
　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板
　　　※埋立処分（管理型最終処分場）
　・石綿含有せっこうボード

除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分　

　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）
　・埋立処分（安定型最終処分場）

　 除去（レベル３）
除去対象範囲　・図示　　・　
石綿含有けい酸カルシウム板第一種の場合の隔離養生（負圧不要）方法

　・埋立処分（管理型最終処分場）
　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

除去対象範囲　・図示　　・　
着工前の試験施工　・行う　・行わない
除去工法（　　　　　　　　　　）
除去した石綿含有建築用仕上塗材等の飛散防止
　※密封処理　　※湿潤化　　・固形化
除去した石綿含有建築用仕上塗材等の処分

　 （レベル３）

[9.1.6]

　・埋立処分（安定型最終処分場）

[7.5.2～7.13.2]

ピグメントステイン塗りの工程等

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

８
 
環
境
配
慮
改
修
工
事

図示

A2-05
NS

46 カーテン

特記仕様書（改修その５）

　 及びカーテンボックス 材種　　・集成材（仕上げ：SOP）

 47
測定

240
10

 47
測定

120
10

30
5

 25
測定4,5

・JIS K 3850-1に基づいた測定

 試料の吸引流量(L/min)
 ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀの直径(mm)

 試料の吸引時間(min)

　測定4,5 ※ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ、粉じん相対温度計（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ粉じん計）、繊維状粒子
・自動測定器による測定

・各2又は3点　・(　)点

　　　　　　　 計測できる機器にて測定
　　　　　　　 自動計測器（ﾘｱﾙﾀｲﾑﾌｧｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ）等、排気の粉じん濃度を迅速に

・　

測定時期、場所及び測定点

測定方法

[9.1.1]

 

 

 

装置の排出口

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口

集じん・排気装置の

(処理作業室外の場合)

施工区画周辺又は敷地境界

※ ※ ・

※ ※ ・

・ ・ ・

※ ・

※ ・ ・

※ ・

ﾚﾍﾞﾙ1 ﾚﾍﾞﾙ2 ﾚﾍﾞﾙ3

適用
測定時期 測定場所

測定

名称 (処理作業室ごと)

測定点

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

処理作業前

処理作業中

・各2点　・(　)点

・各1点　・(　)点

　

処理作業室内※ ※ 測定７
・(　)点

・各1点　・(　)点

　出口吹出し風速

　1m/s以下の位置

・各2点(ﾚﾍﾞﾙ3は各1点)

施工区画周辺又は敷地境界 ・(　)点

・(　)点処理作業室内

去後1週間以降)

処理作業後(ｼｰﾄ撤

測定10

測定９

・

・ ・

・

・

・

施工区画周辺又は敷地境界測定８※※

処理作業後(隔離

ｼｰﾄ撤去前) ・4方向各1点

２ 石綿粉じん濃度測定

１ 石綿含有建材の事前
　 調査 工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付け

材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査し、報告する。

[9.1.1]

・4方向各1点 ・(　)点

・4方向各1点 ・(　)点

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　・集成材　SOP塗装

３ 石綿含有吹付け材の

４ 石綿含有保温材等の

５ 石綿含有成形板の

石綿含有建材の事前調査

　調査範囲（※撤去範囲全て　・図示　　　　　）
　貸与資料（・既存設計図書、石綿含有調査報告書　　　　）

　 塗材等の除去
６ 石綿含有建築用仕上

７ その他 ・近隣説明及び諸官庁への届出は受注者が行い、事前に監督員と協議をすること。

・埼玉県環境部大気環境課：石綿飛散防止対策マニュアル
　　　　　マニュアル（令和８年２月）
・環境省：建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底
　すること。
※アスベスト含有扱いの建材は、下記行政指導マニュアル等に従い適切に撤去処分

※

※

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

改修前

改修後

巾　木 壁 天　井 天井高 廻り縁 備　考

改修後

床室　名

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修前

改修後

玄関

作業室

廊下

湯沸室

静養室

食堂

事務室

外部仕上表

内部仕上表１

モルタル金ゴテVP【下地調整】

ビニールタイルｔ2.0【撤去】
ラワンOP　H60

トップライト【既存のまま】、スライディングウォール【既存のまま】ラワンOP　H60フローリングブロック【撤去】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP【下地調整】

押入【撤去】

フローリングブロック【撤去】
ラワンOP　H60
【下地調整一部撤去】

モルタル金ゴテVP【下地調整】

モルタル金ゴテVP【既存のまま】
【撤去】

塩ビシート【撤去】

フローリングブロック【撤去】
ラワンOP　H60
【撤去】

塩ﾋﾞ製
【撤去】

2,500
塩ﾋﾞ製

【撤去】

2,800
【撤去】
塩ﾋﾞ製

2,500
【撤去】
塩ﾋﾞ製

【撤去】
木製

2,800
塩ﾋﾞ製

【撤去】

2,500
【撤去】
塩ﾋﾞ製

2,800
塩ﾋﾞ製

【撤去】

軒・軒裏

ラワンOP　H60

塩ﾋﾞ製
【新設】

2,500
塩ﾋﾞ製

【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

2,800

2,500

2,500

2,800

2,500

化粧複合フローリングｔ15.0（塗装品）【新設】

モルタル金ゴテ　ビニル床シートｔ2.0【新設】

化粧複合フローリングｔ15.0（塗装品）【新設】

鋼製ＯＡフロアーH50
セメント系セルフレベリング　厚10

ビニル床タイル 500x500xt5

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

【新設】

EP-G塗装【新設】
既存モルタル金ゴテ

ソフト巾木　H60【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

ステンレス板貼【撤去】

【新設】

調理室

・

食品庫

（改修後のみ）

【新設】

【新設】

【新設】

モルタル金ゴテ　不燃クロス貼【新設】

モルタル金ゴテVP　H60

モルタル金ゴテVP　H150

【下地調整】

【下地調整】

【新設】

EP-G塗装【新設】
既存モルタル金ゴテ

2,750

A2-06
NS

【撤去】

ソフト巾木　H60

ソフト巾木　H60

ソフト巾木　H60

【撤去】

既存ラワン　SOP塗装

既存ラワン　SOP塗装

複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】

クラック：Uカットシール材充填方法

外壁

改修前

改修後

モルタル塗り仕上の上、複層塗材Ｅ（ゆず肌）ローラー仕上【既存のまま】

下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ【新設】

点字タイル【新設】

150角タイル【既存のまま】
ビニールタイルｔ2.0【撤去】
点字タイル【撤去】

下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】

下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】

既存150角タイル【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

人造石研出【既存のまま】

人造石研出【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

木床下地【撤去】
畳ｔ55【撤去】一部板張り【撤去】
一部ビニールタイルｔ2.0【撤去】

2,500
～2,650

2,500
～2,650

モルタル金ゴテVP【下地調整】
木製パーティション：ラワンベニヤｔ5.5　OP【撤去】

木製パーティション：ラワンベニヤｔ5.5　OP【撤去】

モルタル金ゴテVP【下地調整】

モルタル金ゴテVP【下地調整】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

木製巾木H60　SOP塗装

木製巾木H60　SOP塗装

モルタル金ゴテ【撤去】の上、ジュラクサテイン吹付【撤去】
畳寄せ【撤去】
ラワンOP　H60【撤去】

ビニル床シート巻上げ
H100【新設】
一部塗床H100【新設】

下地調整の上、防滑ビニル床シートｔ2.5【新設】
食堂改修部：モルタル金ゴテの上、防滑ビニル床シートｔ2.5【新設】
一部塗床【新設】

ソフト巾木　H60【新設】
一部SUS巾木 H60【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】
LGS65形　強化石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り(継目処理工法）EP-G塗装【新設】

LGS65形　強化石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り(継目処理工法）EP-G塗装【新設】

LGS65形　強化石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り(継目処理工法）EP-G塗装【新設】

LGS65形　強化石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り(継目処理工法）EP-G塗装【新設】

LGS65形　石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り（継目処理工法）不燃クロス貼【新設】

石膏ボードｔ9.0　EP【撤去】

LGS65形　石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り（継目処理工法）ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼【新設】
既存モルタル金ゴテ　ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼【新設】（垂れ壁共）

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】
（LGS天井下地19形＠225共）

石膏ボードｔ9.0　EP【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

石膏ボードｔ9.0　EP【撤去】

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

フレキシブルボードｔ6.3（アスベスト含有建材）VP【撤去】
（LGS天井下地共）

フレキシブルボードｔ6.3（アスベスト含有建材）VP【撤去】

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装【新設】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

木目調石膏ボードｔ9.0【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】
（LGS天井下地共）

ロックウール化粧吸音板 厚12【新設】
石膏ボード 厚9.5下地
（LGS天井下地19形＠360共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

木製額縁【下地調整】

既存木製額縁　SOP塗装【新設】、ﾋﾞﾆﾙ手摺φ34（木目調）【新設】

黒板【撤去】、木製棚【撤去】

木製下足入【撤去】、ｽﾁｰﾙ製傘立て【撤去】

手洗い【撤去】（機械設備工事）、掲示板【木製枠：下地調整】

手洗い【新設】（機械設備工事）、既存掲示板【木製枠：SOP塗装】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】、木製ｶｰﾃﾝBOX【下地調整】、木製額縁【下地調整】

ホワイトボード【新設】、木製棚【新設】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】、木製ｶｰﾃﾝBOX【下地調整】、木製額縁【下地調整】

調理機器【撤去】（機械設備工事）
木製額縁【下地調整・一部撤去】

調理機器【新設】（機械設備工事）
既存木製額縁　SOP塗装【新設】、ｱﾙﾐ額縁【新設】

木製ｶｳﾝﾀｰ【撤去】、手洗【撤去】（機械設備工事）、黒板【撤去】、掲示板【撤去】
木製ｶｰﾃﾝBOX【下地調整】、木製額縁【下地調整】

木製ｶｳﾝﾀｰ【新設】、手洗【新設】（機械設備工事）、ホワイトボード【新設】、掲示板【新設】

吊戸棚【撤去】、調理台【既存のまま】、湯沸器【既存のまま】
木製三方枠【下地調整】、木製片開扉【撤去】

2,500
2,350～

手洗・鏡【撤去】（機械設備工事）、掲示板【撤去】、黒板【撤去】、木製ｽｸﾘｰﾝBOX【下地調整】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【新設】、既存木製ｶｰﾃﾝBOX　SOP塗装【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【新設】、既存木製ｶｰﾃﾝBOX　SOP塗装【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】、木製ｶｰﾃﾝBOX【撤去】、木製額縁【下地調整】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【新設】、木製ｶｰﾃﾝBOX　SOP塗装【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】

100角タイル【撤去】

既存ﾀｲﾙ撤去部：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0直張り【新設】

木製下足入【新設】、SUS製傘立て【新設】

木製吊戸棚（ﾎﾟﾘ合板仕上）【新設】、既存木製三方枠　SOP塗装【新設】、LSD【新設】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【新設】、既存木製ｶｰﾃﾝBOX　SOP塗装【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】
手洗・鏡【新設】（機械設備工事）、ホワイトボード【新設】、既存木製ｽｸﾘｰﾝBOX SOP塗装【新設】

［本館］改修後・改修前　外部仕上表・内部仕上表１

川越市みよしの支援センター改築等工事

（一部）ＡＬＣ厚100　複層仕上塗材Ｅ【新設】

トップコート改修：外壁全面清掃（高圧水洗工法）の上、下塗材塗布、複層仕上塗材Ｅ用上塗材（２回）【新設】



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

巾　木 壁 天　井 天井高 廻り縁 備　考

内部仕上表２

改修後

床室　名

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修前

改修後

職員更衣室

↓

職員更衣室(女)

職員更衣室(男)

静養室

↓

相談室

倉庫

職員便所

改修後

改修前

機械室

雑品庫

ビニールタイルｔ2.0【撤去】
ラワンOP　H60
【下地調整】

モルタル金ゴテVP【下地調整】

畳寄せ【撤去】

ビニールタイルｔ2.0【撤去】
ラワンOP　H60

【下地調整】
モルタル金ゴテVP【下地調整】

モルタル金ゴテVP【下地調整】
【下地調整】
ラワンOP　H60

ビニールタイルｔ2.0【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

モルタル金ゴテVP【下地調整】

トイレブース【既存のまま】、衛生器具【既存のまま】
腰壁：磁器質100角タイル【既存のまま】
上壁：複層塗材【既存のまま】【既存のまま】

磁器質100角タイル

磁器質100角タイル
【既存のまま】

腰壁：磁器質100角タイル【既存のまま】
上壁：トップコート2回塗【既存のまま】

磁器質50角モザイクタイル【既存のまま】 トイレブース【既存のまま】、衛生器具【既存のまま】

【既存のまま】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP【下地調整】

2,500
塩ﾋﾞ製

【撤去】

木製
【撤去】

2,500
塩ﾋﾞ製

【撤去】

2,500
塩ﾋﾞ製

【撤去】

【撤去】
塩ﾋﾞ製

2,800

2,500
【撤去】
塩ﾋﾞ製

2,500
【撤去】
塩ﾋﾞ製

2,500
塩ﾋﾞ製

【撤去】

男子更衣室

女子更衣室

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

塩ﾋﾞ製
【新設】

－

－

－

－

2,500

2,500

2,500

2,800

2,500

2,500

2,500

2,500
【新設】

【新設】

【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】
EP-G塗装【新設】
既存モルタル金ゴテ

グラスウール断熱材ガラスクロス張りｔ50【新設】

グラスウール断熱材亀甲金網張りｔ50【撤去】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

既存モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】
EP-G塗装【新設】
既存モルタル金ゴテ

掲示板【撤去】、黒板【撤去】

ホワイトボード【新設】

押入【撤去】

モルタル金ゴテVP

モルタル金ゴテVP

EP-G塗装【新設】
既存モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ　塗床【下地調整】

既存モルタル金ゴテ　塗床【新設】

男子便所

女子便所

モルタル金ゴテ　EP-G塗装【新設】

可動間仕切壁【既存のまま】

NS

A2-07

既存ラワン　SOP塗装

既存ラワン　SOP塗装

既存ラワン　SOP塗装

下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】

下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】

下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】

改修後

改修前

塩ﾋﾞ製
【新設】

2,500

廊下に同じ 同左 同左 同左 同左 同左

トイレ

（調理用）

ソフト巾木　H60【新設】

ソフト巾木　H60【新設】
下地調整の上、ビニル床シートｔ2.0【新設】
（一部）モルタル金ゴテ、ビニル床シートｔ2.0【新設】

モルタル金ゴテ　塗床【既存のまま】

下地調整の上、塗床【新設】

下地調整の上、塗床【新設】

モルタル金ゴテ　塗床【既存のまま】

モルタル金ゴテ、ビニル床シートｔ2.0【新設】

磁器質50角モザイクタイル【既存のまま】

既存磁器質50角モザイクタイル【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

既存磁器質50角モザイクタイル【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

既存磁器質100角タイル

既存磁器質100角タイル
【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】
腰壁：磁器質100角タイル【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

腰壁：磁器質100角タイル【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

木床下地【撤去】
畳ｔ55【撤去】一部板張り【撤去】
一部ビニールタイルｔ2.0【撤去】

LGS65形　石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り（継目処理工法）EP-G塗装【新設】

LGS65形　石膏ボードｔ12.5+12.5両面張り（継目処理工法）不燃クロス貼【新設】

モルタル金ゴテ【撤去】の上、ジュラクサテイン吹付【撤去】

石膏ボードｔ9.0　WP【撤去】
（LGS天井下地共）

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

木目調石膏ボードｔ9.0【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

石膏ボードｔ9.0　WP【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

石膏ボードｔ9.0　WP【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

フレキシブルボードｔ6.3（アスベスト含有建材）VP【撤去】

フレキシブルボードｔ6.3（アスベスト含有建材）VP【撤去】

珪酸カルシウム板 目透かし張り ｔ6.0 EP-G塗装

グラスウール断熱材ガラスクロス張りｔ50【新設】

石膏ボードｔ9.0　WP【撤去】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

グラスウール断熱材亀甲金網張りｔ50【撤去】

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装【新設】

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

（LGS天井下地19形＠225共）

木製棚【下地調整】

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ【備品】

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ【備品】

木製棚【新設】

木製棚【撤去】

木製棚【撤去】
木製建具（枠共）【下地調整】

木製棚【新設】
既存木製建具（枠共）SOP塗装【新設】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【撤去】、木製ｶｰﾃﾝBOX【下地調整】、木製額縁【下地調整】

ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW300×L3000【撤去】、木製額縁【下地調整】

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ【新設】、既存木製ｶｰﾃﾝBOX　SOP塗装【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】

SUS製細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞW300×L3000【新設】、既存木製額縁　SOP塗装【新設】

前室

既存木製棚　SOP塗装【新設】、ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ【備品】

2,500
2,350～

L字型手摺【新設】
洋便器【新設】（機械設備工事）

［本館］改修後・改修前　内部仕上表２

川越市みよしの支援センター改築等工事



作業室２

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/100(A1)
1/200(A3)

倉庫

職員便所
機械室

廊下

テラス

花
壇

DN

DN

湯沸室

棚

棚
女子便所

男子便所

棚

棚

棚

棚

相談室

玄関

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

5,0005,0001,1001,7002,2002,2002,8005,0002,2004,800

Ｃ'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
,
8
0
0

3
,
7
0
0

3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

調理室

DN

女子更衣室
男子更衣室

職員更衣室（女）

雑品庫

DN

静養室

改修後　平面図　1/200（A3）

ポ
ー

チスロープ

スロープ

倉庫（Ａ） 倉庫(Ｂ)

作業室(B)

歩行者通路

歩行者通路

別館

トイレ
身障者用トイレ

作業室(A)

ポ
ー

チスロープ

スロープ

別館

自転車置場

テラス

花
壇

DN

DN

スロープ

2,000

2
,
0
0
0

隣
地
境
界
線

隣地境界線

5
,
0
0
0

4
7
,
0
0
0

43,200

3,6
00

隣地境界線

1
6,
2
00

隣地境界線 14,800
隣
地
境
界
線

1,
30
0

隣地境界線

1,700

隣
地
境
界
線

64,600道路境界線

(GL+300)

(GL+70)

(GL-90)

(GL±0) (GL±0)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-90)

(GL-120)
(GL-170)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)

(GL+40)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-120)

(GL-210)側溝天端

(GL-70)

(GL-160)

(GL-120)側溝天端

(GL+30)

(GL±0)

5,400 5,400

10,800

倉庫

脱衣

シャワー

相談室

多目的ﾄｲﾚ

作業室１

作業室３

玄関

ﾄｲﾚ(女)

小型バス　幅2010×全長7730

軽キャブ　幅1500×全長3400

(GL-100)

(GL+80)

(GL+580)
(GL+270)

(GL+170)
(GL+300）

食品庫

収納

ﾄｲﾚ(男)

棚

食堂

本館

作業室

事務室

職員更衣室（男）
トイレ

（調理用）

F-4

F-3

F-2

F-1

×10

F-6

F-5

F-9

F-10

F-11

1
8
,
9
0
0

9
,
4
5
0

9
,
4
5
0

4
,
2
0
0

新館

(GL-140)

道
路
境
界
線

道
路

境
界

線

(GL-210)

(GL+1150)側溝天端

(GL+170)側溝天端

2
7
,
0
0
0

2,800

5,000

市道1163号線

(GL+920)

(GL-190)側溝天端

F-12

(GL+100)

(GL+100)

Z-2

Z-1

A2-08

別図参照

●

●
●●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

● ● ●

●

●

●

新倉庫

別図参照

(GL-70)

(GL-320)

(GL-360)

(GL-200)

(GL-30) (GL-20)

(GL+450）

(GL+290)

(GL-40)

(GL±0)

(GL-10)

(GL-70)

(GL-10)

(GL+40)

(GL+40)

法第４２条第１項第一号道路

市道1164号線

法第４２条第１項第一号道路

【既存のまま】

● 室名札正面付　200×80（FK-81同等品）

ピクトサイン正面付　200□（ｱｸﾘﾙ板取外しﾀｲﾌﾟ：FK-200（正面型）同等品）

F-** 家具造作番号

既存ABC10型粉末消火器（床置）(既存消火器再利用)

Z-**

F-7

F-8

別図参照

ｶｳﾝﾀ-製作番号

［本館］改修後　平面図

川越市みよしの支援センター改築等工事



5

寸法

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/100(A1)
1/200(A3)

作業室

倉庫

職員更衣室

職員便所
機械室

事務室

廊下

テラス

花
壇

DN

DN

食堂

湯沸室

DN

棚

棚

押入
棚 棚

女子便所
男子便所

調理室

棚

棚

棚

棚

相談室

静養室

玄関

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

5,0005,0001,1001,7002,2002,2002,8005,0002,2004,800

Ｃ'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
,
8
0
0

3
,
7
0
0

3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

男子更衣室

女子更衣室

雑品庫

DN

ポ
ー

チスロープ

スロープ

本館

別館

自転車置場

テラス

花
壇

DN

DN

スロープ

DN

2,000

2
,
0
0
0

隣
地
境
界
線

隣地境界線

5
,
0
0
0

4
7
,
0
0
0

2,800

43,200

5,000

3,6
00

隣地境界線

1
6,
2
00

隣地境界線 14,800
隣
地
境
界
線

1,
30
0

隣地境界線

1,700

隣
地
境
界
線

64,600道路境界線 道
路
境
界
線

2
6
,
6
0
0

道
路

境
界

線

(GL+270)

(GL+300)

(GL+70)

(GL+580)

(GL-100)

(GL+80)

(GL-90)

(GL±0) (GL±0)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-90)

(GL-120)
(GL-170)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)
(GL+170)

(GL+300）

(GL+40)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-120)

(GL-210)

(GL+920)

(GL+1150)側溝天端

(GL+170)側溝天端

(GL-190)側溝天端

(GL-210)側溝天端

(GL-60)

(GL-70)

(GL-160)

(GL-120)側溝天端

(GL+30)

(GL±0)

ポ
ー

チスロープ

スロープ

倉庫（Ａ） 倉庫(Ｂ)

作業室(B)

歩行者通路

歩行者通路

別館

トイレ
身障者用トイレ

作業室(A)

(GL+100)

(GL+100)

A2-09

(GL-140)

(GL+40)

(GL+40)

市道1164号線

法第４２条第１項第一号道路

市道1163号線

法第４２条第１項第一号道路

【既存のまま】

既存倉庫【撤去】

既存風呂場【撤去】

1800×1600×H2500

改修前　平面図　1/200（A3）

既存ABC10型粉末消火器（床置）

作業室

室名 名称

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＡ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＢ

木製作業机Ａ

木製作業机Ｂ

木製作業机Ｃ

木製作業机Ｄ

ｽﾁｰﾙ製事務机

学校生徒用机

ｽﾁｰﾙ製椅子Ａ

事務用椅子Ａ

一人用ｿﾌｧｰ

木製収納ﾎﾞｯｸｽＡ

木製収納ﾎﾞｯｸｽＢ

倉庫

数量

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

移設

移設

撤去

移設

移設

移設

移設

2

1

6

4

1

1

1

1

26

1

1

1

2

室名 名称

移設

移設

移設

移設

移設

移設

移設

移設

1

1

28

1

10

1

1

1

数量 室名 名称 数量 室名 名称 数量寸法寸法寸法

1800x450xH700

900x450xH770

2700x900xH720

1350x900xH720

1650x760xH760

1800x900xH760

1000x700xH730

600x400xH730

450x450xH750

450x450xH850

550x600xH700

W400xD700xH970

W400xD620xH660

W900xD460xH2100

W1900xD620xH2330

W1900xD500xH2300

W900xD450xH1800

W450xD300xH900

W450xD300xH600

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＡ（棚板共）

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＢ（ﾌﾚｰﾑのみ）

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＣ（ﾌﾚｰﾑのみ）

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＢ棚板

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＣ棚板

ｽﾁｰﾙ棚Ａ

ｽﾁｰﾙ戸棚Ａ

台車Ａ

撤去

撤去

撤去

撤去

移設

移設

移設

移設

移設

移設

移設

移設

1

1

600x400xH510

φ300xH470

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）Ｂ

丸椅子

静養室 ﾒﾀﾙｼｪﾙﾌ W550xD350xH830 1 移設

移設

移設

移設

移設

移設

1

1

1

1

1

1

6

W500xD370xH1320

600x500xH750

W900xD515xH1800

600x400xH510

W860xD600xH600

W870xD650xH430

ｽﾁｰﾙ製ﾒｯｼｭ棚

ｽﾁｰﾙ製椅子Ｂ

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（3人用）

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）Ｂ

ﾌﾞﾗｳﾝ管ﾃﾚﾋﾞ

ﾃﾚﾋﾞ台Ｂ

撤去

撤去

雑品庫

2

5

1

1

1

1

1

1800x450xH730

1800x900xH710

W650xH530

W600xD460xH420

W600xD400xH500

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＣ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＤ

ﾃﾚﾋﾞ台Ａ

木製戸棚

薄型ﾃﾚﾋﾞ

食堂

廊下 ﾎﾟｰﾙﾊﾝｶﾞｰ H1700 1 移設

移設1700x700xH750ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＥ

W700xD550xH1160

W860xH2000

450x450xH750ｽﾁｰﾙ製椅子Ａ

ｱﾙﾐﾄﾞｱ（扉のみ）

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＤ（棚板共）機械室

相談室 ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＡ 移設

移設

移設

移設

移設

移設

2

1

5

1

1

1

1800x450xH700

530x500xH830

400x500xH700

W950xD380xH1600

W300xD600xH1250

W300xD400xH2150

事務用椅子Ｂ

折畳ﾊﾟｲﾌﾟ椅子

木製保管庫

体重計

身長計

事務室 ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＣ 1800x900xH710 移設

移設1800x750xH680ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙＦ

2

2

事務用椅子Ａ 450x450xH850 1 移設

移設4420x460xH740事務用椅子Ｃ

学校生徒用机 600x400xH730 1 移設

木製ﾃｰﾌﾞﾙ 900x450xH450 1 移設

折畳ﾊﾟｲﾌﾟ椅子 400x500xH700 7 移設

移設2400x500xH700ﾊﾟｲﾌﾟ椅子

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｂ W600xD400xH880 1 移設

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｃ W400xD600xH570 1 移設

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｄ W880xD380xH1340 1 移設

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｅ W880xD400xH880 1 移設

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｆ W880xD400xH940 1 移設

ｽﾁｰﾙ戸棚Ｇ W880xD400xH890 1 移設

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＥ（棚板共） W500xD400xH660 1 移設

ｽﾁｰﾙﾗｯｸＦ（棚板共） W400xD300xH970 1 移設

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅ W470xD700xH100 移設

台車Ｂ W470xD700xH900 1 移設

職員更衣室 移設

撤去

撤去

撤去

移設

移設

移設

1W900xD600xH1800ｽﾁｰﾙﾗｯｸＧ（棚板共）

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（1人用） W320xD515xH1800 2

2W900xD515xH1800ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（3人用）

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用） W900xD515xH1800 2

ｽﾁｰﾙ棚Ｂ W900xD450xH700 1

1W600xD200xH1500脚立

ｽﾁｰﾙ棚Ｃ W960xD310xH720 1

男子更衣室 ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用） W900xD515xH1800 6 撤去

女子更衣室 ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用） W900xD515xH1800 7 撤去

本館　備品撤去・移設リスト（本工事に含む）

900x900xH710

450x450xH750ｽﾁｰﾙ製椅子Ａ

860x240xH20

1730x300xH35

3

15

1

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）Ａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）Ｃ 1800x450xH330

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎1800×1250×H300【撤去】 1750×900×H2200（CB基礎共）

［本館］改修前　平面図

※撤去・移設前に施設管理者と調整を行うこと。また、移設先は工事の進捗により、敷地内の別棟等に移設とし、元の位置に再設置とする。

川越市みよしの支援センター改築等工事



倉庫

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

食堂 事務室

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

7,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

32,000

６ ７５４３２１

調理室

2
,
5
0
0

2
,
8
0
0

6,000 6,000 3,600

15,600

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ'

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

7,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

32,000

６ ７５４３２１

7,0005,0005,0005,0005,0005,000

32,000

６７ ５ ４ ３ ２ １

1/200(A3)
1/100(A1)

食堂

天井LGS下地
天井LGS下地天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地

床：塗床

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

▽FL
▽GL4

5
0

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

▽FL
▽GL4

5
0

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

4
5
0

▽FL
▽GL

ｱﾙﾐ片開扉
【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】 【新設】

【塗替】

【新設】 【新設】

2
,
7
5
0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地

作業室

【新設】

床：化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ15.0
【新設】

【新設】 【新設】

【新設】

【新設】

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 【新設】

床：防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.5 【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

床：化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ15.0 床：化粧複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ15.0
【新設】

床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5
鋼製OAﾌﾛｱH50 【新設】

改修後　西側立面図　1/200（A3）

改修後　断面図２　1/200（A3）改修後　断面図１　1/200（A3）

改修後　北側立面図　1/200（A3）

改修後　東側立面図　1/200（A3）改修後　南側立面図　1/200（A3）

FIX

FIX

A2-10

ｽﾁｰﾙ両開き戸
【新設】

換気扇フード（機械設備工事）
【新設】

複層仕上塗材Ｅ
ALC 厚100
【新設】

軒・軒裏：下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ
【新設】

テラス床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ【既存のまま】

軒・軒裏：下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ
【新設】

巾木：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引仕上【既存のまま】

6,0006,0003,600

ＡＢＣＣ'

2,900

18,500

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

換気扇フード（機械設備工事）
【新設】 軒・軒裏：下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ

【新設】

巾木：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引仕上【既存のまま】

6,000 6,000 3,600

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ'

2,900

18,500

FIX FIX

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

【新設】

軒・軒裏：下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ
【新設】

巾木：ﾓﾙﾀﾙ刷毛引仕上【既存のまま】

［本館］改修後　立面図・断面図

川越市みよしの支援センター改築等工事

外壁：トップコート改修

【新設】

外壁：トップコート改修

【新設】 外壁：トップコート改修
【新設】

外壁：トップコート改修
【新設】



改修前　東側立面図　1/200（A3）

改修前　西側立面図　1/200（A3）

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

作業室食堂 倉庫 事務室

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

7,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

32,000

６ ７５４３２１

調理室

2
,
5
0
0

2
,
8
0
0

6,000 6,000 3,600

15,600

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ'

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

7,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

32,000

６ ７５４３２１

改修前　断面図１　1/200（A3） 改修前　断面図２　1/200（A3）

改修前　南側立面図　1/200（A3）

7,0005,0005,0005,0005,0005,000

32,000

６７ ５ ４ ３ ２ １

改修前　北側立面図　1/200（A3）

1/200(A3)
1/100(A1)

食堂

【撤去】
ｱﾙﾐ両開扉

天井LGS下地【撤去】
天井LGS下地

【撤去】

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP【撤去】

床：塩ビシート【撤去】

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
【撤去】

【撤去】

天井LGS下地【撤去】 天井LGS下地【撤去】 天井LGS下地【撤去】 天井LGS下地【撤去】

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0 EP
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
【撤去】

【撤去】
天井：石膏ボードｔ9.0 EP

【撤去】

床：塗床
【下地調整】

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

▽FL
▽GL4

5
0

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

▽FL
▽GL4

5
0

3
,
8
5
0

4
,
3
0
0

4
5
0

▽FL
▽GL

FIX

FIX

A2-11

【撤去】
ｽﾁｰﾙ両引戸

0.7ｍ0.7ｍ0.7ｍ0.7ｍ

0.7ｍ0.7ｍ0.7ｍ

0.7ｍ0.7ｍ0.7ｍ

6,000 6,000 3,600

Ａ Ｂ Ｃ Ｃ'

2,900

18,500

FIX FIX

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ
【撤去】

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

6,0006,0003,600

ＡＢＣＣ'

2,900

18,500

3
,
8
5
0

4
5
0

4
,
3
0
0

▽GL
▽FL

テラス床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ【既存のまま】

外壁：モルタル塗り仕上の上、

【既存のまま】
複層塗材Ｅ（ゆず肌）ローラー仕上

外壁：モルタル塗り仕上の上、

【既存のまま】
複層塗材Ｅ（ゆず肌）ローラー仕上

【既存のまま】
複層塗材Ｅ（ゆず肌）ローラー仕上

外壁：モルタル塗り仕上の上、

【既存のまま】
複層塗材Ｅ（ゆず肌）ローラー仕上

外壁：モルタル塗り仕上の上、

複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】

複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】 複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】

複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】

クラック：Ｕカットシール材充填工法

クラック設計数量　7.0ｍ

巾木：外装薄塗材【既存のまま】

巾木：外装薄塗材【既存のまま】

巾木：外装薄塗材【既存のまま】

［本館］改修前　立面図・断面図

川越市みよしの支援センター改築等工事



【既存のまま】

下足入　1列×5段

【新設】

【新設】

【新設】

1
3
0

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

ＡＢ

6,000

Ｂ

ＢＡ

Ｄ

6,000

１２

Ｃ

7,000

２１

食堂
Ａ

7,000

C
H
=
2
,
8
0
0

C
H
=
2
,
5
0
0

２１

調理室
Ａ

4,800

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

C
H
=
2
,
8
0
0

ｽｸﾘｰﾝ 2000×3000

天井LGS下地

天井LGS下地

手洗器

天井LGS下地

１ ２

2,2004,800

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ'

Ｄ

6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
6
0
0

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

130 850
120

【
L
G
S1
】

【新設】
ｱﾙﾐ片開扉

自動手指洗浄消毒器

ガス炊飯器

ガスレンジ

ガス回転釜

消毒保管庫

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄﾃｰﾌﾞﾙ

LSD片開扉
【新設】

LSD片引戸

4
0
0

500

食堂

手洗器

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ2700×900
【新設】

2700×900

3,000

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

天井LGS下地
【新設】

【新設】 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

【新設】

【新設】

3,000

壁：EP-G塗装

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 【新設】

天井LGS下地
【新設】

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0
【新設】

8
0
0

8
0
0

SUS見切
【新設】

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
【既存のまま】

床：塗床
【新設】

巾木：塗床
【新設】 【新設】

【新設】

【新設】

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ

ＣＣ'

Ｂ

3,600

天井LGS下地

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装
【新設】

【新設】

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ
【新設】

3,000

8
0
0

8
0
0

１２

Ｃ

4,800

天井LGS下地
【新設】

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ

【新設】

【新設】

C
H
=
2
,
5
0
0

Ｃ'Ｃ

3,600

天井LGS下地
【新設】

【新設】

天井LGS下地
【新設】

【新設】
3,000

巾木：塗床
【新設】

1,472.5

Ａ

2
,
5
0
0

C
H
=

Ｃ

2,610390

Ｂ

1,472.5

【新設】
天井LGS下地

Ｃ
Ｃ

2,610 390

【新設】
天井LGS下地

【新設】
天井LGS下地

【新設】

【新設】
天井LGS下地

【新設】

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼

【新設】

食品庫

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ
【新設】

巾木：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ巻上げ
【新設】

1,213

7
1
0

1
,
0
9
0

120 900 1,180

1
,
7
0
0

1,525

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
【新設】

床：防滑ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.5

調理室

防
火

上
主

要
な

間
仕

切

壁：EP-G塗装

【新設】

【塗替】

LSD片引戸
【新設】

LSD片引戸
【新設】 【新設】

【新設】 【新設】

1
,
4
2
5

9
5
0

LSD片引戸

9
5
0

9
5
0

【新設】

1
3
0

1
3
0

8
2
.
5

1
3
0

LSD片引込戸

LSD片引込戸

LSD片引込戸 LSD片引込戸

改修後　食堂・調理室　平面詳細図　1/100（A3）

8
0
0

トイレ

（調理用）

化粧複合フローリングｔ15.0
【新設】

【LGS1】
防火上主要な間仕切

1
,
5
1
0

8
0
0

8
0
0

1,050 1,050 1,050

机450×1800×H700

椅子

22台【新設】

【新設】
1,4702,0001,200

330 200 100

配膳カウンター【新設】

ｱﾙﾐ3枚引窓【新設】

移動テーブル

冷凍冷蔵庫

冷凍庫

（S･TT･3005･NB2･C　S･LS-G754･C･LO･SL同等品）

（S･CM-001･AL･M同等品）

下足入　2列×4段
【新設】

【新設】

A2-12

鏡

【新設】
（機械設備工事）

（機械設備工事）

11台【新設】

ｱﾙﾐ額縁
【新設】

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装
ｶｰﾃﾝ・ｽｸﾘｰﾝBOX：SOP塗装

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

木製巾木H60　SOP塗装 既存木製巾木：SOP塗装
【塗替】

既存木製巾木：SOP塗装

額縁：集成材SOP塗装
【新設】

既存額縁：SOP塗装

引違い窓
【新設】

引違い窓
【新設】

ｱﾙﾐ3枚引窓
【新設】

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼
【新設】

額縁：集成材SOP塗装
【新設】

垂れ壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼

垂れ壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼

ｱﾙﾐ額縁
【新設】

SUS巾木H60

SUS床見切
【新設】

Ｄ
※ﾒﾗﾐﾝ化粧板　端部・出隅・入隅・継目部：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

ｱﾙﾐ3枚引窓
【新設】

ｱﾙﾐ引違窓

給湯器
【新設】

機械設備工事

【新設】
機械設備工事

【新設】
ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ厚20

900

9
2
0

Ｄ

※ﾒﾗﾐﾝ化粧板　端部・出隅・入隅・継目部：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装 天井：ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 EP-G塗装

【新設】

【新設】

（側面共）
【新設】

【新設】

※ﾒﾗﾐﾝ化粧板　端部・出隅：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ、ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板取合部：ｼｰﾘﾝｸﾞ

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

【新設】

【新設】【新設】

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】

天端：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ厚20 【新設】
壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0（側面共）

【新設】

既存木製額縁：SOP塗装

既存木製額縁：SOP塗装
【新設】

【新設】
壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼

SUS見切 【新設】

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0貼
【新設】 SUS見切

【新設】

【新設】
枠：下地補修の上、集成材SOP塗装

枠：下地補修の上、集成材SOP塗装
【新設】

既存ﾗｲﾆﾝｸﾞ：W900×D150×H920

【LGS2】：LGS壁下地65形　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）新設

【LGS1】：LGS壁下地65形　強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）（ｽﾗﾌﾞ・梁下まで）1時間耐火壁 新設

：厨房機器（機械設備工事）

ｷｬﾋﾞﾈｯﾄﾃｰﾌﾞﾙ

二槽シンク

二
槽

水
切

付
シ

ン
ク

テーブル型冷蔵庫

【既存のまま】
花壇

足洗場
【既存のまま】

ﾍｱｰﾗｲﾝ【新設】

［本館］改修後　食堂・調理室・食品庫平面詳細図・展開図

シェルフ

食品庫

【LGS2】

1,200 977.5

手洗器【新設】
機械設備工事

6
0
0

1
,
1
0
2
.
5

9
7
.
5

川越市みよしの支援センター改築等工事

【
L
G
S2
】

シャワーシンク



掲示板2700×900

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

ＡＢＣ

6,000 6,000

Ｂ

ＣＢＡ

Ｄ

6,0006,000

１２

Ｃ

7,000

FIX

FIXFIX

OPEN

２１

食堂
Ａ

7,000

C
H
=
2
,
8
0
0

FIX

OPEN

Ｃ'Ｃ１２

ＤＣ

3,6004,800

C
H
=
2
,
5
0
0

ＣＣ'２１

調理室
Ｂ

3,600

Ａ

4,800

調理室

棚

棚

１ ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ'

Ｄ

6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
6
0
0

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

2,2004,800

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

【撤去】

【撤去】

【撤去】

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
【既存のまま】

冷凍冷蔵庫

食器戸棚

【撤去】

食堂

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

【撤去】

SUS見切
【撤去】

【下地調整】

床：防水ﾓﾙﾀﾙ

【撤去】

下足入
【撤去】

ｱﾙﾐｻｯｼ

【撤去】

【撤去】

【撤去】

木製ガラス垂れ壁
【撤去】

C
H
=
2
,
8
0
0

【撤去】

【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

掲示板 黒板 掲示板

【撤去】 【撤去】 【撤去】

ｽｸﾘｰﾝ 2000×3000
【既存のまま】

【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ｶｰﾃﾝ・ｽｸﾘｰﾝBOX
【下地調整】

天井LGS下地
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

【下地調整】
ｶｰﾃﾝBOX

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

手洗器

手洗器
【撤去】

100角ﾀｲﾙ 【撤去】

木製ガラス垂れ壁

【撤去】

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP 【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0天井：化粧石膏ボードｔ9.0

天井：化粧石膏ボードｔ9.0
【撤去】 天井：化粧石膏ボードｔ9.0

天井LGS下地
【撤去】

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP 【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

【撤去】
ｿﾌﾄ巾木

【撤去】

【撤去】
ｿﾌﾄ巾木

【撤去】
ｿﾌﾄ巾木

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ
【撤去】

ｽﾃﾝﾚｽ板貼
【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

木製ガラス垂れ壁
【撤去】

【撤去】
木製ガラス垂れ壁

木製引戸

木製引戸

冷凍庫

掲示板2700×900

黒板2700×900

2700×900 2700×900 2700×900

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

改修前　食堂・調理室　平面詳細図　1/100（A3）

回転釜

二槽シンク

水切付二槽シンク

床：塩ビシート
【撤去】

洗面器

戸棚

シャワーシンク

台下冷蔵庫

1.0ｍ

1.6ｍ

1.3ｍ

0.8ｍ

1.0ｍ0.7ｍ 0.9ｍ
0.4ｍ

1.7ｍ

0.2ｍ

0.9ｍ

0.8ｍ
0.6ｍ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

A2-13

（機械設備工事）

鏡

【撤去】
（機械設備工事）

台下戸棚

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝH2500

木製額縁
【撤去】

木製額縁

ｽﾃﾝﾚｽ板貼
【撤去】

【撤去】

木製枠W180
【撤去】

人研ぎ石W150
【撤去】

：ｶｯﾀｰ入れを示す

木製引戸
【撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁
【一部撤去】

ｿﾌﾄ巾木

木製引戸
【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ｺﾝｸﾘｰﾄ
【一部撤去】

1
0
0

100

1
0
0

※　****　【撤去】は機械設備工事とする。

土間コンクリート

【撤去】自動手指洗浄消毒器

【撤去】

移動式調理台

【撤去】

炊飯器置台

【撤去】

【撤去】

給湯器

【撤去】

【撤去】
【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

移動台

作業台

【撤去】

【撤去】 【撤去】 置台（スライダー付）

【撤去】

食器消毒保管機

【撤去】

【撤去】

１槽シンク

【撤去】

【撤去】

シェルフ
【撤去】

【撤去】

【撤去】

ガスレンジ【撤去】

※厨房機器・給湯器・手洗撤去（機械設備工事）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端：人研ぎ石W150
【撤去】

クラック設計数量　11.9ｍ

［本館］改修前　食堂・調理室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)
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Ａ Ｂ Ｃ
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

棚1440×350×H1200

天井LGS下地

5,000 5,000 5,000

２ ３ ４ ５

防火上主要な間仕切【LGS1】 防火上主要な間仕切【LGS1】 防火上主要な間仕切【LGS1】
廊下

500 1,100
130 1,100

130 325
175

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ2700×900

作業室

【新設】

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
2700×900

壁：EP-G塗装
壁：EP-G塗装

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
2700×900

壁：EP-G塗装
【新設】

壁：EP-G塗装
【新設】

【新設】

【新設】 【新設】 【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装

【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

【LGS1】：LGS壁下地65形　強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）（ｽﾗﾌﾞ・梁下まで）1時間耐火壁 新設

改修後　作業室　平面詳細図　1/100（A3）

LSD片引込戸【新設】

LSD片引込戸【新設】

LSD片引込戸【新設】

床：化粧複合フローリングｔ15.0
【新設】

10台【新設】

800 800

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ【既存のまま】

【既存のまま】ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ2700×900
【新設】

950950

（作業室兼食堂）

天井LGS下地
【新設】

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地【新設】

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地【新設】

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地【新設】

（棚段：可動） 棚1440×350×H1200
（棚段：可動）
【新設】

（棚段：可動） 【新設】 （棚段：可動）【新設】

（棚段：可動）

（棚段：可動）
【新設】

（棚段：可動）【新設】

（棚段：可動）【新設】

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
1500×900

LSD片引込戸【新設】

壁：EP-G塗装
【新設】

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
1500×900

1,885 1,100 130

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ1500×900
【新設】

LSD片引込戸

椅子
28台【新設】

（S･CM-001･AL･M同等品）

（S･TT･3005･NB2･C　S･LS-G754･C･LO･SL同等品）

机450×1800×H700
14台【新設】

20台【新設】
椅子

（S･CM-001･AL･M同等品）

A2-14

既存巾木：SOP塗装 木製巾木H60 SOP塗装 木製巾木H60 SOP塗装 木製巾木H60 SOP塗装既存巾木：SOP塗装 既存巾木：SOP塗装

天井LGS下地
【新設】

木製両引戸（枠共）：SOP塗装

SUS床見切

SUS床見切
【新設】

【新設】
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ1500×900

LSD片引込戸
SUS床見切

【新設】

天井LGS下地
【新設】 ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

天井：ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地【新設】

天井LGS下地
【新設】

1,330

化粧石膏ボード 厚9.5

化粧石膏ボード 厚9.5

天井LGS下地
【新設】

1,330

ｱﾙﾐ格子ﾙｰﾊﾞｰ25×25 厚25
落下防止ﾜｲﾔｰ付 【新設】

ｱﾙﾐ格子ﾙｰﾊﾞｰ25×25 厚25
落下防止ﾜｲﾔｰ付 【新設】

棚6320×350×H1200

棚6320×350×H1200

床付戸当り
【新設】

床付戸当り
【新設】

棚5260×350×H1200

棚5260×350×H1200

棚5470×350×H1200

棚5470×350×H1200

【新設】
【新設】

【新設】【新設】【新設】

【新設】

【新設】

【新設】【新設】

【新設】

【新設】【新設】【新設】【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

既存木製額縁：SOP塗装 既存木製額縁：SOP塗装

既存木製額縁：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

机900×2700×H800

【新設】

【新設】

［本館］改修後　作業室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
【撤去】

廊下

【撤去】
木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0EP【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)
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Ｂ

6,0006,000

Ｃ Ｂ Ａ

5,000 5,000 5,000

Ａ
作業室

２ ３ ４ ５

OPEN

2
,
8
0
0

C
H
=

5,0005,0005,000

Ｃ
５ ４ ３ ２

2
,
8
0
0

C
H
=

5,000

テラス

DN

DN

棚

5,000 5,000

２ ３ ４ ５

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

【撤去】
黒板2500×1200

【撤去】
黒板2500×1200

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ【既存のまま】 ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞｳｫｰﾙ【既存のまま】

棚6340×350×H1200
【撤去】

棚1440×350×H1200
【撤去】

棚5470×350×H1200
【撤去】

棚5260×350×H1200
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0EP【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

【下地調整】
モルタル金ゴテVPモルタル金ゴテVP

【下地調整】

黒板2500×1200
【撤去】

黒板2500×1200
【撤去】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【撤去】
木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

【撤去】
木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5 OP
【撤去】 ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5 OP

【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【下地調整】

【撤去】
棚6340×350×H1200 棚1440×350×H1200

【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0EP

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0EP

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

棚5260×350×H1200
【撤去】

棚5470×350×H1200
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

木製両引戸（枠共）

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

作業室

改修前　作業室　平面詳細図　1/100（A3）

1.7ｍ

0.8ｍ

0.5ｍ 0.8ｍ
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1.0ｍ

1.7ｍ

1.6ｍ

0.7ｍ 1.6ｍ
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0.4ｍ
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0.4ｍ

1.0ｍ

1.7ｍ 1.3ｍ

0.8ｍ 1.0ｍ

0.7ｍ

1.7ｍ

2.1ｍ

0.7ｍ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

A2-15

床ｺﾝｾﾝﾄ撤去（電気設備工事）
ﾓﾙﾀﾙ充填　6か所【新設】

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

【撤去】

木製額縁
【下地調整】

0.6ｍ

ｱｸﾘﾙ板
【撤去】

ｱｸﾘﾙ板
【撤去】

1.6ｍ

クラック設計数量　52.2ｍ

（塗潰し範囲） （塗潰し範囲） 【撤去】
木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

（塗潰し範囲）

［本館］改修前　作業室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



男子更衣室

【新設】

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

4,0002,500
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Ｃ Ｄ

4,000
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6
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Ｂ

Ｃ

1
9
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5,000

５ ６

175 190

女子更衣室

男子更衣室

女子更衣室

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地

可動間仕切壁
【既存のまま】

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井LGS下地

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井LGS下地 天井LGS下地 天井LGS下地

8
0
0

職員更衣室（女）

職員更衣室（女）

LSD片開扉
【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

【新設】【新設】

【新設】【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】 【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装
壁：EP-G塗装

【既存のまま】ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

LSD片開扉

5,000

Ｃ
６ ５

天井LGS下地

【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

壁：EP-G塗装

3
6
0

2
,
0
0
0

1
0
0

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5

改修後　女子更衣室・男子更衣室・職員更衣室（女）平面詳細図　1/100（A3）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0

A2-16

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【既存のまま】

SOP塗装 SOP塗装

（ﾛｯｶｰ下部共）
【新設】

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
（ﾛｯｶｰ下部共）

【新設】

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
（ﾛｯｶｰ下部共）

【新設】

既存棚4460×380×H1900 SOP塗装
【新設】

【新設】

【新設】
既存棚4460×380×H1900

SOP塗装
【新設】 【新設】

【新設】

既存棚4460×380×H1900

【新設】

【新設】
既存棚4460×380×H1900

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【既存のまま】

（ﾛｯｶｰ背面共）
【新設】

（ﾛｯｶｰ背面共）
【新設】

（ﾛｯｶｰ背面共）
【新設】

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ
ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ
（別途備品）

（別途備品）

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（別途備品）

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装 既存木製巾木：SOP塗装 既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

FIX

［本館］改修後　男子更衣室・女子更衣室・職員更衣室（女）平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)
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175 190

女子更衣室

男子更衣室

女子更衣室

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ

床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ

棚4460×380×H1900

【下地調整】

可動間仕切壁
【既存のまま】

モルタル金ゴテVP

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

天井LGS下地
【撤去】

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【既存のまま】ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】 【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP 【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

天井LGS下地
【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

可動間仕切壁
【既存のまま】

可動間仕切壁
【既存のまま】

モルタル金ゴテVP

天井LGS下地
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

【下地調整】

【既存のまま】ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
【下地調整】

モルタル金ゴテVP

天井LGS下地
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

天井LGS下地
【撤去】

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

可動間仕切壁
【既存のまま】

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP 【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

モルタル金ゴテVP

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

【撤去】
天井LGS下地

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

棚4460×380×H1900

【下地調整】

木製片開扉
【撤去】

【撤去】天井：石膏ボードｔ9.0WP

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】
天井LGS下地

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

棚4460×380×H1900

【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】棚4460×380×H1900

【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

8
0
0

【撤去】
木製片開扉

職員更衣室

職員更衣室

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】

改修前　女子更衣室・男子更衣室・職員更衣室　平面詳細図　1/100（A3）

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【既存のまま】

0.6ｍ

0.6ｍ 0.6ｍ 0.4ｍ
0.4ｍ

1.4ｍ

1.6ｍ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

A2-17

（ﾛｯｶｰ下部共）
【撤去】

（ﾛｯｶｰ下部共）
【撤去】

（ﾛｯｶｰ下部共）
【撤去】

（ﾛｯｶｰ背面共）【下地調整】

（ﾛｯｶｰ背面共）
【下地調整】

（ﾛｯｶｰ背面共）
【下地調整】

男子更衣室

W900×D515×H1800　7台

W900×D515×H1800　6台

既存ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用）

既存ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用）

W900×D515×H1800　2台
既存ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（4人用）

【撤去】

【撤去】

【撤去】

既存ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（1人用）
W320×D515×H1800　2台

【撤去】

既存ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（3人用）
W900×D515×H1800　2台

【撤去】

クラック設計数量　5.6ｍ

［本館］改修前　男子更衣室・女子更衣室・職員更衣室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)
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棚

花
壇
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0
0
0

1
2
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ
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5,000 5,000175

190 190
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5,000

事務室
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Ｂ
６ ７ Ｃ Ｂ Ａ

C
H
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5,000

Ｃ
６７

FIX

FIX

5,000

Ａ
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6,000

Ｂ
５ ６ Ｂ Ａ

2
,
8
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C
H
=

5,000 6,000

ＤＣ
６ ５ Ａ Ｂ

2005,8006,000

Ｄ
ＣＢＡ

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

床：塗床

2
,
0
0
0

1
,
8
0
0

1,500 2,000 1,310 190

天井LGS下地 天井LGS下地天井LGS下地

天井LGS下地

天井LGS下地 天井LGS下地

天井LGS下地 天井LGS下地

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

LSD片開扉
【新設】

【新設】

【塗替】

【塗替】

105 850 130 2,130 1,200 395

DN

6
0
0

6
0
0

FL+50

FL±0

防火上主要な間仕切【LGS1】

1/12勾配

1,030

FL±0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5

鋼製OAﾌﾛｱH50
【新設】

掲示板

【新設】

壁：EP-G塗装

【新設】

【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】 9

5
0

8
5
0

8
5
0

7
5
0

8
5
0

5
0

【新設】

【新設】
SUS巾木H60
【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】 【新設】

【新設】 【新設】

壁：EP-G塗装

ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】 鋼製OAﾌﾛｱH50

床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5

【新設】
鋼製OAﾌﾛｱH50
床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5

【新設】
鋼製OAﾌﾛｱH50
床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5

【新設】

鋼製OAﾌﾛｱH50
床：ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙｔ5

【新設】

FL±0

壁：EP-G塗装

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

2700×900

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

壁：EP-G塗装

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

掲示板
【新設】

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】 天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

【新設】

【新設】【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

FIX FIX

ｽﾁｰﾙ両開き戸
【新設】

ｽﾁｰﾙ両開き戸

LSD片開扉
【新設】

【新設】

ｱﾙﾐ引違窓
【新設】

2
,
8
0
0

C
H
=

掲示板【新設】

掲示板
【新設】

2700×900

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

【新設】
【
L
G
S
3】

【LGS1】：LGS壁下地65形　強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）（ｽﾗﾌﾞ・梁下まで）1時間耐火壁 新設

【LGS3】：LGS壁下地65形　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（片面）新設

改修後　事務室・倉庫　平面詳細図　1/100（A3）

LSD片引込戸

LSD片引込戸【新設】

棚5640×900×H1900棚5640×900×H1900

棚5640×900×H1900

【新設】
棚5640×900×H1900

2
,
7
5
0

5
0

C
H
=
2
,
7
5
0

5
0

A2-18

既存額縁：SOP塗装

既存額縁：SOP塗装

既存額縁：SOP塗装

※ﾒﾗﾐﾝ化粧板　端部・出隅：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ、ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板取合部：ｼｰﾘﾝｸﾞ

SUS見切H50 【新設】

SUS見切H50

【新設】SUS見切H50

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装
ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

木製両引戸（枠共）SOP塗装

木製両引戸（枠共）SOP塗装

8
0
0

事務室
1/12勾配

DN
FL+50

600

8
8
0

SUS見切H50 【新設】

手洗器
【新設】

（機械設備工事）

手洗器【新設】

鏡【新設】
（機械設備工事）

（機械設備工事）

9
2
0

8
7
0

5
0

900

天端：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ厚20

壁：ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0（側面共）
【新設】

【新設】

既存ﾗｲﾆﾝｸﾞ：W900×D150×H870

【新設】
ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0（側面共）

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】 【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】

【新設】

【新設】【新設】

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
【新設】

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
【新設】

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
【新設】

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
【新設】

FIX

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
【新設】

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
【新設】

［本館］改修後　事務室・倉庫平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

倉庫

棚

花
壇

DN

5
,
8
0
0

5
,
8
1
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
2
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

4,8104,810

5,000 5,000175

190 190

2
0
0

1
9
0

７５ ６

Ａ

5,000

事務室

200 5,800 6,000

Ｂ
６ ７ Ｃ Ｂ Ａ

FIX

2
,
8
0
0

C
H
=

5,000

Ｃ
６７

FIX

FIX

5,000

Ａ
倉庫

6,000

Ｂ
５ ６ Ｂ Ａ

2
,
8
0
0

C
H
=

5,000 6,000

ＤＣ
６ ５ Ａ Ｂ

FIX FIX

2005,8006,000

Ｄ
ＣＢＡ

FIX

2
,
8
0
0

C
H
=

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

床：塗床
【下地調整】

棚3910×1030×H1900
棚5580×900×H1900

【撤去】

【下地調整】
木製両引戸（枠共）

ｽﾁｰﾙ両引戸
【撤去】

2
,
0
0
0

1
,
8
0
0

1,500 2,000 1,310 190

120 800 2,205 1,385 300

8
0
0

木製片開扉
【撤去】

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

【撤去】
事務室

手洗器
【撤去】

【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】

（建具・掲示板共）
木製間仕切壁

天井：化粧石膏ボードｔ9.0

天井LGS下地
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

100角ﾀｲﾙ

【撤去】

【撤去】

木製間仕切壁
（建具・掲示板共）

【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

木製間仕切壁
（建具・掲示板共）

【撤去】

【撤去】

天井LGS下地

掲示板

【撤去】

黒板
2700×900
【撤去】

870×900
掲示板

870×900
【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

木製片開扉
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】

天井LGS下地【撤去】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

棚5580×900×H1900棚3910×1030×H1900
【撤去】 【撤去】

棚5580×900×H1900
【撤去】

棚3910×1030×H1900

天井：石膏ボードｔ9.0WP

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

【撤去】

天井LGS下地【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0WP【撤去】

天井LGS下地【撤去】

【下地調整】棚5580×900×H1900
【撤去】

モルタル金ゴテVP

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ｽﾁｰﾙ両引戸
【撤去】 【下地調整】

木製両引戸（枠共）

天井：石膏ボードｔ9.0WP

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

【撤去】

天井LGS下地【撤去】

【撤去】

棚3910×1030×H1900
【撤去】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

改修前　事務室・倉庫　平面詳細図　1/100（A3）

0.3ｍ 0.3ｍ

0.9ｍ 0.7ｍ
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0.8ｍ

0.4ｍ

1.1ｍ

0.6ｍ

0.9ｍ
1.5ｍ

0.9ｍ

2.2ｍ

0.7ｍ

1.7ｍ
2.9ｍ

0.6ｍ

0.6ｍ
0.6ｍ

0.9ｍ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

A2-19

掲示板
【撤去】

人研ぎ石W150
【撤去】

手洗器
【撤去】

（機械設備工事）

（機械設備工事）

クラック設計数量　22.7ｍ

【撤去】木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
（ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5　OP、木下地共）

（塗潰し範囲）

［本館］改修前　事務室・倉庫平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

3,000

Ｄ
Ｃ' Ｄ

3,000

Ｂ
Ｄ Ｃ'

5,000

Ｃ
７ ６

Ａ

5,000

６ ７

2
,
5
0
0

C
H
=

相談室

機械室

1905,000

２ ３

3
,
7
1
0

7
9
0

2
,
9
0
0

Ｃ'

Ｄ

1
0
0

7
1
0

7
8
0

Ａ

5,000

機械室

２ ３

2,900 810

Ｄ Ｃ'

Ｂ

Ｃ

5,000

３ ２

Ｄ

2,900810

Ｃ' Ｄ

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50 天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50

流し台

Ｄ

Ｃ'

3
,
0
0
0

190190 4,620

5,000

６ ７

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

【新設】

【新設】 【新設】

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張

ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張

床：塗床

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】天井：化粧石膏ボードｔ9.5
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井：化粧石膏ボードｔ9.5天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井LGS下地

【新設】

天井LGS下地

【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

800

105

相談室

【新設】

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ1800×900
【新設】

2
,
5
0
0

C
H
=

1800×900
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

【新設】

LSD片引戸

【新設】

FIX

LSD片引戸
【新設】

130

改修後　機械室　平面詳細図　1/100（A3）

改修後　相談室　平面詳細図　1/100（A3）

A2-20

既存空調室内機1170×720×H1900【既存のまま】

ＳＵＳ細目グレーチングW300×L3000
【新設】

既存額縁：SOP塗装

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
【新設】

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50
【新設】ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張

天井LGS下地

【新設】

既存基礎：1110×1880×H120
塗床（空調室内機架台まで）

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】
既存ｽﾁｰﾙ親子扉 SOP塗装

既存ｽﾁｰﾙ片開扉 SOP塗装

既存ｽﾁｰﾙ片開扉 SOP塗装
【新設】

既存ｽﾁｰﾙ親子扉 SOP塗装
【新設】

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装 既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
【新設】 【新設】

【新設】 【新設】
既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

既存木製額縁：SOP塗装

既存木製額縁：SOP塗装

【新設】

【新設】

既存木製額縁：SOP塗装
【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】 既存ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

既存ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製巾木：SOP塗装
【新設】

既存木製額縁：SOP塗装

既存ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装

既存ｶｰﾃﾝBOX：SOP塗装
【新設】

天井LGS下地
【新設】

3
,
6
8
0

C
H
=

3
,
6
8
0

C
H
=

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

［本館］改修後　機械室・相談室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)
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機械室
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Ｄ

1
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Ａ

5,000

機械室

２ ３

2,900 810

Ｄ Ｃ'

Ｂ

Ｃ

5,000

３ ２

Ｄ

2,900810

Ｃ' Ｄ

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50
【撤去】

ｽﾁｰﾙ片開扉
ｽﾁｰﾙ親子扉
【下地調整】
（内側のみ）

巾木：モルタル金ゴテVP 巾木：モルタル金ゴテVP

巾木：モルタル金ゴテVP 巾木：モルタル金ゴテVP

【下地調整】

【下地調整】 【下地調整】

【下地調整】 【下地調整】

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50
【撤去】

天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50
【撤去】

【下地調整】

【下地調整】ｽﾁｰﾙ片開扉

ｽﾁｰﾙ親子扉
【下地調整】

流し台
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0 【撤去】

天井LGS下地

【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

ﾗﾜﾝ巾木
【下地調整】

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【撤去】
天井：化粧石膏ボードｔ9.0

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0

【撤去】

天井LGS下地

【撤去】

天井LGS下地

【撤去】

掲示板

【撤去】

木製片開扉
【撤去】

天井：化粧石膏ボードｔ9.0
【撤去】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

天井LGS下地

【撤去】

Ｄ

Ｃ'

3
,
0
0
0

相談室

木製片開扉
【撤去】

190190 4,620

5,000

６ ７

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

改修前　相談室　平面詳細図　1/100（A3）

改修前　機械室　平面詳細図　1/100（A3）

黒板
1800×900
【撤去】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

ｶｰﾃﾝBOX
【下地調整】

1700×900

床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ
【撤去】

黒板1800×900

掲示板1700×900
【撤去】

【撤去】

A2-21

床：塗床

既存空調室内機1170×720×H1900【既存のまま】

基礎：1110×1880×H120【既存のまま】

スチール製グレーチングW300×L3000
【撤去】

【撤去】
天井・壁：ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材ｔ50

：ｶｯﾀｰ入れを示す

120ｺﾝｸﾘｰﾄ壁
【一部撤去】

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁
【一部撤去】

120

3
,
6
8
0

C
H
=

3
,
6
8
0

C
H
=

［本館］改修前　機械室・相談室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



床：塗床

Ｄ

Ｃ'

1
,
6
0
0

2
,
9
0
0

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

湯沸室

６５

1905,0001,1001,700

棚
雑品庫

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

静養室

800 床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0

静養室

【新設】

【新設】

1,700 2,900 1,700

1,700 1,600 1,700 1,600

2
,
5
0
0

ＢＡ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｄ Ｃ'

Ｃ' Ｃ'

OPEN

C
H
=

雑品庫

湯沸室

天井LGS下地 天井LGS下地

棚：2740×580×H1900

2
,
5
0
0

C
H
=

2,900

Ｄ
Ｃ' Ｄ

天井LGS下地天井LGS下地

棚：2740×580×H1900

流し台【既存のまま】

吊戸棚

天井LGS下地
天井LGS下地 天井LGS下地

【LGS2】

【
L
G
S2
】

【LGS2】：LGS壁下地65形　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）新設

【LGS4】：LGS壁下地65形　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5（両面）新設

改修後　静養室・職員更衣室（男）・雑品庫・湯沸室　平面詳細図　1/100（A3）

職員更衣室（男）10.5ｍ2

14.5ｍ2

1,100 400 4,790

2
,
3
0
0

2
,
2
0
0

8
5
0

1
0
5

1
3
0

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0

850 130
105

910

1
,
8
2
0

4
8
0

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】 【新設】

【新設】

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井：化粧石膏ボードｔ9.5
【新設】

壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井：化粧石膏ボードｔ9.5天井：化粧石膏ボードｔ9.5

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0【新設】

【新設】

天井LGS下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0 ﾒﾗﾐﾝ化粧板ｔ3.0【新設】 【新設】

【塗替】

1,100 5,000

６５

天井LGS下地

【新設】

Ｄ

2,300

Ｂ

1,100

Ｃ
５６

Ｄ
Ｄ

2,300

Ｄ

1,600

Ｃ'

600

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

天井LGS下地

【新設】

Ｃ
６ ５

天井LGS下地

【新設】

4,600 400
【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

1,600

Ｃ'

600

Ｂ

天井LGS下地

【新設】

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

６５

天井LGS下地

【新設】

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

天井：化粧石膏ボードｔ9.5【新設】

4,600400

2
,
5
0
0

C
H
=

Ａ
職員更衣室（男）

1,600

Ｃ'

600

【新設】

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

天井LGS下地

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】
LSD片引戸
【新設】

Ｂ

1,100

５

Ｃ

1,600

Ｃ'

600

【新設】

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

天井LGS下地

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

Ｄ

ｿﾌﾄ巾木H60

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

【新設】
壁：EP-G塗装

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

【新設】
壁：EP-G塗装

1,100

５

ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5
【新設】

【新設】

【新設】

400

Ａ
前室（静養室・職員更衣室(男)）

2
,
5
0
0

C
H
=

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

OPEN

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

天井LGS下地

【新設】

2
,
5
0
0

C
H
=

【新設】

400

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

壁：EP-G塗装

壁：EP-G塗装

【新設】

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ 【新設】

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ【新設】

Ａ

190 720 4,280

190 190

LSD片開扉
【新設】

LSD片開扉

【新設】

【新設】

LSD片開扉
【新設】

収納床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ【新設】 【

LG
S
4】

ｿﾌﾄ巾木H60 ｿﾌﾄ巾木H60

2
,
5
0
0

C
H
=

【新設】

8
0
0

400 7
0
0

1
,
0
0
0

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5
【新設】

400

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 【新設】

LSD片引戸

【新設】
LSD片引戸

LSD片引戸

【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60

8
0
0

1
,
0
0
0

7
0
0

ｿﾌﾄ巾木H60

天井LGS下地

【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60 ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

LSD片引戸

LSD片引戸

A2-22

木製三方枠SOP塗装

既存木製三方枠SOP塗装

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装 既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

【新設】

※ﾒﾗﾐﾝ化粧板　端部・入隅：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ、ｷｯﾁﾝ・吊戸棚取合部：ｼｰﾘﾝｸﾞ

床：人造石研出

【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

【塗替】
既存木製三方枠SOP塗装

既存SUS見切
【既存のまま】

壁：不燃ｸﾛｽ貼

既存木製額縁：SOP塗装
【新設】

木製ｶｰﾃﾝBOX SOP塗装
【新設】

木製ｶｰﾃﾝBOX SOP塗装

壁：不燃ｸﾛｽ貼

【新設】 【新設】

壁：不燃ｸﾛｽ貼
【新設】

【新設】 【新設】 【新設】

壁：不燃ｸﾛｽ貼

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

壁：不燃ｸﾛｽ貼
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

ｼﾅ合板 厚12

壁：不燃ｸﾛｽ貼
【新設】

米ﾂｶﾞ45×90

米ﾂｶﾞ45×45@360

木製三方枠SOP塗装
【新設】

ﾛｯｶｰ（別途備品）

前室

ﾛｯｶｰ（別途備品）

既存木製額縁：SOP塗装

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】 【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】

1440×350×H700

木製棚：2740×580×H1900
【新設】

【新設】

【既存のまま】

【再取付】
既存瞬間湯沸器

（機械設備工事）
既存流し台

既存流し台
【既存のまま】

1440×350×H700

既存瞬間湯沸器
【再取付】

（機械設備工事）

木製吊戸棚（ﾎﾟﾘ合板仕上）【新設】

［本館］改修後　静養室・職員更衣室（男）・雑品庫・湯沸室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



木製片開扉

【下地調整】
床：塗床

Ｄ

Ｃ'

1
,
6
0
0

2
,
9
0
0

【下地調整】
木製三方枠

【既存のまま】
床：人造石研出

【撤去】
木床下地

床：板張り

【撤去】
床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ

【撤去】
間仕切壁

【撤去】
間仕切壁

【撤去】
押入

【撤去】
押入

木床下地
床：畳

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

静養室

湯沸室

６５

1905,0001,1001,700

棚
雑品庫

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

1,1005,000

Ｂ Ｃ

2,900 1,600

５６Ｃ'Ｄ

FIX

1,100 5,000

Ａ
６５

1,100

５

Ａ

2
,
3
5
0

C
H
=

1
5
0

1,700 2,900 1,700

1,700 1,600 1,700 1,600

2
,
5
0
0

ＢＡ Ｃ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ｄ Ｃ'

Ｃ' Ｃ'

OPEN

C
H
=

雑品庫

湯沸室

静養室

天井LGS下地

【撤去】

【撤去】
天井：木目調石膏ボードｔ9.0

ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付

ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付

ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付
【撤去】

ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付
化粧柱【撤去】

付鴨居【撤去】

【撤去】化粧柱

【撤去】付鴨居

天井：木目調石膏ボードｔ9.0
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地天井LGS下地

【撤去】

【撤去】

付鴨居【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0WP
【撤去】【撤去】

天井：木目調石膏ボードｔ9.0天井：木目調石膏ボードｔ9.0

押入棚
【撤去】

襖
【撤去】

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

モルタル金ゴテVP
【下地調整】

天井：石膏ボードｔ9.0WP
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】
棚：2740×580×H1900

2
,
5
0
0

C
H
=

天井：石膏ボードｔ9.0WP
【撤去】

2,900

Ｄ
Ｃ' Ｄ

天井：石膏ボードｔ9.0WP
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

【撤去】
天井LGS下地

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

【撤去】
木製片開扉

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

流し台

100角ﾀｲﾙ

木製三方枠 【下地調整】

【既存のまま】 流し台

100角ﾀｲﾙ

【既存のまま】

吊戸棚 幕板

【下地調整】
モルタル金ゴテVP

木製片開扉

モルタル金ゴテVP

100角ﾀｲﾙ

【下地調整】

巾木：モルタル金ゴテVP
【下地調整】

【撤去】
天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP

天井LGS下地
【撤去】
天井LGS下地

【撤去】
天井：ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞｔ6.3VP【撤去】

天井LGS下地
【撤去】
天井LGS下地

改修前　静養室・雑品庫・湯沸室　平面詳細図　1/100（A3）

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

A2-23

【撤去】
上履入：860×300×H1000

前室

下地ﾓﾙﾀﾙ共

【撤去】
下地ﾓﾙﾀﾙ共

【撤去】

下地ﾓﾙﾀﾙ共
【撤去】

木間仕切壁
下地ﾓﾙﾀﾙ共

【撤去】

1440×600×H700
【撤去】

流し台
【既存のまま】

木製棚：2740×580×H1900

木製片開扉（枠共）

【撤去】

木製上履入860×300×1000
【撤去】

W900×D515×H1800
ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ

【撤去】

木製棚：2740×580×H1900

木製額縁
【下地調整】

木製額縁
【下地調整】

Ｄ

2,9001,600

Ｃ' Ｄ

OPEN

ｶｰﾃﾝBOX

【撤去】
木間仕切壁

襖
【撤去】

化粧柱
【撤去】

天井：木目調石膏ボードｔ9.0
【撤去】

【撤去】

天井LGS下地

欄間木格子
【撤去】

下地ﾓﾙﾀﾙ共
ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付

【撤去】（枠共）

1,600

Ｃ'

【撤去】

木製片開扉
（枠共）

ｼﾞｭﾗｸｻﾃｲﾝ吹付
下地ﾓﾙﾀﾙ共

【撤去】

木製上履入860×300×1000
【撤去】

天井：木目調石膏ボードｔ9.0
【撤去】

天井LGS下地

【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

Ｄ

【撤去】

畳周囲：畳寄せ25×50
【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

瞬間湯沸器
【取外し】

（機械設備工事）

瞬間湯沸器

（機械設備工事）
【取外し】

［本館］改修前　静養室・雑品庫・湯沸室平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



防護柵：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ手すりφ34 H800  L800

【新設】

巾木：EP-G塗装

女子更衣室 男子更衣室

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

図面番号

玄関・廊下

2,200 5,000 5,000 5,000 5,000

６５４３２

OPEN

2
,
5
0
0

C
H
=

5,000

７６

FIX FIX

Ｂ

3,500 200

Ｃ'

100

Ｃ

Ａ

天井LGS下地

ガラリ【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ

天井LGS下地

2
,
5
0
0

C
H
=

3,600

Ｂ
Ｃ' Ｃ

天井LGS下地

DN

玄関

男子便所 湯沸室

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

職員便所

手摺【既存のまま】 手摺【既存のまま】

3
,
5
0
0

1
0
0

3
9
0Ｃ

Ｃ'

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【既存のまま】

3
,
5
0
0

Ｃ'

Ｃ

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ

手摺【既存のまま】

床ﾀｲﾙ

床見切

床：点字ﾀｲﾙ
手摺

【既存のまま】
手摺

【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

女子便所

LSD片引戸
【既存のまま】

SUS見切
【既存のまま】

【既存のまま】

相談室

手摺

手摺【既存のまま】

1
0
0

2
0
0

7列×3段

機械室

1
3
0

130 850
120

【新設】

LSD片開扉
【新設】

1,213

9
5
0

1
3
0

8
0
0

２

2,200

2
,
6
1
0

LSD片引戸
【新設】

食堂
【LGS1】

LSD片引込戸
【新設】

手摺【新設】

廊下

手摺【新設】

LSD片引込戸

防火上主要な間仕切【LGS1】 防火上主要な間仕切【LGS1】 防火上主要な間仕切【LGS1】

【新設】 【新設】LSD片引込戸

【LGS1】：LGS壁下地65形　強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）（ｽﾗﾌﾞ・梁下まで）1時間耐火壁 新設

【LGS2】：LGS壁下地65形　石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5+厚12.5（両面）新設

5,000 5,000 5,000 5,000

６５４３

5,000

７６

作業室

LSD片引込戸

防火上主要な間仕切【LGS1】
事務室

【新設】

【新設】
下足入

【新設】

【新設】

【新設】

下足入 9列×6段
【新設】

LSD片引戸

【新設】

130800

800 【新設】

ｱﾙﾐ片開扉【新設】

壁：EP-G塗装

【新設】

【新設】 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装

【塗替】

FIX
壁：EP-G塗装

OPEN

LSD片引戸
手摺
【新設】

流し台

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

2,2005,0005,0005,0005,000

Ｃ
２３４５６

OPENOPENOPENOPEN

７

5,000

天井LGS下地

手摺
【既存のまま】

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
【既存のまま】

手摺 手摺 手摺

3,600

Ｄ
Ｃ Ｃ'

天井LGS下地

【新設】

LSD片引込戸
LSD片引戸【新設】

壁：EP-G塗装

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】

【新設】

【新設】

2
,
5
0
0

C
H
=

3,000

2
,
5
0
0

C
H
=

下足入
9列×6段【新設】

掲示板
【新設】ｱﾙﾐ引違窓

【新設】

LSD片引込戸
【新設】

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

【新設】
壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装 壁：EP-G塗装

掲示板
【新設】

壁：EP-G塗装壁：EP-G塗装

【新設】

【新設】

掲示板【新設】

【新設】
床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0

【新設】

【新設】

LSD片引込戸
【新設】

LSD片引込戸
【新設】

壁：EP-G塗装
【新設】

壁：EP-G塗装
【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】 【新設】 【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】 【新設】

LSD片引戸
【新設】

手摺
【新設】

手摺
【新設】

3,000

壁：EP-G塗装

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
【新設】

OPEN

【新設】

3,500200

Ｄ
Ｃ Ｃ'

100

OPEN

天井LGS下地

手摺

壁：EP-G塗装
壁：EP-G塗装

【新設】 【新設】

【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5 天井：化粧石膏ボードｔ9.5

食堂 事務室
相談室

食堂

相談室
事務室

トイレ（調理用）

２

1,000

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

Ａ

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

天井LGS下地
【新設】

天井LGS下地
【新設】

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設
【新設】

外壁
【新設】

Ｃ'

1,800100

Ｂ

【新設】
天井：化粧石膏ボードｔ9.5

2
,
5
0
0

C
H
=

２

1,000

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

天井LGS下地
【新設】

天井：化粧石膏ボードｔ9.5

2
,
5
0
0

C
H
=

Ｃ

【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

天井LGS下地
【新設】

Ｃ'

1,800 100
床：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設

Ｄ

【新設】

（調理用）

トイレ

【新設】
床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0

手摺【新設】

LSD片引込戸【新設】

掲示板【新設】

LSD片引込戸
【新設】

掲示板
【新設】

壁：EP-G塗装

ｱﾙﾐ片開扉
【新設】

壁：EP-G塗装【新設】

【新設】

下足入　1列×5段
【新設】

下足入　1列×5段
【新設】

115
82.5 152.5

A2-24

LSD片開扉

ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60 既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装

既存ﾓﾙﾀﾙ巾木：EP-G塗装
7列×3段
下足入

【新設】
ｿﾌﾄ巾木H60 ｿﾌﾄ巾木H60

【新設】

手摺

【新設】

職員更衣室（男）

掲示板枠SOP塗装

【新設】 【新設】【新設】

977.5

6
0
・
1
0
0

6
5

2
5

流し台

ALC 厚100　複層仕上塗材E下足入　2列×4段

外壁：ALC 厚100　複層仕上塗材E
【新設】

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張り

6
0
0

9
7
.
5

【新設】
LSD片開扉

【新設】

LGS壁下地65形

木製三方枠SOP塗装

掲示板枠SOP塗装

改修後　玄関・廊下・トイレ（調理用）　平面詳細図　1/100（A3）

【ﾃﾞｯｷﾌﾞﾗｼ水洗い清掃】

（機械設備工事）
【新設】

【新設】

ﾚﾊﾞｰ式立水栓×6
【新設】（機械設備工事）

内壁：不燃ｸﾛｽ貼

壁：不燃ｸﾛｽ貼壁：不燃ｸﾛｽ貼
壁：不燃ｸﾛｽ貼

壁：不燃ｸﾛｽ貼

普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc21　S18
配筋要領D10@200ﾀﾃﾖｺ共

手摺

手摺

【新設】

I型手摺 L800

既存ｽﾁｰﾙ片開扉SOP塗装
【新設】 【新設】

【新設】

【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】
ｽﾃﾝﾚｽ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾔ入

（木目調）
【新設】

I型手摺 L800
（木目調）
【新設】

調理室

手摺
【新設】

鏡（機械設備工事）

【新設】

壁：EP-G塗装
【新設】

鏡（機械設備工事）
【新設】

手洗器

手洗器

【新設】
（機械設備工事）

差し筋ｱﾝｶｰD10@200

傘立て　750×300×H495【新設】
ｽﾃﾝﾚｽ製（GSK-SS8同等品）

防護柵：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ手すりφ34 H800  L800
【新設】

防護柵：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ手すりφ34 H800  L800

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ手すり
防護柵：

φ34 H800  L800
【新設】

【新設】

【LGS2】 手摺
【新設】

1
,
1
0
2
.
5

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄｔ2.0
【新設】

1
,
8
0
0

【新設】
ｽﾁｰﾙ片開扉SOP塗装

Ｌ型手摺【新設】

ｽﾃﾝﾚｽ製（GSK-SS8同等品）
傘立て　750×300×H495【新設】

［本館］改修後　玄関・廊下・トイレ（調理用）平面詳細図・展開図

食品庫

手摺
【新設】

川越市みよしの支援センター改築等工事

【
L
G
S2
】



【撤去】

記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

玄関・廊下

2
,
5
0
0

C
H
=

2,200 5,000 5,000 5,000 5,000

６５４３２

FIX

OPEN

2
,
5
0
0

C
H
=

5,000

７６

FIX

FIX FIX

Ｂ

3,500 200

Ｃ'

100

Ｃ

2
,
5
0
0

C
H
=

3,600

Ｂ
Ｃ' Ｃ

OPEN

3,500200

Ｄ
Ｃ Ｃ'

100

OPEN

Ａ

DN

玄関

男子便所 湯沸室

2,200 5,000 5,000 5,000 5,000

６５４３２

5,000

７６

Ｃ

ＢＤ

Ａ

展開方向

職員便所 静養室

廊下

図面番号

流し台
【撤去】

手摺【撤去】 手摺【撤去】 手摺【撤去】 手摺【既存のまま】
掲示板4460×1430

【撤去】
掲示板4460×1430

【撤去】 手摺【既存のまま】

作業室

木製引戸

3
,
5
0
0

1
0
0

3
9
0Ｃ

Ｃ'

【撤去】木製引戸
食堂 【撤去】 【撤去】

木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ 木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
【撤去】

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【既存のまま】

女子更衣室 男子更衣室
（建具・掲示板共）

木製間仕切壁【撤去】

事務室

3
,
5
0
0

Ｃ'

Ｃ

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ
【撤去】

手摺【既存のまま】

下足入2730×300×H1530
【撤去】

床ﾀｲﾙ
【既存のまま】

床見切
下足入2090×300×H930

【撤去】

床：点字ﾀｲﾙ
【撤去】

【撤去】
床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ

手摺
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

床：ﾋﾞﾆｰﾙﾀｲﾙ
【撤去】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

女子便所

LSD片引戸
【既存のまま】

【下地調整】ｽﾁｰﾙ片開扉

SUS見切
【既存のまま】

【撤去】
木製片開扉

【既存のまま】

傘立て
【撤去】

相談室

手摺
【撤去】

掲示板4860×900【枠：下地調整】

木製片開扉
【撤去】

手摺【既存のまま】

1
0
0

2
0
0

【撤去】
天井LGS下地

天井：石膏ボードｔ9.0EP【撤去】

【下地調整】【下地調整】

掲示板

【枠：下地調整】

ｱﾙﾐ両開扉【撤去】

ｱﾙﾐ両開扉【撤去】 下足入
【撤去】

ガラリ【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

LSD片引戸
【既存のまま】

手摺
【既存のまま】

【撤去】
木製片開扉

9列×5段

7列×3段

【下地調整】

9列×5段【撤去】

手摺
【既存のまま】

【下地調整】

ｱﾙﾐ自動ﾄﾞｱ
【撤去】

【撤去】
天井LGS下地

天井：石膏ボードｔ9.0EP
【撤去】

【撤去】

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

天井LGS下地
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0EP
【撤去】

天井LGS下地
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0EP
【撤去】

【撤去】

【下地調整】
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

【下地調整】
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

【下地調整】
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

2列×4段【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木ﾗﾜﾝ巾木

手摺

【撤去】

改修前　玄関・廊下　平面詳細図　1/100（A3）

【撤去】

2,2005,0005,0005,0005,000

Ｃ
２３４５６

FIX

OPEN
OPEN

OPENOPENOPENOPEN

７

5,000

天井LGS下地
【撤去】

掲示板
4460×1430

掲示板
4460×1430
【撤去】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP
【下地調整】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP
【下地調整】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP
【下地調整】

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP
【下地調整】

天井：石膏ボードｔ9.0EP
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木 ﾗﾜﾝ巾木 ﾗﾜﾝ巾木 ﾗﾜﾝ巾木ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】7列×3段

手摺
【既存のまま】

ｱﾙﾐﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
【既存のまま】

手摺 手摺

【撤去】

手摺
【撤去】

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝH2500
【撤去】

木製引戸
【撤去】

3,600

Ｄ
Ｃ Ｃ'

天井LGS下地
【撤去】

天井：石膏ボードｔ9.0EP
【撤去】

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝH2500
【撤去】

木製引戸
【撤去】

【下地調整】
壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】 【撤去】 【撤去】【撤去】

0.6ｍ

0.4ｍ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

A2-25

0.4ｍ

【撤去】長押 W120

水切棚 L3600×D300【撤去】

ｽﾁｰﾙ片開扉
【下地調整】

流し台 L3600×D480×H700
【撤去】

ﾗｲﾆﾝｸﾞCB・100角ﾀｲﾙ貼・人研ぎ石W100 【撤去】

CB腰壁
食堂 事務室

相談室

【撤去】

食堂

【撤去】 【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木

木製片開扉
【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

ﾗﾜﾝ巾木
【撤去】

掲示板

【撤去】

（ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5　OP、木下地共）
木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ
（ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5　OP、木下地共）

【撤去】 木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【撤去】
（ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5　OP、木下地共）

木製ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ【撤去】
（ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔｔ5.5　OP、木下地共）

壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃVP
【下地調整】

木製下足入2730×300×H1530

木製下足入2090×300×H930

630×300×H1370
2列×4段【撤去】

木製下足入

木製下足入630×300×H1370
機械室

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ金物
【撤去】

調理室

洗面器
【撤去】

（機械設備工事）

１槽シンク
【撤去】

（機械設備工事）

冷凍庫
【撤去】

（機械設備工事）

1
,
8
7
0

960

シェルフ【撤去】
（機械設備工事）

ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝH2500【撤去】

クラック：Ｕカットシール材充填工法

クラック設計数量　1.4ｍ

［本館］改修前　玄関・廊下平面詳細図・展開図

川越市みよしの支援センター改築等工事



ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

ｃ スクリーンＢＯＸ　W200×H150【下地調整】

改修後　天井伏図　1/200（A3）

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

倉庫

機械室 押入

玄関

相談室

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

5,0005,0001,1001,7002,2002,2002,8005,0002,2004,800

Ｃ'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
,
8
0
0

3
,
7
0
0

3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1,200

1
,
2
0
0

1,200 1,300

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

ＡＡ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｅ

ＥＥ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｂ

Ａ
作業室

食堂

Ｃ

廊下

調理室

職員更衣室

湯沸室ＤＤ

男子便所
職員便所女子便所

雑品庫

静養室 Ｃ

男子更衣室 女子更衣室

Ｄ

Ｄ

事務室

倉庫

機械室

玄関

相談室

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

5,0005,0001,1001,7002,2002,2002,8005,0002,2004,800

Ｃ'

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

6
,
5
0
0

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

5
,
8
0
0

3
,
7
0
0

3
,
0
0
0

2
,
0
0
0

1,200

1
,
2
0
0

1,200 1,300

1
,
2
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

作業室
食堂

廊下

調理室

湯沸室

男子便所
職員便所女子便所

雑品庫

男子更衣室 女子更衣室

事務室

静養室

食品庫

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ｃ Ｃ Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
Ｂ

Ａ

（調理用）
トイレ

ａ ａ

ａ

ａ

ａ

ａａａａａ

ａ

ｂ

ｃ

ａ ａ

ａ

ａ

ａ

ａａａａａ

ａ

ｃ

ｂ

ｂ

ａ

カーテンＢＯＸ　W200×H150【撤去】

カーテンＢＯＸ　W200×H150【下地調整】

改修前　天井伏図　1/200（A3）

1/100(A1)
1/200(A3)

職員更衣室（男）

職員更衣室（女）

天井点検口　アルミ製450角

天井点検口　アルミ製450角【撤去】

天井開口補強（位置は電気図・機械図参照）

A2-26

記号 天井仕上

Ａ

Ｂ

Ｃ

仕　上　表

Ｄ

Ｅ

化粧石膏ボード 厚9.5

ロックウール化粧吸音板 厚 12  (石膏ボード 厚 9.5下地)

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ｔ6.0 目透し貼 EP-G塗装【新設】

グラスウール断熱材ガラスクロス張りｔ50【新設】

ｂ

ａ

ｃ

クラック：Ｕカットシール材充填工法

0.6ｍ1.9ｍ1.0ｍ1.0ｍ1.0ｍ1.9ｍ1.0ｍ

1.0ｍ0.5ｍ

1.0ｍ1.0ｍ

1.5ｍ
1.0ｍ

1.0ｍ

記号 天井仕上

Ａ

Ｂ

Ｃ

仕　上　表

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

石膏ボード 厚9.0　ＥＰ【撤去】

化粧石膏ボード（木目調） 厚9.0【撤去】

化粧石膏ボード 厚9.0【撤去】

フレキシブルボード 厚6.3 ＶＰ（アスベスト含有）【撤去】

石膏ボード 厚9.0　ＷＰ【撤去】

クラック設計数量　15.4ｍ

Ａ

Ａ

下地調整材、可とう形外装薄塗材Ｅ【新設】

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

コンクリート打放し補修の上　複層仕上塗材Ｅ【サンダー工法による撤去】

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

カーテンＢＯＸ　W200×H150 SOP塗装【新設】

既存カーテンＢＯＸ　W200×H150 SOP塗装【新設】

既存スクリーンＢＯＸ　W200×H150 SOP塗装【新設】

グラスウール断熱材 厚50　亀甲金網張り【撤去】

Ｈ アクリル板【撤去】

Ｈ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

Ｈ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

Ｈ

Ｆ ｱﾙﾐ格子ﾙｰﾊﾞｰ25×25 厚25　落下防止ﾜｲﾔｰ付【新設】

Ｆ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

Ｆ

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

Ｆ

1,330

1
,
3
3
0

1
,
3
3
0

1,330

1
,
3
3
0

1,330

1
,
3
0
0

1,300 1,300

1
,
3
0
0

1,300

1
,
3
0
0

W=1,000×D=1,000　2箇所（事務室：天井埋込ｶｾｯﾄ形室内機）

W=600×D=600　9箇所（食堂・作業室：空調吹出口）

［本館］改修後・改修前　天井伏図

ｂ

ｂ ｂ

ｂ ｂ

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

記　号・数　量

× １

FIX FIX

2
,
6
4
0

3,270

4
4
0

2
,
0
0
0

ＡＤ
１

788 1,574 788

3,270

2
0
0

60 60

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

記　号・数　量

×

1,600 1,600

3,270

70

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
6
0
0

2
,
5
0
0

×
ＡＷ

× １
ＡＷ

３
× １

ＡＷ
１ ２

9
0
0

1
,
8
0
02
,
8
0
0

1,900 1,190 1,390 1,700

6,390

70 70 70

1
0
0

1,900 701,270 1,07070

4,380

9
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

2
,
8
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0

9
0
0

３

1,700

FIX

FIX

1,70085070 70

4,390

1
,
8
0
0

1
0
0

9
0
0

2
,
8
0
0

8
0
0

1
,
0
0
0

9
0
0

1
0
0

×
ＡＤ
２

▽FL▽FL-150

1,800

１

1
,
8
0
0

7
5
0

1
0
0

2
,
6
5
0

100
欄間（外倒シ）＋ＦＩＸ＋引キ分ケ戸（オートドア）
玄関

アルミ

オートドア部＋ＦＩＸ部：透明強化ガラス(ｱ)8、欄間部：透明ガラス(ｱ)5

アルミ
70
引違イ窓（連窓）欄間付

透明ガラス(ｱ)3

出入口扉下部：透明強化ガラス(ｱ)5、その他：透明ガラス(ｱ)5

アルミ
70

食堂
引違イ戸（連窓）欄間付＋引違イ窓（連窓）欄間付

出入口扉下部：透明強化ガラス(ｱ)5、その他：透明ガラス(ｱ)5

アルミ
70
引違イ戸（連窓）欄間付＋引違イ窓（連窓）欄間付
作業室

アルミ
70
引違イ戸（連窓）欄間付＋引違イ窓（連窓）欄間付
事務室

出入口扉下部：網入透明ガラス(ｱ)6.8、その他：透明ガラス(ｱ)3

クレセント、水切板、アングル、付属金物一式

アルミ
100

調理室踏込

回転窓金物一式、開戸金物、ﾌﾛｱｰﾋﾝｼﾞ

扉下部：網入透明ガラス(ｱ)6.8、その他：透明ガラス(ｱ)3

欄間（回転窓）＋両開キ扉

本締りシリンダー錠、SUSレール、センサー式スイッチ、開閉オペレーター、付属金物一式

4,800 2,200 5,000 2,800 2,200 2,200 1,700 1,100 5,000 5,000

作業室

倉庫

職員更衣室

職員便所
機械室

事務室

廊下

テラス

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

食堂

湯沸室

DN

DN

押入
女子便所

玄関ホール

調理室

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
5
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

Ｄ

Ｃ'

Ｃ

Ｂ

Ａ

相談室 ＡＷ

７
ＡＷＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ

ＡＷ ＡＷ ＡＷ

７ ７ ７ ７ ７

７

１
ＡＤ

ＡＷ
３

ＡＷ
１１１２

７

５

ＡＤ
２

ＳＤ

２
ＳＤ

１

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤ

ＷＤＷＤＷＤＷＤ
1A １ＷＤ

ＳＤ
３

ＷＤ

ＷＤ

▽FL-150

▽FL

1B

２

２

２

静養室３

雑品庫

４

５
６

７
ＷＤ

８
ＷＤ

ＷＤ
９

【撤去】 【撤去】 ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】 ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】 ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

6B 6B6A6A

ＡＷ

4B

ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

女子更衣室
男子更衣室

クレセント、水切板、アングル、網戸（下窓のみ）付属金物一式

クレセント、水切板、アングル、SUSグレーチング、網戸（下窓のみ）、付属金物一式 クレセント、水切板、アングル、SUSグレーチング、網戸（下窓のみ）、付属金物一式

A2-27

×

アルミ
70
引違イ窓（連窓）欄間付

透明ガラス(ｱ)3

▽FL

ＡＷ

クレセント、水切板、アングル、網戸（下窓のみ）付属金物一式

１２

事務室 食堂

4A-1 4A-2

4A-1

4A-1

4A-2
×

ＡＷ
７

８

800

1
,
7
0
0

アルミ
70
竪軸回転窓
相談室・雑品庫・便所・機械室・調理室

機械室・調理室：網入透明ガラス(ｱ)6.8

相談室：（上下）透明ガラス(ｱ)3

雑品庫・便所：（上）透明ガラス(ｱ)3、（下）透明ガラス(ｱ)4

付属金物一式

【既存のまま】

×
ＡＷ

２

1
,
7
0
0

1,200

6
0
0

1
0
0

1
,
0
0
0

アルミ
70

透明ガラス(ｱ)3

クレセント、水切板、アングル、付属金物一式

引違イ窓　欄間付

相談室

6B

ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

×
ＡＷ

２

1
,
7
0
0

4
5
0

1
0
0

1
,
1
5
0

1,200

アルミ
70

透明ガラス(ｱ)3

引違イ窓　欄間付

6A

ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

クレセント、水切板、アングル、付属金物一式

×
ＡＷ
５

１

アルミ
70

調理室

引違イ窓（連窓）

透明ガラス(ｱ)3

クレセント、水切板、アングル、網戸、付属金物一式

×
ＡＷ

1,600 1,600

3,270

70

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
6
0
0

2
,
5
0
0

アルミ
70
引違イ窓（連窓）欄間付

透明ガラス(ｱ)3

▽FL

１

食堂

4B

ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

クレセント、水切板、アングル、付属金物一式

1,600 1,600

3,270

70

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
6
0
0

2
,
5
0
0

1,600 1,60070

8
0
0

1
,
0
0
0

1
0
0
6
0
0

2
,
5
0
0

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ5【新設】

ﾊｯﾁ部：網戸（合成樹脂製）・ﾚｰﾙ【新設】

有圧換気扇（機械設備工事） 方立【新設】

有圧換気扇
（機械設備工事）

【既存】 【改修後】

（既存）

（既存）（既存）（既存）

（既存）（既存）

（既存）（既存）

（既存）

（既存） （既存）

（既存）

1,500 70 1,500

3,070

1
,
5
0
0

【既存】

1,500 70 1,500

1
,
5
0
0

方立【新設】

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ5【新設】

8
5
0

5
5
0

1
0
0

※方立･横材の位置は参考とし、機械設備工事と調整すること※方立･横材の位置は参考とし、機械設備工事と調整すること

有圧換気扇（機械設備工事）
有圧換気扇（機械設備工事）

透明強化ガラス(ｱ)4
【改修後】

引違イ窓・網戸【新設】

既存ｶｰﾃﾝ・ﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
【新設】

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｶｰﾃﾝ【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
【新設】

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｶｰﾃﾝ【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
【新設】

既存ｶｰﾃﾝ・ﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【新設】

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｶｰﾃﾝ【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【新設】ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)・ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【新設】

既存ｶｰﾃﾝ・ﾚｰﾙ(ｼﾝｸﾞﾙ)【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)【新設】

ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)食堂側【新設】

ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【撤去】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)食堂側【新設】

ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)【新設】

男子便所

※ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝは1.5倍ﾋﾀﾞとする。

既存ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)【撤去】

既存ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)【撤去】

既存ｶｰﾃﾝ(ﾚｰｽ共)【撤去】

ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【撤去・新設】

ﾚｰﾙ(ﾀﾞﾌﾞﾙ)【撤去・新設】

（枠共） （枠共）

静養室

ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W1400×H1900 ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W1400×H1900

ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W1000×H1900

ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W3470×H1900 ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W3470×H1900ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W1800×H1900

ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W2820×H2200、W1900×H2800ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W2850×H2200、W1900×H2800、W2100×H2800ｶｰﾃﾝ・ﾚｰｽｶｰﾃﾝ【新設】：W1470×H2200、W1270×H2200、W2100×H2800

［本館］建具表１（既設建具）

川越市みよしの支援センター改築等工事



※共通：塗装は枠共とし、建具の開閉に支障のなきよう、塗装を施すこと。

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

1,200 1,800 1,200

3
3
0

6
0
0

1
,
8
0
0

6
0
0

1,800 2,480

1
,
8
0
0

6
0
0

3
3
0

6
0
0

1,8002,480

3
3
0

6
0
0

1
,
8
0
0

6
0
0

1
,
8
0
0

6
0
0

800

1
,
8
0
0

800

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

A2-28

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

× １
１

× × １× １

▽FL

ＷＤ

OPEN

作業室

出入口36、地窓30
引違イ戸＋引違イ窓

木製ＯＰ
扉：型ガラス(ｱ)2、欄間：透明ガラス(ｱ)2

ﾚｰﾙ、引手、ｶﾞﾗﾘ250×600

ＷＤ
1A

作業室

出入口36、地窓30
引違イ戸＋引違イ窓

木製ＯＰ
扉：型ガラス(ｱ)2、欄間：透明ガラス(ｱ)2

ﾚｰﾙ、引手、ｶﾞﾗﾘ250×600

× １
ＷＤ

作業室

出入口36、地窓30
引違イ戸＋引違イ窓

木製ＯＰ
扉：型ガラス(ｱ)2、欄間：透明ガラス(ｱ)2

ﾚｰﾙ、引手、ｶﾞﾗﾘ250×600

1B

FIX

扉：型ガラス(ｱ)2、欄間：透明ガラス(ｱ)2

ＷＤ
２

３

相談室・静養室・職員更衣室

欄間付片開キ扉
36
木製ＯＰ

ＷＤ
３

欄間付片開キ扉
36
木製ＯＰ

雑品庫

× １
ＷＤ

36
木製ＯＰ

４

丁番、ﾓﾉﾛｯｸ錠、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｶﾞﾗﾘ250×600

1,800 900900

3,720

30 30 30 30

2
,
0
0
0

2
0
0

倉庫

両引キ戸

透明ガラス(ｱ)2

丁番、ﾓﾉﾛｯｸ錠、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ｶﾞﾗﾘ250×250

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、内掛錠、引手、ｶﾞﾗﾘ250×250

800

× １
ＷＤ

36
木製ＯＰ
透明ガラス(ｱ)2

５

事務室

片引キ戸

引手、ﾚｰﾙ、ｶﾞﾗﾘ250×600

1,800

1
,
8
0
0

FIXFIX

6
2
0

3030

2連片引キ戸

食堂

木製ＯＰ
36

透明ガラス(ｱ)2

引手、ﾚｰﾙ、ｶﾞﾗﾘ250×600

× １
ＷＤ
６

800

× １
ＷＤ

36
木製ＯＰ
透明ガラス(ｱ)2

片引キ戸

30

７

調理室

引手、ﾚｰﾙ

1,700

5
6
0

1
,
3
5
0

× １
ＷＤ
８

静養室

戸襖
30

－

引手

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量 × １
ＷＤ

▽FL ▽FL+150

▽FL+150

1,700

1
,
8
0
0

静養室
戸襖
30

－

引手

ｸﾛｽ貼、背面ﾍﾞﾆﾔ素地仕上

新鳥の子紙貼、背面ﾍﾞﾆﾔ素地仕上

９

【撤去】 【撤去】 【撤去】 【撤去】 【撤去】

【撤去】【撤去】【撤去】【撤去】

【撤去】

扉：型ガラス(ｱ)2

【下地調整の上、SOP塗装】

記　号・数　量

金 物

硝 子

見 込

形 式

場 所

材 質 ・ 仕 上

形 状

１
ＳＤ

１×

800400

2
,
1
0
0

機械室

86　扉厚40
スチールＯＰ

親子扉

－

ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ、ﾓﾉﾛｯｸ錠、ﾌﾗﾝｽ落し、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ

▽FL

【下地調整の上、SOP塗装】

ＳＤ
×

３
１

FIXFIX

950 2,000 950

4,040

30 40 40 30

2
,
1
0
0

5
5
0

30 2,000 30

1
5
0

2
,
8
0
0

倉庫
欄間付両開キ戸
枠60　扉厚40

透明ガラス(ｱ)3

スチールＯＰ

▽FL

ﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙ、内掛錠、引手

ＳＤ
×

800

機械室

86　扉厚40
スチールＯＰ

－

２

1
,
8
0
0

片開キ扉

ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ、ﾓﾉﾛｯｸ錠、ﾄﾞｱﾁｪｯｸ

１

【下地調整の上、SOP塗装】 【撤去】

（既存） （既存） （既存）

（既存）（既存）（既存）（既存）（既存）

（既存） （既存） （既存） （既存） （既存）

（既存）

（枠共） （枠共） （枠共） （枠共） （枠共）

（枠共）（枠共）（枠共）（枠共）

（枠共）

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

［本館］建具表２（既設建具）

川越市みよしの支援センター改築等工事



70

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/50(A1)
1/100(A3)

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

記　号・数　量

× １

2
,
6
4
0

ＡＤ
１

▽FL-150

100
欄間（外倒シ）＋ＦＩＸ＋引キ分ケ戸（オートドア）

4,800 2,200 5,000 2,800 2,200 2,200 1,700 1,100 5,000 5,000

作業室

倉庫

職員便所
機械室

事務室

廊下

テラス

DN

DN

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

食堂

DN

女子便所
男子便所

2
,
9
0
0

3
,
6
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
5
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

Ｄ

Ｃ'

Ｃ

Ｂ

Ａ

相談室

１
ＡＤ

玄関

アルミアルマイト　カラー

調理室

ＡＷ

▽FL

LSD
×

１

玄関

軽量スチール引戸（壁内隠蔽式）
枠：135、扉：40
スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

ＡＤ
２

LSD 玄関

静養室

職員更衣室（男）

女子更衣室
男子更衣室

収納
１
ＷＤ

１

事務室

ＡＷ
８

ＡＷ
９

10

ｵｰﾄﾄﾞｱ部＋FIX部：透明強化ガラス(ｱ)8、欄間部：透明強化ガラス(ｱ)4

×
ＡＤ
２

１

調理室踏込

▽FL-150

900

2
,
0
0
0

1
0
0

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

LSD
× １

２

枠：180、扉：40

職員更衣室（女）

欄間（外倒シ）＋片開キ扉
100
アルミアルマイト　カラー

扉部：透明強化ガラス(ｱ)5、欄間部：透明強化ガラス(ｱ)4 透明強化ガラス(ｱ)5

アルミアングル、クレセント、フラットレール、附属金物一式

アルミアルマイト　カラー

× １
ＡＷ
８

▽FL

LSD
×

軽量スチール引戸（壁内隠蔽式）
枠：135、扉：40
スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

３
３

作業室

× １
ＳＤ
３

倉庫
欄間付両開キ扉
扉厚：40
スチールＳＯＰ

型板強化ガラス(ｱ)4

サムターン付シリンダー錠、フランス落シ、三方枠

透明強化ガラス(ｱ)5

アルミアングル、クレセント、フラットレール、附属金物一式

アルミアルマイト　カラー

× １
ＡＷ

事務室
引違イ窓

▽FL+50

70

10

7
5
0

8
5
0

1,200

透明強化ガラス(ｱ)5

アルミアングル、クレセント、フラットレール、附属金物一式

アルミアルマイト　カラー

× １
ＡＷ

引違イ窓

1,200

９

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

食堂 食堂

105

2,000

FIX

800

2
,
0
0
0

1
0
0

LSD
×

枠：135、扉：40
スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

４
２

軽量スチール引戸（壁内隠蔽式）

食品庫

LSD
×

５

枠：180、扉：40
スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

形 状

材 質 ・ 仕 上

場 所

形 式

見 込

硝 子

金 物

記　号・数　量

2
,
0
00

930
800 130

2
,
0
00

20
0

950
1,080

130

2
,
0
00

20
0

1,100
1,230

130850

2
,
0
00

20
0

980
130

FIX

2,000

2
,
0
0
0

6
7
0

1
0
0

▽FL▽FL

収納
折り戸（４枚建）
30
ポリ合板フラッシュ

レール、戸車、引手、附属金物一式

× １
ＷＤ
１

2
,
0
00

2,000

LSD

軽量スチール片開キ扉

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

P.H、戸当リ、レバーハンドル、シリンダー錠、ステンレス沓摺

枠：180、扉：40

雑品庫

× １

800

1
,
8
0
0

軽量スチール片開キ扉

スチール焼付塗装（指定色）
枠：135、扉：40

型板強化ガラス(ｱ)4

LSD
× １

トイレ（調理用）

2
,
0
0
0

600

LSD
×

軽量スチール引戸（面付）

スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

枠：135、扉：40

３

食堂・静養室・職員更衣室（男）

20
0

2
,
0
00

980
850 130

７ ８

９

８

１
LSD

×

軽量スチール引戸（面付）
枠：180、扉：40
スチール焼付塗装（指定色）
型板強化ガラス(ｱ)4

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

930
800 130

１
６

相談室 調理室

FIX

三方枠、網戸、附属金物一式

引手、引戸錠(内部:サムターン付)、ドアハンガー（自閉装置）

本締りシリンダー錠、SUSレール、センサー式スイッチ、開閉オペレーター、

A2-29

引違イ窓（３枚建）

2
7
5

20
0

欄間付軽量スチール引戸（面付）欄間付軽量スチール片開キ扉

20
0

1
,9
0
0

（新設） （新設） （新設） （新設） （新設） （新設）

（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）（新設）

（新設） （新設）

（新設） （新設）

三方枠、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

戸当リ、レバーハンドル、ステンレス沓摺、丁番、D.C.、附属金物一式

2
,
6
4
0

5
4
0

3
6
0

2
,
4
6
0

網戸、衝突防止鋲（SUS製、φ30、@300、両面）付属金物一式

P.H、戸当リ、レバーハンドル、ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠、ステンレス沓摺
三方枠、非常時開放装置（外開き）付）、附属金物一式

シ

サ

凡例

：シリンダー錠

：サムターン

シ

シ

シ

シシシ

シ

シシ

４
LSD

食品庫

LSD
４

LSD
６

サ

サ

LSD
１

職員更衣室（女）LSD
２

ササササ サ

サ

サ

サ
シ
シ

LSD
７

LSD
３

LSD
３

LSD
３

サ

シ

シ

シ

シ

シ

サ

サ

サ

サ

LSD
９

LSD
７

LSD
７

LSD
５

DN

シ

サ

ＳＤ
３

雑品庫

湯沸室

丁番、戸当リ、レバーハンドル、シリンダー錠、水切、開閉ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ、

1
,
20
0

オ
ペ
レ

ー
タ
－

取
付

高
さ

FIX FIX

3,270

2
,
0
0
0

4
7
0

1
7
0

3,280

765 65 7651,620 65

1
,
20
0

オ
ペ
レ

ー
タ
－

取
付

高
さ

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式
P.H、戸当リ、レバーハンドル、シリンダー錠、ステンレス沓摺
三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、附属金物一式 三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

三方枠、ガラリ（開口率：0.4）、附属金物一式

三方枠、ステンレス沓摺、指はさみ防止機能付、附属金物一式

サ

［本館］建具表３（新設建具）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/20(A1)
1/40(A3)

天板 詳細図

桧間伐台形集成材（国内産材）桧集成材

自然系塗料仕上（オイルフィニッシュ）

主材：桧間伐台形集成材　自然系塗料仕上げ本体

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。F☆☆☆☆適合品接着剤

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。JIS-F☆☆☆☆適合品塗料

国産材の積極的な活用を通じて森林を活性化させ、国内のCO2などの温室効果ガスを削減に寄与することに主眼を置き、

各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

※JIS-F☆☆☆☆に適合していない「自然塗料」の使用は不可。

桧間伐台形集成材　硬質UV塗装天板

※表面硬度5H以上を確保すること。

木製家具標準仕様  『特記無き場合は下記の仕様とする』

ポリエステル化粧合板貼　　　下地：ランバーコア合板ｔ15（四方組）

本体見掛り：非塩ビ化粧樹脂シートｔ1.0貼

本体見隠れ：非塩ビ化粧樹脂シートｔ0.45貼

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400

高圧メラミン化粧板貼　ポストフォーム加工

木製引違戸

本体

台輪

木口

開戸（板戸）

ステンレスシンク

天板

SUS304　ｔ1.0　表面仕上：＃400ステンレス天板

低温アルゴン溶接加工品　下地：合板ｔ9mm

樹脂製戸車(立付け調整可能)、PP樹脂製空気孔付舟底引手、硬質樹脂製敷居・鴨居

ワンタッチ脱着式スライド丁番（キャッチ機能付）　105°開き

M-14AP：樹脂製

※給排水管やそれらの接続、及び接続に関わる穴あけ等の二次加工は設備工事とする。

排水トラップ

ホルムアルデヒド放散量「0.04mg/l」以下とする。樹脂コート化粧

パーティクルボード マテリアルリサイクル可能品（メラミン樹脂含浸の低圧メラミン等は使用不可）

「JIS A 5908」適合品の国内生産品とする。

JIS-F☆☆☆☆適合品樹脂コート化粧MDF

JAS-F☆☆☆☆適合品ポリエステル

化粧合板

JAS-F☆☆☆☆適合品各種合板

厚生労働省のＶＯＣ指定13物質を含んでいないものを使用する。　F☆☆☆☆適合品接着剤

地球環境問題（リサイクル、温暖化等）に配慮し、かつ室内におけるホルムアルデヒドの気中濃度を下げる事に

主眼を置き、各種有機溶剤や可塑剤等の有害物質についてもその残留、放散を極力抑制する為に以下の仕様とする。

（板戸）

共　通 ※「日本家具保証協会」認定企業の生産製品、及び監理製品とする。

※施工承認時に製作家具のカタログを提出し、監理者へ商品説明をおこなうこと。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

可動式棚板

※W600以上の棚板は強度を考慮し、パーティクルボードの使用は不可とする。

棚板底面にずれ止めのダボジャクリを施すこと。

※家具側板を床に接地させる前巾木のみは不可とする。

※ポストフォーム天板に使用するメラミンの厚さはt0.8以上とする。

棚受けダボ：φ9mmネジ込式（W1/4）　アルミ製ニッケルメッキ　P=60mm　3段

低温アルゴン溶接加工品

※板厚が薄くなるため、プレス加工品は使用不可とする。

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

トラップ接続径：40A

板 戸

引違戸 詳細図可動棚板 詳細図 本体、棚板　木口仕上 詳細図

天板

※W600以上の棚板は強度を考慮し、

　パーティクルボードの使用は不可とする。

　また、フラッシュ芯材にもパーティクルボードの使用は不可とする。

F-1

5
1
3

20 20

3030

D

60
6
0

2
0

2
0

23

2
0

R

R

鴨居

PP樹脂成型品

引違戸

樹脂コート化粧

パーティクルボード

敷居

PP樹脂成型品

樹脂製戸車

（立付調整可）

背板：樹脂コート化粧MDF貼

ダボ　φ9

棚板　樹脂コート化粧MDF

下地　フラッシュ

木口　t1.0化粧シート貼

木口　t0.45化粧シート貼

標準本体見え掛り

標準本体見隠れ

本館1階　玄関　　下足入れ

硬質UV塗装仕上げ（表面硬度：5H以上）

桧間伐台形集成材

1ヶ所

名

品

番

品
下足入れ

仕　　　様

台 輪

中 棚

天 板 メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼

本体主材

樹脂コート化粧パーティクルボード 木口：シート貼

GSS-O1.A.S.ZZ（参考）

9列×6段＝54人用
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0
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0
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0
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アルミ製ニッケルメッキ

「JIS A 5905」適合品の国内生産品とする。

表面材：単色は防汚機能を有するメラミンコート、木目柄は天然木の質感を持つ高意匠ウレタンコート

A2-30

その他 ネームプレート（54人分）

主材：樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20

背板、地板取外し部：樹脂コート化粧MDF　t4mm

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

樹脂コート化粧パーティクルボードｔ20、木口：非塩ビ化粧樹脂シートt0.45貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ

※製作家具本体は国内生産品とする。

R2（上下）

白色アクリル板

【ネームプレート】

［本館］家具詳細図１

川越市みよしの支援センター改築等工事



その他

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/20(A1)
1/40(A3)

F-2 F-31ヶ所

名 番

品

天 板

来客用下足入れ

仕　　　様

中 棚

台 輪

開 戸

品

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼

(アクリル戸)

本体主材

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼

枠組：樹脂コート化粧パーティクルボード  木口：シート貼

本館1階　倉庫　　収納棚

名

品

仕　　　様

柱

収納棚

横架材

根 太

棚 板

1ヶ所

米栂60×60（無塗装）

米栂70×20（無塗装）

米栂45×40（無塗装）

ラワン合板 t9mm　無塗装
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F-4 本館1階　作業室　　工作台

名

品

番

品
工作台

仕　　　様

棚 板

脚　端

天　板

F-5

7
0

9
05

7
0

7
7
0

8
0

9
8
0

9
2
0

1
9
0
0

5

面取りC5
（3ヶ所共通）

1
9
0
0

30
1410

601320

141014101410

5640

1410

30
1410

30 135030
1410

30 135030
1410

60 1320

桧間伐台形集成材(国内産材) 硬質UV塗装

桧間伐台形集成材(国内産材) 自然系塗料仕上げ

桧間伐台形集成材(国内産材) 自然系塗料仕上げ

アジャスター付　　　(MN型 φ50)

本体主材

本館1階　作業室　　収納棚 1ヶ所

天 板

収納棚

仕　　　様

背 板

台 輪

棚 板

品

名

品

番

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼

本体主材

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

WSWM-2H1.C.ZZ（参考） CRR-W3.A.M.ZZ（参考）

10台

A2-31

本館1階　玄関　来客用下足入れ

900 2,700

9
0
0

900

その他 ネームプレート（36人分）

GST-SD1.B.S.ZZ（参考）

スライド丁番（キャッチ付1/無し1）

ネームプレート（21人分）

R2（上下）
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3
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1930
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20

7列×3段＝21人用 樹脂製名札差（61x33）
【ネームプレート】
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白色アクリル板
【ネームプレート】 12列×3段＝36人用

［本館］家具詳細図２

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/20(A1)
1/40(A3)

F-6 本館1階　作業室　　収納棚 1ヶ所 F-7 本館1階　作業室兼食堂　　収納棚

天 板

収納棚

仕　　　様

背 板

台 輪

棚 板

品

名 番

品

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

1ヶ所

天 板

収納棚

仕　　　様

背 板

台 輪

棚 板

品

名

品

番

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

F-8 本館1階　作業室兼食堂　　収納棚 F-91ヶ所
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R2（上下）R2（上下）

60 60

本館1階　雑品庫　　収納棚

天 板

収納棚

仕　　　様

背 板

台 輪

棚 板

品

番

品

名

メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm 

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

樹脂コート化粧MDF貼

棚ダボφ9 (3段)

ポリ合板貼

本体主材

樹脂コート化粧MDFフラッシュ  木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

仕　　　様

柱

棚

横架材

根 太

棚 板

1ヶ所

品

名

米栂60×60（無塗装）

米栂70×20（無塗装）

米栂45×40（無塗装）

ラワン合板 t9mm　無塗装
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R2（上下）

面取りC5
（3ヶ所共通）
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CRR-W3.A.M.ZZ（参考） CRR-W3.A.M.ZZ（参考）

CRR-W3.A.M.ZZ（参考）

A2-32
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1
20
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580

本体主材本体主材

その他

その他

ネームプレート（27人分）

ネームプレート（27人分）

その他 ネームプレート（6人分）

20

2列×3段＝6人用
白色アクリル板

【ネームプレート】

581 20 581
1823

1823

20 581 20 20 20

5470

581 582
1824

20 581 20 20 581 20

1823

1823
581 20 581 20

1824

【ネームプレート】
9列×3段＝27人用

白色アクリル板

20 20 558 40 557 20 558 20 557 40 558 20 558 20 558 20

558 558 558 557 557558 558 558558
1754

20

556 20 560

20 20 20
1754

1754 1754

1752

1752

9列×3段＝27人用 白色アクリル板

【ネームプレート】

［本館］家具詳細図３

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/20(A1)
1/40(A3)

F-10 本館1階　廊下　　流し台 1ヶ所 F-11

流し台

仕　　　様

シンク

天 板

エプロン

背 板

台 輪

引違戸

品

名 番

品

水切りロール加工、下地合板 t9mm

ステンレス SUS304 t1.0mm 表面仕上:#400

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口:樹脂シートt1.0mm貼

引き残しストッパー

メラミン化粧板貼(フラッシュ)

樹脂コート化粧MDF貼

ポリ合板貼

本体主材

樹脂成型レール、調整式戸車、樹脂製空気孔付舟底引手

樹脂コート化粧パーティクルボード  木口:シート貼

ステンレス SUS304 t1.0mm(R付) 表面仕上:#400

*取外し式地板:樹脂コート化粧MDFt4mm(ビス止)
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水切ロール加工
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排水トラップ（家具工事外）
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（ビス止取り外し式）
工事ブタ

CRN-R1.B.ZZ（参考）

水切ロール加工
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アジャスター

1ヶ所

下足入れ

仕　　　様

中 棚

台 輪

品

名

品

番

スチール製 粉体塗装

スチール製 粉体塗装

スチール製 粉体塗装

本体主材

GSS-OS1.B.S.ZZ（参考）

本館1階　廊下　　下足入れF-12 1ヶ所

名

品

番

品
下足入れ

仕　　　様

台 輪

中 棚

天 板 メラミン化粧板貼 木口:ABSエッジt2.0mm

樹脂コート化粧パーティクルボード

木口：樹脂シートｔ1.0mm貼

ポリ合板貼

本体主材

樹脂コート化粧パーティクルボード 木口：シート貼

2
7
0

2
7
0

2
7
0

2
7
0

6
0

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

290
40

20

1
0
0

1
5
0
2
0

170

302
7
0

2
0

1
,
4
7
0

1
,
5
5
0

2
0

330

350

20

R2（上下）

250 20

290

20

6
0

1
,
4
7
0

1
,
5
5
0

2
0

1列×5段＝5人用

290

3
5
0

配膳カウンター

7
0
0

調理室側食堂側

UC塗装
タモ集成材t30mm

1
0
0

400

8
0
0

▽FL ▽FL

3,480

4
0
0

調理室側

食堂側

Z-1 食堂　配膳カウンター 1ヶ所

▽FL

1,375

8
0
0

7
0
0

UC塗装
タモ集成材t30mm

1
0
0

400

▽FL

4
0
0

玄関側 事務室側

玄関側

事務室側

1ヶ所Z-2 事務室カウンター

A2-33

本館1階　下足入れ

その他

その他

ネームプレート（8人分）

ネームプレート（5人分）

集成材30×55 SOP【新設】

集成材30×135 SOP【新設】

補強金物

-60×30×10×2.3

補強金物
-60×30×10×2.3

補強金物
-60×30×10×2.3

補強金物
-60×30×10×2.3

支持金物
FB-60×6×600
曲げ加工

FB-60×6×600 曲げ加工

補強金物

-60×30×10×2.3

補強金物
-60×30×10×2.3

支持金物

曲げ加工
FB-60×6×600

補強金物
-60×30×10×2.3

支持金物

FB-60×6×600 曲げ加工

2列×4段 8人用

ネームプレート90x18

白色アクリル板
【ネームプレート】

補強金物
-60×30×10×2.3

支持金物支持金物
FB-60×6×600 曲げ加工

［本館］家具詳細図４

※トイレ内に埋込むこと。

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

図面番号

図示

本館

平面図　1/100（A3）

1
,
2
5
0

1
,
9
0
0

1,800

850 750 250

本館

2
,
5
0
0

屋根：ポリカ波板

外壁：ポリカ波板

ｱﾙﾐ片開き扉
【撤去】

【撤去】

【撤去】

北側立面図　1/100（A3）

ピクトサイン詳細図　1/10（ A3）

ｱﾙﾐ片開き扉
【撤去】

1800×1250×H300【撤去】
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

本館

2
,
5
0
0

南側立面図　1/100（A3）

西側立面図　1/100（A3）

2
,
5
0
0

1
,
8
0
0

1
0
0

2
0
0

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ
1800×900×H1800【撤去】

屋根：ポリカ波板
【撤去】

1800×900×H1800
ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ

【撤去】

1800×1250×H300【撤去】
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1800×1250×H300【撤去】
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

1800×900×H1800
ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ

【撤去】

外壁：ポリカ波板
【撤去】

1
5
0

2
,
2
0
0

1
5
0

2
,
2
0
0

1
,
7
5
0

900

既存風呂場

【撤去】

既存倉庫

【撤去】

1
5
0

2
,
2
0
0

1
5
0

2
,
2
0
0

東側立面図　1/100（A3）平面図　1/100（A3）

ｶﾗｰ鋼板
【撤去】

ｶﾗｰ鋼板
【撤去】

ｶﾗｰ鋼板
【撤去】

ｶﾗｰ鋼板
【撤去】

CB t150【撤去】

西側立面図　1/100（A3） 南側立面図　1/100（A3） 北側立面図　1/100（A3）

CB t150【撤去】 CB t150【撤去】

CB t150【撤去】

既存風呂場【撤去】詳細図　1/100（ A3） 既存倉庫【撤去】詳細図　1/100（ A3）

調理室額縁詳細図　1/20（ A3）

木製額縁25×60【撤去】

木製額縁25×60【撤去】

△天井材

外部

△天井材

改修前　断面図　1/20（A3） 改修後　断面図　1/20（A3）

アルミ額縁25×60【新設】

アルミ額縁25×60【新設】

調理室 外部 調理室

既存サッシ【一部改修】 既存サッシ【一部改修】

網戸新設参考図　1/20（ A3） トイレ（調理用）外壁詳細図　1/20（ A3）

シーリング

アングル　L-65x65x6

アングル　L-65x65x6

シーリング

△天井材

65 60 10025

複層仕上塗材E

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5二重張り
不燃ｸﾛｽ貼

【新設】

LGS壁下地65形
【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

ALC 厚100【新設】

ｿﾌﾄ巾木H60
【新設】

2
0

2
0

トイレ（調理用） 外部

断面図　1/20（A3）

△天井材

外部 内部

既存サッシ【一部改修】

改修前　断面図　1/20（A3）

△天井材

外部 内部

既存サッシ【一部改修】

改修前　断面図　1/20（A3）

【新設】

網戸（合成樹脂製）

網戸ﾚｰﾙ【新設】

網戸ﾚｰﾙ【新設】

A2-34
［本館］雑詳細図

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設【新設】

普通ｺﾝｸﾘｰﾄFc21　S18

配筋要領D10@200ﾀﾃﾖｺ共
差し筋ｱﾝｶｰD10@200

1
4
0

1,330 ｱﾙﾐ製 T型ﾗﾝﾅｰ　

ｱﾙﾐ格子ﾙｰﾊﾞｰ25×25 厚25
落下防止ﾜｲﾔｰ付

既存トップライト【既存のまま】

【新設】

【新設】

化粧石膏ボード 厚9.5

化粧石膏ボード 厚9.5

LGS下がり壁下地　野縁19形

LGS下がり壁下地　野縁19形

ロックウール化粧吸音板 厚12
石膏ボード 厚9.5下地
LGS天井下地　野縁19形@360（下地張りあり）

トップライト部分詳細図　1/30（ A3）

【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】

13

2
0
1

フレーム：SUS t1 HL仕上

表示基板：アクリル板 t5
UV印刷

断面図　1/10（ A3）

191

203

6 6

1
3

表示基板：アクリル板 t5

フレーム：SUS t1 HL仕上

UV印刷
2
0
0

1

191

203

6 6

正面図　1/10（A3）

平面図　1/10（A3）

表示基板：アクリル板 t5
UV印刷

取外しタイプ

取外しタイプ

フレーム：SUS t1 HL仕上

取外しタイプ

職員便所

253

66 241

8
0

1

フレーム：SUS t1 HL仕上

2416 6

253

1
3

フレーム：SUS t1 HL仕上

表示基板：アクリル板  t5
UV印刷

平面図　1/10（ A3）

正面図　1/10（ A3）

取外しタイプ

8
1

13

フレーム：SUS t1 HL仕上

UV印刷

断面図　1/10（ A3）

取外しタイプ

表示基板：アクリル板 t5
UV印刷

取外しタイプ

表示基板：アクリル板 t5

室名札詳細図　1/10（A3） 掲示板詳細図　1/10（A3）

取付Ｌ型金具（＠ 900以内）

掲示用クロス貼
合板ｔ5.5下地

タッピングビス止メ

4
0 3
0

1
0

25

平面図　1/10（ A3）

集成材枠25× 40
SOP

LGS65

PB12.5+12.5

掲示用クロス貼
合板ｔ5.5下地

断面詳細図　1/10（ A3）

40
タッピングビス止メ

集成材枠25× 40
SOP

Ｈ
寸

法

2
5

2
5

LGS65

PB12.5+12.5

（＠900以内）

取付Ｌ型金具

（＠900以内）

取付Ｌ型金具

LGS1～LGS4詳細図　1/10（A3）

ランナー

巾木
65× 45× 0.8＠450

スタッド

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

【 LGS1】

（ｽﾗﾌﾞ・梁下まで）

1時間耐火壁（認定工法に準拠すること）

12.5 12.5
12.5 65 12.5

ランナー

巾木
65× 45× 0.8＠450

スタッド

12.5
12.5 65

【LGS3】

耐火シール耐火シール

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

ランナー

巾木
65× 45× 0.8＠ 450

スタッド

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

【 LGS2】

12.5 12.5
12.5 65 12.5

ランナー

65× 45× 0.8＠ 450
スタッド

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ厚 12.5

12.5 12.5
65

【LGS4】

巾木

厚12.5

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

厚 12.5

川越市みよしの支援センター改築等工事
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Fix
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2
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0
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00
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強化5
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記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/5(A1)
1/10(A3)

A2-35
［本館］サッシ詳細図（参考図）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
縮　　　尺

シール

1/2、1/20(A1)
1/4、1/40(A3)

欄間部平面詳細図　1/4（A3）

断面詳細図　1/4（A3）

立面図　1/40（A3）

平面図　1/40（A3）

ドア部平面詳細図　1/4（A3）

倉庫

外部

外
部

倉
庫

倉庫

外部

倉庫

外部

※

※
2
5

P≦500

1
0
0

R
H
=6

70

150

15
0

1
／

2

H
=
2
77
0

T
H=
2
0
0
0

1
／

2

150

D  C

サ

シ

10001000

W=2000

H
~
10
0
0

型板強化 t4

押縁側

A

6

64

5

1725

65

17

W

2
0

25

2
0

2517

65

1
80

1
1

DWDW

1
8
.
5

31

SD-G_SAT枠_目板外（R）

6

下端シーリング

D W5

17

2
0

25

2
0

下端シーリング

2
0

1
0

1
20

20
1
0

23

サッシアンカー

2
0

1
0

1
20

20
1
0

23

サッシアンカー

90°制限付

ＳＤ－Ｇ（接着）

SD

3

Ｒ

Ｌ

1

0

1 ＳＡＴ 指定なし

ガラリ － ガラリタイプ

ガラス － 窓タイプ

金具品名 メーカー・品番 備  考

6

1

1

1

1

2

1

1

枠：2.3t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

扉：1.6t　錆止め　（SOP：建築工事）　　

15
0

（建築工事）（建築工事）
40

D
 
H

6

2
5

461518

153

13 385

1
5

85

1
52
5

5
0

1
7

1
0
0 8
3

R
H

46

180

385

83

3

49 51

1
5

3

1
2

H

T
H

23

5
1
0

2
5

20 20

134

180

1531

11

1010

サッシアンカー

（当社工事外）

2020 120

2
5

▽FL±0

サッシアンカー

1
80

67

17 25

W

RW

20

67

25 17

1
8

13
15

2
0

1725

8
8

4
6

20
2
0

17 25

10
2
0

1
20

1
0

20

25

サッシアンカー

10
2
0

1
20

1
0

20

25

（建築工事） （建築工事）

符  号 勝  手 数  量 枠性能 充填材 防火区分

10.5 SUS 304 1.5t HL

33

3

１ヶ所
数  量

丁番

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠

固定ﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞ

ｴｱﾀｲﾄｺﾞﾑ

ﾌﾗﾝｽ落し

ﾂﾎﾞ

下ﾂﾎﾞ ｼﾌﾞﾀﾆ DB-77 同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DB-67 同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DE-5VN 同等品

三和型 ATG-205 L= m同等品

ﾘｮｰﾋﾞ BS1003P (90) 同等品

美和 LOZ Dt40同等品

美和  LA -1(64X40)   同等品

ｼﾌﾞﾀﾆ DH-508S(一式)同等品

S、BC付 ﾊﾟﾗﾚﾙ

圧入式

圧入式（防水ﾀｲﾌﾟ）

▽FL

W=2000

A2-36
［本館］スチールドア詳細図（参考図）

川越市みよしの支援センター改築等工事



ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｆ

記
　
事

作成年月日 図面番号

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
A2-37縮　　　尺

1/75(A1)
1/150(A3)

歩行者通路

歩行者通路

1
8
,
2
7
5

(GL-30)

ポ
ー

チ

スロープ

スロープ

ポ
ー

チ

スロープ

(GL-30)

(GL-200)

(GL+40)
(GL-20)

(GL+40)

【既存のまま】

(GL-90)

(GL-360)

6
,
4
0
7
.
5

7
,
2
8
0

4
,
5
8
7
.
5

1
8
,
2
7
5

6
,
4
0
7
.
5

7
,
2
8
0

4
,
5
8
7
.
5

トイレ

身障者用トイレ

道
路
境

界
線

2
7
,
0
0
0

道
路
境

界
線

2
7
,
0
0
0

3,000 5,952.5 3,222.5

12,175

3,000 5,952.5 3,222.5

12,175

床置空調室内機

床置空調室内機

床置空調室内機

9,175

12,175

900 2,100 9,175

12,175

900 2,100

凡例

天井点検口　アルミ製450角　【既存のまま】

別館改修　天井伏図　1/150（A3）別館改修　平面図　1/150（A3）

室名 名称 数量 室名 名称 数量寸法寸法寸法室名 名称 数量 室名 名称 数量寸法

倉庫（Ａ） 作業室（Ｂ）作業室（Ａ）倉庫(Ｂ) 1350x900xH700 4 移設

1350x750xH660 1 移設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ×4 L1900 6 移設

袋（塩化ｶﾙｼｳﾑ） 400x700 3 移設

袋（培養土）

袋（軽石） 300x500

400x700（25L）

1

移設

移設

6

45 移設400x600xH300

別館　備品撤去・移設リスト（本工事に含む）

3

1500x450xH700

1800x450xH700

移設

移設

1

1800x600xH740 1 移設

51800x450xH700 移設

移設11800x600xH700

1 移設1800x750xH700

移設2740x470xH680

移設

移設

1600x400xH580

12600x400xH730

400x400xH700 移設1

10450x450xH750

移設1400x450xH800

移設

移設1ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ（3人用） W900xD515xH1800

移設1W900xD450xH1800

移設1W900xD450xH700

15 移設W460xD700xH110

1W360xD610xH130 移設

移設11150x800xH1700ｶｺﾞ台車

移設1W600xD900xH860

1800x450xH700 1 移設

移設31500x450xH700

1800x450xH700 1 移設

1350x900xH700 移設3

1800x900xH750 1 移設

2700x900xH700 移設2

450x450xH750 移設6

ｽﾁｰﾙ下足入 W1060xD350xH1730 1 移設

移設1W1500xD450xH1800

W1850xD600xH2400 1 移設

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ（棚板共）d W1900xD450xH1800 1 移設

1 移設W600xD300xH1800

1W630xD450xH750 移設

W460xD700xH110 移設26

370x520xH310 1 移設

空気清浄機 W260xD260xH700 1 移設

W480xD740xH850 1 移設

1800x450xH700 1 移設

1500x450xH700 2 移設

1800x750xH700 2 移設

1800x900xH700 2 移設

1200x750xH700 1 移設

2700x900xH700 1 移設

1350x900xH700 1 移設

ｽﾁｰﾙ製事務机 1060x740xH740 1 移設

450x450xH750 移設6

360x360xH600 1 移設

W880xD400xH890

W700xD400xH890 1

1

移設

移設

W480xD740xH850 移設2

自転車置場

作業室（Ａ）

作業室（Ｂ）

資材置場 資材置場

倉庫（Ａ）

倉庫(Ｂ)

作業室（Ａ）

作業室（Ｂ）

身障者用トイレ

トイレ

倉庫（Ａ）
倉庫(Ｂ)

化粧石膏ボードｔ9.5【撤去・新設】

既存ABC10型粉末消火器（床置）(既存消火器再利用)

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙａ

学校生徒用机ａ

ｽﾁｰﾙ製椅子ａ

学校生徒用椅子ａ

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ（棚板共）ａ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅａ

台車ａ

木製作業机ａ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｺﾞａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙａ

木製作業机ａ

ｽﾁｰﾙ製椅子ａ

木製棚ａ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ａ

木製作業机ａ

ｽﾁｰﾙ製椅子ａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ｂ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｂ

学校生徒用椅子ｂ

ｽﾁｰﾙ棚ｂ

台車ｂ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ｂ

木製作業机ｂ

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ（棚板共）ｂ

木製棚ｂ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｶｺﾞｂ

台車ｂ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ｂ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｂ

学校生徒用机ｂ

ｽﾁｰﾙ製椅子ｂ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｺﾝﾃﾅｂ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ｃ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｃ 木製作業机ｃ

ｽﾁｰﾙﾗｯｸ（棚板共）ｃ

木製作業机ｃ

ｽﾁｰﾙ棚ｃ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｄ

ｽﾁｰﾙ棚ａ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｅ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙｇ

ｽﾁｰﾙ製ﾃｰﾌﾞﾙ（天板木製）ａ

床：既存塩ビシートｔ2.0【撤去】
下地調整の上、塩ビシートｔ2.0【新設】

対象範囲：作業室（A）・作業室（B）・倉庫（A）・倉庫（B)

凡例

［別館］別館改修　平面図・天井伏図

（機械設備工事）

（機械設備工事）

【取外し・再取付】

【取外し・再取付】

【取外し・再取付】

【取外し・再取付】

【取外し・再取付】

（機械設備工事）

（機械設備工事）

（機械設備工事）

床置空調室内機

※撤去・移設前に施設管理者と調整を行うこと。また、移設先は工事の進捗により、敷地内の別棟等に移設とし、元の位置に再設置とする。 

床置空調室内機

既存コンクリート一部撤去の上

グレーチング【新設】
（機械設備工事）

既存コンクリート一部撤去の上

グレーチング【新設】
（機械設備工事）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/150(A1)
1/300(A3)

(GL+70)

道
路
境
界
線

道
路

境
界
線

隣地境界線

隣
地
境
界
線

スロープ

スロープ

別館

自転車置場

テラス

DN

4,800 2,200 5,000 2,800 2,200 2,200 1,7001,100 5,000 5,000
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2,000
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0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
5
0
0

6
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

Ｄ

Ｃ'

Ｃ

Ｂ

Ａ

5
,
0
0
0

隣
地

境
界

線

(GL+270)

(GL+300)

(GL+580)

(GL-100)

(GL+80)

(GL-90)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-90)

(GL-120)

(GL-60)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL-60)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)
(GL+170)

(GL+300）

(GL+40)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-140)

(GL-120)

(GL-210)

(GL+1150)側溝天端

(GL+170)側溝天端

(GL+60)

(GL-70)

(GL-160)

(GL-120)側溝天端

(GL+30)

(GL±0)

43,200

3,6
00

隣地境界線

隣地境界線
1,700

隣
地

境
界

線

2
7
,
0
0
0

4
7
,
0
0
0

1,
30
0

隣地境界線

14,800

隣
地
境
界
線

1
6
,
20
0

2,800

5,000

市道1163号線

(GL+920)

(GL-190)側溝天端

(GL-210)側溝天端

(GL-170)

既存建物

既存建物

(GL±0) (GL±0)

DN
(GL+30)(GL+70)

(GL-70)

(GL-30)

4
,
0
7
5

1
9
,
1
5
0

Y14

Y1

1
8
,
9
0
0

1
2
5

1
2
5

1,875 10,800125 125

X1 X8

新館

スロープ

新設建物

渡り廊下
新設建物

新設建物

新倉庫

ポ
ー

チ

3,370

(GL+420)(GL-60)
1,875 125

工事車両搬入口

道路境界線 64,600

交

9,000

バリケードH1.8ｍ　2.0ｍ

H1800

既存門塀

H1800
既存門塀

既存ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉
H1400

既存門塀
H1800 H1800

既存門塀既存ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ門扉H1400

仮設計画図（参考図）

仮設計画図（参考図）　1/300（A3）

（GL±0） 既存地盤の高さ

枠組本足場W900

既存スチール格子フェンスH1500

既
存

ス
チ

ー
ル

格
子
フ

ェ
ン
ス

H
1
5
0
0

既存ネットフェンスH1200

(GL+100)

(GL+100)

A3-01

市道1164号線

交 交通誘導員

枠組本足場W600

4
,
3
7
0

1
,
0
0
0

（手すり先行方式・防炎シートⅡ類共）

法第４２条第１項第一号道路

法第４２条第１項第一号道路

（手すり先行方式・防炎シートⅡ類共）

※防炎シートの使用は必須とする。

※防炎シートの使用は必須とする。

足場設置高さ：6.11ｍ

足場設置高さ：3.80ｍ

本館

既存建物

足場設置高さ：4.30ｍ

※工事着手前には、土壌あらわし部について、雑草等の草刈りを実施すること。

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

躯 体 関 係 仕 上 げ 関 係 屋 外 排 水 設 備 ・ 外 構 電 気 配 線 配 管

1. ＲＣ造（梁・壁・床） 1. 軽鉄天井・壁下地 1. 雨水貫通スリーブ材及び取付け 補強を要するボードの切り込み及び下地の補強 屋外雨水排水設備（Ｕ字溝）

の貫通孔・開口部

補強を要する型枠材及び取付け 補強を要しないボードの切り込み 桝及び桝蓋

補強を要しない型枠材及び取付け 開口部の墨出し

貫通孔・開口部の墨出し

2.雑排水・汚水2. 既製間仕切り貫通孔・開口部の補強 切り込み及び補強 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

スリーブ・型枠の穴埋め 位置ボックス 桝及び桝蓋

3. 吊ボルト及び 設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

インサート

2. Ｓ・ＳＲＣ造・　 Ｓ・ＳＲＣ造貫通鋼管スリーブ・補強

梁貫通口

3.植栽4. 外壁廻り使用されたスリーブの穴埋め 植栽及び客土

予備スリーブの穴埋め

4.ユニット形浄化槽の3. 設備機器の基礎 建築設計図に記入のあるもの ピット形の躯体及び砂充てん

躯体

5. 湯沸室廻り 流し台・吊戸棚・水切り棚・コンロ台 上記以外のユニット形浄化槽本体･配管及び据付等

フード（標準詳細図のもの） ピット形以外

6. 浴室廻り

5.その他 駐車場ガソリントラップ

グリストラップ

7. 便所廻り4. 昇降機関連 洗面カウンター昇降路・機械室の躯体

機械室の床開口 鏡（規格寸法のみ）

機械室の床配管ピット・蓋

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

巻上機周囲のチェッカープレート敷

8. 事務室廻り ファンコイルカバー昇降路内ピット防水・集水桝・点検用タラップ

各階出入口穴あけ・同補強 家具組み込みの洗面器

出入口扉・三方枠

9. フリーアクセスフロア コンセント三方枠取付け・枠廻り埋戻し・同補強

昇降機がＲＣ造の時、軌条・中間ビーム・ブラケ
床パネルの切り込み加工

ット他昇降路内の鉄製部材一式

機械室天井フック取付け

10.その他ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口 ２重ピット及びトレンチのマンホール蓋

機械室換気設備 機器搬入用フック・ビーム

昇降路がＳ造の時中層ビームブラケット受ピース

ＥＶ機械室からインターホンまでの配線工事 化粧マンホール上蓋の表面仕上げ

ＥＶ機械室からインターホンまでの配管工事 点検口（天井・床下）

排煙口等の天井仕上材の取付け

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切り込み補強
5. その他 トラフ・ピット類（蓋を含む）

及びドアチェック，フロアヒンジ

湧水・汚水ピット・ＲＣ造各種水槽

自動扉・電動シャッターヘの電源供給同上用防水・マンホール・タラップ一式

自動扉・電動シャッタ－から付属のスイッチ・　

センサーヘの配管工事

仮 設 工 事 関 係設 備 関 連

1.空調設備

2.換気設備

3.ガス設備

4.衛生設備

消火設備

5.警報設備

空調室外機・室内機への電源接続

空調リモコン線の配管・配線

空調リモコンの取付け

換気機器への電源接続

汎用手元スイッチの取付け

２４時間換気スイッチの支給

２４時間換気スイッチの取付け

ガス給湯器の電源(コンセント)

ガス給湯器リモコン線の配管・配線

機械設備で設置する制御盤の一次側電源接続

上記制御盤の二次側配管・配線

消火水槽の電極取付けと配管・配線(消火ポンプ二次側)

(警報出力含む)

機械設備で設置する制御盤の警報信号の端子台出力

機械設備で設置する制御盤から警報盤までの

配線と警報盤本体

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設備、高架水槽の電極取付けと配管・配線

工 事 区 分 表

備 考項 目 項 目Ｅ Ｍ
ＧＡ項 目 備 考

Ｅ Ｍ
ＧＡ 備 考項 目

Ｅ Ｍ
ＧＡ

消火器ＢＯＸ(壁埋込式)設置工事

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共） ２次側

機器付属の制御盤ヘの電源供給配管配線 １次側

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線 図面参照のこと

上記以外の工事及び調整等に要する上下水

電気等に要する費用

備 考

室内の基礎（建築設計図に記入のないもの）

室外・屋上の基礎

特注寸法はＡ

身障用手すり

紙巻器

チェンブロック

Ａ
Ｅ Ｍ

Ｇ

A：建築工事

E：電気設備工事

M：機械設備工事

G：外構工事

NS

A3-02
工事区分表

防火区画

建築設計図にあるも
機器取付け用アンカー・架台

のはＡ

屋外機の据付架台

ＡＬＣ板の壁開口・補強

厨房排水溝

厨房グリース阻集器

ウェザーカバー・ベンドキャップ

換気扇

浴室及び便所の床排水金物

手洗い・流し台の排水トラップ

仮囲い、共通足場、安全対策

養生、整理清掃後片付け

残材場外処分

交通保安要員の手配

本設受電後引渡しまでの基本料金、使用料

本設後引渡しまでの上下水道料金

工事上の各種申請、届出費用

現場施施工管理者との窓口及び総合調整の業務

近隣対策（お知らせ及び挨拶回り）

全体実施工程表及び全体仮設計画の作成

総合図の調整、手配

別途
工事

別途
工事

別途
工事

別途
工事

別途
工事

別途
工事

別途
工事

別途
工事

流し台の排水トラップ

浴室用手すり

消火器含む

フロアパネル及び支柱

グレーチング（別館）

天端調整はG

：取りまとめ役

：取りまとめ役

：取りまとめ役

：取りまとめ役

：取りまとめ役

消防検査書類作成及び手続き

総合定例会場

総合定例会議録

各種定例分科会会議録

関連工事別

基本料金はE

関連工事別

基本料金はM

関連工事別

仮設用の上下水道・ガス・電気等に要する費用

川越市みよしの支援センター改築等工事



打 ち 込 み

機械式継手

ガス圧接継手

ＳＤ

(CB)

ＳＤ

ＳＤ

径種　　類

以下

コンクリートブロック(2)
Ａ種

(3) 鉄　筋 使用箇所

重ね継手

継手工法

地業工事

近隣敷地内 ）有(

深さ ＧＬ－

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

適用は　　印を記入する。

建築物の構造内容1. 3. 地　盤

4.

鉄筋コンクリート工事5. 6.

工事名称(1) (1)

(1) 直接基礎

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

杭仕様

試験杭

施工計画書承認

無有・（ ）

杭施工結果報告書

（ 載荷

構造設計標準仕様

地盤調査資料

ｋＮ／ｍ２

認定杭による

拡底杭

ミニアース

機械掘

拡底杭

手掘深礎ＢＨ

2

主　筋
SD　
SD　

場所打ち

杭　　種 材　　料 施　工　法

埋込み

打ち込み

中堀工法

｛

杭基礎(2)

　　　　㎏／ｍ

オールケーシング

アースドリル

リバースサーキュレーション
2

施工計画書承認地盤改良仕様 地盤改良施工結果報告書

支持層－

（プレボーリング
拡大根固め工法）

鉄骨工事

備　考

第　　　      号

年　 月 　日

建築場所

改築増改築増築(2) 工事種別 新築

(3) 構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第20条第一号（高さ60m超）

法第20条第二号（　RC造高さ20m超、 S造４階建以上、 木造高さ13m超、 その他 ）

注)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等参照して確認する。

構造種別(4)

鉄骨造補強コンクリートブロック造（Ｗ）木造 （ＣＢ） （Ｓ）

壁式鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 （ＷＲＣ）（ＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造鉄骨鉄筋コンクリート造 （ＳＲＣ） （ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造 （ＰＲＣ）

階　数(5)

主要用途(6)

屋上付属物(7)

高架水槽 ｋＮ 広告塔キュービクル

室外機 自家発電機 補助水槽 　　ｋＮ

特別な荷重(8)

倉庫積載床用

比重　２３

比重　２３
比重　２３
比重　２３

比重　２３
比重　２３

普通
普通
普通

普通、軽量

普通

普通

種　類

普通
普通

押えコンクリート

コンクリート(1)

2.

適用箇所

捨てコンクリート
土間コンクリート

付帯工事(9)

擁壁門塀 駐輪場 機械式駐車場

有(増築計画 ) 無(10)

(11) 構造計算ルート Ｙ方向ルート －Ｘ方向ルート －

使用建築材料表・使用構造材料一覧表

Ｆｃ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

Ｆｑ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

ｃｍ

18

備　考
設計基準強度 スラ ンプ

細骨材の種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

呼び強度を保証する材齢、養生

砂

AE減水剤 高性能AE減水剤

砂利
水道水

山砂
砕石
地下水

人工
人工
工業用水

材齢 (
養生 (

28日　　　　56日　　　　  日　　　　  日 )
現場封かん　現場水中　　標準　　　　　　 )

単位水量は 185kl/m3以下、単位セメント量は 270kg/m3以上とする。

（　 JIS A 5406）

Ｂ種 Ｃ種 １００厚 １２０ １５０ １９０ 使用個所(　　　　　　　　　　　　　）

４００

ＢＣＲ

ＳＳＣ

４９０Ａ

ＳＳ

ＳＭ Ｓ Ｎ

Ｓ ＴＫＲ

４００Ａ .Ｂ .ＣＳＮ

種　　類

有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

鉄　骨(4)

ＳＴＫＲ

２９５

４９０

Ｂ ＣＰ ２３５

Ｓ ＴＫ４００

高強度せ ん断補強筋

３４５
３９０

異形鉄筋

ＳＲ

材種

大臣認定番号 MSRB-
２３５

溶接金網（ＪＩＳ Ｇ ３５５１）

丸鋼（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

ＢＣＰ ３２５

４９０Ｂ ４９０ＳＮ Ｃ

４００

溶 接材料 JIS Z

(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

※使用箇所の詳細については別途図示とする。

高力ボルト

Ｆ Ｔ１０ (JIS B1186) Ｓ Ｔ１０ 認定番号(JSSⅡ-09) １２ Ｍ１６Ｍ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

ボルト(JIS B1180) Ｍ　　　　Ｍ 4.8 (4T)

ダブル）

ダブル）

シングル、

シングル、

ｍｍＬ＝Ｍ

ｍｍＬ＝Ｍ

アンカーボルト

ＳＳ

頭付スタッドボルト

φ＝

φ＝ Ｌ＝

Ｌ＝ 小梁）

小梁）

大梁

大梁

柱

柱

使用箇所（

使用箇所（

ナット（

ナット（

(6) 屋根、床、壁

(5) ボルト

スライド ボルト止め

ロッキング

壁 床

屋根

厚ＡＬＣ (JIS A 5416)

押出成形セメント板 (JIS A 5441) 厚 レールファスナー

特殊デッキプレート (JIS G 3352) 型式 厚 屋根

厚 屋根折　板 Ｈ＝

床板

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板デッキプレート

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板キーストンプレート

材　　種 型式、厚、その他 使用箇所 仕様・構法

資料あり調査項目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調査項目 資料あり資料あり調査項目

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディング

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

○ ○

（基礎・杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成(2)

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

深

度

Ｎ

値

標準貫入試験

20 30 4010 50 60 調査地番

位置図

10

12

13

14

27

28

29

30

19

20

22

23

24

25

26

15

16

17

18

備考

孔内水位
ＧＬ　- ｍ

ついてのコメント

支持地盤、地層及び深さに

試験掘 有 無

長期許容支持力度 載荷試験 有 無

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針；日本建築センター2002」を参考とする

コンクリート杭

コンクリート
スランプ

鉄　筋
セメント量

Ｆｃ Ｎ／ｍｍ
ｃｍ以下

ＨＯＯ Ｐ

日本建築センタ－認定

孔壁測定 ）

（試験杭位置は、監理者と協議し、決定すること）

　本

土　質

2

3

4

5

6

7

8

9

1

11

21

大臣認定第

　　　　第

　　　　第

コンクリートは JIS A 5308

耐久設計基準強度

標準図に記載されている事項を除き、

に適合するＪＩＳ認証工場の製品とし、施工に関しては

Ｆｄ

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法は JASS 5T - 603 によること

とし、供試体は現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区

ごと、打ち込み日ごととする。　また、打ち込み量が 150 m 3 を超える場合は

150 m 3 ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。　なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、

そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場

合は、150 分以内、２５℃以上の場合は 120 分以内とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下

らないようにする。

乾燥、振動等によってｺﾝｸﾘｰﾄの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

(2) 鉄　筋
鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除

き、コンクリートと同様に、

高強度せん断補強筋は、 に規定されるＤ種１号適合品とする。JIS G 3137

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについて

は引張試験も併用し、１回の試験は　　本以上とする。

（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で　　箇所程度とする。）200

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（ス柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

パイラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東

京都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

現場監理者と協議の上決定し、すみやかに報告する。

（都知事登録　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。

型　枠(3)

材料 合板厚 を標準とする。12 mm 施工 JASS 5 による。

D10～D16

D19 以上

各継手の使用詳細については

継手等」による。
本仕様 5.(2)鉄筋　の項の「鉄筋

JIS G 3101

ＲＣ ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

ＳＣ杭

ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｂ種

)

Ｃ種)Ａ種

Ⅲ種Ⅱ種Ⅰ種（

（

鋼材 ＳＫＫＳＳ

ＳＫＫ

４００

４９０

４００

位
部

セ
メ

ト

の

類
ン種

間均
の気

在
置
期平

種類

℃

℃未満

温

℃以上15

5

5

℃～15

型枠存置期間

設計基準強度の
設計基準強度の

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下

せ　き　板 支　　柱

スラブ下 はり下

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

５．０N/mm 2 ５０％
％１００％８５

　２

　３

　５

　３

　５

　８

　４

　６

１０

　６

１０

１６

　８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

早強ポルト

注）2.大梁の支柱の盛かえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）3.支柱の盛かえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4.盛かえ後の支柱頂部には、厚い受板・角材または、これに代わるものを置くこと。

注）5.支柱の盛かえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛かえをしては

　　　ならない。

注）6.上表以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注）7.直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛かえを行わないこと。

注）8.支柱の盛かえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらす恐れのある振動又は衝撃を与えないように

　　　行うこと。

※　大版スラブ(35㎡程度以上)下の型枠存置及び支柱盛かえは、工事監理者と協議の上、決定すること。

注）1.片持ち梁、庇、スパン９ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

(日 )

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

コンクリート

の圧縮強度

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

製作要領書　 工作図 施工計画書製作工場

材料規格証明書※、または試験成績書

特殊ボルト高力ボルト鋼材 頭付スタッド

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

工事監理者が行う検査項目(3)

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

接合部の溶接は下記によること(4)

平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

接合部の検査(5)

溶接部の検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

第三者検査機関名

内質
検査
(注 )

硬さ試験

示温塗料塗布

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

検　査　箇　所 検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

外観検査（※）

検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

備　　考

※平成12年建設省告示

　第1464号第二号による

　（目視及び計測）

(注)東京都の要綱に基づ

　　き必要となる建築物

　　の場合に実施する

(都知事登録　　　　号)CIW認定業者（決定次第報告）

自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

注１）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波

　　　探傷検査を１００％行うこと。

高力ボルトの検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

軸力導入試験 要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

コンクリート打設計画は、工事監理者の承認を得ること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

その他8.

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

高力ボルトの摩擦面の処理は、黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グライ

ンダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、

ショットブラスト、グリッドブラストによる処理で表面粗さが５０Ｓ以上である場合は、赤さび

は発生しないままで良い。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分

密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

設備関係7.

(6) 防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

錆止めペイントは、 JIS K 5621、 JIS K 5625、           を使用して、

４つ星(ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量性能区分)２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

塗装と同じ錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

(7) 耐火被覆の材料

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の３倍以上

かつ 以上を原則とする。５ｃｍ

≪建築設備の構造安全性確認≫

建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがある場合、有効なさび

止め又は防腐のための措置を講ずること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

力上主要な部分に緊結すること。

※該当する項目抜粋

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、以下の構造方法による。

管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリーブを設ける等、有効な

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓

継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

震動及び衝撃の緩和のための措置を講じること。

給湯設備にあっては、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

すること。

混和材料の種類(JIS A 6204    )

号

号

号

ＳＲ

大臣認定品 認定番号MSTL-0141等

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3444JIS G 3350

１２

ＳＳ

ｍｍ

ｍｍ

無 ）無 有(調査計画　　　

  年   月   日

　　ｋＮ

　　ｋＮ

　　　　ｋＮ

エレベータ（　　人乗）x　台[機械室レス]

４００

(H12建告第1388号)(改正1447号)・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

(H12建設省告示第1388号第１)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第２)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第４)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第５)(改正1447号)

2Ｎ／m

24

による。

による。

JIS G 3136JIS G 3106

短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

（令第１２９条の２の３の事項）

品質基準強度

24

JIS K 5674、

太陽光パネル

２９５ D16

※ダブルナットとする

壁

R

24 24
18

注）上記表中の資料が有るものに○印を記入する。

支持層：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

地下 階 地上 階 塔屋 階0 01

１－１ １－１

受水槽ｋＮリフト ホイスト ｋＮ

15

15基礎,基礎梁

1階床,土圧壁,腰壁 24 1824

床 壁 梁筋 基礎筋 等

大梁・小梁他

柱

母屋・胴縁・開口補強

調査計画 調査計画 調査計画

※深層混合処理工法による地盤改良併用

0.600～1.000 ｍ(地盤改良上捨てコン天端）

※深層混合処理工法の試験施工有り

　６０ ※地盤改良部

D19 梁主筋

　　　棟新館

ＳＷＨ４００

４００ １２ 240

４００ １６ 320

杭径（ｍｍ） 設計支持力（ｋＮ） 杭の先端の深さ（ｍ） 本数 特記事項

ボーリング柱状図参照

○ ○

○

粘土混じり砂礫 層 ※深層混合処理工法先端

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2026.02.09

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S1-01

埼玉県川越市宮下町１丁目１９番地１３

児童福祉施設等（就労継続支援Ｂ型）

JASS 5(2022)

JASS 5(2022)

配筋標準図（１）～（４）による。

鉄筋継手等

鉄筋継手工法

機械式継手

重ね継手

圧接継手

溶接継手

40d

告示1463号第2項各号

35d (  )d

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

(1)引張力最少部位 (2) (1)以外の部位(注)

Ａ級 Ｂ級 ＳＡ級

D (    )以下16

D (    )以上

D (    )以上

D (    )以上

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス

圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の検査方法：

　　等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術

　　基準解説書2015,2007」によって検討した部位の条件・仕様によること。

注）Ａ級継手を採用する場合は、監理者及び構造設計者と協議を行い決定すること。

19

有 無、引張試験 無、超音波探傷試験有 無有外観検査（全数）

※引張試験：標準仕様書5.4.10（イ）（ｂ）【令和４年版】の記載の方法による

Ｒ認定または登録工場（大臣認定　　グレード）　　監督員の承諾する工場とする

100 － －隅肉溶接部

[新館]　構造設計特記仕様書

(3)

地業厚さ（ｍｍ）

施工箇所 砕石 備考

砕石・その他

土間コンクリート下

スラブ下（ピット上部）

耐圧スラブ（ピット下部）

ポ リ ス チ レ ン
フ ォ ー ム

100 25

25－

－－

捨てコン

50

－

50

ポ リ ス チ レ ン
フ ィ ル ム

0.15

－

－

川越市みよしの支援センター改築等工事[新館]

川越市みよしの支援センター改築等工事



1．適用図書 7．品質検査

            quｌ ： 室内平均強度

2．改良仕様

(2) 改良形式  ：地盤改良伏図にて表示

　　

(4) 改良体下端 ：地盤改良伏図にて表示

(3) 施工品質の安全性が確保できる施工管理機器を備えた施工機械を用いる。

３．施工

工事に先立ち、施工計画を提出すること。施工計画書には次の事項を明記すること。

1）工法概要　　　　　　　　　　　　　　　　6）施工方法（施工ﾌﾛｰ・改良体造成・施工順序等）

2）工事概要　　　　　　　　　　　　　　　　7）施工管理（工程管理・管理ｼｽﾃﾑの概要等）

６．配合管理

αfl

(2)　室内配合強度

(1)　事前調査

　また、室内配合試験時に六価クロム溶出試験を行い、環境庁告示第46号の基準値を満足するような固化材を選定すること。

Xｌ = 

(2)施工計画書 

５．固化材

(1) 使用する固化材は、セメントまたはセメント系固化材とし、建築工事において実績のあるもので、本工事の地盤条件に適合したものとすること。

(2) 施工に先立ち、原料土の室内配合試験を行い、適切な配合条件（固化材種類、固化材添加料、水／固化材比、等）を設定すること。

5）使用機械（施工機・使用機械構成等）　　 10）安全対策

４．施工計画

(1) 施工業者

・使用する工法の開発会社と施工会社は同一会社とし、協会員、仲介業者等による施工は認めない。

・本工事の施工は、(財)日本建築総合試験所「性能証明」等の公的機関の認証を得た工法とすること。

11）性能証明書（施工会社の会社名が記載されていること）

(2) 設計の要求を確保するため、撹拌装置には固化材スラリーを効率よく充填するための排土板と共回を防止する不動翼を装着した撹拌装置を用いること。

改良仕様について、地盤状況、施工状況により変更した方が適切と判断される場合は、その根拠となる計算書等を提出し、設計監理者の承認を得ること。

設計対象層：

設計対象層を基本として、全ての地層を検査対象層とする

(3)コア採取率

8．施工管理

コア採取率は、全長に対して砂質土95％、粘性土90％以上、1m毎のコア採取率は、砂質土90％、粘性土85％以上を目安とすること。

(3) 改良体天端 ：地盤改良伏図にて表示

3）工程表 　　　　　　　　　　　　　　　　 8）品質出来形管理（品質管理・出来形管理等）

4）現場組織表　　　　　　　　　　　　　　　9）環境保全対策

Xf

            quｆ ： 現場平均強度

ここに、 Xｌ  ： 室内配合強度

Xf   :  配合強度

αfl  ： （現場/室内）強度比・・・・・（quf/qul）

室内配合強度Xlは、（現場/室内）強度比の関係αflから次式により決定する。

(2)検査箇所数

全長ボーリングコア試験：100コラムに1箇所以上、かつ1検査対象群に1箇所以上

頭部コア試験：100コラムに1箇所以上、かつ1検査対象群に1箇所以上

　事前に室内配合試験を行ない、現場目標強度・実績データに基づく（現場/室内）強度比・改良対象土の物理的特性・化学的特性等を考慮して固化材の

室内配合試験に用いる試料を設計対象層より採取し、土質試験により物理特性を把握した上で、その結果に応じて適切な固化材種類、水/固化材比を選定する。

(1)検査対象層：

深層混合処理工法　特記仕様書

(1)　本工法の施工管理は、次表による。

(2)　改良天端に施す地業の方法については監理者の指示による。

管理項目 内容 管理手法

固化材

寸法・形状

掘削撹拌混合

支持地盤

掘削深度

改良径

材料の計量

スラリー比重

スラリー吐出量

掘進・引上げ速度

回転数

改良体芯

掘進速度

トルク値

ロッド長さ・施工管理装置（深度計）

攪拌装置の形状測定

プラント（重量計）

マッドバランス

施工管理装置（流量計）

施工管理装置（深度計・速度計）

施工管理装置（回転計）

コラム中心のズレを測定

施工管理装置（深度計・速度計）

施工管理装置（トルク計）

以降の改良体打設において、基準トルク値に基づき支持地盤到達を判定する。

(3)　ボーリング調査箇所近傍で試験施工（本杭可）を行うこと。設計深度に到達したときのトルク値を確認して支持地盤到達の基準値を設定し、

9．管理基準を超えた場合の措置等

(2)　改良下端深度が想定と異なる場合、設計検討を行い安全であると判断される場合には、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

(5) 改良体直径　： 800mm

９～７～８４～６３２１

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

抜取り箇所数 Ｎ

合格判定係数 ka

抜取り箇所数と合格判定係数 ka

(7) コア抜き後の欠損部分には、本工事で要求されている強度以上のソイルセメント、あるいはモルタル等を充填すること。

XN ：Ｎ箇所の一軸圧縮強さの平均値　（ｋN/㎡ ）

XL ：合格判定値　（ｋN/㎡ ）

Fc ：設計基準強度　（ｋN/㎡ ）

ka ：合格判定係数　（下表による）

σd ：設計で想定したコア強度の標準偏差 σ ＝Vd・qud    （ｋN/㎡ ）

N：検査対象層の抜取り箇所数（抜取り箇所：3個の供試体を採取した箇所）

qud ：想定した平均一軸圧縮強さ　（ｋN/㎡ ）

XN ≧XL ＝ Fc　＋ｋa ･σd

(5) 供試体材齢

(6) 強度の算定

Vd：想定した強度の変動係数（0.3）

    採取したボーリングコアの連続性の確認を行うこと。

(4) 画像処理AIアプリケーション「MARCRAY」を用いたボーリングコアの判定方法　（一財）ベターリビング建設技術審査証明　BL 審査証明-061 を用いて、

  種類・実施工での添加量を決定する。

 （以下、改良地盤指針）」による。

 原則として、材齢28日で一軸圧縮試験を行なうこと。

 材齢28日における圧縮強度試験結果が下記の式を満足していることを確認する。合否の判定は、Ｎ箇所（抜取り箇所）の一軸圧縮強さの平均値XNと

 合格判定値XLの大小関係を比較することで行なうこと。

  使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」による。

　試験方法、試験個数等に関しては、（平成12年3月24日付け建設省技調発第49号建設省営建発　第10号）の2に定める「セメント及びセメント系固化材を

(1) 設計基準強度 ：Fc= 700kN/㎡

 qud  ＝Ｆc／（1－1.7･Ｖd ） ＝ 700／(1-1.7・0.30) ＝ 1429.0kN/㎡

　本工事は、本特記仕様書によるほか、（一財）日本建築センター・（一財）ベターリビング、「2018年版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針
埋土、粘土混じり砂礫

埋土

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2026.02.09

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-02
[新館]　柱状改良特記仕様書

(1) 本工事の施工は、「地盤改良工法」の施工手法に準拠すること。

※改良体種別によらず、同一工法における合計コラム箇所数による

（施工方法はバックホウ等により所定のレベルに合わせ掘削を行う。）

（1）施工後は、改良体芯位置を計測し、監督員に報告するものとし、改良体の芯ずれが許容値を超えた場合、監督員と協議の上、設計検討を行い

　　　、安全であると判断される場合には、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

柱状改良伏図 S=1/100

 2．     印は柱状改良芯を示す。

 3．柱状改良天端；図示による。

  　　※柱状改良上部に捨てコンt=50を設ける。

改 良 径；φ800mm

改良天端；設計GL-0.70m(布基礎部)、設計GL-0.65m・-1.05m(ベタ基礎部)

改良本数；46本(布基礎部)、25+54=79本(ベタ基礎部)

設計地耐力；60kN/㎡(布基礎部)、60kN/㎡(ベタ基礎部)

設計基準強度；Fc=700kN/㎡

支持形式；先端支持

　　　　　※固化材添加量は、事前室内配合試験結果にて決定する。

　　注記）※規定深度以浅で高止まりする場合は、試験施工で得られた打ち止め

　　　　　　管理値を参考に、打ち止めを判断する。

凡　　例； 改良径　800φ、改良天端　SGL-0.70m

改良径　800φ、改良天端　SGL-0.65m

改良径　800φ、改良天端　SGL-1.05m

4
35

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

改良深度；設計GL-3.3m

改 良 長；L=2.60m(布基礎部)、L=2.65m・2.25m(ベタ基礎部)

総掘削長；412.50m

総改良長；307.35m

 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　柱状改良伏図

2026.02.09

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

S1-03

＜柱状改良仕様＞

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

 2．布基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ芯=基礎梁芯

 3．布基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端；1FL-1,100[SGL-650]

   　　　　　印 FS天端 1FL-1,150 [SGL-700]

 4．底盤(FS)天端；1FL-750 [SGL-300]

F1

400400

40
0

4
00

4
00

4
00

4
00

40
0

F
11

基礎伏図（見下図） S=1/100

FS1  6．    印は湧水浸透用貫通口(300x300)を示す。

 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　基礎伏図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

S1-04

 5．   印は鉄骨柱位置を示す。

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

 2．各柱芯=通芯

   　　　　　印 ｽﾗﾌﾞ天端 1FL-100 [SGL+350]

　　  土間ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 1FL-5[SGL+445]

  　布基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ芯=基礎梁芯

  　　( )内は、1FLからの基礎梁天端寸法を示す。

 4．柱脚B.PL下端；1FL-200[SGL+250]

 5．ｽﾗﾌﾞ(S)天端；1FL- 5 [SGL+445]

 6．         印は土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(厚150)を示す。

,縦・横筋共 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

１階伏図（見下図） S=1/100

 3．基礎梁(FG・FB)天端；1FL-250[SGL+200]
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B
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      （基礎梁天端はｽﾗﾌﾞ・土間ｺﾝ天端までの増打ちを標準とする。）

　　※各土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下は十分な転圧を行うよう注意する。

 7．         印は増打ちを示す。

 9．RC腰壁；t=120,h=1FL+150[縦D13@200(ｼﾝｸﾞﾙ),横D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)]

             印は土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(厚150)(階段・ｽﾛｰﾌﾟを含む)を示す。

 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　１階伏図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

S1-05

 8．     印は、点検口(600x600)を示す。

縦・横筋共 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)　※寸法は意匠図による。

3,037.5730

1,
0
85

2
,8

42
.5

1,
7
92

.
5

1,
77

5
1,

8
65

90

1,750 2,017.5

2,017.51,250
2,042.5

S1

BR18

B
R1

8

S2

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

 2．梁天端；RSL±0

      ( )内は、RSLからの梁天端寸法を示す。

    (各梁ｳｪﾌﾞ芯を結び接合すること)

    　　　縦胴縁(JOINT部)2C-100x50x20x2.3

 4．外壁；縦胴縁 C-100x50x20x2.3 @600

Ｒ階伏図（見上図） S=1/100
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 3．水平ﾌﾞﾚｰｽ；H14 (ZR面)
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 1．基準レベル； RSL[水下] = 1FL+3,500

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　Ｒ階伏図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-06

川越市みよしの支援センター改築等工事



柱芯

Ｙ

Ｘ

18
,9

00

柱芯

90
0

柱芯

1,
80

0
1,

80
0

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

Y1

Y2

Y3

Y4

y4a

y4b

Y5

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

y8a

Y6

Y7

Y8

Y10

Y9

Y11

Y12

Y13

Y14

柱芯

柱芯

柱芯

1
,8

0
0

1,
35

0

45
0
45

0
9
001,

80
0

4
50

90
0

90
0

1
,8

0
0

45
0

1,
3
50

1,
80

0
1
,8

00
1,

80
0

X1 X2 X3 X4 X5

X6

X7 X8

柱
芯

1,800

柱
芯

柱
芯

1,800

柱
芯

1,800

柱
芯

1,800

10,800

柱
芯

柱
芯

100

柱
芯

1,700 1,800

450 1,350900 900 800 900

600

柱
芯

1,200900

9
00

30
0

9
00

30
0

B4 B4

B4 B4

B4 B4

B5 B5

B5 B5

B7
B7B7

B8

B7

B8

B8

B
7

B
7B4 B4B7

B7

B4B2

B2 B2

B2 B2

LP1 LP1

LP1

LP1LP1

LP1

LP1

LP1 LP1

特記なき限り下記による

 2．梁天端；屋根勾配による。

（見上図）小屋伏図 S=1/100

母
屋

先
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繋
ぎ

材
母
屋

先
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母
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繋
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水平ﾌﾞﾚｰｽ H14

水平ﾌﾞﾚｰｽ H14

2,000

母屋先端繋ぎ材

 1．基準レベル； RSL[水上] = RSL[水下]+1,890

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　小屋伏図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-07

印

印

 3．屋根受材；　　　　　母屋 C-100x50x20x2.3 @600

   　　　　 ；　　　　　補強母屋 2C-100x50x20x3.2（稜線部分）

    (各梁ｳｪﾌﾞ芯を結び接合すること)

 4．水平ﾌﾞﾚｰｽ；H14 (小屋梁上面)

印   　　　　 ；　　　　　母屋先端繋ぎ材 C-100x50x20x3.2

川越市みよしの支援センター改築等工事
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記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　軸組図（１）

2025.12.04

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-08

川越市みよしの支援センター改築等工事
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（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　軸組図（２）

2026.01.17

S1-09

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

共通事項

 4．鉄骨梁天端　図示による

    　　　　　G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

 2．基礎梁・礎柱天端；1FL-250[SGL+200] 

 3．B.PL下端；1FL-200[SGL+250]

 5．外壁；窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16(横貼)

 6．胴縁(縦)；C-100x50x20x2.3@606

    JOINT部 ；2C-100x50x20x2.3

     　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    開口補強(k1)；C-100x50x20x3.2

    開口補強(k2)；2C-100x50x20x3.2

    　　　    G.PL-6 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    (縦筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ,横筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ)

 7．腰壁；t=120, h=1FL+150

 8．　　　　　印は増打ちを示す。

   ※特記なき開口補強は k1 とする。
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 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　軸組図（３）

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-10

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

共通事項

 4．鉄骨梁天端　図示による

    　　　　　G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

 2．基礎梁・礎柱天端；1FL-250[SGL+200] 

 3．B.PL下端；1FL-200[SGL+250]

 5．外壁；窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16(横貼)

 6．胴縁(縦)；C-100x50x20x2.3@606

    JOINT部 ；2C-100x50x20x2.3

     　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    開口補強(k1)；C-100x50x20x3.2

    開口補強(k2)；2C-100x50x20x3.2

    　　　    G.PL-6 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    (縦筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ,横筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ)

 7．腰壁；t=120, h=1FL+150

 8．　　　　　印は増打ちを示す。

   ※特記なき開口補強は k1 とする。

柱
芯

柱
芯

柱
芯

F11

F1F2F2F2

開口補強開口補強

(　　　 印)

(　　　 印)

LC4 LC4 LC3 LC3 LC4 LC4 LC4 LC3 LC3 LC4 LC2

BR18 BR18 BR18 BR18

G14 G14

 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称

縮　　　尺

作成年月日

[新館]　軸組図（４）

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-11

川越市みよしの支援センター改築等工事
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特記なき限り下記による

共通事項

 4．鉄骨梁天端　図示による

    　　　　　G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

 2．基礎梁・礎柱天端；1FL-250[SGL+200] 

 3．B.PL下端；1FL-200[SGL+250]

 5．外壁；窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16(横貼)

 6．胴縁(縦)；C-100x50x20x2.3@606

    JOINT部 ；2C-100x50x20x2.3

     　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    　　　    G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    開口補強(k1)；C-100x50x20x3.2

    開口補強(k2)；2C-100x50x20x3.2

    　　　    G.PL-6 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    (縦筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ,横筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ)

 7．腰壁；t=120, h=1FL+150

 8．　　　　　印は増打ちを示す。

   ※特記なき開口補強は k1 とする。

F1F12F12

F11

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯 柱

芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

ﾊﾞｯﾄﾚｽ

F2 F2 F12

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯柱

芯 ﾊﾞｯﾄﾚｽ

開口補強開口補強

(　　　 印)

(　　　 印)

LC2 LC4 LC4 LC3 LC4 LC4 LC3 LC3 LC3 LC3 LC4 LC4 LC4 LC2

LC4 LC4 LC3 LC4 LC3 LC4 LC4 LC4 LC4 LC4 LC4 LC2

BR18 BR18 BR18 BR18

BR18
BR18 BR18

BR18

G14

 1．1FL=設計GL(SGL)+450 [SGL H=+0.02m]

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新館]　軸組図（５）

2026.02.11

S1-12

川越市みよしの支援センター改築等工事



再生砕石 Ｃ40～0 厚100

１．幅止筋；D16@1,000以下 (基礎 D≦350 の場合は D13@1,000以下) ２．基礎芯＝基礎梁芯とする。

上端筋 下端筋

(長さ方向) (長さ方向)

(幅方向)

上
端
筋
(
幅
方
向
)

下
端
筋
(
幅
方
向
)

Ｄ

Ｈ

H
1

上端筋(幅方向)
上端筋(長さ方向)

FG

TYPE－N1

5
0

下端筋(長さ方向)

下端筋(幅方向)

基礎芯

柱状改良

符 号 TYPE Ｄ
Bx By

Ｈ
上端筋下端筋

Ｙ(長さ方向)Ｘ(幅方向)Ｙ(長さ方向)Ｘ(幅方向)
備　　　　　考Ｈ１

(B;幅方向) (長さ方向)

F1 － D13@200 － －

－ D13@200 － －F2

－ D13@200 － －

－ D13@200 － －

N1   800   650

設計GL(SGL)

SGL+200300 D13@200

N1   800 300   650 SGL+200 D13@200

F11 N1   800 300   650 SGL+200 D13@200

F12 N1   800 300   650 SGL+200 D13@200

B

B/2 B/2

布基礎ﾀｲﾌﾟ、上端筋・幅止筋無し

布基礎ﾀｲﾌﾟ、上端筋・幅止筋無し

布基礎ﾀｲﾌﾟ、上端筋・幅止筋無し

布基礎ﾀｲﾌﾟ、上端筋・幅止筋無し

特記なき限り下記による。基礎リスト

一般部(Z1層)

土間コンクリート配筋要領

1
50

150

1
50

4-D13

縦横筋共
D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
縦横筋共

4-D13

1-D13

縦横筋共
D10@200

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
縦横筋共

60°

95
0以

下

段差部2(Z1層)

15
0

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

段差部1(Z1層)

1
50

15
0

300 150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
縦横筋共

各1-D13

1
50
以
下

厚さ 位　置符　号 主筋方向（短辺方向） 配力筋方向（長辺方向） 備　考

下端筋

上端筋
１５０

D10@200 D10@200
Ｓ１

D10,D13@200D10,D13@200

下端筋

上端筋
１５０

D10,D13@200

D10@200 D10@200
Ｓ２

D10@200

下端筋

上端筋
１５０Ｓ３

D10,D13@200

D13@200

D10,D13@200

D13@200

下端筋

上端筋
ＦＳ１ ３００

・ベタ基礎底盤

スラブリスト

D16@125

D16@125

D16@125

D16@125

縦横筋共

D10@250(ﾁﾄﾞﾘ)
縦横筋共

幅止筋
D10@1000以下

2-D13

15
0

15
0

300 300Ｈ

D13

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
縦横筋共

D10

D13

D10@200

D10@200

D13

D13D13

D13

D10@250(ﾁﾄﾞﾘ)
縦横筋共2-D13

2-D13

2-D13

2-D13D13

150

土間コンクリート階段配筋要領

4-D13

※Ｈ寸法は意匠図による

20
1
50

h

45°

L
2

L2

FS1

幅止筋

D13@1,000以下
幅止筋

ﾘｽﾄによる
FS配筋

L2

D13@200

3
00

5
0

3
00

段
差
h

FG

15d

FS配筋
ﾘｽﾄによる FS1

バットレス配筋要領

※上図は底盤～底盤段差部を示すが底盤～布基礎段差部についても同様とする。

※柱状改良基礎のため、捨てコン下部砕石無とする。

L2

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

[新館]　基礎リスト・スラブリスト

2026.03.08

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-13

1
00

5
0

50
10
0

捨てコンクリート 厚50

5
0

10
0

捨てコンクリート 厚50
再生砕石 Ｃ40～0 厚100

捨てコンクリート 厚50

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

50
1
0
0

1
00

50

10
0

5
0

1
0
0

5
0

捨てコンクリート 厚50

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

川越市みよしの支援センター改築等工事



1FL

断　面

1
5
0

D

基礎梁リスト A1;S=1/25, A3;S=1/50

特記外は下記による

2．幅止め筋：D10@1,000以下      

符　号

位　置

腹　筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

  -D10@200

 4-D16

 4-D16

300× 800

ＦＧ１

725× 800

 6-D19

10-D19

  -D13@150

全断面 全断面

ＦＧ２

全断面

500×800

 5-D19

 5-D19

  -D13@200

ＦＧ３

  -D13@150

全断面

ＦＧ４

725× 1,200

 9-D19

 9-D19

1．腹筋：2-D13 

6-D13

全断面

6-D13

400× 1,200

 4-D19

 5-D19

  -D13@200

ＦＧ５

4-D13

B

5
0

5
0

基礎下端

1FL

断　面

符　号

位　置

腹　筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

▽

上端主筋

下端主筋

25
0

(
20

0
)

[新館]Ｘ方向基礎梁[FG1～FG5]

[新館]Ｘ方向基礎梁[FG1～FG5]

[新館]Ｘ方向基礎梁[FG1～FG5]

1FL [新館]Ｙ方向基礎梁[FG11～FG14]

上端主筋 柱

梁

上端主筋

[新館]Ｙ方向基礎梁[FG11～FG14]

梁主筋配筋要領(基礎梁）
は増打ち部を示す基礎梁増打補強要領図

1

a

2 3

a

15d以上
15d以上

30
0
以
上

30
0
以
上

15
d以

上

1
5
d以

上

基礎へL2

同径・同ピッチ

梁ＳＴＰと

a
※

準ずる

梁の腹筋に

※

梁ＳＴＰと

同径・同ピッチ

※

①上部増打ち

※

同径・同ピッチ

梁ＳＴＰと

②側部増打ち ③下部増打ち

a

※ ※

a

30
0

300

3
00

a ＜　70

70 ≦ a ≦ 200

a ＞ 200

の場合　補強筋不要

の場合　※印は D13 とする

の場合　※印は D16 とする
　  　2.増打ち部補強あばら筋は、梁STPの材質に係らず、

　  　  SD295 とする。

※ @200

　  　　※印上端筋、下端筋とも２列以上配置する。(@200)

※ @200

注記）1.側部増打ちにおいて、ａ寸法が200mmを超える場合は、D

L0

LdかつL0/4+15d以上

場合のみ断面内に記載する。

端部主筋定着長さ

中　央端　部

ＦＢ１

500× 500

 3-D19

 3-D19

 3-D19

 6-D19

  -D13@200

1
5
0

D

B

  -D10@200

 4-D16

 4-D16

全断面

ＦＢ２

350×400

ー ー

  -D10@200

 4-D16

 4-D16

300×800

全断面

ＦＧ１１

725× 800

  -D13@150

全断面

 7-D19

12-D19

ＦＧ１２

  -D13@150

全断面

6-D13

ＦＧ１３

700×1,200

 8-D19

14-D19

  -D13@150

全断面

725× 1,200

6-D13

ＦＧ１４

 7-D19

10-D19

4-D13

・[新館]Ｘ方向基礎梁（FG1～FG5）の上端主筋・下端主筋共に外側配置とし、

[新館]Ｙ方向基礎梁[FG11～FG14]

端部主筋定着長さLdは、Lo/4+15dを越える

　[新館]Ｙ方向基礎梁（FG11～FG14）の上端主筋・下端主筋共に内側配置とする。

　但し、梁に段差がある場合、直交する基礎梁主筋と干渉しない場合等は除く。

・スターラップ形状に注意すること。

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ 25(A1)
1/ 50(A3)

[新館]　基礎梁リスト

2025.12.04

S1-14

1
5
0

D
5
0

5
0

基礎下端

川越市みよしの支援センター改築等工事



t1=

A1;S=1/25,A3;S＝1/50土圧壁リスト

符　号

300

ＤＷ１

内側外側

300 ～ 350

2
/
3
Ｈ

（
下

部
配

筋
範

囲
）

Ｈ

仮想土圧線

D16 ＠200

D13 ＠200

D16 ＠100

外　側 内　側

t1=

位　置

縦筋（上部）

縦筋（下部）

横筋（端部）

横筋（中央）

縦筋

横筋

斜筋

開口補強

備　考

・土圧壁縦筋は底盤(FS)にL2定着とする。

L2

FS

S

厚　さ(t1～t2)

断　面

横筋

2-D16

幅止筋

1．幅止筋：D10@1,000以下 

特記無き限り下記による

外側縦筋
（上部）

外側縦筋
（下部）

内側縦筋
（上部）

FG

120

内側縦筋
（下部）

1
5
0

D13

腰壁
縦筋D13@200
横筋D10@200

―

―

―

設計GL

350
t2=

D13 ＠200

D13 ＠200

外　側 内　側

L2

FSFG

120

1
5
0

D13

―

―

―

設計GL

350
t2=

ＤＷ２

S

腰壁
縦筋D13@200
横筋D10@200

2-D16

Ｈ

3
2
5

2
5
8

幅止筋

内側縦筋
外側縦筋

横筋

内側外側 326

仮想土圧線

326 ～ 350

D13 ＠200

D13 ＠200 D13 ＠200

D13 ＠200

外　側 内　側

120

1
5
0

D13

―

―

―

設計GL

内側外側

D13 ＠200

D13 ＠200

ＤＷ３

3
1

内側縦筋

幅止筋

2-D16

t1=
335

外側縦筋

仮想土圧線

横筋

S

FS
L2

350t2=

腰壁
縦筋D13@200
横筋D10@200

FG

335 ～ 350

Ｈ

・土圧壁高さ(H)は軸組図による。

・仮想土圧線は隣地擁壁の崩壊に伴い影響が見込まれるラインとし、30°勾配を考慮する。

D13 ＠200

D16 ＠200

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺

[新館]　土圧壁リスト
1/ 50(A3)
1/ 25(A1)

2026.01.17

S1-15

水勾配
1/50

水勾配
1/50

水勾配
1/50

75 75

75

川越市みよしの支援センター改築等工事



柱　脚

Y

X

G.PL, BOLT

１　階

ベースプレート

アンカーボルト

柱　型

(礎柱）

立上り筋

フープ筋

備　　考

符　号

PL-16×260×140 (SS400)

2-M16 (SS400)

L=320

32
0

鉄骨取付面

1
6

基礎梁定着

14
0

70
7
0

180

260

4040

2-φ21以下

基礎梁定着

FG天端

基礎梁定着

ＬＣ３ ＬＣ４

□-100×100×4.5

ＬＣ１ ＬＣ２

□-100×100×3.2

G.PL-6(SS400),HTB 2-M16

<105.5> <105.5> □-100×100× 3.2 <105.5>

G.PL-6(SS400),HTB 2-M16G.PL-9(SS400),HTB 2-M16

□-100×100×4.5 <105.5>

G.PL-9(SS400),HTB 2-M16

180

5
0

B.PL下端

A.B 2-M16

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

4
0

40
18

0

26
0

2-φ21以下

140

7070

32
0

鉄骨取付面

1
6

FG天端

A.B 2-M16

B.PL下端

5
0

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

2-M16 (SS400)

L=320

PL-16× 140×260 (SS400)

32
0

鉄骨取付面

1
6

14
0

70
7
0

180

260

4040

2-φ21以下

FG天端

180

5
0

B.PL下端

A.B 2-M16

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

4
0

40
18

0

26
0

2-φ21以下

140

7070

32
0

鉄骨取付面

1
6

FG天端

A.B 2-M16

B.PL下端

5
0

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

2-M16 (SS400)

L=320

PL-16×140×260 (SS400)PL-16×260×140 (SS400)

2-M16 (SS400)

L=320

基礎梁定着

鉄骨柱リスト A1;S=1/15, A3;S=1/30 特記なき限り下記による

1.鉄骨材質：主材 STKR400、 ﾎﾞﾙﾄ HTB F10T・中ﾎﾞﾙﾄ 4T

2.< >内は各柱の有効細長比の最大値を示す。

鉛
直

ﾌﾞ
ﾚｰ

ｽ用
G.

PL
芯

G.PL芯
鉛直ﾌﾞﾚｰｽ用

G.
PL

芯
鉛

直
ﾌﾞ

ﾚｰ
ｽ用

G.PL芯
鉛直ﾌﾞﾚｰｽ用

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ 15(A1)
1/ 30(A3)

[新館]　鉄骨柱リスト

2026.01.26

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S1-16

川越市みよしの支援センター改築等工事



階
符号

大梁リスト

全断面 全断面

階
符号

階
符号

全断面

Ｇ１R Ｇ２R

全断面

階
符号

全断面

階
符号

階
符号

LH-200x100x3.2x4.5 LH-

LH- 全断面 LH-

R 階

R 階

SPL-(1)

ＦＬＡＮＧＥ ＷＥＢ

SPL-(3)g2SPL-(2) nwnf
部材（中央断面） ＴＹＰＥ

梁ＪＯＩＮＴリスト

ＨＴＢ 備  考

ＴＹＰＥ　　Ａ ＴＹＰＥ　　Ｂ

nf
40 60 60 40 10

g
1 B

3
0
0

1
5
0

nf
40 45 40

45 45 10

4
0
35

4
0

3
5

SPL-(2)

4
0

4
0

g
2

g
2

〃
〃

SPL-(3)

40 40

1060

nW

SPL-(1)
SPL-(1)

4
0

g
2

g
2

〃
〃

SPL-(3)

4
0

40 40

1060

nw

SPL-(2)

B

174･175

149･150

199･200

g1

90

105

120

60

150250

100

・各部材のピン接合の仕様については梁JOINTリスト備考欄「ピン接合」参照。

・鉄骨材質；ＳＷＨ４００・ＳＳＣ４００、Ｈ.Ｔ.Ｂ.；Ｆ１０Ｔ、中ボルト；４Ｔ

200x100x3.2x3.2

R

全断面 LH-

Ｇ３

200x150x3.2x4.5

R

200x100x3.2x3.2LH-全断面

Ｇ４

R

LH-

Ｇ５

100x100x3.2x4.5

R Ｇ１１

100x100x3.2x4.5

R Ｇ１２

200x100x3.2x3.2

R Ｇ１３

全断面 LH-100x100x3.2x4.5

R

全断面 LH-

Ｇ１４

200x100x3.2x 6

R

100x100x3.2x4.5LH-

Ｇ１５

R 階

R 階

R 階

R 階

ピン接合；G.PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12100x100x3.2x4.5LH-

ピン接合；G.PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

ピン接合；G.PL-4.5 中ﾎﾞﾙﾄ 2-M12

ピン接合；G.PL-4.5 HTB 2-M16

200x150x3.2x4.5

200x100x3.2x 6

200x100x3.2x4.5

200x100x3.2x3.2LH-

LH-

LH-

LH-

・

鉄骨部材リスト

符号 部　材
ＷＥＢ

nw G.PL
備  考

中ﾎﾞﾙﾄ

・鉄骨種別はＳＷＨ４００・ＳＳＣ４００・ＳＳ４００、中ﾎﾞﾙﾄは４Ｔ、H.T.B.はＦ１０Ｔとする

1х2B1 M12 PL-4.5(SSC400)

1х2M12 PL-4.5(SSC400)B2

L[-100x 40x2.3x2.3

L[-100x 50x2.3x2.3

1х2M12 PL-4.5(SSC400)B3 L[-100x 50x3.2x3.2

1х2M12 PL-4.5LH-100x100x3.2x4.5(SWH400)B4

1х2M12 PL-4.5(SWH400)B5 LH-150x100x3.2x4.5

M12 PL-4.5(SWH400)B6 LH-200x100x3.2x3.2

(SWH400)B7 LH-200x150x3.2x4.5

  2

M16(HTB)   2

(SWH400)LH-200x150x3.2x4.5 M16(HTB)   2B8 小屋組梁(山形)

1х2M12 PL-4.5 開口補強材

1х2M12 PL-4.5 開口補強材

(SSC400)

(SSC400)

k1 C -100x 50x20x3.2

k2 2C-100x 50x20x3.2

1х2M12 PL-4.5胴縁(縦) C -100x 50x20x2.3 @606 (SSC400)

1х2M12 PL-4.5C -100x 50x20x2.3 @606母屋 [新館] (SSC400)

1х2M12 PL-4.5補強母屋 2C-100x 50x20x3.2(SSC400) [新館] 屋根稜線部分

1х2M12 PL-4.5先端繋母屋 C -100x 50x20x3.2(SSC400) [新館] 母屋先端繋ぎ材

※JIS適合品とするPL-9  1 [新館] 鉛直ブレース

LP1 □-100x100x2.3(STKR400) 1х2M16(HTB) PL- 6 [新館] 小屋束材

、接合ﾋﾟｯﾁ@1,800以下とする

・鉄骨種別はSS400・SWH400、H.T.B.はF10T、中ﾎﾞﾙﾄは4Tとする。

PL- 6

PL- 6

ピン接合；G.PL- 6  HTB 2-M16

BR18 1-M18(T.B付) M20(HTB)

PL-6 ※JIS適合品とする屋根水平ブレースH14 1-M14(T.B付) M16(HTB)   1

  1BR14 1-M14(T.B付) M16(HTB) PL-6 [新館] y8a通り鉛直ブレース ※JIS適合品とする

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ―(A1)
1/ ―(A3)

[新館]　鉄骨大梁リスト・鉄骨部材リスト

2026.01.17

S1-17
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1FL

1,800 1,800

縮尺=1/30

1FL

1,800

縮尺=1/30

□
-
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00
x
10
0x
4.
5

1LC2

□
-
1
00
x
10
0x
4.
5

外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑPL
PL-6G.PL-9

G.PL-9

a.sec

7
0 2
0

Y14 通り鉄骨詳細図

X7 X8

X8 通り鉄骨詳細図

Y14Y13

Y12ﾏﾃﾞ

3,
5
0
0

RSL(水上)

RSL(水下)

最高高さ

27
0

1,
89
0

設計GL
(SGL)

45
0

5,
84
0

2
5
0

FG天端
B.PL下端

50

X5ﾏﾃﾞ

B.PL-16

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

G.PL-9

B.PL-16無収縮ﾓﾙﾀﾙ

a.

G.PL-9

1
00

G.PL-9

水平ﾌﾞﾚｰｽ面

外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑPL
PL-6

G.PL-9

(T.B付)(T.B付)

G.PL-9PL-6

G.PL-9

外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑPL

(T.B付)

G.PL-9

(G.PL-9;柱用G.PL兼用)

1
00

HTB 2-M16
(G.PL-9;柱用G.PL兼用)

G.PL-9
2G11,BR16兼用

4T 2-M12

G.PL-4.5
RG15

4T 2-M12

1LC2

□
-
1
00
x
10
0x
4.
5

G.
P
L-
4
.5
 4
T 
2-
M1
2

１．鉄骨材質

特記なき限り

　　　各プレート等・ブレース；SS400

　　　高力ボルト；F10T・S10T、中ボルト；4T

　　　柱・間柱(角型鋼管)；STKR400、梁；SWH400・SSC400

2
5
0

FG天端
B.PL下端

50

設計GL
(SGL)

45
0

3,
5
0
0

(水下)RSL20
0

1,
89
0

5,
84
0

水平ﾌﾞﾚｰｽ面

無収縮ﾓﾙﾀﾙB.PL-162
0
0

2
0
0

1
00

G.PL-9
HTB 2-M16

LH-100x100x3.2x4.5

G.PL-9
4T 2-M12

(G.PL-9;BR兼用)

(T.B付)

G.PL-9

外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑPL
PL-6

1
00

(T.B付)

10
0

G.PL-9
HTB 2-M16

G.PL-9

(G.PL-9;柱兼用)

G.PL-4.5
B1用

1LC4

1,800

PL-6
外ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑPL

B.PL-16
無収縮ﾓﾙﾀﾙ

G.PL-9

(G.PL-9;BR兼用)

G.PL-9

□
-
1
00
x
10
0x
4.
5

1LC2

G.
P
L-
4
.5
 4
T 
2-
M1
2

RSL(水上)

最高高さ
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0

X8

X7

1,
80
0

LH-200x100x3.2x3.2

PL-9

B7用
G.PL-6

 B7

LH-200x150x3.2x4.5

G.PL-6 HTB 2-M16

HTB 1-M16

G.PL-6

(T.B付
)

H141-M14H1
4

1-
M1
4

(T
.B
付
)
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1

L
[-
10

0x
40
x2
.
3x
2.
3

HTB 1-M16
G.PL-6

HTB 1-M16
G.PL-6

RG11
RG2

LH-100x100x3.2x4.5

RG11

RG15

LH-100x100x3.2x4.5

LH
-2
0
0x
1
00
x
3.
2x
3.
2

R
G2

G.PL-4.5
4T 2-M12

4T 2-M12
G.PL-9

(G.PL-9;BR兼用)

PL-6

G
.
PL
-4
.
5

4
T
 2
-
M1
2

PL-4.5

G.PL-9
HTB 2-M16

B7

LH-200x150x3.2x4.5

G.PL-6 HTB 2-M16

PL-9

基礎梁下端

6
50

基礎下端

6
50

胴
縁
1
;
C-
10
0x
50
x2
0x
2
.3
@
60
6

胴
縁
;
C
-1
00
x5
0x
20
x2
.
3@
6
06

PL-4.5

PL-9

HTB 1-M20
HTB 1-M20

BR18
1-M18

BR18
1-M18

BR18
1-M18

PL-9

HTB 1-M20

HTB 1-M20

PL-9

PL-9

HTB 1-M20 HTB 1-M20

HTB 1-M20

PL-9

HTB 1-M20

PL-9

HTB 1-M20 HTB 1-M20

BR18
1-M18

BR18
1-M18

HTB 1-M20
PL-9

PL-9

HTB 1-M20

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ 15(A1)
1/ 30(A3)

[新館]　鉄骨詳細図

2025.12.04
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(6)

近隣データの調査地番と
設計地番とは約
がある

16 の距離ｍ

打 ち 込 み

機械式継手

ガス圧接継手

ＳＤ

(CB)

ＳＤ

ＳＤ

径種　　類

以下

コンクリートブロック(2)
Ａ種

(3) 鉄　筋 使用箇所

重ね継手

継手工法

地業工事

近隣敷地内 ）有(

深さ ＧＬ－

ベタ基礎 布基礎 独立基礎

適用は　　印を記入する。

建築物の構造内容1. 3. 地　盤

4.

鉄筋コンクリート工事5. 6.

工事名称(1) (1)

(1) 直接基礎

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

杭仕様

試験杭

施工計画書承認

無有・（ ）

杭施工結果報告書

（ 載荷

構造設計標準仕様

地盤調査資料

ｋＮ／ｍ２

認定杭による

拡底杭

ミニアース

機械掘

拡底杭

手掘深礎ＢＨ

2

主　筋
SD　
SD　

場所打ち

杭　　種 材　　料 施　工　法

埋込み

打ち込み

中堀工法

｛

杭基礎(2)

　　　　㎏／ｍ

オールケーシング

アースドリル

リバースサーキュレーション
2

施工計画書承認地盤改良仕様 地盤改良施工結果報告書

支持層－

（プレボーリング
拡大根固め工法）

鉄骨工事

備　考

第　　　      号

年　 月 　日

建築場所

改築増改築増築(2) 工事種別 新築

(3) 構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない

法第20条第一号（高さ60m超）

法第20条第二号（　RC造高さ20m超、 S造４階建以上、 木造高さ13m超、 その他 ）

注)構造設計一級建築士の関与が義務付けられる建築物については解説書等参照して確認する。

構造種別(4)

鉄骨造補強コンクリートブロック造（Ｗ）木造 （ＣＢ） （Ｓ）

壁式鉄筋コンクリート造鉄筋コンクリート造 （ＷＲＣ）（ＲＣ）

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造鉄骨鉄筋コンクリート造 （ＳＲＣ） （ＷＰＲＣ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造 （ＰＲＣ）

階　数(5)

主要用途

屋上付属物(7)

高架水槽 ｋＮ 広告塔キュービクル

室外機 自家発電機 補助水槽 　　ｋＮ

特別な荷重(8)

倉庫積載床用

比重　２３

比重　２３
比重　２３
比重　２３

比重　２３
比重　２３

普通
普通
普通

普通、軽量

普通

普通

種　類

普通
普通

押えコンクリート

コンクリート(1)

2.

適用箇所

捨てコンクリート
土間コンクリート

付帯工事(9)

擁壁門塀 駐輪場 機械式駐車場

有(増築計画 ) 無(10)

(11) 構造計算ルート Ｙ方向ルート －Ｘ方向ルート －

使用建築材料表・使用構造材料一覧表

Ｆｃ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

Ｆｑ＝Ｎ/ｍｍ ２

18

18

ｃｍ

18

備　考
設計基準強度 スラ ンプ

細骨材の種類

細骨材の種類

粗骨材の種類

水の区分

呼び強度を保証する材齢、養生

砂

AE減水剤 高性能AE減水剤

砂利
水道水

山砂
砕石
地下水

人工
人工
工業用水

材齢 (
養生 (

28日　　　　56日　　　　  日　　　　  日 )
現場封かん　現場水中　　標準　　　　　　 )

単位水量は 185kl/m3以下、単位セメント量は 270kg/m3以上とする。

（　 JIS A 5406）

Ｂ種 Ｃ種 １００厚 １２０ １５０ １９０ 使用個所(　　　　　　　　　　　　　）

４００

ＢＣＲ

ＳＳＣ

４９０Ａ

ＳＳ

ＳＭ Ｓ Ｎ

Ｓ ＴＫＲ

４００Ａ .Ｂ .ＣＳＮ

種　　類

有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

鉄　骨(4)

ＳＴＫＲ

２９５

４９０

Ｂ ＣＰ ２３５

Ｓ ＴＫ４００

高強度せ ん断補強筋

３４５
３９０

異形鉄筋

ＳＲ

材種

大臣認定番号 MSRB-
２３５

溶接金網（ＪＩＳ Ｇ ３５５１）

丸鋼（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（ＪＩＳ Ｇ ３１１２）

（　　　　　　　　　　　　　　　）

使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

ＢＣＰ ３２５

４９０Ｂ ４９０ＳＮ Ｃ

４００

溶 接材料 JIS Z

(ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

※使用箇所の詳細については別途図示とする。

高力ボルト

Ｆ Ｔ１０ (JIS B1186) Ｓ Ｔ１０ 認定番号(JSSⅡ-09) １２ Ｍ１６Ｍ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４

ボルト(JIS B1180) Ｍ　　　　Ｍ 4.8 (4T)

ダブル）

ダブル）

シングル、

シングル、

ｍｍＬ＝Ｍ

ｍｍＬ＝Ｍ

アンカーボルト

ＳＳ

頭付スタッドボルト

φ＝

φ＝ Ｌ＝

Ｌ＝ 小梁）

小梁）

大梁

大梁

柱

柱

使用箇所（

使用箇所（

ナット（

ナット（

(6) 屋根、床、壁

(5) ボルト

スライド ボルト止め

ロッキング

壁 床

屋根

厚ＡＬＣ (JIS A 5416)

押出成形セメント板 (JIS A 5441) 厚 レールファスナー

特殊デッキプレート (JIS G 3352) 型式 厚 屋根

厚 屋根折　板 Ｈ＝

床板

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板デッキプレート

(JIS G 3352) 型式 厚 屋根床板キーストンプレート

材　　種 型式、厚、その他 使用箇所 仕様・構法

資料あり調査項目

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験

現場透水試験

調査項目 資料あり資料あり調査項目

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディング

標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

○ ○

（基礎・杭の位置を明記すること）ボーリング標準貫入値、土質構成(2)

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

深

度

Ｎ

値

標準貫入試験

20 30 4010 50 60 調査地番

位置図

10

12

13

14

27

28

29

30

19

20

22

23

24

25

26

15

16

17

18

備考

孔内水位
ＧＬ　- ｍ

ついてのコメント

支持地盤、地層及び深さに

試験掘 有 無

層

長期許容支持力度 載荷試験 有 無

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針；日本建築センター2002」を参考とする

コンクリート杭

コンクリート
スランプ

鉄　筋
セメント量

Ｆｃ Ｎ／ｍｍ
ｃｍ以下

ＨＯＯ Ｐ

日本建築センタ－認定

孔壁測定 ）

（試験杭位置は、監理者と協議し、決定すること）

　本

土　質

2

3

4

5

6

7

8

9

1

11

21

大臣認定第

　　　　第

　　　　第

コンクリートは JIS A 5308

耐久設計基準強度

標準図に記載されている事項を除き、

に適合するＪＩＳ認証工場の製品とし、施工に関しては

Ｆｄ

セメントは、JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

術研究センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法は JASS 5T - 603 によること

とし、供試体は現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区

ごと、打ち込み日ごととする。　また、打ち込み量が 150 m 3 を超える場合は

150 m 3 ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。　なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、

そのうち４週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。

なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場

合は、150 分以内、２５℃以上の場合は 120 分以内とする。

コンクリート打ち込み中及び打ち込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下

らないようにする。

乾燥、振動等によってｺﾝｸﾘｰﾄの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

(2) 鉄　筋
鉄筋は JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除

き、コンクリートと同様に、

高強度せん断補強筋は、 に規定されるＤ種１号適合品とする。JIS G 3137

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについて

は引張試験も併用し、１回の試験は　　本以上とする。

（１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で　　箇所程度とする。）200

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（ス柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

パイラル型）とする。

コンクリート及び鉄筋の試験は、「建築物の工事における試験及び検査に関する東

京都取扱要綱」第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

現場監理者と協議の上決定し、すみやかに報告する。

（都知事登録　　　　　　号）

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。

型　枠(3)

材料 合板厚 を標準とする。12 mm 施工 JASS 5 による。

D10～D16

D19 以上

各継手の使用詳細については

継手等」による。
本仕様 5.(2)鉄筋　の項の「鉄筋

JIS G 3101

ＲＣ ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｈ鋼

鋼管 摩擦杭

ＳＣ杭

ＰＲＣ

ＰＨＣ Ｂ種

)

Ｃ種)Ａ種

Ⅲ種Ⅱ種Ⅰ種（

（

鋼材 ＳＫＫＳＳ

ＳＫＫ

４００

４９０

４００

位
部

セ
メ

ト

の

類
ン種

間均
の気

在
置
期平

種類

℃

℃未満

温

℃以上15

5

5

℃～15

型枠存置期間

設計基準強度の
設計基準強度の

基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下

せ　き　板 支　　柱

スラブ下 はり下

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

５．０N/mm 2 ５０％
％１００％８５

　２

　３

　５

　３

　５

　８

　４

　６

１０

　６

１０

１６

　８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

早強ポルト

注）2.大梁の支柱の盛かえは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）3.支柱の盛かえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4.盛かえ後の支柱頂部には、厚い受板・角材または、これに代わるものを置くこと。

注）5.支柱の盛かえは、小梁が終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛かえをしては

　　　ならない。

注）6.上表以外のセメントを使用する場合は、工事監理者の指示による。

注）7.直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛かえを行わないこと。

注）8.支柱の盛かえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらす恐れのある振動又は衝撃を与えないように

　　　行うこと。

※　大版スラブ(35㎡程度以上)下の型枠存置及び支柱盛かえは、工事監理者と協議の上、決定すること。

注）1.片持ち梁、庇、スパン９ｍ以上の梁下は、工事監理者の指示による。

(日 )

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令

コンクリート

の圧縮強度

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

製作要領書　 工作図 施工計画書製作工場

材料規格証明書※、または試験成績書

特殊ボルト高力ボルト鋼材 頭付スタッド

※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

社内検査表

工事監理者が行う検査項目(3)

（　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

接合部の溶接は下記によること(4)

平成12年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

接合部の検査(5)

溶接部の検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

第三者検査機関名

内質
検査
(注 )

硬さ試験

示温塗料塗布

完全溶込み溶接部

（突合せ溶接）

検　査　箇　所 検　査　方　法

マクロ試験・その他

外観検査（※）

超音波探傷検査

外観検査（※）

検査率又は検査数

工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

％ 個100

％ 個100

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

 30

 30

％ 個

％ 個

％ 個

％ 個

　 個

％ 個

備　　考

※平成12年建設省告示

　第1464号第二号による

　（目視及び計測）

(注)東京都の要綱に基づ

　　き必要となる建築物

　　の場合に実施する

(都知事登録　　　　号)CIW認定業者（決定次第報告）

自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること。

注１）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波

　　　探傷検査を１００％行うこと。

高力ボルトの検査（検査結果は後日、工事監理者に報告すること）

軸力導入試験 要 否 高力ボルトすべり係数試験 要 否

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

コンクリート打設計画は、工事監理者の承認を得ること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

その他8.

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

高力ボルトの摩擦面の処理は、黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グライ

ンダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし、

ショットブラスト、グリッドブラストによる処理で表面粗さが５０Ｓ以上である場合は、赤さび

は発生しないままで良い。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分

密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として２度締めとする。

設備関係7.

(6) 防錆塗装

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

錆止めペイントは、 JIS K 5621、 JIS K 5625、           を使用して、

４つ星(ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量性能区分)２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

塗装と同じ錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

(7) 耐火被覆の材料

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし、管の間隔を管径の３倍以上

かつ 以上を原則とする。５ｃｍ

≪建築設備の構造安全性確認≫

建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがある場合、有効なさび

止め又は防腐のための措置を講ずること。

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐

力上主要な部分に緊結すること。

※該当する項目抜粋

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、以下の構造方法による。

管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部に配管スリーブを設ける等、有効な

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生じる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓

継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の

震動及び衝撃の緩和のための措置を講じること。

給湯設備にあっては、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造と

すること。

混和材料の種類(JIS A 6204    )

号

号

号

ＳＲ

大臣認定品 認定番号MSTL-0141等

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3444JIS G 3350

１２

ＳＳ

ｍｍ

ｍｍ

無 ）無 有(調査計画　　　

  年   月   日

　　ｋＮ

　　ｋＮ

　　　　ｋＮ

エレベータ（　　人乗）x　台[機械室レス]

４００

(H12建告第1388号)(改正1447号)・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

(H12建設省告示第1388号第１)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第２)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第４)(改正1447号)

(H12建設省告示第1388号第５)(改正1447号)

2Ｎ／m

24

による。

による。

JIS G 3136JIS G 3106

短期(18) 標準(24) 長期(30) 超長期(36)

承認

承認

（令第１２９条の２の３の事項）

品質基準強度

24

JIS K 5674、

太陽光パネル

２９５ D16

※ダブルナットとする

壁

R

24 24
18

注）上記表中の資料が有るものに○印を記入する。

支持層：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層

地下 階 地上 階 塔屋 階0 01

１－１ １－１

受水槽ｋＮリフト ホイスト ｋＮ

15

15基礎,基礎梁
24 1824

床 壁 梁筋 基礎筋 等

大梁・小梁他

柱

※新倉庫棟の露出型弾性固定柱脚工法部は当該仕様に よる

調査計画 調査計画 調査計画

 0

 1

 6

 1

34

27

21

36

60

60

42

43
51

シルト

腐植土

粘　土

砂　礫

礫混り粗砂

砂　礫

礫混り粗砂

１．２０

-1.5m付近に層厚0.90mの腐植土あり

 1.50

13.15

11.90

 8.25

 5.50
 4.90

※深層混合処理工法による地盤改良併用

ｍ(地盤改良上捨てコン天端）

※深層混合処理工法の試験施工有り

※深層混合処理工法先端砂礫

　６０ ※地盤改良部

　　　棟

４００ １２ 240

４００ １６ 320

 2.40 柱状改良新倉庫

3900

ＳＭ４００

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

88 0.5

7
00

4
,6

0
0

0.700

胴縁・開口補強

1階床,腰壁

杭径（ｍｍ） 設計支持力（ｋＮ） 杭の先端の深さ（ｍ） 本数 特記事項

現地ボーリング柱状図は

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2026.02.09

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S2-01

川越市みよしの支援センター改築等工事[新倉庫棟]

埼玉県川越市宮下町１丁目１９番地１３

川越市宮下１丁目１９番地１３

○ ○

○

児童福祉施設等（倉庫）

JASS 5(2022)

JASS 5(2022)

配筋標準図（１）～（４）による。

鉄筋継手等

鉄筋継手工法

機械式継手

重ね継手

圧接継手

溶接継手

40d

告示1463号第2項各号

35d (  )d

告示1463号第3項各号

告示1463号第4項各号

(1)引張力最少部位 (2) (1)以外の部位(注)

Ａ級 Ｂ級 ＳＡ級

D (    )以下16

D (    )以上

D (    )以上

D (    )以上

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋の径

注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター

Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。

継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス

圧接継手工事、溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部の検査方法：

　　等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術

　　基準解説書2015,2007」によって検討した部位の条件・仕様によること。

注）Ａ級継手を採用する場合は、監理者及び構造設計者と協議を行い決定すること。

※引張試験：標準仕様書5.4.10（イ）（ｂ）【令和４年版】の記載の方法による

有 無、引張試験 無、超音波探傷試験有 無有外観検査（全数）

(3)

地業厚さ（ｍｍ）

施工箇所 砕石 備考

砕石・その他

土間コンクリート下

ポ リ ス チ レ ン
フ ォ ー ム

100

捨てコン

50－

Ｒ認定または登録工場（大臣認定　　グレード）　　監督員の承諾する工場とする

隅肉溶接部 100 － －

[新倉庫棟]　構造設計特記仕様書

構造図(S3-07、S3-08)参照

川越市みよしの支援センター改築等工事



　（一重ナットとする場合は、メーカーにご相談ください。）

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0566,0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

ねじの種類

規　格

SN490B
備　考

ベースプレート
エコタイプ

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定

着
長
さ

L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）
※２ ※２

TMCP鋼

-

TMCP325B,C

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト
８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト
１２本タイプ
アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
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M72

M56 5.5

72 6

64

56

6

250 30

28

24

び
呼

じ
の

ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5
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アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余
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φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L
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外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1
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E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

（形板芯にて検査）

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下の場合

板厚40mm超の場合

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０B,b
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル※

TMCP385B,C

高強度角形鋼管柱用（KB型式）

４本タイプ
アンカーボルト アンカーボルト

８本タイプ

アンカーボルト
８本タイプ １２本タイプ

アンカーボルト

エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。

JIS G3136 又は

高強度柱適用タイプ

TMCP鋼
※４

M42

エコタイプ

高強度柱適用タイプ

柱
適

度
強
高

イ
プ

タ
用

・

1110840165 789 437534 65481842 4.5 6538 75M42

高強度柱適用タイプ

※3

2025/3

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0044,0046,0231 (アンカー用ボルトセット)

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566,0404,0180）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-0042～0044,0046,0231）

注意！
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。
３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

[新倉庫棟]　柱脚工法設計施工標準

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S2-02

柱脚工法設計施工標準

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、および設計ハンドブックに準拠する。

(#)：メーカーの担当範囲

示し、柱脚工法の型式に

※ メーカーが供給するものに限る同等以上の無収縮性モルタル 
柱脚工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

※

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。
はベースプレート台座厚さを示し、柱脚工法の型式によって変わります。

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでメーカーにご相談ください。

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、メーカーが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）

５．本資料以外の施工方法で行った場合、柱脚工法の性能が発揮できなくなります。

施工完了後、柱脚工法のチェックシートに工事記録を記載する。

柱脚工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

※ メーカーが供給するものに限る

※ハイベースＮＥＯ工法同等とする。

375

ベースプレートの形状・寸法は、柱脚工法設計ハンドブックを参照ください。

・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。

川越市みよしの支援センター改築等工事



 4C51

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C
1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F
E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書

ベースプレート形状

C1

A

2C

H 2t

F
E

GタイプGタイプ

A
1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□350

□400

□500

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～28

4.5～12

6～12

6～16

6～22

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4

EB300-8

EB350-8

EB400-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M30

8-M36

8-M42

550

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc24) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。
　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

24-D25

16-D22

12-D19

8-D16

8-D16

8-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D29

16-D25

24-D25

28-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

20-D19

12-D19

16-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

800

820

840

810

840

820

840

880

870

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

8-D16

8-D16

8-D19

12-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D22

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D22

12-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

12-D25

20-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D29

24-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D13@100

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

16-D19

12-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48

4-M56

12-M48

12-M56

12-M42

257

308

180

207

250

288

366

242

294

129

187

90

133

217

306

458

133

198

386

495

270

340

467

594

824

375

492

960

1120

720

840

960

960

1120

840

840

163

192

109

131

152

162

192

138

150

1200以上

1350以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

1100以上

1100以上

－

－

－

－

－

－

－

180

190

339

408

419

498

580

817

923

317

475

1000 24-D25 1000 32-D25 D13@100 1000 20-D25 D13@100 1000 32-D25 D13@100

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

28-D25

12-D25

16-D25

16-D25

24-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

20-D25

12-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D29

20-D29

24-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

8-M42

-64 8-M64 850 690 390 105 68 346 464 810 1280 210 1600以上 －659 1100 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100 1100 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1100

-64 900 740 440 95 658-M64 367 467 834 1280 207 1600以上 －806 1150 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500

540

600

790

520

390

480

520

680

770

510

660

600

390

470

510

660

740

760

980

190

190

290

330

190

280

330

430

270

330

410

570

240

460

540

710

480

580

470

560

610

450

530

680

400

500

540

600

790

520

390

480

520

680

770

510

660

600

390

470

510

660

740

760

980

650

600

460

580

500

650

820

760

980

650

600

460

580

500

650

820

760

980

1100 1100

L
L
1

h
h
c

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

(
L
t
)

MSTL-0566,0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)
2025/3

MBLT-0042～0044,0046,0231(アンカーボルト)

□450

9～25 EB450-8
-42 8-M42 199 690 580 360

－ － － －
48 180 132 312 840 138 1100以上 180 890 24-D25 D13@100 890 32-D25 D13@100 670 890 20-D25 D13@100 890 32-D25 D13@100 670

500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 500 16-D16 D13@150□150 4.5～12 EB150-4-24 4-M24 290 210 － － － － － 25 17 14 31 400 80 550以上 12014.0 200 200

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

[新倉庫棟]　柱脚工法各種寸法図

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S2-03

表中に無いサイズについても対応可能です。メーカーに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 １)   、 ゾーン分けについては柱脚工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
　　　柱脚工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

型式

・柱脚工法

柱脚工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc24の場合) （柱脚工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（柱脚工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）
同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、および柱脚工法設計ハンドブックに準拠する。

川越市みよしの支援センター改築等工事
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8．施工管理

 

　　　　　　　　 

　　　　　　　　 

　　　　　　　　 

　　　　　　　　 

　　　　　　　　 

．工事概要

地 盤 改 良 特 記 仕 様 書

械的に混合攪拌し、固化材の固化反応により所要の強度をもつ改良柱体(以下、コラムと称す)を築造するものである。

2．一般事項

3．特記事項

本工事は、本特記仕様書によるほか「2018年版　建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」(日本建築センター)、「くし兵

 　　　　　　     

配合等について、土質や地盤状況により変更が適切と判断される場合は、監督員の承諾の下に変更することができる。

(1)コラム径、掘削深度(空堀長＋設計コラム長)、本数配置等は設計図書による。ただし、コラム径、長さ、本数、位置及び固化材スラリーの

700(2)コラム設計基準強度は、Fc=　　　　　kN/㎡ とする。

(3)設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理および品質管理を実施する。

4．施工計画

(2)施工計画書

工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

① 工事件名及び工事場所 ⑥ 施工機械

② コラム仕様及び数量 ⑦ 固化材配合条件

　 (コラム径、掘削深度、本数、設計基準強度) ⑧ 施工管理(立会、管理項目、施工記録)

③ 工事期間及び工程 ⑨ 品質検査

④ 工事の組織 ⑩ 安全衛生対策

⑪ 地盤概要(土質柱状図)

　名及び責任者、各種作業の主たる従事者) ⑫ コラム伏図

⑤ 施工手順 ⑬ 建築技術性能証明書(写)

(2)基本的な施工手順を以下に示す。施工の障害となる事象が発生した場合は、別途協議する。

a.掘削攪拌装置をコラム芯に合わせる。

b.固化材スラリーを吐出せずに、空堀部を所定の深度まで掘削する。

c.固化材スラリーを吐出しながら掘削・混合攪拌する。

d.吐出・混合攪拌が終了したら、固化材スラリーの吐出を終了し、先端部の練り返しを行う。

e.先端部の練り返しが終了したら、攪拌軸を逆回転しながら、引上・混合攪拌を行う。

(3)本工事により排出される発生残土は、監督員と協議の上、適切に処分する。

5．施工

6．施工機械

(1)共回り現象を防止する機構を有し、固化材スラリーと原地盤土を確実に混合攪拌できる指定の攪拌装置を用いる。

(2)所定の施工管理項目を計測、記録できる管理装置を用いる。

(3)施工機械本体は、本地盤改良工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

(4)ミキシングプラントは、所定吐出量を十分に供給できるものとする。

7．配合管理

(1)固化材スラリーに使用する材料は、セメント系固化材とする。

(2)配合計画

(1)施工の安定性を確保するために、下記に示す項目について管理する。

① 形状・寸法　：掘削攪拌翼径　　　　　　　　　掘削攪拌装置の形状・寸法を記録する。

コラム芯　　　　　　　　　　　事前にコラム芯にマークを設ける。

鉛直性　　　　　　　　　　　　施工機械本体の傾斜計で管理する。

掘削深度　　　　　　　　　　　深度計で計測し、記録する。

② 固化材　　　：材料計量　　　　　　　　　　　固化材、水の重量を計測する。

固化材スラリーの密度　　　　　スラリー比重を比重計で計測し、記録する。

固化材の配合量　　　　　　　　吐出量から実配合量を算定し、記録する。

③ 混合攪拌度　：羽根切り回数　　　　　　　　　深度計、速度計、回転計から指定回数(500回/m)以上を確保する。

④ 支持地盤　　：深度、トルクまたは電流値　　　試験打設を行い、管理する。

(着底時の判断は、試験打設時の値を用いて、実施する。)

(2)コラムの芯ずれ

(3)施工の立会

コラムの芯ずれが許容値を超えた場合には、監督員と協議して適切に対応する。

9．品質検査

① 検査対象群はコラム50本を1単位とし、土層毎に検査対象層を定める。

② 品質検査は、7日材齢によるモールドコア法によることを原則とする。

③ 1箇所あたりは3個の供試体を採取する。

④ 設計対象層を検査対象層と定め、調査箇所数は、下表のとおりとする。

(1)検査対象群、検査対象層及び調査箇所数

検査対象層は、　　　　　の　　　　　　　　　層である。深部 腐植土

2)

1)

頭部

深部

3箇所 1)

検査対象層 検査対象層が頭部にある場合 検査対象層が深部にある場合

1箇所 1),2)

3箇所 1)

1箇所 1)

　  

　  

1現場のコラム数が50本を超える場合には、50本に1箇所を追加する。

コラム長≦3.0m 、対象層が単一層と判断される場合には、深部試料の採取は省略できる。

(2)合否の判定

① 合否の判定は、7日材齢によるモールドコアの一軸圧縮強さが設計基準強度を上回るものとする。

② 品質検査は、検査対象群、検査対象層ごとに判定するものとする。

③ 検査手法は、検査手法Aによるものとする。

合格の判定は、検査対象群、検査対象層ごとの一軸圧縮強さの最小値が下式を満足すれば合格とする。

min(Xi)≧ Fc

Xi：各検査対象群、検査対象層の個々の７日材齢による一軸圧縮強さ( kN/㎡ )

Fc：設計基準強度( kN/㎡ )

10．報告

11. その他

技第16号国営建第１号) による。

試験の方法は、「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領(案)」(平成13年4月20日付国官

実施する。

環境への配慮が懸念される場合には、六価クロム溶出低減型の固化材を用いるか、施工前または施工後に六価クロム溶出試験を

工事完了後、次の事項について報告書にまとめて提出する。

① コラム伏図及び番号

② 施工日

③ コラム径及びコラム長

④ 施工管理項目に対する実施工結果

⑤ モールドコアの一軸圧縮試験結果

⑥ 合格判定結果

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

（構造設計ー級建築士　第　815号）

[新倉庫棟]　地盤改良特記仕様書
S2-04

（以下、固化材スラリーと称す）を地盤に注入しながら、指定の掘削攪拌装置を用いて、固化材スラリーと原地盤土とを機

本地業は、スラリー系機械攪拌式深層混合処理工法による地盤改良である。本工法は、スラリー状のセメント系固化材

衛工法　技術指針」および準拠する指針類(日本建築総合試験所　GBRC　性能証明　第13-03号 改2)同等による。

(1)本地盤改良工事施工業者は、本工法の施工技術に精通したもので、基礎地盤研究会に所属する会員とする。

 　(工事受注者の本工事責任者、地盤改良施工業者

(1)作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように必要に応じて養生する。

固化材配合量と固化材スラリーの水固化材比(W/C)は、技術指針に則って室内配合試験結果により決定する。

建築工事の受注者は、本工事責任者及び施工責任者を定め、両者は本地盤改良工事の施工中は立ち会うものとする。

川越市みよしの支援センター改築等工事
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柱
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柱芯

柱芯

柱
芯

特記なき限り下記による

 2．各通芯=壁芯

,縦・横筋共 D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

      （基礎梁天端は土間ｺﾝ天端までの増打ちを標準とする。）

　　  ※土間ｺﾝ下は十分な転圧を行うよう注意する。

　　  土間ｺﾝｸﾘｰﾄ天端 1FL±0[SGL+100]

 5．柱脚B.PL下端；1FL-150[SGL-50]

  　( )内は、1FLからの基礎梁天端寸法を示す。

 4．基礎梁(FG)、礎柱天端；1FL-200[SGL-100]

 6．         印は土間ｺﾝｸﾘｰﾄ(厚150)を示す。

 7．         印は増打ちを示す。

  　布基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ芯=基礎梁芯

 3．布基礎ﾌｰﾁﾝｸﾞ下端；1FL-800[SGL-700]

C51

C51 C51

G
6
1

G51

G51

G
6
1

水平ﾌﾞﾚｰｽ
H14

C51

J

800

J80
0

柱芯

柱
芯

柱
芯

J

800

Ｒ階伏図

特記なき限り下記による

 2．梁天端；屋根勾配による。

      ( )内は、RSL(水上)からの梁天端寸法を示す。

         J は梁JOINT位置を示す。

         印は折板敷方向を示す。

    (各大梁天端にﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受 C-100x50x20x2.3[横使い]を設ける)

 6．折板ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受の小梁ﾚﾍﾞﾙは取付く大梁天端+50mmとする。

    (妻側ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受 C-100x50x20x3.2@900以下[横使い]を設ける)

    (各梁ｳｪﾌﾞ芯を結び接合すること)

 3．梁JOINT位置は柱芯から 800 とする。

 5．屋根材；折板 t=0.5 h=88

基礎・１階伏図 S=1/100

S=1/100

T1 T1

 7．水平ﾌﾞﾚｰｽ；H14 (折板屋根面)

B
5
1

C51C51

C51C51

FG51

FG51

F
G
61

F
G
61

F
5
1

F
5
1

J

8
00

RSL(水上)

8
6

(±0)

(-86)
≪屋根勾配(梁天端レベル)≫

 4．T1材取付レベルは、取付く梁天端-50mmとする。

柱芯

 1．基準レベル； RSL(水上鉄骨天端)=1FL+3,500

柱
芯Ｙ

Ｘ

柱芯

柱芯

柱
芯

特記なき限り下記による

S=1/100柱状改良伏図
1
,
30
0

1
,
30
0

1
,
30
0

 2．     印は柱状改良芯を示す。

 3．柱状改良天端；図示による。

  　　※柱状改良上部に捨てコンt=50を設ける。

改良深度；設計GL-5.3m

設計基準強度；Fc=700kN/㎡

支持形式；先端支持

　　　　　※固化材添加量は、事前室内配合試験結果にて決定する。

　　注記）※規定深度以浅で高止まりする場合は、試験施工で得られた打ち止め

　　　　　　管理値を参考に、打ち止めを判断する。

凡　　例； 改良径　600φ、改良天端　SGL-0.75m

改 良 径；φ600mm

改良天端；設計GL-0.75m

改 良 長；L=4.55m

改良本数； 8本

総掘削長； 42.40m

総改良長； 36.40m

設計地耐力；60kN/㎡
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 1．1FL=設計GL(SGL)+100 [SGL H=+0.02m]

 1．1FL=設計GL(SGL)+100 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新倉庫棟]　伏図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S2-05

＜柱状改良仕様＞

 8．RC腰壁；t=120,h=1FL+300[縦D13@200(ｼﾝｸﾞﾙ),横D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)]

川越市みよしの支援センター改築等工事



 2．基礎梁・礎柱天端；1FL-200[SGL-100] 

 3．B.PL下端；1FL-150[SGL-50]

 4．鉄骨梁天端　水勾配(図示)による

 5．外壁；窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=16(横貼)

 6．胴縁(縦)；C-100x50x20x2.3@606

    　　G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    JOINT部 ；2C-100x50x20x2.3

    　　G.PL-4.5 4T(中ﾎﾞﾙﾄ) 1x2-M12

    (縦筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ,横筋;D10@150ｼﾝｸﾞﾙ)

特記なき限り下記による

軸組図　共通事項
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 1．1FL=設計GL(SGL)+100 [SGL H=+0.02m]

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号

1/100(A3)
1/ 50(A1)

工事名称
作成年月日

縮　　　尺

[新倉庫棟]　軸組図

2026.02.11

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S2-06

k1

k2
開口補強

2C-100x 50x20x3.2

3
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3
00

3
00

3
00

k2 k
2

k2

 7．腰壁；t=120, h=1FL+300
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１．幅止筋；D16@1,000以下 (基礎 D≦350 の場合は D13@1,000以下) ２．基礎芯＝基礎梁芯とする。

特記なき限り下記による。基礎リスト

上端筋 下端筋

(長さ方向) (長さ方向)

(幅方向)

上
端
筋
(
幅
方
向
)

下
端
筋
(
幅
方
向
)

Ｄ

Ｈ

H
1

上端筋(幅方向)
上端筋(長さ方向)

FG

TYPE－N1
5
0

下端筋(長さ方向)

下端筋(幅方向)

基礎芯

柱状改良

設計GL(SGL)

B

B/2 B/2

符 号 TYPE Ｄ
Bx By

Ｈ
上端筋下端筋

Ｙ(長さ方向)Ｘ(幅方向)Ｙ(長さ方向)Ｘ(幅方向)
備　　　　　考Ｈ１

(B;幅方向) (長さ方向)

F51 － D13@200 － －N1 D13@200  600 250   700 100 布基礎ﾀｲﾌﾟ、上端筋・幅止筋無し

一般部(Z1層)

土間コンクリート配筋要領

1
50

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

段差部1(Z1層)

15
0

1
5
0

300 150

D10@200(ﾀﾞﾌﾞﾙ) 各1-D13

15
0
以
下

縦横筋共

縦横筋共

基礎梁リスト A1;S=1/25, A3;S=1/50

特記外は下記による

1．腹筋：2-D13 2．幅止め筋：D10@1,000以下      

1FL

断　面

符　号

位　置

腹　筋

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

  -D10@200

全断面

ＦＧ５１

250× 600

 2-D16

 2-D16

2
0
0

D
5
0

6
0

  -D10@200

全断面

250× 600

 2-D16

ＦＧ６１

 3-D16

基礎下端
B

▽

上端主筋

下端主筋

1FL

上端主筋 柱

梁

上端主筋

梁主筋配筋要領(基礎梁）

・[新倉庫棟]Ｙ方向基礎梁（FG61）の上端主筋・下端主筋共に外側配置とし、

　[新倉庫棟]Ｘ方向基礎梁（FG51）の上端主筋・下端主筋共に内側配置とする。

　但し、梁に段差がある場合、直交する基礎梁主筋と干渉しない場合等は除く。

・スターラップ形状に注意すること。

[新倉庫棟]Ｘ方向基礎梁[FG51]

[新倉庫棟]Ｙ方向基礎梁[FG61]

[新倉庫棟]Ｙ方向基礎梁[FG61]

[新倉庫棟]Ｙ方向基礎粱[FG61]

[新倉庫棟]Ｘ方向基礎梁[FG51]

[新倉庫棟]Ｘ方向基礎粱FG51

20
0

は増打ち部を示す基礎梁増打補強要領図

1

a

2 3

a

15d以上
15d以上

3
0
0以

上

3
0
0
以
上

1
5
d以

上

1
5d
以
上

基礎へL2

同径・同ピッチ

梁ＳＴＰと

a
※

準ずる

梁の腹筋に

※

梁ＳＴＰと

同径・同ピッチ

※

①上部増打ち

※

同径・同ピッチ

梁ＳＴＰと

②側部増打ち ③下部増打ち

a

※ ※

a

3
0
0

300

30
0

a ＜　70

70 ≦ a ≦ 200

a ＞ 200

の場合　補強筋不要

の場合　※印は D13 とする

の場合　※印は D16 とする
　  　2.増打ち部補強あばら筋は、梁STPの材質に係らず、

　  　  SD295 とする。

※ @200

　  　　※印上端筋、下端筋とも２列以上配置する。(@200)

※ @200

注記）1.側部増打ちにおいて、ａ寸法が200mmを超える場合は、

D

L0

LdかつL0/4+15d以上

端部主筋定着長さLdは、Lo/4+15dを越える

場合のみ断面内に記載する。

端部主筋定着長さ

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺

[新倉庫棟]　基礎リスト・基礎梁リスト・スラブリスト 1/ 25(A1)
1/ 50(A3)

2025.12.04

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S2-07

幅止筋

15d

1
00

5
0

10
0
5
0

10
0
5
0

捨てコンクリート 厚50

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

再生砕石 Ｃ40～0 厚100

捨てコンクリート 厚50

川越市みよしの支援センター改築等工事



柱　脚

Y

X

G.PL, BOLT

１　階

ベースプレート

アンカーボルト

柱　型

(礎柱）

立上り筋

フープ筋

備　　考

符　号

210

290

2
10

2
90

4-φ38

□-150×150×  6

―

Ｃ５１

B.PL下端

50
礎柱天端

1
50

ｽﾗﾌﾞ天端A.B 4-M24

4
005
50

9
0
以

上
5
50

以
上

80
70

25

鉄骨取付面

210

L=400

PL-25×290×290 (SN490B)

4-M24 (HAB)

5
0
0

500

□-D13@150 (SD295)

TOP HOOP   -D13 (礎柱天端・二重巻)

 8-D16 (SD295)※頂部ﾌｯｸ無

< 73.5>

通しﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ；PL-16(SN490C)

特記なき限り下記による

1.鉄骨材質：主材 STKR400、 ﾎﾞﾙﾄ HTB F10T・中ﾎﾞﾙﾄ 4T

2.< >内は各柱の有効細長比の最大値を示す。

礎柱天端

1
00 50

50

250

500

160

90410

L
2

B.PL下端
SGL

1FL

1
00

礎柱配筋(主筋)
(リストによる)

礎柱配筋(帯筋)
(リストによる)

ａ

a sec

増打補強帯筋
 口-D13@150

B.PL

480 20

2
0

4
80

5
00

500

増打補強筋
8-D13

柱脚廻り増打部配筋詳細図

階
符号

全断面 全断面

階
符号

全断面

R 階

R 階

・各部材のピン接合の仕様については梁JOINTリスト備考欄「ピン接合」参照。

・鉄骨材質；ＳＳ４００、Ｈ.Ｔ.Ｂ.；Ｆ１０Ｔ

R Ｇ５１

H -148x100x 6x 9

R

148x100x 6x 9H -

Ｇ６１

SPL-(1)

ＦＬＡＮＧＥ ＷＥＢ

SPL-(3)g2SPL-(2) nwnf
部材（中央断面） ＴＹＰＥ

梁ＪＯＩＮＴリスト

ＨＴＢ 備  考

・

・鉄骨種別はSS400、H.T.B.はF10Tとする。

ピン接合；G.PL- 6 HTB 2-M162SPL- 6x 80x290601×2SPL-16x100x290 4M16A148x100x 6x 9H -

ＴＹＰＥ　　Ａ ＴＹＰＥ　　Ｂ

nf
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g
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nW

SPL-(1)
SPL-(1)

4
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g
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〃
〃

SPL-(3)

4
0
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1060

nw

SPL-(2)

B

174･175

149･150

199･200

g1

90

105

120

60

150250

100

鉄骨部材リスト

符号 部　材
ＷＥＢ

nw G.PL
備  考

中ﾎﾞﾙﾄ

1х2B51 [ -125x 65x 6x 8 (SS400) PL- 6M16(HTB)

1х2M12 PL-4.5(SSC400)T1 C -100x 50x20x3.2 ツナギ材

PL-6 ※JIS適合品とする屋根水平ブレースH14 1-M14(T.B付) M16(HTB)   1

1х2M12 PL-4.5 開口補強材

1х2M12 PL-4.5 開口補強材

(SSC400)

(SSC400)

k1 C -100x 50x20x3.2

k2 2C-100x 50x20x3.2

1х2M12 PL-4.5胴縁(縦) C -100x 50x20x2.3 @606 (SSC400)

・鉄骨種別はＳＳ４００・ＳＳＣ４００、中ﾎﾞﾙﾄは４Ｔ、H.T.B.はＦ１０Ｔとする。

大梁リストA1;S=1/15, A3;S=1/30鉄骨柱リスト

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ 15(A1)
1/ 30(A3)

[新倉庫棟]　鉄骨柱・鉄骨大梁・鉄骨部材リスト

2025.12.04

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

S2-08

3
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50 70

150 85

増打補強帯筋
 口-D13@150

増打補強筋
8-D13

川越市みよしの支援センター改築等工事



柱脚工法

１．鉄骨材質

特記なき限り

　　　高力ボルト；F10T・S10T、中ボルト；4T

　　　柱(角型鋼管)；STKR400、梁；SS400、胴縁(縦)；SSC400
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□
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50設計GL
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1
0
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1
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基礎梁下端

7
0
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2
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3
,
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Yb1

4,370
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Yb2
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□
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x
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6

1C51

□
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x
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PL-16

PL-16
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H-148x100x6x9

RG61

5
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4T 2-M12

T1
G.PL-4.5

水平ﾌﾞﾚｰｽ面水平ﾌﾞﾚｰｽ面水平ﾌﾞﾚｰｽ面 水平ﾌﾞﾚｰｽ面

縮尺=1/30Yb1 通り鉄骨詳細図 縮尺=1/30Xb2 通り鉄骨詳細図

PL-16

C-100x50x20x2.3
(SSC400)(横使い)

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材
ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材

C-100x50x20x2.3
(SSC400)(横使い)

PL-16

C-100x50x20x2.3
(SSC400)(横使い)

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材

妻側ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材
C-100x50x20x3.2@900以下

(SSC400)(横使い)

　　　各プレート等・水平ブレース；SS400、○印；SN490C

（構造設計ー級建築士　第　815号）

Y･M･R･建築構造事務所 

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ 15(A1)
1/ 30(A3)

[新倉庫棟]　鉄骨詳細図

2025.12.04

S2-09

柱脚工法 柱脚工法 柱脚工法

30
0

腰壁天端

30
0

腰壁天端

川越市みよしの支援センター改築等工事



表D　スリーブ材質の凡例　

表C　梁貫通孔記号　

表B　各階伏図における記号　

表A　異形鉄筋の断面表示記号　

図面で使用する記号等は、表A～表Dを標準とする。

5.1　基礎梁

4 鉄筋の最小かぶり厚さ及び間隔

図5.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

：継手の好ましい位置

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

 ガス圧接を例で示す

Ｌ２

Ｌ２

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.2による。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

Ｌ２

Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

 0

 0 /4 0 /2

≧100

15d（余長）

 0 /4

継手長さ

継手長さ

２Ｌ

　　  ただし、耐圧スラブが付く場合は、(4)による。

（３）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.3による。

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

Ｌａ

20d（余長）

継手長さ

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

15d（余長） 15d（余長）継手長さ

図5.1　梁筋の基礎梁内への定着

（イ）梁筋を柱内に定着する場合は、7.1(2)(ｴ)による。

（ア）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が

（１）一般事項

（６）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（５）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(４)による。

図4.1　鉄筋相互のあき及び間隔

（ウ）隣り合う鉄筋の径（呼び名の数値）の平均の1.5倍

（イ）25mm

（ア）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（４）鉄筋相互のあきは図4.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（３）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（２）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10mmを加えた数値を標準とする。

　　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

　　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

DあきD

間隔

D は、鉄筋の最大外径

　　　　　　　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを含まない。

　　　　　い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

最小かぶり厚さ(mm)

表4.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ

（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表4.1による。

１

１Ｌ

　　　なお、Ｌ　は表3.1に、Ｌ　及びＬ　は表3.3による。１ ２ ３

（ウ）溶接金網の継手及び定着は、図3.4による。

全長全長

　　　　　　　ただし、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの3/4倍以上とする。

　　　　(ｃ)　仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬa及びＬbは表3.4に示す長さとする。

　　　　(ｂ)　余長は 8d 以上

　　　　(ａ)　全長は表3.3に示す直線定着の長さ以上

　　　り、次の(ａ)、(ｂ)及び(ｃ)をすべて満足するものとする。

（イ）梁主筋の柱内折曲げ定着又は小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図3.3によ

図3.2　直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

Ｌ１ｈ

１ｈ

（注）１．Ｌ　,Ｌ　：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

　　　２．フックありの場合のＬ　は、図3.1に示すようにフック部分　 を含まない。

１ｈ１

１ １ｈＬ　（フックあり）Ｌ　（フックなし）

（ア）鉄筋の定着の長さは、表3.3及び図3.2による。
（２）鉄筋の定着

      ただし、スラブ筋で D16 以下の場合及び壁筋の場合は除く。

（エ）隣り合う継手の位置は、表3.2による。

　　　大きい値とする。

　　　40d以上（軽量コンクリートの場合は 50d 以上）と表3.1の重ね継手の長さのうちいずれか

（イ）柱及び梁主筋並びに耐力壁を除く鉄筋の重ね継手の長さは、表3.1による。

（ア）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（１）鉄筋の重ね継手

　（１）設計図書の図面のうち配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

かつ一般壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

一般壁の種別

KW○○
W○○

かつ耐力壁の種別

片持ちスラブ形階段を受け、

耐力壁の種別

ERW○○ 土圧を受け、かつ耐力壁の種別

※S 

EKW○○

EW○○

FLからの上がり下がり（±　　）梁・スラブの上がり下がりの範囲

ボーリング位置

スラブ開口D0

打増しの範囲

試験杭の位置

杭の位置

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

土間コンクリート

階段の配筋種別

スラブ厚さ

スラブの配筋種別

記号 説明説明記号

（１）設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書（構造関係）、構造関係共通図以外の図面をいう。

２-１　設計図２．図面

２-２　構造関係共通図（配筋標準図）

１．特記仕様書（構造関係）

（３）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

（２）異形鉄筋の径（本文、図、表において「d」で示す。）は、呼び名に用いた数値とする。

（２）本構造関係共通図以外については、設計図及び監督員の指示による。

（１）本構造関係共通図は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄筋の加工、組立の一般的な標準図

　　　とする。

４．記号

３．優先順位

２．用語の定義

１．適用範囲

溶
 接
 継
 手

ガ
ス
圧
接
継
手

重
 ね
 継
 手

機
械
式
継
手

2 異形鉄筋の末端部

総則

　　　する。

梁梁

柱

Ｌ２

　　　異なる場合には、図5.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着

60

＊

60

40

40

屋外
30

40

仕上げあり

仕上げなし

＊

30

20

30

30
柱，梁，耐力壁

スラブ，

耐力壁以外の壁

土に接す

る部分

土に接し

ない部分

屋内

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

擁壁，耐圧スラブ

基礎，擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

構造部分の種別

煙突等高熱を受ける部分

ただし、柱及び梁の主筋に D29 以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

d

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　　　　　 （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

　　　　　　　 （基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

ａ

ｂ　　　２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（注）１．Ｌ　 ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

表3.4　鉄筋の投影定着の長さ

SD390

SD345

Ｌ ｂ

20d

20d

15d

20d

20d

30，33，36 20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

30，33，36

24，27

15d

15d

種  類

鉄筋の

24，27

21

15d

15d

15d

15d

21

18

15d

15d

15d

20d

30，33，36

24，27

21

18

Ｌ ａ
  Fc（N/mm ）

２
設計基準強度

コンクリートの

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋

３Ｌ

２Ｌ

（柱頭又は柱脚部）

 鉄筋

定着（壁の場合）

Ｌ

１節半以上、かつ、150mm以上

d

≧6d

50
d

≧6d≧6d

d

図3.4　溶接金網の継手及び定着

50d

定着（スラブの場合）重ね継手

≧6d

d

1.5巻

添巻き

以上の

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図3.5による

（重ね継手）

中間部

図3.5　スパイラル筋の継手及び定着

末端部

図3.3　折曲げ定着の方法

小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

定着起点定着起点

余長

３ｈ２ｈ１ｈＬ  、Ｌ  又はＬ

余長

ａＬ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

３２１Ｌ 、Ｌ 又はＬ

１Ｌ

30，33，36

40d 35d

45d 35d

50d 40d18

25d 20d

30d 25d

30d 25d

35d 30d

25d 20d

25d

30d

35d

10d

スラブ小梁

以上

150mm

かつ

Ｌ３ｈ

２ Ｌ２ｈＬ１ｈＬ

25d

35d

20d

30d

30d

35d

35d

40d

45d

24，27

21

30，33，36

24，27

21

SD345

18

30d

30d

35d

40d

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
２

設計基準強度

コンクリートの

種　類

鉄筋の

－

フックあり定着の長さ

Ｌ３

10d

スラブ小梁

直線定着の長さ

表3.3　鉄筋の定着の長さ

の場合

の場合

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

ａ≧400mm

ｂ

ａ

 カップラー

ａ

１Ｌ

１Ｌ

１ｈＬ

１

ａ１Ｌ

ａ≧0.5Ｌ１

１Ｌ

ａ＝0.5Ｌ

ａ

１ｈ

１ｈＬａ１ｈＬ

－

－

 ガス圧接継手・溶接継手

ａ≧0.5Ｌ１ｈ

１ｈＬ

ａ＝0.5Ｌ

ａ

フックあり

フックなし

表3.2　隣り合う継手の位置

　　　３．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

30，33，36

24，27

SD390

SD345

35d

35d

30d

30d

35d

40d

45d

50d

35d

40d

45d

50d

35d

25d

種  類

鉄筋の

21

30d

25d

25d

35d

21

18

30d

35d

40d

45d

21

18

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）
２

設計基準強度

コンクリートの

図3.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

表3.1　鉄筋の重ね継手の長さ

3 継手及び定着

（３）杭基礎のベース筋

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

図2.1 末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（ ● 印）

壁

壁

柱 梁

壁
 床版 床版

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

壁

梁

壁

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

d

D

D

d
d

（余長）

4d 以上
D

8d 以上

6d 以上

折曲げ図

5d 以上

SD390

～ D38

D19

3d 以上

d

D

4d 以上

4d 以上

  180°

  135°

  90°

～ D38

D19
D16 以下

折曲げ内法直径(D)

角  度

折曲げ

1 鉄筋の加工

表1.1　鉄筋の折曲げ内法直径

鉄筋の折曲げ内法直径は、表1.1を標準とする。

※建築用以外のスリーブ材質は各工事による。

管　名

記号（建築用）

鋼　管

40037535032530027525022520017515012510075
区分 径

建　築

50

区分
径

建築

D32D29D25D22D19D16D13D10

構造関係共通図（配筋標準図）

20d

（ウ）耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず

SD295

SD295

SD295

GA

溶融亜鉛めっき鋼版

VU RS

つば付き鋼管（黒管）

▽▽

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

20d（余長）

（注）１．Ｌ　，Ｌ　：２．から４．まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　　　　　　　 なお、（　　）は片持小梁及び片持スラブの場合を示す。

　　　６．軽量コンクリートの場合は、表の値に 5d を加えたものとする。

　　　５．フックあり定着の場合は、図3.2に示すようにフック部分　 を含まない。また、中間部での折曲げは行わない。

　　　４．Ｌ　 ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。３ｈ

(25d以上)(25d以上)

２

　　　３．Ｌ　 ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける小梁は除く。

　　　２．Ｌ　，Ｌ　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

　　             

２ｈ

１ｈ１

30，33，36

24，27 45d 40d

50d 40d

30d 25d

35d 30d

35d 30d

40d

21

SD390

35d

２．90°未満の折曲げの内法直径は特記による。

4d 以上

    余長は 4d 以上とする。

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

（幅止め筋）

及び

  135°

  90°

３

d

D

ｂＬ 

SGP（白管）

硬質塩化ビニル管

SD295、SD345

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S3-01

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）」

配筋標準図（その１）

川越市みよしの支援センター改築等工事



連続小梁の場合は、図7.10による。

（１）小梁主筋の継手、定着及び余長

図7.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｌｂ

ｈＬ３

Ｌ (定着)２

 0

/12 07

 0

 0 /2

 0 /2  0 /4 0 /4

 0 /4 0 /4 0 /4 0 /6

 0 /2  0 /4 0 /4

15d(余長）15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)15d(余長)

連続端

連続端

20d(余長)20d(余長）

外端

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

Ｌ２

7.3　小梁

一般の梁は、図7.9による。

（５）腹筋及び幅止め筋

（ウ）梁の端部で間隔の異なる場合は、図7.8による。

（イ）間隔が一様でハンチのある場合は、図7.7による。

（ア）間隔が一様でハンチのない場合は、図7.6による。

（４）あばら筋の割付け

図7.5.2　副あばら筋組立の形

⑦⑥⑤

（ア）形は、図7.5.1 ① とする。

ただし、L形梁またはT形梁の場合は ⑦ とすることができる。

（ア）形は、図7.5.2 ⑤ または ⑥ とする。

（３）副あばら筋組立の形及びフックの位置

④③②①

（ｃ）③の場合は床版の付く側を 90゜折曲げとする。

（ｂ）②の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

（ａ）①の場合は交互とする。

図7.5.1　あばら筋組立の形

（イ）フックの位置

　　　ただし、L形梁の場合は、② または ③、T形梁の場合は ② ～ ④ とすることができる。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ウ）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは設計図による。

（イ）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図7.6による。

（ア）あばら筋の種類、径及び間隔は、設計図による。

（１）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

図7.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

二段筋

二段筋

（４）ハンチのある場合の定着及び余長は、図7.4による。

図7.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２

（３）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図7.3による。

（カ）段違い梁は、図7.2による。

（オ）梁にハンチをつける場合、その傾斜は設計図による。

（エ）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　　　なお、定着の方法は3(2)(ｲ)による。

（イ）土に接する柱周囲の打増しは図6.2による。

（ア）打増し部分に、壁、梁及びスラブ等がとりつく場合は、壁、梁及びスラブ筋等の定着長さには、

（２）柱打増し部

２　　　ただし、柱頭定着長さＬ　が確保できない場合は、設計図による。

（イ）継手、定着及び余長は、図6.1による。

（ア）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（１）一般事項

副あばら筋が取り付く場合

ｈ
Ｌ

１

一般の場合

d

≧
8d

重ね継手とする場合

打継ぎ面
コンクリートｈ

Ｌ
１

（２）腹筋及び幅止め筋は、7.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は設計図による。

      また、副あばら筋組立の形及びフックの位置は7.2(3)による。

図5.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

      ことができる。

　　　ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図5.5による

（イ）あばら筋組立の形及びフックの位置は、7.2(2)による。

（ア）あばら筋の径および間隔は、設計図による。

（１）一般事項

（４）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図5.4による。

二段筋

二段筋

≧4d

≧6d

≧6d

≧8d

図7.8　あばら筋の割付け（その３）

図7.6　あばら筋の割付け（その１）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

・ 
・ ＝30・ 

・ 

Ｄ

≦P＠

＝30 P＠

図7.7　あばら筋の割付け（その２）

　　　２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

≦P＠
P＠ P＠

≦P＠≦P＠
P＠

Ｄ

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。
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図7.9　腹筋および幅止め筋

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とする。　

1,200≦Ｄ＜1,500900≦Ｄ＜1,200600≦Ｄ＜900

5.2　基礎梁のあばら筋等

7.2　あばら筋等

　　　５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　４．破線は、柱内定着を示す。

　　　　　

　　　３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、　　　　　のように引き通すことができる。

　　　　　

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）には、フックを付ける。
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最上階
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１サイズ太い鉄筋又は同径

吊上げ筋は、あばら筋より

の鉄筋を束ねたものとする。

D≦100柱

梁 梁

図7.2　段違い梁

　　　　下端筋（ハンチ付き）：原則、曲げ上げる。

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

　　　　上端筋：曲げ降ろす

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　　打増し部分を含まない。

打増し厚さ10mm

6.2　帯筋

図6.2　柱打増し部

打増し厚さ10mm

GL

FL

　　　　　　　　

　　　　　　３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

　　　　　　２．隣り合う継手の位置は、表3.2［隣り合う継手の位置］による。

（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合には、フックを付ける。

図6.1　柱主筋の継手、定着及び余長
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6.1　柱

図5.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

：継手の好ましい位置

 ガス圧接を例で示す

 0

 0 /4 0 /2 0 /4

：継手の好ましい位置

図5.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

（耐圧スラブがつく場合を含む）
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Ｌ
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継手長さ
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（１）帯筋の種類及び間隔は、設計図による。

（４）帯筋の割付けは図6.4とし、それ以外の場合は設計図による。

（３）フック及び継手の位置は交互とする。

　　　　　する範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

２

１

１

　　　　　２．図中のP ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

　　　（注）１．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠と
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帯筋

梁面より割り付ける。

帯筋は，1サイズ太い鉄筋又は
同径の鉄筋を束ねたものとする。

上下の柱断面寸法が異なる場合，

②Ｗ－Ⅰ形

①Ｈ形

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

（イ） （ロ）

（イ）

（イ）

≧6d

Ｐ
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（ロ） （ハ）

≧40d

Ｐ
＠

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。
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＠

Ｐ
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Ｌ

（イ） （ロ）
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Ｌ

③Ｗ－Ⅱ形 ④Ｗ－Ⅲ形

（注）③Ｗ－Ⅱ形、④Ｗ－Ⅲ形は耐震改修工事のみ

図6.3　帯筋組立の形

≧8d

２

（ウ）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

（イ）溶接する場合の溶接長さＬは、両面重ねアーク溶接の場合は 5d 以上、片面重ねアーク溶接の場合は10d 以上とする。

Ｌ２

梁梁

柱

　　　本数が異なる場合には、図7.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（ウ）梁筋は、連続端で柱に接する梁の主筋が、同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の

（イ）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.3及び図7.4による。

（ア）継手中心位置は、次による。

（２）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ウ）打増し部分に、スラブ、壁、梁筋等が取り付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、打増し部分を含まない。

（イ）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は設計図による。

（ア）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

（１）一般事項

　　　

7.1　大梁

　　　下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、　o/4を加えた範囲以内

　　　上端筋：中央 　o/2以内

図6.4　帯筋の割付け

（３）あばら筋の割付けは、7.2(4)による。

（２）帯筋組立の形は図6.3により、適用は構造図による。構造図に記載がなければ次による。

（ア）形は、図6.3①とする。

　　　ただし、Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（ロ） （ハ）
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（ウ）打増し部分に、壁及びスラブ等が取り付く場合は、壁及びスラブ筋等の定着長さには打増し 部分は含まない。

（イ）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

２

１

　　　また定着の長さはＬ　とし、鉄筋の継手位置は、柱・梁部以外とする。

（ア）一般壁筋の重ね継手の長さはＬ　とし、耐力壁筋の重ね継手長さは特記による。

１ １１ １

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。図8.1　壁の配筋

Ｌ
１

主筋位置 主筋位置

梁

主筋位置

主筋位置

梁

柱

P＠

≦P＠
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≦P＠≦P＠

P＠

Ｌ２

     

（１）一般事項

8.1　壁

（イ）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

（注）１．図示のない場合は、（ア）による。

（２）あばら筋は、7.2による。

図7.13　片持梁主筋の定着

　　　３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

　　　２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

垂直断面水平断面

Ｌ
２

(頭つなぎ梁)Ｌ２

折下げ

片持梁筋

折下げ

片持梁筋

片持梁

先端小梁

先端小梁 

片持梁

小梁連続端部小梁外端部

（ア）先端に小梁のない場合は、図7.12による。

（１）片持梁主筋の定着及び余長

図7.12　片持梁主筋の定着及び余長

（注）１．図示のない事項は、7.1による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

　　　３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

ｈＬ３

Ｌ Ｌ

Ｌ
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2 /315d

ｈＬ３
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Ｌａ2  /315d

一般階 最上階

7.4　片持梁

（２）単独小梁の場合は、図7.11による。
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2  0 /3 ｈＬ３
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15d(余長)

20d(余長)20d(余長)

15d(余長)

端部 端部

（３）あばら筋は、7.2による。

　　　２．　　　　　印は、余長位置を示す。

（注）１．図示のない事項は、5.1及び7.1に準ずる。

図7.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

直交する梁へ斜めに定着する場合

下端筋

Ｌ
２

・ 
・ 

立面平面

=45゜

上端筋

（４）スラブの配筋（S形配筋）は表9.1及び図9.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

（３）土間コンクリート補強筋(D0）の配筋及びコンクリート厚さは設計図による。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は設計図による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。
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（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。
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配筋

9.1　スラブ

表9.1　S形配筋

（１）片持スラブの配筋（CS形配筋）は、表9.2並びに図9.4及び図9.5により、配筋種別及びスラブ厚さは、設計図による。

CS7

CS6

CS5

CS4

CS3

CS2

CS1

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は、設計図による。

片持スラブは、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

片持スラブの配筋は、次による。

表9.2　CS形配筋

　配筋種別 主筋

D10-200@

下
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上

下

上
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下
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主筋　配筋種別

下

上

D13-300@
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D10,D13-300@
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9.2　片持スラブ

図9.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

耐圧スラブの場合

一般スラブの場合
（ハ）（ロ）（イ）
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図9.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

Ｌ３

Ｌ２

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

　　　ただし、引き通すことができない場合は、図9.3により梁内に定着する。

（７）定着長さ及び受け筋は、図9.2による。

１（６）原則として引き通し、鉄筋の重ね継手長さはＬ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

短辺方向（主筋）

長辺方向（配力筋）

図9.1　スラブの配筋
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（イ）壁開口部補強の定着長さは、図8.3による。

（ア）耐力壁を除く壁開口部の補強筋は、A形は表8.3、B形は表8.4とし、適用は構造図による。

（１）壁開口部の補強

表8.4　壁開口部補強筋（B形）

2-D13W18，W20 4-D13

1-D13W12，W15 2-D13

斜め縦横
壁の種別

補強筋

表8.3　壁開口部補強筋（A形）

2-D13W18，W20 2-D13

1-D131-D13W12，W15

縦横 斜め
壁の種別

補強筋

　　　なお、耐力壁の補強筋は、構造図による。

１Ｌ

開口
１Ｌ

１Ｌ

１Ｌ
図8.3　壁開口部補強筋の定着長さ

（２）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、設計図による。

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

外壁の端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

ＬＬＬＬ ２２２２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

ＬＬ継手 ２１

4-D132-D132-D131-D13

2-D13
1-D131-D131-D13

1-D13

1-D13

1-D131-D13

2-D13

（５）壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

（４）土圧を受ける壁の配筋は、設計図による。

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

200

180

150

120D10-200@シングル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-150@ダブル

D10-200@ダブル

D10-100@シングル

W20B

W20A

W18B

W18A

W15B

W15A

W12

D10-150@シングル

表8.2　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋

(表10.1)
縦筋及び横筋種別

KA4

KA2

KA3

KA1

横筋

縦筋

種別　　　　

階段の配筋　

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

200

180

D10-200@ダブル

D13-150@ダブル

D10-200@ダブル

D13-200@ダブル

断面図　　（mm）

（３）片持スラブ形階段を受ける壁の配筋は表8.2により、種別は設計図による。

縦筋

横筋

KW1

KW2

種別 縦筋及び横筋 断面図　　（mm）

表8.1　壁の配筋

（２）壁の配筋は表8.1により、種別は設計図による。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.4　片持スラブの配筋（ CS11 からCS15 ）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図9.5　片持スラブの配筋（CS16及びCS17）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図9.6による。

（ア）出隅部の補強筋は設計図により、配筋方法は、図9.7による。

（イ）出隅受け部分（図9.7の斜線部分）の補強筋は設計図による。

（３）出隅部

図9.6　先端に壁が付く場合の配筋

垂れ壁のない場合 垂れ壁のある場合

２

    2．出隅受け部配筋は柱

       又は梁にＬ 定着する。１

１(注)1.   ≧  とする

１

２

出隅受け部配筋

(注)  ≧  とする１

出隅部分補強配筋

図9.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

配力筋
D10-200@

主筋
 受け筋

D13(　≦1,000)

D16(　＞1,000)

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

Ｌ２

３Ｌ

（段差なし）

配力筋
D10-200@

主筋

 受け筋
D13(　≦1,000)

D16(　＞1,000)

Ｌ Ｌ
２

Ｌａ

先端部補強筋

2-D13

Ｌ３

D10-200@
配力筋

受け筋 D13

２Ｌ
主筋

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

≦600

（段差なし）

 受け筋 D13配力筋
D10-200@

主筋

Ｌ

先端部補強筋

2-D13

≦600

ａＬ

Ｌ
２

（段差あり）

Ｌ２

2-D13

先
端

壁
厚

以
上

1
00

以
下

先端壁の縦筋の径　
及び間隔に合わせる
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下
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以
下
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端

壁
厚

以
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２

2-D13

出
隅

部
分

の
補

強
筋

補強筋の定着
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2

１

３

Ｌ
１

Ｌ

１

出隅部分の補強筋

２

一般スラブ配力筋

３Ｌ

Ｌ１ /2１ 出隅部

 /2

２

 /
2

出隅受け部

１

　　　

　　　

8.2　一般壁の補強

交差部（水平断面）
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Ｌ２

9.3　スラブ等の補強

（２）屋根スラブの補強

　　  屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図9.9により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（イ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

　　　鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（　 = 2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

スラブ開口部の補強方法は、設計図による。設計図になければ、(ア)(イ)による。

（ア）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図9.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（１）スラブ開口部の補強

     

　　　を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

図9.8　スラブ開口部の補強配筋

Ｌ

１

Ｌ
１

２
ｎ １

(   )本

２
ｎ ２

(   )本

ｎ 本２

ｎ 本１

Ｌ１

Ｌ

１

１

片持スラブ形階段の配筋は、表10.1及び図10.1により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

ｔ：スラブ厚さ

t

t

表10.1　片持スラブ形階段の配筋

配筋図 D13

2-D13

t

t

D10-300@

D13

D13

2-D13

D13

D10-300@

D10-300@

D13

D13

t

D10-300@

D10-300@

KA3 KA4

KA2

配筋種別

配筋図

KA1配筋種別

t

D10-300@

10.1　片持スラブ形階段

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

MH7 4-2-D19

4-2-D13 2-6φ-100@

MH6 4-2-D16

MH5 4-2-D16

MH4 2-2-D134-2-D13 2-6φ-100@

MH3 2-2-D13

MH2 2-2-D13

2-2-D13 なし

MH1 なし

種別
配筋図縦筋斜め筋 溶接金網

配筋

5－D10（　=1,500）

5－D10（　=1,500）

（注）ａ≦300の場合

図9.10　打継ぎ補強配筋

Ｌ
２

ａ

Ｌ
３

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ２

D13

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

D13ａ

中間部

（３）土間スラブの打継ぎ補強

  　　ただし、土間スラブとは、土に接するスラブで S形の配筋によるものをいう。

　　  基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図9.10による。

（注）ａ≦300の場合

Ｌ
２

ａ

Ｌ
２

ａ

図9.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

Ｌ２Ｌ２

び間隔に合わせる

D13

端部

補強筋の鉄筋径及

土間コンクリート

D13

中間部

（４）土間コンクリートの補強

　　  土間コンクリートの補強筋は、設計図による。なお、基礎梁との接合部は、図9.11による。

（注）１．壁配筋は、8.1(3)による。

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
３

Ｌ
２

３　　　　［鉄筋の定着の長さ］のＬ　とする。

　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表3.3

　　　２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

図10.1　片持スラブ形階段配筋の定着

          

二辺固定スラブ形階段の配筋は表10.2並びに図10.2及び図10.3により、寸法及び配筋種別は、設計図による。

表10.2　二辺固定スラブ形配筋

D13-200@

D13-150@

D13-100@

    D13,D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@KB7

KB6

KB5

KB4

KB3

KB1

KB2

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

プレキャストコンクリート部材とする場合の躯体への接続方法は設計図による。

二辺固定スラブ形階段は、プレキャストコンクリート部材又は現場打ちコンクリート部材とする。

10.2　二辺固定スラブ形階段

 0

ｔ：スラブ厚さ

図10.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

２Ｌ  0

ｂＬ t
D10-200@

D13

150３Ｌ  D10

D10

t

D10
Ｌ２

Ｌ２

ｔ：スラブ厚さ

２Ｌ

２Ｌ

D10-300@

D13

D10-200@

Ｌ２

ｂＬ

Ｌ３t

図10.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

Ｌ２

 0

150
ｂＬ

２Ｌ

Ｌ３

t

D10

D10-300@

３Ｌ

11.1　梁貫通孔

（１）梁貫通孔は、次による。

(ア)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図11.1による。

(イ)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

(ウ)  孔の上下方向の位置は、梁せい中心付近とし、梁中央部下端は梁下端よりD/3（ Dは梁せい）

　　  の範囲には設けてはならない。

(エ)  孔は、柱面から原則として、1.5D 以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

(オ)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の 3倍以上とする。

(カ)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(キ)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図11.2による。

斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

下縦筋

横筋

斜め筋

上縦筋

Ｈ形

上縦筋

下縦筋

あばら筋

縦筋

D

斜め筋 縦筋

突出し 余長

D/2

突き合せ溶接

リング筋

リング筋

溶接金網

あばら筋

斜め筋 あばら筋

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

かぶり
余長

突出し

縦筋

溶接金網

表11.1　H形配筋

（注）           は、一般部分のあばら筋を示す。

3-2-D132-2-D134-2-D13

2-2-D13 2-2-D132-2-D13

4-2-D22

4-2-D19

4-2-D16

H7

4-2-D13

4-2-D16

H6

H5

H4

H3

配筋図上下縦筋横筋縦筋

なしなし

2-2-D13

なし

H2

H1

種別
斜め筋

2-2-D13

配筋

図11.3 他の開孔を設けない範囲

Ｄ

45゜45゜

図11.2　補強筋の定着長さ

Ｌ

１

Ｌ１

Ｌ１

図11.1　梁貫通孔補強筋の名称等

MH形及びM形

12　擁壁

宅地造成等規制区域外での高さ2ｍ以下の擁壁の鉄筋の定着長さは図12により、コンクリートの厚さ

図12　擁壁の鉄筋の定着長さ

及び配筋は構造図による。

Ｌ３

逆Ｔ型

Ｌ２

Ｌ 型

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

（イ）配筋は、図11.4による。

（ア）控壁の配置は、設計図による。

（１）控壁は、次による。

11.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

t

コンクリートブロック帳壁

D16

D10-200@D10

Ｌ
２

２
Ｌ

D13

（２）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図11.5による。

図11.4　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

D10 D10-200@

コンクリートの厚さ

800

図11.5　壁付き土間コンクリートの補強配筋

11.3　パラペット

パラペットの先端補強筋は図11.6により、コンクリート厚さ及び配筋は構造図による。

図11.6　パラペットの先端補強筋

２

2-D13

先端補強筋
2-D13

Ｌ Ｌ
２

先端補強筋

4-D13

2-D13

先端補強筋
2-D13

（２）梁貫通孔の補強形式は表11.1～表11.2により、配筋種別は設計図による。

表11.2　MH形配筋

(ク)  溶接金網の余長は、1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(ケ)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

      なお、リング節は、溶接金網に 4箇所以上溶接する。

(コ)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(サ)  他の開孔を設けない範囲は、図11.3による。

土間コンクリート補強筋

D10 

Ｌ２

２Ｌ
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図A　溶接記号の記載例

表D　溶接の補助記号

表C　溶接継手及び溶接面の分類別記号

表B　普通ボルト径の記号　表A　高力ボルト径の記号

　図面で使用する記号等は、表A～D、図Aを標準とする。

（単位：㎜）

（単位：㎜）

（イ）完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は原則としてフランジの内側に設置する。

（ア）裏当て金の組み立て溶接は、接合部に影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の位置に行い、

（３）裏当て金

（２）エンドタブ

（１）エンドタブ・裏当て金の鋼材の種別及び引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（３）形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

（２）千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（１）縁端距離及びボルト間隔
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※１　千鳥打ちとした場合
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表1.3　形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径　（単位mm）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径は、表1.3による。
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1

D2

ｔ

6

ｔ2

2

D
1

D2

ｔ

7

ｔ2

6 ｔ

6

ｔ2ｔ2

7

ｔ

6

２（両面溶接）１（片面溶接）

（単位：ｍｍ）

1-2 溶接継手の種類別開先標準

( 　　　　　　　  　 )

ｔ≦12

60°

12＜ｔ≦22

22＜ｔ≦40

60°

D2 =（ｔ－6）/2

D1 =（ｔ－6）/2

60°

２（両面溶接）

Ｈ

突合わせ継手(B)の開先標準

１（片面溶接）

及びセルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

30°45°

ｔ

G ＝ｔ

35°

G

6＜ｔ≦19

ｔ≦６

30°45°

60°

D2 =（ｔ－2）/3

D1 = 2（ｔ－2）/3

2

35°

19＜ｔ≦40

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

p

1-1 縁端距離及びボルト間隔

また、アンカーボルトの縁端距離は構造図による。

g

Pt

60

50

55

45

40

35

40

50

45

55

60

65

-

35

25

40

45

50

M24

千鳥打ちのボルト間隔　Pt

M12,M16,M20,M22
g

ねじの呼び
ゲージ

表1.2　千鳥のゲージ及びボルト間隔　（単位mm）

千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔は、表1.2による。

p e

7045

6040

M24

M22

M20

M16

M12

pe

ボルト間隔縁端距離
ねじの呼び

表1.1　縁端距離及びボルト間隔　　（単位mm）

以上並ばない場合の縁端距離は、構造図による。構造図になければ、ボルト軸径の2.5倍以上とする。

縁端距離及びボルト間隔は、表1.1による。ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本

引出線

※特記無き限り、完全溶込溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

溶接継手

溶接面

全周溶接

現場溶接

基準線

。

断続溶接の長さ
断続溶接の間隔

６０
。

（折線）

引出線

。

基準線

６０ ６０

全周現場溶接

Ｌ－Ｐ

Ｌ－Ｐ

補助記号

全　周　溶　接

現　場　溶　接

区　　　　分

断続溶接の長さ及び間隔

全 周 現 場 溶 接

M12

普通ボルト
（F10T、S10T）

（F8T相当）

Ｔ

Ｐ

１

ＦＬ

２

Ｆ

記 号

完全溶込み溶接

片面溶接

重ねアーク溶接（フレア溶接）

両面溶接

部分溶込み溶接

隅肉溶接
溶 接 継 手

 溶  接  面

分　　　　　　　　　　　類

かど継手

Ｔ型継手

突合わせ継手

M24M22M20M16
区分 径

溶融亜鉛めっき高力ボルト

M24M22M20M16
区分 径

高力ボルト

M12

４．記号等

３．優先順位

２．用語の定義

２-２　構造関係共通図（鉄骨標準図）

２-１　設計図２．図面

１．特記仕様書（構造関係）

　（１）設計図書間で配筋方法に相違がある場合の優先順位は以下のとおりとする。

（２）長さ、厚さの単位は、特記なき限りｍｍとする。

（１）設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書（構造関係）、構造関係共通図以外の図面をいう。

１．適用範囲

（２）本構造関係共通図以外については、設計図及び監督員の指示による。

（１）本構造関係共通図は鉄骨及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的な基準とする。

　　　

構造関係共通図（鉄骨標準図）

総則

／２ｄ／２ｄ

／２ｄ／２ｄ

ｔ

／２ｄ

／
２

ｄ

（単位：ｍｍ）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

SｔS

４（軽量形鋼レ形溶接）

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

ｔ＜3のとき S ＝３

重ねアーク溶接（フレア溶接）(FL)の開先標準

／２

／
２

ｄ

ｄ

ｄ

２（丸鋼等両面溶接）

ｄｄ

／２ｄ／２ｄ

１（丸鋼等片面溶接）

ｄｄ

３（軽量形鋼Ｖ形溶接）

ｔ＜3のとき S ＝３

ｔ≧3のとき S ＝ｔ

Ｆ1Ｆ1

50°～60°

tt S

S

S

S

t

自動溶接

半自動溶接

手溶接

（単位：ｍｍ）

溶接方法

1-4 鉄骨溶接施工

1-3 鋼管分岐継手詳細

梁フランジ両端から10㎜以内の位置には行ってはならない。

C部断面

1.5t～2.0t

0～3

1.5t～2.0t

t

接線

1.5t～2.0t

B部断面

0～
3

t

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t

A部断面

主管の管軸と支管の管軸とは一致させること。

D-D断面図

主管

支管

D

D
θ

C

B

A

交角　30°≦θ≦150°

適用管厚　3.2㎜≦t≦12㎜

自動機械により開先加工を行う場合はこの限りではない。

9

5

t＞9

t≦9

S裏当て金の厚さ

溶接のサイズ

t

12以上

9以上

6以上
FB（t×38㎜）FB（t×25㎜）

裏当て金の厚さ

m

70以上

38以上

35以上

自動溶接

半自動溶接

溶接方法

m

m

10㎜以上

裏当て金

エンドタブ

エンドタブの形状は母材と同厚・同開先のものとする。

手溶接

S

D2

2

D1

SS

ｔ

DS

S

ｔ

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

1/4 t≦ S ≦10 1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－2）/2

D1= (ｔ－2）/2

２（両面溶接）１（片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

24

40

21

36

19

32

17

28

1513

22

12

16

11

19 25

1110

14

9

12

10

13

8

10

6

８

7

９

8

11

隅肉溶接のサイズ

5

６

3

４

4

５

s

t

5

７

部分溶込み溶接(P)の開先標準

15

４５°４５°

40

16

32

1515

25

13 14

28 36

４５°

16 19

11 12

12ｔ

10Ｄ 13

22

12≦ｔ≦40 16≦ｔ≦40

SS

S
S

S
S

ｔ

SS

ｔ

SS

S

S

ｔS

S

S
S

6 D1
D
2 ｔ2

7

ｔ

S
2 D1

D
2 ｔｔ2

7

S
6 ｔ2

7

ｔ

S
2 ｔ2 ｔ

7

6

ｔｔｔｔ

S

ｔ

S

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

16＜ｔ≦40ｔ≦16

２（両面溶接）

ｔ≦16

１（片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

1/4 t≦ S ≦10

D1=（ｔ－6）/2

D2=（ｔ－6）/2

1/4 t≦ S ≦10

D2=（ｔ－2）/3

D1= 2（ｔ－2）/3

1/4 t≦ S ≦10

60° 60°

60°
35°45°35°

12＜ｔ≦196＜ｔ≦19

２（両面溶接）１（片面溶接）

( 　　　　　　　  　 )

ｔ≦12

２（両面溶接）

Ｈ

１（片面溶接）

及びセルフシールドアーク溶接

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接

ｔ≦６

Ａ（サブマージアーク自動溶接）

1/4 t≦ S ≦101/4 t≦ S ≦10

2

60°

S
2

60°

S

隅肉溶接(F)の開先標準

50°
45° 35°

S ＝ｔ

35°

19＜ｔ≦40

1/4 t≦ S ≦10

19＜ｔ≦40

45°
≧75°

19＜ｔ≦40

0
60
°

≧

６＜ｔ≦19

2

２（両面溶接）

60°
≧

６＜ｔ≦40

ｔ

部材が直交しない場合の開先標準

１（片面溶接）

Ｈ（被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）

60°

322

31

ｔ

/ （ｔ-2）

/ （ｔ-2）

45°

7

35°

1/4 t≦ S ≦10

0

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」

Ｂ

Ｃ

かど継手(Ｃ)の開先標準

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S3-05
鉄骨標準図（その１）

川越市みよしの支援センター改築等工事



1-13 その他

（ａ）フィラープレートの材質

　　フィラープレートを使用する場合、材質はSS400とする。

1-10 鉄筋貫通孔の径及び位置

46

D32

43

D29

38

D25

35

D22

31

D19

28

D16

24

D13

21

D10

（単位：㎜）

鉄筋貫通孔の径

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔径の最大値は、下表による。

（ａ）鉄筋貫通孔の径

鉄骨フランジには、鉄筋貫通孔を設けないものとする。

(bs)

70以上

(b
s)

(b
s)

(
bs

)

梁下端主筋

梁上端主筋

柱主筋

柱主筋

柱帯筋

直交梁

柱帯筋

柱主筋

梁あばら筋

梁主筋

（ｂ）鉄筋貫通孔の位置

　(bs)：主筋と平行する鉄骨とのあき

(
bs

)

40程度
小梁下端主筋小梁下端主筋

小梁下端主筋が貫通しない場合（単位：㎜）小梁下端主筋が貫通する場合

1-12 普通ボルト接合

1-11 広幅平鋼の取り扱いについて

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

40

500

450

322822

厚さ

19 25169 126

125

150

100

幅

175

200

300

350

400

250

36

（ａ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートは、PL表記であっても FB又はPLとする。

（ｂ）BH材のフランジ及びフランジに使用する外側スプライスプレートの適用幅及び厚さは下表による。

1-9 仕口部内の帯筋の加工及び組立

ＬＦ

ＬＦ

ＬＦ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ＬＦ

片面溶接の溶接長さ（Ｌ）は、鉄筋の呼び名の数値の10倍以上とする。ただし、溶接によらない場合は135°曲げフックとする。

6φ－1000@
組立筋

D13以上の組立筋（柱幅≧700㎜）

1-8 柱組立筋

緩やかに折り曲げる

緩やかに折り曲げる

コーナー筋

定着用差し筋

Ｌ１Ｌ１

Ｌ２Ｌ２

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ
２

定着用差し筋

コーナー筋

柱への定着方法

梁への定着方法

1-7 壁筋の周辺部材への定着

T

Ｆ2

Ｆ2

B100以下

CL

ｔffｔ

0～50～560°

補強トラス

(自然開先)

50

φ

60°

スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

補強トラス法

ｅ：材端と補強プレートの間隔

Ｆ1

ptwt

ｆ

２１

２

１

50

20

Ｆ2

t

Ｆ1

Ｆ1

e

Ｆ1 CL

Ｆ2

0～50～5

補強プレート

50

φ

50

H

　は３φまたは   のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）

（イ）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

（ア）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

　　　補強プレート法及び補強トラス法の溶接等は、以下による。

（２）貫通孔の補強方法は、構造図による。

補強プレート法

1
00

以
上

1
00

DH

以
上

（φ≦H/2かつφ≦D/3）

φ：貫通孔内径寸法

D ：はりせい

H ：鉄骨せい

φ

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

　　（イ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で 2倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で 3倍以上確保する。

　　（ア）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

（１）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合は、次による。

1-6 梁貫通孔補強

LbLLa
Ｓ：溶接のサイズ

La及びLbは１ｄ（軽量形鋼については１Ｓ）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

　　両面フレア溶接の場合　  ５ｄ

L：片面フレア溶接の場合　１０ｄ

除いた部分の長さとする。

鉄筋又は軽量形鋼に重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ（L）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を

1-5 重ねアーク溶接（フレア溶接）を行う場合の溶接長さ

（６）溶接部分の段差

t
2t

1

1/2.5以下

完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合、又は低応力高サイクル疲労を受ける場合

（イ）スニップカットの寸法は、下表による。ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

（ア）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

（５）スニップカット

Sc
t

16以上1296

15141210Sc

Sc

r

スニップカット

t

スカラップ半径Srは35㎜とする。

（イ）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr

Sr

Sr

Sr

２１（ア）スカラップ半径Sr　は35㎜とする。Sr　は10㎜とする。

（４）スカラップ

2

1

従来型スカラップ

2

1

改良型スカラップ

Sr

Sr

記
　
事

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第 12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭 図面名称

図面番号
工事名称

作成年月日

縮　　　尺
1/ ー(A1)
1/ ー(A3)

2025.12.04

Y･M･R･建築構造事務所 一級建築士事務所 埼玉県知事登録 第(5)9048号

一級建築士 大臣登録 第240878号  北村善昭

（構造設計ー級建築士　第　815号）

S3-06
鉄骨標準図（その２）

川越市みよしの支援センター改築等工事







工 事 名

Ⅰ　工事概要

特記仕様書

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所 

（建物概要）

㎡

用途地域

５．工事範囲
※「３．工事種目」全てを工事範囲とする。

・「３．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。
　　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

Ⅱ　建築工事仕様
（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

※建築工事監理指針（国土交通省監修）（参考図書）
１
 
一
般
共
通
事
項

18 中間検査

19 完成図等

測定箇所数　※（　　）箇所　　・図示　
測定時期　　※工事完了後
報告書　　　※２部　　・　

測定対象室　※監督員の指定する室　　・図示

中間検査実施回数（　　　）　実施段階（　　　　　　　　）監督員の指示による
中間検査成績評定　※対象外　・対象（埼玉県建築工事成績評定要領第２）

(1.6.2){1.5.1}

(1.7.1～3){1.6.1～3}

　①検体の採取方法　　※吸引方式(アクティブ法)又は拡散方式(パッシブ法)
　　　　　　　　　　　・吸引方式(アクティブ法)　・拡散方式(パッシブ法)
　②アクティブ法
　　　ホルムアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒抽出

　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、
　　法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法（以下ＨＰＬＣ）により行う。

　　固相吸着／溶媒抽出法、固相吸着／加熱脱着法、容器採取法のいずれかを用いて
　　採取し、ガスクロマトグラフ／質量分析法（以下ＧＣ／ＭＳ）により行う。
　③パッシブ法
　　　ホルムアルデヒドは、パッシブ採取機器により採取し、ＨＰＬＣ又はガスクロ
　　マトグラフ法（以下ＧＣ）あるいはＡＨＭＴ－吸光光度法のうち採取機器に適応
　　した分析法による。
　　　トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン及びパラジクロロベンゼンは、

　　分析法による。
　　パッシブ採取機器により採取しＧＣまたはＧＣ／ＭＳのうち採取機器に適応した

17 化学物質の濃度測定

備考対象化学物質 判定基準

240μｇ／ｍ３（0.04ppm）以下
220μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

260μｇ／ｍ３（0.07ppm）以下
100μｇ／ｍ３（0.08ppm）以下

パラジクロロベンゼン
スチレン
エチルベンゼン
キシレン
トルエン
ホルムアルデヒト

換算は２５℃
値，量単位の
が定める指針
※厚生労働省

200μｇ／ｍ３（0.05ppm）以下

(1.5.9)

測定方法
　採取及び分析は、法令に基づき空気中の物質の濃度に係る証明を行う者が行う。

４．工　　期 契約工期

　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、
　　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。
（３）特記仕様書の表記
　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　・印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。・ 印と ※の場合は、・のみを適用する。
　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、「埼玉県建築工事特別共通仕様書」の当該項目、当該図表を示す。
　４）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　なお、 Ｇ 印は設計図書で定めのある品目を示す。

　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。
　　「標準仕様書」という。）による。

　　「埼玉県グリーン調達・環境配慮契約推進方針（最新版）」による特定調達品目のうち、「判断の基準」
　　を満たす環境物品等（以下「特定調達物品等」という）を選択するよう努めるものとする。

２ 条件明示事項 {1.1.3}

※行う（請負代金額500万円以上，10日以内に登録）　・行わない (1.1.4){1.1.8}

　　　　　　・　

保険の種類

　※建設工事保険等 (工事目的物及び工事材料等を対象とするもの)

保険の期間 ※工事完成期日後１４日を含む期間　　・　

　※法定外の労災保険 (工事に従事する者(全ての下請負人を含む)の業務上の負傷等を対象とするもの)

　※請負業者賠償責任保険等　　・　

完成図等の種類及び記入内容

　　　　　　　　　　　着工時と完成時の状況を比較できるように撮影する

　撮影者　　　　　　※監督員の承諾する撮影者　・　

（通常取扱いに注意を要するものの使用方法を解説する） 保全に関する資料　　

施設CADデータ　　　 ・更新して提出　・更新しない

20 保証書

21 その他

上記以外　　・１部提出
　建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし2部提出する。
防水工事　　※屋上防水　・外壁防水　・金属屋根　・　　 {1.6.4}

・予備材料　　※監督員の指示による　・　
・下請契約　　※全体及び県内に分け、契約数及び契約金額の総計を提出する。

 完成(竣工)図（※監督員が指定した設計図面に完成時の状態を表現したもの）
図面情報電子化媒体　※CD-R又はDVD-R，１部
　CADデータの形式　 ※SXF(sfc)　・DXF　・JWW

　　　　　　　　　　・埼玉県建築工事写真作成要領別表５
　原本及びアルバムを各1部提出
　　原本(電子媒体：撮影時のJPEG)及びアルバム(紙媒体又は電子媒体)を各1部提出
　パネル入り（外部全景）完成写真　　・要　　・不要

　６）本工事において、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（最新版）」及び、

３ 工事実績情報ｼｽﾃﾑ
　 コリンズへの登録

１ 適用基準等

適用する基準等を決定する。
なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、
※建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和４年版）

　７）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

370μｇ／ｍ３（0.085ppm）以下

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 特記仕様書（その１）

川越市宮下町１丁目１９番地１３ 第一種住居地域

2,218.47

特記仕様書（構造関係）による４
地
業
工
事

鋼矢板等の抜き跡　※地盤の変形を防止する適切な措置を講ずる　

(3.3.3)

３ 山留めの撤去

　へも利用する。
・UCRの受け入れに必要な土質調査を実施する。また、この調査による資料は他工区の工事
・構内指示の場所にたい積　・構内指示の場所に敷き均し

２ 建設発生土の処理

１ 埋戻し及び盛土 (3.2.3)３
 
土
工
事

　（品質　細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。）

・Ｃ種　適用場所（　　　　）土質（　　　　）受渡場所（　　　　）

材料及び工法　※標準仕様書表3.2.1による

・材料（　　　　　　　　）　・工法（　　　　　　　　）

・Ｄ種　適用場所（　　　　）

・Ｂ種　適用場所（　　　　）
・Ａ種　適用場所（　　　　）

種別

(3.2.5)・六価クロム溶出試験　　・行う　　　・行わない

備品（　　名分相当）
　　　・設置しない（下記備品のみ用意する）
　　　・構内に新設　　　㎡

　・冷暖房機器　・消火器　・湯沸器　・茶器　・掃除用具　・電話機
　・ＦＡＸ　・電子メール通信機器　・スキャナー　・プリンター　

２ 監督員事務所

３ 現場表示板

４ 工事用水

５ 工事用電力

６ 工事用搬入路

７ 仮囲い

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

構内既存の施設　※利用できない　・利用できる（別途施設調整を行うこと）

※図示　・　

必要に応じ搬入路付近に交通誘導員を配置する。
配置箇所　※監督員の指示による　・図示

仕様 　※図示　　・ 

８ 交通誘導員

９ 快適トイレ

※設置する（{1.1.12}による表示　※要 ・不要） ・設置しない

※設置位置等は監督員の指示による　・図示　

(2.3.1)

(2.3.1){1.1.12}

　・机　・椅子　・書棚　・黒板　・掛時計　・寒暖計　・長靴　・雨合羽
　・保護帽　・懐中電灯　・墜落制止用器具　・軍手　・衣類ロッカー　

(厚生労働省 H30.6.22)による。
 ・フルハーネス型墜落制止用器具を用いる。

墜落制止用器具の使用は、「墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン」

(2.2.4)

規模　・既存建物内の一部を使用　

「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、
 同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」
 における2の(1)手すり据置き方式又は(2)手すり先行専用足場方式により行う。

幅が1メートル以上の箇所において足場を使用するときは、原則として本足場を
使用する（労働安全衛生規則第561条の2）

１ 足場その他２
 
仮
設
工
事

６
コ
ン
ク
リー

ト

　
　
工
事

５
鉄
筋
工
事

タ
イ
ル
工
事

　 よるタイル張り 色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

施工
箇所

種類

１ 伸縮調整目地及び
　 ひび割れ誘発目地

(11.1.3)(表11.1.1)

２ 見本焼
　 試験施工

３ セメントモルタルに

見本焼　　・行う（施工箇所：　　　　　　）　　・行わない
試験張り　・行う（範囲、仕様等は図示による）　・行わない

(11.1.4)

タイルの形状・寸法等 (11.2.2、3、6)

位置　　　※標準仕様書 表11.1.1による　・図示
目地寸法　・図示

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　・マスク張り　・モザイクタイル張り

　モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
　細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

・既調合モルタル

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　内外装タイル　・密着張り　・改良圧着張り

　 タイル張り
タイルの形状・寸法等

色

有 無無有

役物

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

適用 Ｇ

吸水率による区分うわぐすり 再生材の

Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 標準

耐凍害性

無ゆう施ゆう

形状/寸法

(mm) 備考
り性

耐滑

特注

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

(11.3.2～5)４ 有機系接着剤による

下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の処理

目地のシーリング材

内装タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　

　ひび割れ誘発目地　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　
　打継ぎ目地　　　　　　　　　　※ポリウレタン系シーリング材　　・　

　伸縮調整目地及びその他の目地　※変成シリコーン系シーリング材　・　
外装タイルの目地詰め
　・行う　・行わない　

　　　　　※目荒し工法（高圧水洗処理）　・MCR工法　・　

　※目荒し工法(高圧水洗処理）・MCR工法　　・　

種類
施工
箇所

磁器質
タイル

塗
装
工
事

１ 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　　　　　　・仕上表による
・防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　※F☆☆☆☆　　

２ 素地ごしらえ

※A種　　・B種

透明塗りの場合

不透明塗料塗りの場合

下地面等 種別

木部
・A種　　※B種

・A種　　・B種　　※C種

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面（ＤＰ以外）及びＡＬＣパネル面

・A種　　※B種

・A種　　※B種

・A種　　・B種

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種　　・B種

・A種　　※B種

鉄鋼面（DP以外 ）
鉄鋼面（DPのみ） ・A種　　※B種　　・C種

押出成形セメント板面 ・A種　　※B種
コンクリート面（ＤＰのみ） ※A種　　・B種

モルタル面及びせっこうプラスター面

せっこうボード面及び

その他ボード面

(18.2.2～7)

(18.1.3)

３ 錆止め塗料塗り

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

見え掛り：A種

見え隠れ：B種

鋼製建具等：A種

上記以外：B種

上記以外：B種

錆止め塗料塗りの工程錆止め塗料の種別塗料の種別

A種SOP

・A種　※B種

C種　

B種

C種及びD種

表18.3.6

表18.3.4

下地面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

４ 塗装

－

－

－

※A種　・B種

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

種別塗装

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　※B種

・A種　※B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出
成形ｾﾒﾝﾄ板面

・A種 ・B種 ・C種 －

－

－

塗料の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっ
こうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこ

・A種　※B種 －

－

ﾄﾞ面等

屋内の木部、鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

－・A種　※B種

－・A種　※B種

うﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰ

－

－・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り(OS)

DP

DP

EP-G

EP-G

※A種　・B種　SOP

－

・A種　※B種

・A種　※B種

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ
塗り(SOP)

・クリヤラッカー塗り（CL)

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD)

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙ

ｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ステイン塗り

・木材保護塗料塗り(WP)

・耐候性塗料塗り(DP)

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程1の着色の適用 

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装 Ｇ とする。
クリヤラッカー塗りＡ種の工程2の適用 
・適用しない　・適用する(着色剤：・溶剤系着色剤　　・油性染料着色剤)
・適用する　・適用しない

オイルステン塗りの工程等 ※製造所の仕様による

上塗り塗料の等級(　)級

(18.3.2、3)

(18.4.1～18.12.2)

鋼製建具等：A種

NS

G-01

７

８

・舗装工事

・フェンス工事

・雨水処理施設工事

・その他外構工事

正門 二丁掛

　　及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下、

４ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　・風圧力　　風速（Vo=　　m/s）　　地表面粗度区分（・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）
　・積雪荷重　H12.5.31告示第1455号における区域　別表（　　）

５ 別契約の関連工事 ※監督員指定の別契約工事を今回工事全体としてとらえ、主導的に調整する。
・監督員指定の別契約工事が行う全体調整に全面的に協力する。

(1.1.7)

32

施工時間
・行政機関の休日に関する法律（S63第91号）に定める行政機関の休日以外とする。
　ただし、監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　仕様書＞を参照のこと
施工時間以外の施工条件
・図示による　　　・　

埼玉県建築工事写真作成要領に基づき作成し、監督員に提出する。７ 工事の記録

適用する (1.3.3){1.3.1}

(1.3.5)

８ 電気保安技術者

９ 施工条件

６ 施工に注意を要する
　 区域等

本工事場所は以下の区域等に指定等されているため、施工計画の作成
及び施工に当たっては関係法令等の遵守に十分注意する。

(1.1.12、13)

埼玉県電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで１部提出) ・適用しない

　・周知の埋蔵文化財包蔵地　　・史跡名勝天然記念物

(1.2.4){1.6.5}

建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

(1.3.7)

注 a) 発生材のうち特記により、引き渡しを要するものは、指示された場所に整理
　　　のうえ調書を添えて監督員に報告する。
　 b) 産業廃棄物処理許可書及び最終処理受入票の写しを提出する。
　 c) 引き渡しを要しないものは、すべて構外に搬出し、「資源の有効な利用の促
　　　進に関する法律」「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下
　　　「建設リサイクル法」という。）「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」そ
　　　の他関係法令等により適切に処理し監督員に報告する。

引渡しを要するもの

※材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　を提出して監督員の承諾を受ける。
　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面

　本方針の判断の基準に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること
　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　③ 安定的な供給が可能であること
　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること
　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること
　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　証明のためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」(林野庁 H18.2.15)に準拠した証明書を監督員に提出する。

　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、
　　 パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保
　　 温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレン
　　 を発散しないか、発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルム
　　 アルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない
　　 材料を使用する。
　③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシル
　　 等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　④ ①の材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、
　　 ホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が
　　 極めて少ない材料を使用したものとする。

{1.4.2}受注者は、工事材料に係る納入契約を締結する場合には、当該契約の
相手方は埼玉県内に本店を有する者の中から選定するように努めるとともに、
調達する工事材料は、埼玉県産とするよう努める。

(1.4.1){1.4.3}建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質
及び性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

(1.4.2)※本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上

　のものとする場合は、あらかじめ監督員の承諾を受ける。
　のものを使用する。ただし製造業者等が指定されている場合に同等以上

適用工事種別 技　能　検　定　作　業
仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

・とび作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   
・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・FRP防水工事作業

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

・石張り作業

・タイル張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・左官作業

建具工事

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業
・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業
・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ

11 施工中の環境保全等

12 発生材の処理等

13 県産品の使用

14 環境への配慮

15 材料の品質等

16 技能士

本工事の受注者を、作業が同一の場所において行われることによって生じる労働災害
を防止するために必要な措置を講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）とする。

10 施工中の安全確保

・型枠工事作業    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送工事作業

・構造物鉄工作業    ・とび作業

・内外装板金作業    

(1.3.10)

・自動ドア施工作業・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業 ・ガラス工事作業

・鉄筋組立て作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業 ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

・木工塗装作業

・保温保冷工事作業・ボード仕上げ工事作業   ・壁装作業

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業その他

・造園工事作業

・建築配管作業排水工事

舗装工事

植栽工事

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・建築塗装作業

・ガラス工事作業

内装工事

塗装工事

・金属製カーテンウォール工事作業  ・ﾋﾞﾙ用ｻｯｼ施工作業

　※無し（全て構外搬出適正処理）　・有り（※図示　・　　　　　　　　　　　）
(1.3.11){1.1.13}

・週休２日制適用工事

・製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基

　本工事は「週休２日制適用工事(現場閉所型)」の対象工事である。実施は、川越市

・公告に別に添付する＜埼玉県営繕工事における「週休２日制モデル工事」特記

　・　　　　　　　　　　　　　・埼玉県指定史跡川越城跡

(1.5.2){1.3.3}

※別契約関連工事
　川越市みよしの支援センター改築等機械設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年8月）

　川越市みよしの支援センター改築等電気設備工事（工事時期：令和8年10月～令和9年8月）

中間検査　　※行う（川越市工事検査規則第３条）　・行わない

監督員の指示により示す書類を原則電子データで提出する

（CADﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｼﾞｮﾝは監督員と協議する。）

 完成写真

　撮影箇所　　　　　※外部（ 5枚 ）内部（ 10枚 ）

・川越市ワンデーレスポンス対象工事とする
・着工に先立ち、工事打合せ用（A3二つ折り製本）を８部提出すること。

上塗り塗料の等級(2)級

川越市みよしの支援センター改築等工事

川越市みよしの支援センター改築等工事

契　　 約　 　日から令和 9年 8月31日まで

・埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等

要領は、川越市総務部技術管理課ホームページで確認のこと。
週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和８年１月２０日施行）によるものとする。

　川越市電子納品運用ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ　※適用する(CD-R又はDVD-Rで提出) ・適用しない

・場外搬出適切処理（搬出場所：有限会社吉田商店）



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
NS

排
水
工
事

３ グレーチング ・鋼製

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき

形式 用途 適用荷重 上面形状

舗
装
工
事

現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・　

現場打ちの場合のコンクリート材料　

　スランプ(cm)　 　※15又は18　　

　種類　　　　　　　※普通コンクリート

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪　

種類・記号

砂利地業に用いる材料(標準仕様書4.6.2(1))
　・再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利　・切込砕石

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂
砂地業に用いる材料(標準仕様書4.6.2(2))

基床の厚さ及び種類　　・図示　　・　

側塊の形状及び寸法　　・図示　　・　

※図示　・　・RS-VU Ｇ

※図示　・　

※図示　・　・VU

※図示　・　・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・　
※図示　・　・Ｂ形管※外圧管（1種）

備考呼び径形状材種

・遠心力鉄筋コンクリート管

材料１ 屋外雨水排水

排水桝が現場打ちの場合の足掛け金物
　※標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)

凍上抑制層に用いる材料　　　・　
凍上抑制層の厚さ　　　　　　・図示　　　・　

（砂を用いる場合の粒度試験）・行う　　　・行わない

２ 鋳鉄製ふた 鋳鉄製マンホールふた

種類 鍵 備考

・水封形

・中ふた付き密閉形
・密閉形(テーパ・パッキン式)
・簡易密閉形(パッキン式)

左記以外の品質等は、

学会SHASE-S209による。
(公社)空気調和衛生工

・Ｔ－２用
・Ｔ－６用
・Ｔ－２０用
・　

・無し
・有り

適用荷重

・
　(テーパ・パッキン式)

・RF-VP Ｇ

排水桝、ふたの種類　　・図示　　・　

　設計基準強度　　　※18N/mm2　・　

・受枠付き、

・　
　ボルト固定

・溝ふた(横断用)
・溝ふた(側溝用)

・Ｕ字溝用

・凹凸形・歩行用 ・細目 ・（　　　　）

・　
・平形・T-2用

・T-6用
・T-14用
・T-20用
・　

・普通目
・細目

・（　　　　）

・　・　

・ステンレス製

ﾋﾟｯﾁ
ﾒｲﾝﾊﾞｰ

（付着量）
亜鉛めっき

形式 用途 適用荷重 上面形状

・受枠付き、
　ボルト固定
・　

・溝ふた(横断用)
・溝ふた(側溝用)

・Ｕ字溝用

・歩行用 　－ ・凹凸形
・　

・　
・T-20用
・T-14用
・T-6用
・T-2用 　－ ・平形

・　

・桝ふた

・桝ふた

・

・

現場打ちの場合のコンクリート材料　
　種類　　　　　　　※普通コンクリート

　・再生クラッシャラン Ｇ ・切込砂利　・切込砕石

砂地業に用いる材料

砂利地業の厚さ　　　　　※100(mm) 　・図示

砂利地業に用いる材料
　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

種類 形状、寸法

 ・図示　　・　

 ・図示　　・　

 ・図示　　・　

 ・図示　　・　

 ・図示　　・　

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・　

・縁石

４ 街きょ、縁石、側溝

５ 埋戻し

１ 路床

（凍上抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験 ）・行う　・行わない

(21.2.1、2)(表21.2.1、2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.1、2)(表21.3.1)

現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・　
　スランプ(cm)　 　※15又は18　　

（砂を用いる場合の粒度試験）・行う　　　・行わない
凍上抑制層に用いる材料　　・　

・B種　　　　

路床の材料

・盛土

種別 材料

・凍上抑制層

・フィルター層

・建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・　

・再生クラッシャラン Ｇ　・クラッシャラン

・　

・切込み砂利　
・砂（標準仕様書表21.2.2による） 

　設計基準強度　　　※18N/mm2　・　

(21.2.1)

(22.2.2、3、5)(表22.2.1)

・標準仕様書22.2.3(3)による

・図示
・　

・　
・図示

・　
・図示

厚さ(mm)

・標準仕様書 表3.2.1(・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種)

　・ステンレス製　・防錆処置を行った鋼製　・合成樹脂被覆加工されたもの

２ 路盤

３ アスファルト舗装

４ コンクリート舗装

５ カラー舗装 ・加熱系カラー舗装
　　構成及び厚さ　　※図示　　・　
　　加熱系混合物の結合材
　　　・アスファルト混合物
　　　・石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　%）
　　添加材
　　　着色骨材　（　　　　　　　　　）
　　　自然石　　（　　　　　　　　　）
・常温系カラー舗装

　　着色部の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　　工法　　　　　・ニート工法（配合その他：　　　　　　　)

　　舗装の平たん性
　　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

　　　　　　　　　・塗布工法　（配合その他：　　　　　　　)

・路床安定処理
　安定処理の方法　・安定処理工法　・置き換え工法
　　添加材料による安定処理
　　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種
　　　　　　　・生石灰（・特号　・1号） 　　・消石灰（・特号　・1号）

試験

路盤及び厚さ　　・図示　　・　
路盤材料（標準仕様書 表22.3.1による種別）

種　別

・クラッシャラン
砕　石

・粒度調整砕石

・再生クラッシャラン Ｇ
再生材

・再生粒度調整砕石 Ｇ

アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※図示　　・　
材料及び種類
　アスファルト　・再生アスファルト Ｇ　
　　　　　　　　　（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）
　　　　　　　　・ストレートアスファルト
　骨材　　　　　・道路用砕石
　　　　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ
加熱アスファルト混合物等の種類

　・細粒度アスファルト混合物（１３）
　・密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）
試験
　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない
舗装の平たん性
　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

構成及び厚さ

舗装の種類 部位 構成 厚さ(mm)

・車路、駐車場 ※図示　
コンクリート舗装

・歩行者用通路 ※図示　 ※70 　　・　

材料
　コンクリート　
　　※普通コンクリート　標準仕様書表22.5.1による　・　
　　・以下による
　　　　コンクリートの種類　　・　
　　　　設計基準強度(N/mm2)　 ・　
　　　　所定のスランプ(cm)　　※8　　・　
　　　　粗骨材の最大寸法(mm)　・　
　早強ポルトランドセメント　　・使用する　　　・使用しない
　注入目地材料　　　　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　
目地
　種類　　※標準仕様書表22.5.3による　　・　
　間隔　　※標準仕様書表22.5.3による　　・　　　m程度ごと
　構造　　※標準仕様書図22.5.1による　　・図示
舗装の平たん性
　※通行の支障となる水たまりを生じない程度　・　

目地の間隔

最大粒径　(mm) 13
20以上

1×10－２以上透水係数　(cm/s)
空隙率　 （％）

　コンクリート舗装に対する基準値
・透水性コンクリート舗装

項目 基準値

材料
　骨材　　・道路用砕石

　　　　　　（標準仕様書 表22.4.1による種類： ・60～80　　・80～100）　
　　　　　・アスファルトコンクリート再生骨材 Ｇ　

舗装の平たん性　※著しい不陸がないもの　・　
試験
　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　・行う　・行わない

　構成、厚さはコンクリート舗装による

６ 透水性舗装 ・透水性アスファルト舗装
舗装の構成及び厚さ　　※図示　　・　

　　　添加量　・　　　　　 kg/m３（CBR　・3以上　・　　　　）

　路床締固め度の試験　　　　　　　・行う（　　箇所）　　・行わない

・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

・粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ

・クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ

10 砂利敷き

11 路面標示用塗料

種別
　・Ａ種（施工範囲：・図示　　・通路　　　　　・　　　　　）

路面標示用塗料は JIS K 5665 による。

Ｇ 低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

※３種１号

・１種 Ｇ

・２種 Ｇ

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

・白

・ 

・150

・100

・1.0

・ 

種類 施工 適用 色 幅(mm) 塗布厚さ(mm)

　クッション材　※砂　　　　・空練りモルタル
　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は

　　　　　　　　　　　 ・ 
　　　　　　　　　　　　　3mm 以内とする。

種類

・ 
・割石・図示 
・　

・ 
・ 
・うろこ張り

基層
厚さ
(mm)

形状・寸法
(mm)

基層の厚さ
(mm)

・花こう岩
※70　・　・ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物

※70　・　・ｺﾝｸﾘｰﾄ版

張り方

・舗石舗装

セメントミルクの種類
普通タイプ
早強タイプ
超速硬タイプ 約 3 時間

約 1 日
約 3 日
養生期間

　浸透用セメントミルクの施工は、(1)から(5)による。
  (1) 浸透用セメントミルクの製造は、一般に移動式ミキサによって行うが、工事規

  (2) 浸透用セメントミルクの施工は、一般に舗装体表面の温度が50℃程度以下に
      なってから行う。その場合、舗装体にごみ、泥、水などが残っていないこと
　　　を確認する。浸透作業は、一般に振動ローラ等により行う。
　(3) セメントミルクが舗装表面に残っていると、路面のすべり抵抗値を低下させ
　　　ることがあるので、舗装表面の骨材の凹凸が現れる程度にセメントミルクを
　　　ゴムレーキ等で除去する。特にすべり止め対策を必要とするところは、硅砂
　　　の使用及び余剰セメントミルクのよりいっそうの除去等、材料や施工法等で
　　　対処するか、場合によっては施工後ショットブラスト等で表面を粗くするこ
　　　とが必要である。
  (4) 交通開放までの一般的な養生期間は、下表に示すとおりである。

　　　またはごみ、泥等による汚れが生じることがあるので、基本的には注入前に
　　　交通開放を行わないようにする。

  　　模が大きい場合には専用の移動式や固定式の混合プラントを用いることもある。

配合

ふるいの呼び名 ふるい通過質量百分率（％）
19.0　mm
13.2　mm
4.75　mm
2.36　mm
600　μm
300　μm
75 　μm

アスファルト量（％）

100
95～100
10～ 35
 5～ 22

 3～ 12
 1～  6
 3～  4.5

項目 基準値

1.9以上

2.94以上

20～40

20～28

50

施工

突固め回数（回）

空隙率　　（％）

フロー値　 (1/100cm)

安定度　　（kN)

密度　　　（g/cm３）

 4～ 15

  半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の施工は、標準仕様書22.4.5による。

８ 弾性舗装 弾性舗装（歩行者用通路）の構成及び厚さ　※図示　　・　

30

表層

基層

弾性舗装材

再生密粒度アスファルト混合物（13）

15～20

種類 厚さ(mm)区分

９ ブロック系舗装
　※図示　　・　
・コンクリート平板舗装 Ｇ

・不織布（ジオテキスタイル）

　　　　　　　　・敷砂層と路盤の間に敷設   ・フィルター層と路床の間に敷設

　引張強さ　　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　 ・　
　透水係数　　　・1.5×10－１cm/sec以上　　　・　
　舗装の割付（車路、駐車場）
　　　　　　　　・ヘリンボンボンド(45°)　 ・ヘリンボンボンド(90°)
　仕上り面の平たん性　　※走行、歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック
　　　　　　　　　　　　　間の段差は3mm 以内とする。

　30　

　20

100　

砂 

　川砂、海砂又は良質な山砂

・歩行者用通路

・車路、駐車場

（75μmふるい通過量6％以下）

区分 部位 種類厚さ(mm)

敷砂層

フィルター層

・　
※300角 ※60

・モルタル
※砂

・たたき出し
・洗い出し
・研ぎ出し
表面加工

・　

・砂
・空練りﾓﾙﾀﾙ

・保水性平板（Ｍ）
・透水平板（Ｐ）
※普通平板（Ｎ）

敷砂層

種類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材 備考

　クッション材　　※砂　　・空練りモルタル

種類

・透水性ブロック(Ｐ)

・保水性ブロック(Ｍ)

厚さ
(mm)

曲げ強度 横断面
勾配 目地材

色彩、表面加工

・　

・標準品

備考

※普通ブロック(Ｎ)

・透水性ブロック(Ｐ)

・保水性ブロック(Ｍ)

※普通ブロック(Ｎ)

80 2％ 砂

1.5～2％60

(N/mm２)

車路、

駐車場

歩行者

用通路

部位
寸法
形状

・図示

・　

・図示

・　

※5.0

※3.0

　普通平板はＧ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、
　透水平板はＧ（透水性コンクリート）とする。

　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、コンクリート
　　　　　　　　　　　　　平板間の段差は3mm以内とする。
　　　　　　　　　　　　・ 

・インターロッキングブロック舗装 Ｇ 

　クッション材　　※砂　　・空練りモルタル
　歩行者用通路に使用する普通ブロックは Ｇ（再生材料を用いた舗装用ブロック）、
　透水性ブロックは Ｇ（透水性コンクリート）とする。

　仕上り面の平たん性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の
　　　　　　　　　　　　　段差は3mm以内とする。
　　　　　　　　　　　　・ 

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による

締固め度　　標準仕様書22.4.2(2)による
舗装厚さの許容差　　※標準仕様書 22.4.2(3) による
舗装の平たん性　　　※通行の支障となる水たまりを生じない程度 

  (5) 浸透用セメントミルクを注入する前に交通開放すると、骨材の剥奪や飛散、

半たわみ性舗装用アスファルト混合物のマーシャル安定度試験に対する基準値

　半たわみ性舗装用アスファルト混合物の標準配合

試験
　半たわみ性舗装用アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

区分

表層

厚さ(mm)

40

基層 再生粗粒度アスファルト混合物(20) 40

材料
　浸透用セメントミルクの標準的な性状

項目 性状
フロー値(Pロート)砂

圧縮強度(７日養生)　MPa
10～14

9.8～29.4
曲げ強度(７日養生)　MPa 2.0以上

試験方法
舗装調査・試験法便覧（C041）
JIS R 5201
舗装調査・試験法便覧（C042）

半たわみ性舗装用アスファルト混合物Ⅰ型(13)
種類

７ 半たわみ性舗装

・透水性コンクリート平板舗装
　透水性コンクリート平板舗装は、ブロック系舗装による

・透水性インターロッキングブロック舗装
　透水性インターロッキングブロック舗装は、ブロック系舗装による

・不織布（ジオテキスタイル）
　敷設位置　※フィルター層と路床の間の敷設　　・図示

　敷設位置　　　※図示

　厚さ(mm)　　　・0.5～1.0　　　　　　　　 ・　
　単位面積質量　・60g/㎡以上  　　　　　　 ・　

版厚の20倍程度

出典：構内舗装・排水設計基準の資料（H27）、舗装施工便覧（H18）

(22.5.2～4、6)

(22.8.2、3)

(22.8.2、3)

(22.7.2、3、6)

(22.6.2～4)

(22.5.2～4)(表22.5.1～3)

(22.4.2～4、6)(表22.4.1、4)

(22.3.2、3)(表22.3.1)

(22.8.2、3)

(22.9.2)(表22.9.1)

　単位面積質量　・60g/㎡以上  　　　　　　 ・　
　厚さ(mm)　　　・0.5～1.0　　　　　　　　 ・　

　透水係数　　　・1.5×10－１cm/sec以上　　　・　
　引張強さ　　　・98N/5cm(10kgf/5cm)以上　 ・　

鉄鋼スラグ

　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う（　　箇所）　　・行わない

六価クロム溶出試験　　　　              ・行う           ・行わない
安定処理のＣＢＲ試験（配合試験含む）　　・行う         　・行わない
安定処理工法に関する試験

  　　　　　　　　　　　　　　　　・行う（　　箇所）　　・行わない
　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　（試料採取方法　　・変状土　　・現状土）

※図示

　　　　　　　　　　　　・ 

９

10

特記仕様書（その２）
G-02

　・密粒度アスファルト混合物（１３）（溶融スラグ入り）

・駐車場マーク：2液形水性特殊ウレタン樹脂系塗料（水性ロードカラーＡＵ同等品）

　・Ｂ種（施工範囲：・図示　　・新館建物周囲他　　・　　　　　）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
NS

　・図示による（　　　　　）　　・　

４. 構造計算条件

５. 地盤調査資料

Ⅱ　建築工事仕様

液状化対策の検討

設計層間変形角

計算ルート

地震荷重
建物一次固有周期

Ｙ方向

Ｘ方向

地盤種別

地域係数

第　（　　　　　）　種地盤

※ 許容応力度計算　（ルート　　　　　　　　）

Ｚ=

・ その他

・

※ 許容応力度計算　（ルート　　　　　　　　）

・ その他

・

Ｘ方向

Ｙ方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

基準風速　（Ｖ ）0 （　　　　　　）　ｍ／秒

地表面粗度区分 ・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

建設地の標高 （　　　　　　）　ｍ

（　　　　　　）　ｃｍ

多雪区域の指定

設計垂直積雪量

・ 有り ・ 無し

ボーリング柱状図
調査位置

調査内容

構造図　（　　   　／　　   　図）　による

（　　　　　）秒

a　耐震設計条件

b　耐風設計条件

c　耐積雪設計条件

項　　目 特　　記　　事　　項
工 事 名

特記仕様書（構造関係）

　（１）質問回答書、本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、すべて「埼玉県建築工事特別共通仕様書」

　　　「標準仕様書」という。）による。

章

４
　
地
業
工
事
　

・杭基礎
　　支持地盤の位置及び種類(基礎ぐいの先端の位置含む)
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 

１ 支持地盤等

・直接基礎
　　支持地盤の位置及び種類(基礎底部の位置含む)
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
　　試験掘り(根切り底の状態の確認等) (3.2.1)

　　長期設計支持力度　・（　　　　　）kN/㎡

(4.2.4)

(4.2.1)(4.3.4、5)(4.5.5、6)

 ・　

 ・　

 ・ サウンディング　（※ 標準貫入試験　  　・　　          　　　）

 ・ 土質試験　・ 孔内水平載荷試験　・ 平板載荷試験

 ・ 有り　　　　　・ 無し

Ⅰ　建物概要

１．主要用途

２．工事場所

３．棟名称及び
　　構造･階数等

　（２）標準仕様書で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、
　　  それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督員と協議すること。
　（３）特記仕様書の表記
　　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
　　２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　　　・印と ※印の付いた場合は、共に適用する。・印と ※の場合は、・のみを適用する。
　　３）特記事項に記載の｛　．　．｝内の表示番号は、埼玉県建築工事特別共通仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　　４）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図表を示す。
　　５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。
　　６）Ｇは「特定調達物品等」を表す。
　　７）注は標準仕様書記載事項で、注意すべきものを示す。

　　　なお、新たな版が出版され、当該基準によりがたい場合は、監督員と協議し、適用する基準等を決定する。

　　　・行う（位置等　・図示による（　　　　　）・　　　　　　　）

５ 鉄筋のかぶり厚さ
 　及び間隔
　(溶接金網含む)

(5.3.5)最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）

　・図示による（　　　　　）　　・　　

　柱及び梁の主筋にD29以上の使用
　　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)
  　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する
　耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等)　
　　・あり　適用箇所(　　　　　　　　　)
　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　( 　　)㎜
　　　・　

６ 各部配筋 (5.3.7)※図示による

(5.4.10)圧接完了後の圧接部の試験
　外観試験
　　※行う（全ての圧接部）
　抜取試験

　　・引張試験
　　※超音波探傷試験（試験方法　標準仕様書5.4.10(ｲ)(a)による）

　　　　試験方法　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)による

鉄筋の余長の長さ
　構造関係共通図（配筋標準図）による。これによらない箇所は図示による。

８ 機械式継手

９ 溶接継手

(4.3.8)(4.4.6)杭頭の処理
　・処理する　
　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
杭頭の中詰め材料　　
　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

(4.3.8)

４ 場所打ち
　 コンクリート杭地業

工法
・アースドリル工法　(安定液　・使用する　・使用しない)
・リバース工法
・オールケーシング工法　(孔内の水張り　・行う　・行わない)
・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

併用する工法
・拡底杭工法 (安定液　・使用する　・使用しない)

(4.5.1、4～6)

　　鋼管巻き材料　　　　・SKK400　　　・SKK490　　　・　

材料その他

　　鋼管径・板厚・長さ　※図示による（　　　　　）　・　

　寸法等
(4.2.2)(4.5.4)

試験杭
本　杭

軸径
(mm)

　鉄筋の種類

・ SD345
・ 

種類の記号 呼 び 径 (㎜) 備　考

　　・　
　鉄筋の最小かぶり厚さ
　　・100㎜　　　・　
　鉄筋かごの補強　　
　　・図示による（　　　　　）　　・　
　組み立てた鉄筋の節ごとの継手

　主筋の基礎底盤への定着長さ
　　・図示による（　　　　　）　　・　
　セメントの種類　　
　　※高炉セメントB種 Ｇ　・　
　コンクリートの設計基準強度　・(　　　　　　)N/mm　　・ 
　コンクリートの種別　　

　スランプ

　構造体強度補正値

　　　　　　　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　杭の精度
　　水平方向の位置ずれ　　

　　杭の傾斜

　　測定箇所　・試験杭(　　)箇所及び本杭(　　)箇所　　・　
　　測定方法　・超音波測定器　　・ 

　孔壁の保持状況（孔壁測定）

５ 砂利地業 (4.6.2、3)
施工範囲　・基礎下、基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下
　　　　　・図示による(　　　　　)　　・　

材料　　　・再生クラッシャラン Ｇ　・切込砂利又は切込砕石　・　

６ 砂地業 材料　　　・シルト
　　　　　・有機物等の混入しない締固めに適した山砂、川砂又は砕砂
　　　　　・　

(4.6.2、3)

７ 捨コンクリート地業 材料　　　※普通コンクリート　・　
　設計基準強度　　※18N/mm２　・　
　スランプ　　　　※15cm又は18cm　・　

(4.6.4)(6.14.1～3)

厚さ　　　※50mm（※平たん仕上げ　・　　　　　　）　・　

施工範囲　・基礎下、基礎梁下、土に接するスラブ下
　　　　　・図示による(　　　　　)　　・　

８ 床下防湿層 材料
　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　　・ 

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）
　・　

(4.6.2、5)

９ 地盤改良工法

六価クロム溶出試験　・行う

種類及び施工方法等　・図示による（　　　　　）　　・　

１ 鉄筋 (5.2.1)鉄筋の種類

※ D16以下
※ D19以上

種類の記号 呼 び 径 (㎜) 備　考

・　
・　

２ 溶接金網 形状等 (5.2.2)

・SD345

・溶接金網
・鉄筋格子

種　類 種類の記号

鉄筋の継手方法等 (5.3.4)

柱、梁の主筋 ※ D19以上

耐力壁の鉄筋
基礎、耐圧スラブ、土圧壁
その他の鉄筋(　　　　　　　)

部　 位 継 手 方 法 呼 び 径 (㎜)

・重ね継手　・ガス圧接
・重ね継手　・ 

継手位置

柱及び梁の重ね継手の長さ

　　　基礎梁主筋の継手位置　・図5.2　・図5.3　・図5.4
　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　
耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さ

　・図示による（　　　　　）　　・　
柱及び梁の主筋で隣り合う継手を同一箇所に設ける部分の位置及び施工方法等

　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　※重ね継手（重ね継手の長さ：標準仕様書 表5.3.2による）

　・図示による（構造関係共通図(配筋標準図)5.1、6.1、7.1、7.3、8.1）

　※図示による（構造関係共通図(配筋標準図)3(1)(ｳ)）

　　・図示による（構造関係共通図(配筋標準図)6.2帯筋(2)⑥(ロ)）

　試験杭の位置　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　工法　　※評定等を受けた工法　　　　　　　　・　
　　　検査　　※評定等により定められた項目　　　　・　
　　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による　・　

５
　
鉄
筋
工
事
　

杭頭の処理 (4.3.8)
　・処理する　
　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　
　　　・図示による(　　　　　　) 　・ 
杭頭の中詰め材料　　
　・基礎のコンクリートと同調合のもの　　・　　

３ 鋼杭地業 (4.4.2、3、5)

・液状化対策
　　工法、施工範囲、仕様及び計測、試験等　※図示

２ 既製コンクリート杭
　 地業

種類
　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）
　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）
　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）
  　　SC杭の鋼管材料　・SKK400　・SKK490
　・　

長期設計支
持力(kN/本)

試験杭

本　杭

種類
(mm) (mm) (m)

杭長杭径コンクリート
継手数 ｾｯﾄ数 備　考

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

杭先端部形状　　
・開放形　・半開放形　・閉そく形　・ 

施工方法
・セメントミルク工法

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.3)

(4.3.3)

　　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　
　　掘削深さ　　　・図示による（　　　　　）　　・　

　　　　　　　　　・図示による（　　　　　）　　・　
　　杭の精度
　　　水平方向の位置ずれ寸法　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 
　　　杭の傾斜　　　　　　　　・1/100以内　　・ 
　　根固め液及び杭周固定液の管理試験
　　　　　　　　　※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　・　

　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内α、β、γが
　　下記の値を採用できる工法
　　　α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
　工法
　　・プレボーリング拡大根固め工法
　　・中堀り拡大根固め工法
　　・　

　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　
　杭周固定液　　・使用する　・使用しない

　　　　・標準仕様書7.2.5(1)、(2)による　・図示による（　　　　　）

　　　施工　　※評定等をされた施工管理基準による　・　
　　　検査　　※評定等により定められた項目　　　　・　

(4.2.2)(4.3.1、4)

(4.3.3、6)(7.2.5)

強度(N/mm２)

　　　工法　　※評定等を受けた工法　　　　　　　　・　

(5.5.3、5)適用箇所
　・図示による（　　　　　）　　・　
H12建告第1463号に適合する性能　
　・Ａ級　　・ 
種類
　・ねじ式鉄筋継手
　　充填方式

　・端部ねじ加工継手
　・モルタル充填式継手
　・　
工法
　※第三者機関の評定等を取得している工法
鉄筋相互のあき

品質の確認

検査

施工完了後の継手部の試験
　・外観試験
　　　試験対象　　　※全数
　　　試験項目
　　　　・評定等の評価内容による　　・　
　　　試験方法
　　　　・評定等の評価内容による　　・　
　・超音波測定試験
　　　試験対象
　　　　・抜取り

　　　　・全数
　　　試験項目　　　※挿入長さ
　　　試験方法
　　　　※JIS Z 3064（鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定
　　　　　方法及び判定基準）による
不合格となった場合の措置
　・　

適用箇所
　・図示による（　　　　　）　　・　
H12建告第1463号に適合する性能　
　・Ａ級　　・ 

　・図示による（　　　　　）　　・　
鉄筋相互のあき
　・標準仕様書5.3.5(4)による

　・図示による（　　　　　）　
施工完了後の溶接部の試験
　・外観試験
　　　試験対象　　　※全数
　　　試験項目
　　　　・評定等の評価内容による　　・　
　　　試験方法
　　　　・評定等の評価内容による　　・　
　・超音波測定試験
　　　試験対象
　　　　・抜取り

　　　　・全数

　　　試験方法

　・　

　　　　　　　　　・　

　　　　　　ロット

　　　　　　　・　
　　　　　　試験の箇所数

　　　　　　　・１組の作業班が１日に行った継手箇所で、最大200箇所程度とする

　　　　　　　・１ロットに対して（　　　）箇所

　　　　　　ロット

　　　　　　　・　
　　　　　　試験の箇所数
　　　　　　　・１ロットに対して（　　　）箇所

　　　　　　　・１組の作業班が１日に行った溶接箇所で、最大200箇所程度とする

　　　試験項目　　　※内部欠陥の検出

　　　　※JIS Z 3063（鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波測定方法及び

不合格となった場合の措置
　　　　　判定基準）による

　　・無機グラウト方式　　　・有機グラウト方式　　　・　

溶接継手の工法

　※評定等の評価内容による

　※評定等の評価内容による

　※評定等の評価内容による

　・評定等の評価内容による

(5.3.4)４ 鉄筋の定着

機械式定着工法

　　・摩擦圧接接合　　　　・螺合グラウト固定
　種類

　工法
　　・飯合グラウト固定　　・　　

　　※第三者機関の評定等を取得している工法とする
　必要定着長さ
　　※評定等の評価内容による
　補強筋形状

　かぶり厚さ

　品質確認

　　※評定等の評価内容による

　　※評定等の評価内容による

　　※評定等の評価内容による

　　※評定等の評価内容による
　検査

鉄筋の定着長さ

　　・図示による（　　　　　）　　　・　

　・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

・ SD295

　　・18cm　・21㎝　

・SD295

３ 鉄筋の継手

　杭の精度
　　水平方向の位置ずれ寸法

　　杭の傾斜

　　　溶接材料　　

　　　　・　

杭の継手の工法　　

　　　※評定等の評価内容による　・1/100以内　　・ 

　・機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

・地盤の載荷試験　（　　　）箇所
　　載荷試験の方法
　　　・地盤工学会基準JGS 1521による　・　

　　　※図示による（　　　　　）　　　・　
　　試験の位置、載荷荷重

・特定埋込杭工法 (4.2.2)(4.3.1、5)

使 用 部 位

・ガス圧接　・機械式継手

・重ね継手　・ 

厚さ

　　杭の支持層への根入れ長さ

　杭の支持層への根入れ長さ
　　　　　　　　・評定等の評価内容による　　・　

　帯筋の加工及び組立

　　・A種　・B種　・評定等の評価内容による

　　・3N/mm２　・評定等の評価内容による　・　

　杭の支持層への根入れ長さ

　　　・評定等の評価内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 

　　　・評定等の評価内容による　・1/100以内　　・ 

範囲

鉄線の形状、網目寸法、鉄線の経 (㎜)

・溶接継手　・重ね継手

７ 圧接完了後の
　 圧接部の試験

材料、寸法、継手等

長期設計支持力

試験杭

本　杭

継手数種類 ｾｯﾄ数 備　考
(mm)

杭径
(mm)

杭長
(m) （kN/本）

上杭
中杭
下杭
上杭
中杭
下杭

板厚

　　　　・　

杭の継手の工法　　

　　　形状
　　　　・JIS A 5525 による　　・　

溶接材料　　
　　　　・標準仕様書7.2.5(1)、(2)による　・図示による（　　　　　）

(4.4.3、5)(7.2.5)

　杭の精度
　　水平方向の位置ずれ寸法

　　杭の傾斜
　　　※評定等の評価内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　　・ 

　　　※評定等の評価内容による　・1/100以内　　・ 

特定埋込杭工法 (4.2.2)(4.3.1、5)
　・H13国土交通省告示第1113号第6 による地盤の許容支持力式の内α、β、γが
　　下記の値を採用できる工法
　　　α=（　　　）、β=（　　　）、γ=（　　　）
　工法
　　・中堀り拡大根固め工法
　　・　
　試験杭の位置　・図示による（　　　　　）　　・　

杭長
(m)

ｾｯﾄ数
（kN/本）

長期設計支持力
備　考

杭の種類、性能及び曲げ強度等による区分、寸法、継手の箇所数等

　　　・評定等の評価内容による　・杭径の1/4かつ100㎜以下　　・ 

　・溶接継手　

・
鋼杭の材料

　杭の支持層への根入れ長さ
　　　※評定等の評価内容による

　・溶接継手　

　運用箇所

(5.6.3、5)

川越市宮下町１丁目１９番地１３

特記仕様書（構造関係・その１）
G-03

　　　及び国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）」（以下、

施工範囲　・図示による（点字ブロック下）　　・　
厚さ　　　※60mm　・図示

厚さ　　　※60mm　・図示

　・図示による（　S3-01　）

　※図示による（S3-01配筋標準図（その1）表4.1）

川越市みよしの支援センター改築等工事

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
NS

６
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

１ コンクリート
　 の種類等

２ セメント

３ 骨材

４ 混和材料

５ 打継ぎの位置、
　 ひび割れ誘発目地、
　 打継ぎ目地

６ 湿潤養生

類別 (6.2.1)
　※Ⅰ類（JIS A 5308 への適合を認証されたコンクリート）

普通コンクリート (6.2.1～6.2.4)

設計基準強度 気乾単位容積
スランプ 適 用 箇 所

(N/mm２) 質量（t/m３）
　2.3程度 ・15又は18 ・18

・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 
・ ・ 

　構造体強度補正値(S) (6.3.2)
　　※標準仕様書 表6.3.2による

　　・　

種類 (6.3.1)
　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は
　　フライアッシュセメントＡ種
  　　適用箇所（※下記以外全て　　・　　　　　　　）
　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の他、水和
　　　　熱が7日目で 352Ｊ/ｇ以下、かつ28日目で 402Ｊ/ｇ以下のものとする。
　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　　　適用箇所（・1FLより下部（立上り部含む）　　・　　　　　　　）
　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ
  　　適用箇所(・　　　　　　　)
　・　

アルカリシリカ反応性による区分 (6.3.1)
※Ａ　・Ｂ（コンクリート中のアルカリ総量が 3.0 kg/m３ 以下）

・混和剤 (6.3.1)
　　混和剤の種類
　　　※標準仕様書6.3.1(4)(a)による　　・ 
・混和材
　　混和材の種類
　　　※標準仕様書6.3.1(4)(b)による　　・ 

打継ぎの位置 (6.6.4)
　梁及びスラブ
　　※スパンの中央又は端から1/4の付近
　　・図示による（　　　　　）　　・　
　柱及び壁
　　※スラブ、壁梁又は基礎の上端
　　・図示による（　　　　　）　　・　

目地の寸法 (6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

　　※ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、躯体外側の打増し部で処理する
　・図示による（　　　　　）　　・　

　・図示による（　　　　　）　　・　 　

湿潤養生の期間 (6.7.2)
　・セメントの種類が普通エコセメントの場合　（　　　　）日

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ (6.2.5)(6.8.2)

種　別 適 用 箇 所
・ Ａ種 ※図示による（　　　　　）
・ Ｂ種 ※図示による（　　　　　）
・ Ｃ種 ※図示による（　　　　　）

コンクリートの仕上りの平たんさ

種　別 適 用 箇 所
・ ａ種 ※図示による（　　　　　）
・ ｂ種 ※図示による（　　　　　）
・ ｃ種 ※図示による（　　　　　）

存置期間及び取外し
　※標準仕様書6.8.4による

(6.8.4)

　※21㎝　　・ 

(6.10.1、2)

９ 型枠 (6.8.2)せき板の材料及び厚さ
　・合板（※12mm　・　　）Ｇ
　　　コンクリート打設時の充填性の確認のため、型枠の一部に透明型枠等を使用
　　　する場合は、強度、変形等について、事前に監督員と協議する。
　・断熱材を兼用した型枠の使用
　　　適用箇所　　・図示による（　　　　）　・　
　・ＭＣＲ工法用シートの使用
　　　適用箇所　　・図示による（　　　　）　・　
　　　打増し厚さ　・20mm　・　
　　　打増し範囲　・図示による（　　　　）　・　
スリーブの材種･規格等
　・図示による（　　　　）　・　

　・普通エコセメントの場合（※図示による（　　　　　）　・　　　　　）

適用箇所
　・図示による（　　　　　）　　・　
種類
　・1種　　・2種
気乾単位容積質量

スランプ

８ 打増し厚さ
  (打放し仕上げ部)

打増し厚さ
　・打放し仕上げの打増し厚さ(外部に面する部分に限る)
　　　・20㎜　　　・ 
　・打放し仕上げの打増し厚さ(内部に面する部分に限る)
　　　・10㎜　　　・20mm　　　・ 
　・外装タイル後張り面の打増し処理
　　　・20mm　　　・ 
打増し範囲
　・図示による(　　　　　)　　　・ 

10 軽量コンクリート

　・標準仕様書 表6.10.1による　　・　

(6.8.1)

(6.11.1、2)

(6.12.2)

11 寒中コンクリート 適用期間（　月　日～　月　日）
構造体強度補正値(S)を積算温度を基に定める場合
　・図示による（　　　　　）、Ｓ＝（　）・　

12 暑中コンクリート 適用期間（　月　日～　月　日）
構造体強度補正値(S)
　※6N/mm２　・図示による（　　　　　）、Ｓ＝（　）・　

　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・中庸熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ
　・高炉セメントＢ種　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄＢ種　　 ・シリカセメント
混和材料の適用
　・あり（・標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　・標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による
　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）

　※15㎝　　・ 
構造体強度補正値(S)
　※標準仕様書表6.13.1による　　・　

(6.13.1、2)13 マスコンクリート 適用箇所
　・図示による（　　　　　）　　・　
セメントの種類

スランプ

　※普通コンクリート　・　
セメントの種類
　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ種又は
　　フライアッシュセメントＡ種
　・高炉セメントＢ種 Ｇ
　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ
設計基準強度　　※18（N/mm２）　 ・　
スランプ　　　　※15cm又は18cm　・　
適用箇所
　※標準仕様書6.14.1(4)による箇所　　・図示による（　　　）

(6.14.1)14 無筋コンクリート

15 コンクリートの
　 単位水量測定

コンクリートの種類

実施要領　　
(1)単位水量の測定は、150m３に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。
(2)単位水量の上限値は、標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。
(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして、施工する。

   温、コンクリート温度等)と写真により提出する。
(5)単位水量の測定方法は、高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)、ｴｱﾒｰﾀ法又は静電
   容量測定法による。また、試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気

1)測定した単位水量が、計画調合書の設計値(以下、「設計値」という。)±15kg/m３

  の範囲にある場合はそのまま施工する。
2)測定した単位水量が、設計値±15を超え±20kg/m３ の範囲にある場合は、水量変
  動の原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コン
  は打設する。その後、設計値±15kg/m３ 以内で安定するまで、運搬車の３台毎に
　１回、単位水量の測定を行う。
3)設計値±20kg/m３ を超える場合は、生コンを打込まずに持ち帰らせ、水量変動の
  原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後
  の全運搬車の測定を行い設計値±20kg/m３ 以内であることを確認する。更に、設
  計値±15kg以内で安定するまで、運搬車の３台毎に１回、単位水量の測定を行う。
4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　・標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による　　　・ 

７ 構造体コンクリー
　 トの仕上り

(6.8.1)(11.1.3)ひび割れ誘発目地の位置、形状

　・Ⅱ類（I類以外でJIS A 5308 に適合したコンクリート)

・21

特記仕様書（構造関係・その２）
G-04

　　　　補正値Ｓ＝３（3月11日～7月15日、9月5日～11月10日）
　　　　　　　Ｓ＝６（11月11日～3月10日、7月16日～9月4日）

【参考】

正門、西門基礎

川越市みよしの支援センター改築等工事



作業室

倉庫

職員更衣室

職員便所男子便所女子便所
機械室

事務室

廊下

DN ｽﾛｰﾌﾟ

食堂

湯沸室

雑品庫

調理室

倉庫（Ａ） 倉庫(Ｂ)

作業室(A)

作業室(B)

歩行者通路

歩行者通路

身障者用トイレ
トイレ

園芸用土資材置場

男子更衣室
女子更衣室

静養室

相談室

玄関

(GL+40)

(GL±0)

道
路

境
界
線

隣
地
境
界
線

記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/150(A1)
1/300(A3)

ポ
ー

チスロープ

スロープ

本館

別館

DN

DN

4,800 2,200 5,000 2,800 2,200 2,200 1,7001,100 5,000 5,000

2,000

2
,
0
0
0

隣地境界線

5
,
0
0
0

道路境界線

(GL+270)

(GL+300)

(GL+70)

(GL+580)

(GL+80)

(GL-90)

(GL±0) (GL±0)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)
(GL+170)

(GL+300）

(GL+40)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-140)

(GL-120)

(GL-210)

(GL+1150)側溝天端

(GL+170)側溝天端

(GL-70)

(GL-160)

(GL-120)側溝天端 43,200

3,6
00

隣地境界線

隣地境界線
1,700

64,600道路境界線

2
7
,
0
0
0

道
路
境
界
線

1,
30
0

隣地境界線

14,800

2,800

5,000

市道1163号線

(GL+920)

(GL-190)側溝天端

(GL-210)側溝天端

現況図

(GL-170)

6
,
5
0
0

3
,
6
0
0

2
,
9
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

1
8
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

6
,
0
0
0

花
壇

(GL-100)

(GL+420)

(GL+100)

(GL+100)

現況図　1/300（A3）

境界ブロック【撤去】
10.8ｍ

既存樹木H3.0ｍ【伐採伐根】
幹回り：1.0ｍ
葉張り：2.0ｍ

隣
地
境
界
線

16
,
2
00

既存樹木H8.0ｍ【伐採伐根】
幹回り：1.0ｍ
葉張り：2.0ｍ

既存樹木H4.0ｍ【伐採伐根】

幹回り：1.0ｍ
葉張り：3.0ｍ

既存低木H1.0ｍ W0.5ｍ L4.0ｍ【伐採伐根】

既存樹木H2.0ｍ【伐採伐根】
幹回り：0.6ｍ
葉張り：2.0ｍ

1

2

アスファルト舗装 1/20（A3）

既存アスファルト舗装【撤去】

3

2

G-05

隣
地
境

界
線

4
7
,
0
0
0

(GL+30)

幹回り：0.6ｍ

既存樹木H10.0ｍ【伐採伐根】

葉張り：2.0ｍ

既存樹木H4.0ｍ【伐採伐根】

葉張り：3.0ｍ
幹回り：0.8ｍ

既存樹木H2.0ｍ【伐採伐根】

葉張り：2.0ｍ
幹回り：0.4ｍ

既存樹木H3.0ｍ【伐採伐根】
幹回り：0.5ｍ
葉張り：1.5ｍ

既存樹木H2.5ｍ【伐採伐根】
幹回り：0.6ｍ
葉張り：1.0ｍ

根株【処分】

φ0.6ｍ程度 H0.8ｍ程度×9

丸太【処分】

φ0.25ｍ程度 H0.6ｍ程度×5

φ0.15ｍ程度 H0.15ｍ程度×6

φ1.0ｍ程度 H1.0ｍ程度×1

1/20（A3）

▽透水性カラー舗装▽花壇

砕石0-40

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
5
0

1
0
0

200

境界ブロック

地先境界ブロック150×150×600

（路　床）

表層　アスファルト混合物

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ

上層路盤

下層路盤

4
0

1
5
0

2
0
0

（路　床）

表層　アスファルト混合物

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ

上層路盤

下層路盤

4
0

1
5
0

2
0
0

1
3
0

※新設アスファルト舗装分の高さを撤去とする。

撤
去

範
囲

3
0
0

撤
去
範

囲

※新設アスファルト舗装（歩道用）分の高さを撤去とする。

アスファルト舗装 1/20（A3）

3

1

517.3ｍ2

(GL-70)

(GL-240)
(GL-390)

(GL-80)
(GL-310) (GL-360)

(GL-320)

(GL-200)

(GL-90)

(GL-110)

(GL+40)

(GL-40)

DN

(GL-10)

(GL+290)
(GL-30) (GL-20)

(GL+80)

(GL+70)

(GL+60)

(GL+30)

(GL-50)

(GL±0)

(GL-10)(GL+10) (GL+10) (GL±0)

(GL+50)

(GL+100)

(GL+70)

(GL+20)

(GL-90)

2

既存アスファルト舗装【撤去】

25.3ｍ2

市道1164号線

法第４２条第１項第一号道路

法第４２条第１項第一号道路

既存樹木H2.5ｍ【伐採伐根】

幹回り：0.6ｍ
葉張り：1.0ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ　1500×1000×ｔ100【撤去】

(GL+450）
テラス【既存のまま】

スロープ

既存アスファルト舗装【撤去】

ハッチ部：既存アスファルト舗装【撤去】

29.8ｍ2

凡例

自転車置場（鉄骨造）
【既存のまま】

※以下の地中埋設物を工事に含むこと。

・コンクリートガラ処分：約10ｍ3

・既存杭引抜き：8本（300φ、L=5.0ｍ）

（杭引抜き後は、山砂等を充填すること。）

川越市みよしの支援センター改築等工事
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記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称 1/100(A1)
1/200(A3)

テラス

DN

ポ
ー

チスロープ

スロープ

別館

ポ
ー

チスロープ

スロープ

自転車置場

テラス

スロープ

2,000

2
,
0
0
0

隣
地
境
界
線

隣地境界線

5
,
0
0
0

4
7
,
0
0
0

43,200

3,6
00

隣地境界線

1
6,
2
00

隣地境界線 14,800
隣
地
境
界
線

1,
30
0

隣地境界線

1,700

隣
地
境

界
線

64,600道路境界線

(GL+300)

(GL+70)

(GL-90)

(GL-30)

(GL-30)

(GL-90)

(GL-120)
(GL-170)

(GL-20)

(GL-150) (GL-160)

(GL-60)

(GL+10)

(GL+160)

(GL-90)

(GL+300)

(GL-130)

(GL-170)
(GL-120)側溝天端

(GL-10)

(GL+60)

(GL+140)

(GL+60) (GL-140)

(GL-120)

(GL-210)

(GL-210)側溝天端

(GL-60)

(GL-70)

(GL+60)

(GL-30)

(GL-70)

(GL-160)

(GL-120)側溝天端

(GL+30)

(GL±0)

軽キャブ　幅1500×全長3400

(GL-60)

(GL-100)

(GL+80)

(GL+580)
(GL+270)

(GL+170)
(GL+300）

本館

(GL±0) (GL±0)

花
壇

DN
(GL+420)

新館

既存建物

既存建物

市道1164号線

道
路

境
界

線

(GL-210)

2
7
,
0
0
0

道
路
境
界
線2,800

(GL-190)側溝天端

(GL+40)

既存点字ブロック
【既存のまま】

(GL+1150)側溝天端

(GL+30)

フェンス改修Ａ9

フ
ェ
ン
ス
改
修
Ａ

9

フ
ェ

ン
ス

改
修

Ｂ
1
0

市道1163号線

(GL+920)

フ
ェ

ン
ス
改

修
Ｄ

フ
ェ
ン
ス

改
修

Ｃ
1
1

1
2

(GL+170)側溝天端

5,000

外構平面図　1/200（A3）

1

2

3

4

5

5

5

5

7

13

1415

16

外構平面図

(GL+100)

(GL+100)

1FL＝設計GL+450

GL±0

GL±0

GL±0

(GL-70)

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0
5

GL±0 計画地盤の高さ

（GL±0）既存地盤の高さ

1

記号

凡例

1

仕様

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

14

砂利敷 B種

地先境界ブロック

緑地境界ブロック

車止めブロック（3個で1箇所）

点字ブロック　コンクリート製

ゴミストッカー

フェンス改修Ａ

フェンス改修Ｂ

フェンス改修Ｃ

フェンス改修Ｄ

正門改修

西門改修15

16

※ペイントカラー舗装：2液形水性特殊ウレタン樹脂系塗料（水性ロードカラーＡＵ同等品）

既存スチール引戸改修　塗替

既存ネットフェンス改修　ネット張替

17 既存ネットフェンス改修　ネット張替

G-06

新倉庫GL+100

GL±0

1FL＝設計GL+100

GL±0 GL±0

小型バス　幅2010×全長7730

6

6

6

8

5

既存建物
1FL＝設計GL+450

650 6,000

1
,
5
0
0

2
,
1
0
0 3
,
6
0
0

既存植栽

法第４２条第１項第一号道路

法第４２条第１項第一号道路

アスファルト舗装（車道用・溶融スラグ入り）

アスファルト舗装（歩道用・溶融スラグ入り）

参考数量

29.8ｍ2

107ｍ2

5.0ｍ2

1箇所

2箇所

1箇所

1箇所

1箇所

1箇所

8.1ｍ

8.4ｍ

9.1ｍ

603ｍ2

126ｍ

6.4ｍ

42.4ｍ

8.1ｍ

おもいやり駐車場マーク　ペイントカラー舗装

9 フェンス改修Ａ

9A フェンス改修Ａ

9 9A

川越市みよしの支援センター改築等工事



1 2 3 点字ブロック（コンクリート製　厚80）

記
　
事

作成年月日 図面番号

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称
縮　　　尺

図示

アスファルト舗装（車道用） アスファルト舗装（歩道用）1/20（A3） 1/20（A3）

（路床）

砂利敷 B種 1/20（A3）

6
0 砂利敷　B種

コンクリート製　点字ブロック　厚80

敷砂

▽アスファルト舗装

1
0
0

1
0
0

50 200

150

2
0

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

擬石地先境界ブロックＣ　L=600

1
5
0

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

モルタル

再生砕石RC-40

砂利敷、土表し

8
0

3
0

地先境界ブロック1/20（A3） 1/20（A3）

緑地境界ブロック　L=600

150

2
0

1
0
0

1
0
0

2
0
0

5
0

20

50 50

50

270

再生砕石RC-40

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

モルタル

植栽

50

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

1
0
0

緑地境界ブロック

ﾎｰﾙｷｬｯﾌﾟ

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾎﾞﾝﾄﾞ

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装用ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ

車止めブロック　NSP-120B同等品

180

1
2
0

1
2
0

1
8
0

600

車止めブロック（3個で1箇所）

四国化成：ゴミストッカーPS型同等品

ゴミストッカー

1,300

1
,
2
0
0

900

G.L.

1/60（A3）1/20（A3）1/20（A3）

400

150

1
,
7
5
0

4
5
0 3
0
0
2
0
0

1
,
5
0
0

5
0

1
5
0

1
5
0

改修前

敷地内 道路

【撤去】

【撤去】

【撤去】

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

2
0
0

1
,
5
0
0

敷地内 道路2
0
0

1
,
5
0
0

改修後

コンクリート基礎

【既存のまま】

メッシュフェンスH1500【新設】

フェンス改修Ａ詳細図

フェンス改修Ｂ詳細図

1/60（A3）

1/60（A3）

φ50.8x2.3

9

4 5

6 7 8

10

7
5
0

スチール支柱46×36

400 200

650

50

スチール手すり子19×19＠120

スチール45×40

道路

敷地内

コンクリート基礎

【既存のまま】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

改修前

1
,
5
0
0

1
,
0
0
0

2
0
0

5
0

1
5
0

5
0

敷地内

道路

φ50.8x2.3

改修後

メッシュフェンスH1500【新設】

1/60（A3）フェンス改修Ｃ詳細図11

1
,
0
0
0

250550

850

50

スチール支柱46×36

スチール45×40

スチール手すり子19×19＠120

道路

敷地内

コンクリート基礎

【既存のまま】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

改修前

1
,
5
0
0

1
,
7
0
0

2
5
0

5
0

1
5
0

5
0

敷地内

道路

メッシュフェンスH1500【新設】

φ50.8x2.3

改修後

1/60（A3）フェンス改修Ｄ詳細図12

1
,
0
0
0

50

950

300600

スチール支柱46×36

スチール45×40

スチール手すり子19×19＠120

道路

敷地内

コンクリート基礎

【既存のまま】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

改修前

2
5
0

5
0

1
5
0

1
,
5
0
0

2
,
2
0
0

5
0

敷地内

道路

φ50.8x2.3

改修後

メッシュフェンスH1500【新設】

1/60（A3）13 既存スチール引戸詳細図

2
,
1
0
0

2
0
0

1,270 1,230100 100

スチール引戸　見込40

スチール100×100

OPEN

▽GL

【DP塗装改修】

【DP塗装改修】

外構詳細図

5
0

1
0
0

1
5
0

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ（ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤PK-3）

上層路盤（粒調砕石30-0㎜）

下層路盤（再生砕石RC-40）

表層　密粒度アスファルト混合物（溶融スラグ入）

1
0
0

3
0

表層　密粒度アスファルト混合物（溶融スラグ入）

ﾌﾟﾗｲﾑｺ-ﾄ（ｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤PK-3）

路盤（再生砕石RC-40）

スチール支柱46×36＠1500

スチール手すり子19×19＠120

スチール45×40

2
0
0

1
,
2
0
0

敷地内 2
0
0

1
,
2
0
0

既存コンクリート基礎【既存のまま】

既存ネットフェンスH1200
【菱形金網φ3.2×50㎜目取替】

既存支柱【DP塗装改修】

鉄線φ4【撤去・新設】

胴縁【撤去・新設】

胴縁・鉄線φ4共

胴縁【撤去・新設】

17 既存ネットフェンス詳細図 1/60（A3）

G-07

※塗装は枠共とし、建具の開閉に支障のなきよう、塗装を施すこと。

転倒防止ｱﾝｶｰ

専用簡易錠

（ｸﾞﾘｯﾌﾟｱﾝｶｰGA10同等品）

5
0

9A :G-09西門詳細図参照

（路　床）

（既存路盤）

（路　床）

（既存路盤）

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

道路境界線

5,500 9,000

本館

1
,
8
0
0

道路

汚水桝

2,000

埋込ﾎﾟｽﾄ撤去
館名板移設

本館

汚水桝

3
5
0

1
5
0

1
,
8
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

3
5
0

1
5
0

2
0
0

200

1
,
4
0
0

700 200

1,100

1,000

40

133

50

100

1
,
8
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

430370

800

3
0
0

5
0

1
0
0

1
,
4
0
0

既存門塀

【既存のまま】

磁器質二丁掛タイル【新設】

3
0
0

5
0

1
0
0

400

車輪芯幅

800

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

再生砕石RC-40

1
,
4
0
0

500
本体最大幅

210

既存L型側溝既存L型側溝

D13＠200ﾀﾃﾖｺ共
コンクリート Fc21 S18

既存門塀

既存L型側溝

コンクリート撤去範囲

磁器質二丁掛タイル【撤去】

既存L型側溝

9,000

道路境界線

道路

4,650 133 1,090 1,627

14,464

8
0
0

1
,
0
1
0

コンクリート基礎【新設】

850 373

850 373

1
,
4
0
0

川越市みよしの支援センター

【一部撤去】

コンクリート基礎【撤去】

コンクリート基礎【撤去】

【既存のまま】 【既存のまま】

砕石【撤去】 砕石【撤去】

コンクリート基礎【撤去】

既存門塀【一部撤去】 既存門塀【一部撤去】
館名板　950×250【移設】

埋込ﾎﾟｽﾄ【撤去】

改修前　平面図　1/100（A3） 改修前　立面図　1/100（A3）

改修後　平面図　1/100（A3）

外灯【既存のまま】

外灯【既存のまま】

【既存のまま】

改修後　断面図　1/60（A3） 改修後　断面図　1/60（A3）

1,100

200

600

150

改修前　断面図　1/60（A3） 改修前　断面図　1/60（A3）

正門詳細図 1/30、1/50(A1)
1/60、1/100(A3)

アコーディオン門扉【撤去】

アコーディオン門扉【撤去】

アコーディオン門扉【撤去】

ｱﾙﾐ大型引戸（手動）

磁器質二丁掛タイル【撤去】

磁器質二丁掛タイル【撤去】

四国化成：スタックラインＮＲ１型　H1400同等品

G-08

（両面、天端共）

（両面、天端共）

既存ﾜｲﾔﾚｽｲﾝﾀｰﾎﾝ（VS-VG562）【移設】

（両面、天端共）

隙間ｶﾞｰﾄﾞ同等品【新設】

埋込ﾎﾟｽﾄ縦型【新設】セイフティクッション

1
,
8
0
0

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

川越市みよしの支援センター

1
,
4
0
0

館名板　950×250【移設】

改修後　立面図　1/100（A3）

磁器質二丁掛タイル【新設】

磁器質二丁掛タイル【新設】
（両面、天端共）

（両面、天端共）

既存ﾜｲﾔﾚｽｲﾝﾀｰﾎﾝ（VS-VG562）【移設】
埋込ﾎﾟｽﾄ縦型【新設】
H390×W150×D410

ｱﾙﾒｰﾙUT2型一般仕様同等品

3
0
0

▽G.L.

1
,
4
2
0

柱
高

さ

5
0
0

5
0

1
0
0

1
,
4
0
0

5
0

1
0
0

500 707 500 12,330

コンクリート Fc21 S18
D13＠200ﾀﾃﾖｺ共捨ｺﾝｸﾘｰﾄ再生砕石RC-40

ｱﾙﾐ片開き扉 ｱﾙﾐ大型引戸（手動）
シリンダー錠（マスターキー合わせ）シリンダー錠（マスターキー合わせ）

277

改修後　断面図　1/100（A3）

(
4
～

1
0
)

張付けモルタル
t=(5～8)

モルタル下地
【新設】

【新設】

磁器質二丁掛タイル

密着張り【新設】

30

タイル張り詳細図　1/20（A3）

9,000373 8501,627 4,650

1,627 1,173 9,050 4,650

川越市みよしの支援センター改築等工事



記
　
事

作成年月日 図面番号

縮　　　尺

一級建築士事務所 埼玉県知事登録 (１ ) 第12121号

一級建築士 第342763号　藤山智昭

工事名称

図面名称

2
,
0
0
0

本館

道路

1,8004,0003,000

2
,
0
0
0

本館

道路

3,000

1
,
8
0
0

1
,
4
0
0

3,000

1
,
8
0
0

1
,
4
0
0

1,800 4,000 3,000

コンクリート撤去範囲

アコーディオン門扉【撤去】

コンクリート基礎【撤去】

道路境界線

コンクリート基礎【新設】

道路境界線

改修前　平面図　1/100（A3）

改修前　立面図　1/100（A3）

アコーディオン門扉【撤去】
シリンダー錠（マスターキー合わせ）

改修後　平面図　1/100（A3）

改修後　立面図　1/100（A3）

地先境界ブロック【新設】

アスファルト舗装【撤去】

西門詳細図 1/30、1/50(A1)
1/60、1/100(A3)

地先境界ブロック【新設】

磁器質二丁掛タイル【高圧洗浄】 磁器質二丁掛タイル【既存のまま】

四国化成：スタックラインＮＲ１型　H1400同等品

G-09

ｶﾞｽﾒｰﾀｰｶﾞｽﾒｰﾀｰ

3005,500

2,900
収納幅

開口幅

ゴミストッカー【新設】
1300×900×H1200

アスファルト舗装【新設】

磁器質二丁掛タイル【撤去】
コンクリート門塀【撤去】

コンクリート門塀【撤去】
磁器質二丁掛タイル【撤去】

3
5
0

1
5
0

2
0
0

200

1
,
4
0
0

700 200

1,100

既存L型側溝

コンクリート基礎【撤去】

【既存のまま】

砕石【撤去】

アコーディオン門扉【撤去】

3
5
0

1
5
0

1
,
8
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

既存門塀

既存L型側溝
【既存のまま】

砕石【撤去】

1,100

200

600

150

磁器質二丁掛タイル
【高圧洗浄】

コンクリート基礎
【撤去】

【既存のまま】

3
5
0

1
5
0

1
,
8
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

2
0
0

既存L型側溝
【既存のまま】

砕石【撤去】

1,100

200

600

150

コンクリート基礎
【撤去】

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

改修前　Ｂ－Ｂ断面図　1/60（A3） 改修前　Ｃ－Ｃ断面図　1/60（A3）

磁器質二丁掛タイル【撤去】
コンクリート門塀【撤去】

砕石【撤去】

300 5,500

2
0
0

1
,
5
0
0

1
,
8
0
0

3
0
0

1
5
0

1
5
0

430370

800

3
0
0

5
0

1
0
0

1
,
4
0
0

既存門塀

既存L型側溝

磁器質二丁掛タイル
【既存のまま】

3
0
0

5
0

1
0
0

400

車輪芯幅

800

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
,
4
0
0

210

既存L型側溝

D13＠200ﾀﾃﾖｺ共
コンクリート Fc21 S18

再生砕石RC-40

2
0
0

150

メッシュフェンスH1500【新設】

メッシュフェンスH1500
【新設】

ｱﾙﾐ大型引戸（手動）
【新設】

ｱﾙﾐ大型引戸（手動）【新設】

改修前　Ａ－Ａ断面図　1/60（A3）

改修後　Ａ－Ａ断面図　1/60（A3） 改修後　Ｃ－Ｃ断面図　1/60（A3）

3
0
0

5
0

1
0
0

400

車輪芯幅

800

捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

1
,
4
0
0

500
本体最大幅

210

既存L型側溝

D13＠200ﾀﾃﾖｺ共

ｱﾙﾐ大型引戸（手動）

コンクリート Fc21 S18

再生砕石RC-40

【新設】

改修後　Ｂ－Ｂ断面図　1/60（A3）

Ａ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

2,000

2,000

セイフティクッション

隙間ｶﾞｰﾄﾞ同等品【新設】

1
,
2
0
0

9
0
0

ゴミストッカー【新設】
1300×900×H1200

1
,
3
0
0

1
4
0

250

1,500

メッシュフェンスH1500

フェンス用コンクリート立上りH200

9A フェンス改修Ａ

9A フェンス改修Ａ

川越市みよしの支援センター改築等工事




